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運動器とは

運動器はをߟࢥ・໋ྩ系とすれば、その表ݱ系に

たり、で発信された指ྩは脊髄からধ神ܦを

介して、筋に͑られ、そのऩॖ・எ؇によって関

節運動を導き、身体運動として表ݱされる。

ਿ岡༸一（「運動器の 10 年」日本委員会委員長）

2004 年

運動器の健康・日本協会
20周年記念誌

骨

運動器01

脳・神経系

関節筋肉
からだを動かす
しくみ

（運動器）
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理事長ごあいさつ

創立 20 周年にあたり、ご挨拶申しあげます。

　1998 年にスウェーデン・ルンド大学のリドグレン教तがఏএした運動器疾患・障
害のࠀに向けた国ࡍ的なキャンϖーンである「#POF BOE JPJOU DFDBEF」は、国ࡍ
連合の支持を得て、2000 年 1 月に 8HO が 2000‒2010 年をその期間と定めて、正式に
発足をએ言しました。当時の国ࡍ連合のアナン事૯長は、今こそ運動器疾患・障害
に対する効果的な予防や治療の開発に行動すべきときであるとし、「.VTDVMPTLFMFUBM 
EJTPSEFST BSF UIF NPTU DPNNPO DBVTFT PG TFWFS MPOH�UFSN QBJO BOE QIZTJDBM EJTBCJMJUZ 
B⒎FDUJOH NBOZ NJMMJPOT PG QFPQMF BDSPTT UIF HMPCF. TIFZ IBWF BO FOPSNPVT JNQBDU 
PO UIF JOEJWJEVBM, TPDJFUZ BOE IFBMUI DBSF TPDJBM TZTUFNT. TIFSF BSF F⒎FDUJWF XBZT UP 
QSFWFOU PS USFBU UIFTF EJTBCMJOH DPOEJUJPOT. #VU XF NVTU BDU PO UIFN OPX.」との声明
を出しています。
　そのࠒ、わが国ではすでに 1994 年に 10 月 8 日を「骨と関અの日」に制定し、運動
器（整形外科）への国民の理解を深める活動を開始していましたが、「#POF BOE JPJOU 
DFDBEF」の動向にݺ応して 1999 年 6 月に日本整形外科学会（黒高ल理事長）が
#JD2000‒2010 部会を立ち上げました。そして、2000 年 5 月に、日本整形外科学会、日
本リウϚチ学会、日本リハビリテーション医学会、日本脊脊病学会、日本骨ૈᱷ
症学会、世界少年野球推進財団、日本高等学校野球連盟が GPVOEJOH NFNCFS になり、
当協会の設立時の名শであります「骨と関અの 10 年」日本委員会が発足しました。こ
れ以߱、2002 年に「運動器の 10 年」日本委員会、2011 年に一般財団法人 運動器の 10
年・日本協会、2016 年に公益財団法人 運動器の 10 年・日本協会、2017 年に公益財団法
人 運動器の健康·日本協会へと名শ変ߋし、現在にࢸっています。
　「#POF BOE JPJOU DFDBEF 2000‒2010」はその後、(MPCBM AMMJBODF GPS .VTDVMPTLFMFUBM 
HFBMUI（筋・骨֨ܥの健康に関するグローバルアライアンス）に移行し、期間を区切
らない継続的な筋骨֨ܥの研究促進や、この障害により生じる個人、介護者、社会の
ෛ担やコストを軽減するために世界的なωットϫークを強化し、政策のఏ言、ロビー
活動などを行っています。当協会もこのグローバルアライアンスに参画し、運動器疾患・
障害に対する国民の意識を高め、生活の࣭を向上するために取り組んでいます。۩体
的には、当協会加盟の学会・研究会 44 団体、スポーツ関連 11 団体、患者・Ոの会
等 8 団体とともに、ಛ別ࢍ助会員、ࢍ助会員の支援を得て、1）運動器の健康·日本賞
などの広報事業、3）運動器健康推進事業をץ発『PWJOH.』ࢽץق彰事業、2）広報ݦ
3 本柱として、活動を継続しています。
　創立 20 周年を機として、これまでの歩みを記にし、後世に伝えていくとともに、
今後とも運動器の健康に対するさまざまな取り組みがあらΏる世代に根き、わが国
のจ化であると評価されるレϕルを目指してਚ力する所ଘです。Ҿき続き、օ様のご
支援とご協力をおئいする࣍第です。

ؙໟ 啓࢙

ཧࣄ͍͋ͭ͝͞
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To President Professor Keishi MARUMO and Bone and Joint 
Japan（B&J-J）

TIF #POF BOE JPJOU DFDBEF 2000�2010（#JD）XBT JOJUJBUFE JO 4XFEFO BOE WFSZ RVJDLMZ 
HBJOFE HMPCBM QPMJUJDBM TVQQPSU, CZ UIF 6N, UIF 8HO BOE NBOZ OBUJPOBM HPWFSONFOUT BOE 
IFBMUI NJOJTUSJFT.  HVOESFET PG QSPGFTTJPOBM BOE QBUJFOU PSHBOJTBUJPOT BSPVOE UIF XPSME 
BMTP KPJOFE UIF DBMM. AT B SFTVMU, JO B OVNCFS PG DPVOUSJFT NVTDVMPTLFMFUBM DPOEJUJPOT HBJOFE 
NPSF QVCMJD BOE QPMJUJDBM QSJPSJUZ. DVSJOH UIF MBTU EFDBEF UIF OFUXPSL DPOUJOVFE PO JO 
JUT HMPCBM, SFHJPOBM BOE OBUJPOBM BDUJWJUJFT BOE HBJOFE B OFX OBNF� UIF (MPCBM AMMJBODF GPS 
.VTDVMPTLFMFUBM HFBMUI（(�.64C）.

8IJMF OPO�DPNNVOJDBCMF EJTFBTFT NPWFE VQ PO UIF BHFOEB PG HMPCBM BOE SFHJPOBM 
PSHBOJTBUJPOT BOE OBUJPOBM IFBMUI NJOJTUSJFT, UIF GPDVT JO NPTU NVMUJ�OBUJPOBM PSHBOJTBUJPOT 
TVDI BT UIF 8HO BOE DPVOUSJFT IBT TP GBS NBJOMZ CFFO PO EJTFBTF BSFBT MFBEJOH UP EFBUI.

OO UIF PUIFS IBOE, JO BO DPOTUBOUMZ BHJOH TPDJFUZ, EJTBCJMJUZ BOE QBJO JT B NBKPS 
CVSEFO GPS JOEJWJEVBMT BT XFMM BT TPDJFUZ. AOE UIF NBJO SFBTPO GPS CPUI BSF NVTDVMPTLFMFUBM 
DPOEJUJPOT BOE JOKVSJFT. 

OWFS UIF QBTU TFWFSBM ZFBST, UIF 8PSME HFBMUI OSHBOJTBUJPO IBT SFBMJ[FE NPSF 
BOE NPSF UIF JNQPSUBODF PG EJTBCJMJUZ BOE UIF QSPCMFNT PG BO BHJOH TPDJFUZ. TIF 8HO 
IBT EFDMBSFE UIF ZFBST 2021�2030 BT UIF DFDBEF PG HFBMUIZ AHJOH BOE IBT MBVODIFE UIF 
RFIBCJMJUBUJPO 2030 JOJUJBUJWF UP UBDLMF EJTBCJMJUJFT JO BMM BSFBT.

(�.VTD IBT TVQQPSUFE UIF 8HO JO UIFJS BDUJWJUJFT PWFS UIF MBTU ZFBST JO UIFTF QSPKFDUT 
BOE IBT DPMMBCPSBUFE JO UIF IOUFHSBUFE CBSF 'PS OMEFS PFPQMF（ICOPE） PSPKFDU BOE UIF 
RFIBCJMJUBUJPO 2030 � CBMM GPS ADUJPO BT FYBNQMFT. RFDFOUMZ (�.64C BOE BO JOUFSOBUJPOBM 
UFBN BJNFE UP NBLF NVTDVMPTLFMFUBM IFBMUI B HMPCBM QSJPSJUZ BOE VOEFSUPPL BO JOUFSOBUJPOBM 
TUVEZ UP CFUUFS VOEFSTUBOE UIF FTTFOUJBM FMFNFOUT OFFEFE UP TVQQPSU UIF EFWFMPQNFOU PG 
HMPCBM BOE OBUJPOBM TUSBUFHJFT PO NVTDVMPTLFMFUBM IFBMUI.  A 700�TUSPOH SFQSFTFOUBUJWF QBOFM 
PG TUBLFIPMEFST SFDPNNFOEFE 8 QSJPSJUZ BSFBT GPS BUUFOUJPO, FBDI TVQQPSUFE XJUI QSJPSJUJTFE 
BDUJPOT. RFDFOUMZ, #�J�J USBOTMBUFE UIF QJWPUBM SFQPSU SFTVMUJOH GSPN UIJT TUVEZ（“TPXBSET 
B HMPCBM TUSBUFHZ UP JNQSPWF NVTDVMPTLFMFUBM IFBMUI”）JOUP JBQBOFTF BOE MBVODIFE JU PO 
UIFJS XFCTJUF.   OUIFS (�.64C BDUJWJUJFT JODMVEF MFBEJOH BOE DPOUSJCVUJOH UP UIF (#D HSPVQ 
XPSLJOH PO LBODFU QVCMJDBUJPOT PO NVTDVMPTLFMFUBM EJTPSEFST BOE PTUFPBSUISJUJT.

HPXFWFS, UIF NPTU JNQPSUBOU XPSL OFFET UP CF EPOF MPDBMMZ BOE CF OBUJPOBMMZ 
DPPSEJOBUFE CZ (�.64C�B⒏MJBUFE NBUJPOBM ADUJPO NFUXPSLT（NANT）. #POF BOE JPJOU JBQBO
（#�J�J）SFQSFTFOUT UIF JBQBOFTF NAN BOE PWFS UIF MBTU UXP EFDBEFT IBT CFFO POF PG UIF 
NPTU BDUJWF BOE JOqVFOUJBM NANT JO UIF XPSME.  #�J�J DPOTJTUT PG NPSF UIBO 60 QBSUJDJQBUJOH 
PSHBOJTBUJPOT XJUI B DPMMFDUJWF NJTTJPO UP SBJTF BXBSFOFTT GPS UIF MPDPNPUPS TZTUFN BOE B 
DMFBS GPDVT PO FBSMZ EFUFDUJPO, QSFWFOUJPO BOE JNQSPWFE BDDFTT UP SFTFBSDI ESJWFO FWJEFODF 
CBTFE DBSF. IU IBT BMTP CFFO WFSZ BDUJWF JO JOJUJBUJOH BOE TVQQPSUJOH UIF BDUJWJUJFT PG UIF 
8HO ICD�11 .VTDVMPTLFMFUBM TPQJD AEWJTPSZ (SPVQ. 

#POF BOE JPJOU JBQBO IBT PWFS UIF MBTU 20 ZFBST CFOFpUUFE GSPN TUSPOH MFBEFSTIJQ BOE 
TVTUBJOFE DPNNJUNFOU BOE IBT DSFBUFE FYDFMMFOU JOUFSOBUJPOBM DPOOFDUJPOT. (�.64C IBT 
CFFO WFSZ GPSUVOBUF UP CF BCMF UP XPSL DMPTFMZ XJUI #�J�J EVSJOH UIFTF ZFBST BOE HSFBUMZ 
WBMVFT UIF POHPJOH TVQQPSU BOE DPMMBCPSBUJPO XJUI #�J�J

AT UIF CVSEFO PG NVTDVMPTLFMFUBM DPOEJUJPOT DPOUJOVFT UP JODSFBTF JO UIF OFYU EFDBEFT 
BT QPQVMBUJPOT BHF, UIF BDUJWJUJFT PG #�J�J BOE (�.64C BSF NPSF OFDFTTBSZ BOE SFMFWBOU 
UIBO FWFS CFGPSF .

:PVST TJODFSFMZ,
PSPG. ,BSTUFO DSFJOIÖGFS 
PSPG DFCPSBI ,PQBOTLZ�(JMFT
PSPG. LZO .BSDI
PSPG. AOUIPOZ 8PPMG

 EYFDVUJWF CPNNJUUFF PG UIF IOUFSOBUJPOBM CPPSEJOBUJOH CPVODJM PG UIF (MPCBM AMMJBODF 
GPS .VTDVMPTLFMFUBM HFBMUI（(�.64C）

Prof� Karsten
%reinhÖfer

&xecVtiWe Committee 
Chair of International 
Coordinating CoVncil
(�.6SC

丸毛啓史理事長および運動器の健康・日本協会の皆様へ

　「骨と関અの 10 年（2000�2010）運動」（#JD）はスウェーデンで発足し、その後いちૣく国連（6N）、
世界保健機関（8HO）および多くの国の内ֳ、保健লからの政治的支持を得ました。多数の医療
関係者および患者の団体もݺび掛けに応じました。その結果、多くの国々において運動器の健康
に対する優先度が高まりました。近の 10 年間、このωットϫークの国ࡍ的、地域的、国Ո的な
活動は継続され、新たに「運動器の健康・世界運動」（(�.64C）と໋名されました。
　国ࡍ団体、地域団体、および国の保健লにԙけるඇ伝染性疾患の優先ॱ位は上がりましたが、
8HO などのほとんどの多国੶組織および各国では、これまで主にࢮにࢸる疾患ྖ域にয点が当て
られてきました。
　一方、高齢化が着実に進む社会にあって、身体障害や痛みは個人および社会にとって多大のෛ
担となります。そして、身体障害と痛みの主な原Ҽは運動器の不۩合とケΨによるものです。
　近の数年間、8HO は、身体障害の重要性と高齢化社会の問題をますます認識するようになり
ました。8HO は 2021�2030 を「健康な高齢化の 10 年」と名け、すべての分野における身体障
害に対ॲするための「リハビリテーション 2030 運動」を立ち上げました。
　(�.64C は、例えば CBMM GPS ADUJPO のような形で、これまで 8HO による上記のプロジェクト
を支援し、「高齢者౷合医療プロジェクト」（ICOPE）「リハビリテーション 2030- 行動」に協力し
てきました。最近では (�.64C および国ࡍチームのうち一つが運動器の健康を国ࡍ的優先課題に
位置けることを目指して、運動器の健康に関する国ࡍ的および国Ո的ઓུ策定推進に必ਢな課
題を取り上げました。ステークϗルμー代表の 700 名が 8 つの重点分野とそれͧれの優先的アク
ションをఏ言しました。最近では「運動器の健康・日本協会」がこのレポート（運動器の健康推進
のグローバルઓུ）の主要部分を༁し、同協会の 8FC サイトにࡌܝしました。また、(�.64C
の活動には、運動器の疾患や変形性関અ症について、世界的医学ࢽࡶ『LANCET』で公表するた
めの「(#D グループ」（(MPCBM #VSEFO PG DJTFBTF ˞ 1）の取り組みを主導し、そしてこれにݙߩす
ることが含まれています。
　しかしながら必要とされる最も重要な事は各地域で行われ、国୯位では (�.64C 所属のナショ
ナル・アクション・ωットϫーク（NANT）があります。運動器の健康・日本協会は日本の NAN
であり、過ڈ 20 年にわたり世界の NAN における最も活動的でӨڹ力のある団体です。また、貴
協会は 60 以上の加盟団体から成り、運動器に対する認識を高めるという共通使໋をٻし、さら
にૣ期発見や予防と研究主導でΤビデンスに基づくケアへのアクセス向上といった明確な目ඪが
あります。ซせて 8HO　ICD�11（国ࡍ疾病分ྨ第 11 ൛）運動器トピック・アドバイβリー・グルー
プの主導、支援にも大きく関与しています。
　運動器の健康・日本協会は、これまでの 20 年、強ݻなリーμーシップと一貫したコϛットメン
トにより、ૉらしい国ࡍ関係をஙきあげました。この間、(�.64C も貴協会とີに活動でき
たことは幸せであり、Ҿき続いての貴協会の支持と協力に深く感ँいたします。
　人口の高齢化に伴い運動器の不۩合によるෛ担の増大が今後数े年にわたって続くことから、
貴協会と (�.64C の活動は以前にも増して必要かつ大きな意ຯを持つことになると思います。

(�.64C 業ࣥ行理事会
カルステン・ドラインϔーフΝー教त（ドイツ）
デボラ・コパンスキー教त（カナμ）
リン・Ϛーチ教त（オーストラリア）
アンソニー・ウールフ教त（ӳ国）

˞ 1ɿ(#D グループとは、世界疾病ෛՙ研究グループのこと。ถ国ϫシントン大学保健指ඪ・保健評価研究所を中心に、
152 の国や地域の大学、研究所、政機関が参加する共同研究グループである。

祝辞
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運動器の健康・日本協会の発展を願って

　運動器の健康を個人としても社会としてもकろうとする機運が進みつつある

なかで、公益財団法人 運動器の健康・日本協会が創立 20 周年を迎え感֒深い

ものがあります。

　#POF BOE JPJOU DFDBEF 世界運動が 2000 年にએ言され、わが国でも「骨と

関અの 10 年」日本委員会の活動が黒高ल初代委員長・Տ合৳初代運Ӧ委

員長の下に開始されました。翌年より私は日本整形外科学会理事長として運Ӧ

委員に加わりましたが、当時の社会の「骨と関અ」および整形外科への関心は

ዼવとするほど低いものでした。そこで「運動器の 10 年」日本委員会と名を

変え、の根運動として日本各地での「運動器フΥーラム」を強いܾ意を持っ

て展開しました。啓発活動効果を高めると同時に政や社会の支援を受けるた

め、整形外科のを超えて、医学会、スポーツ団体、市民団体やༀ会社にも

運動に加わっていただきました。2003 年に杉Ԭ༸一第 2 代委員長にҾき継が

れ、2004 年にはようやく政からも運動器の健康活動が正式に認められ支援

が受けられることになりました。

　#JD の最初の目ඪであった 10 年間の活動はऴえましたが、世界各国で地域

ಠ自の運動を継続することとなり、わが国では運動器の健康・日本協会として、

ؙໟ啓࢙理事長をච಄に、日本委員会時代から参画されているদ下㑑先生、

藤๕照先生、Ҵ߂先生らのݙߩが続けられています。わが国での活動は

世界のなかでも最も活発なものと自ෛしています。

　#JD 世界活動の目ඪは、運動器障害の社会的認識を高め、市民の自主的運

動参加を促すこと、運動器障害の治療・予防を推進することであります。そし

て、活動開始より 20 年が経過し、われわれのئいがえられつつあります。

しかし、活動は継続されないと忘れられやすいものです。「運動器の健康」推

進活動の原点が、࣍代を担う人たちにもҾき継がれ発展していくことをئうも

のであります。

　　　　　　　　　　

運動器の健康・日本協会の輝かしい発展を誇りに

　骨・関અ（運動器）の健康は人生の࣭（2OL）の向上に大きくӨڹし、一

方で、骨・関અ（運動器）の障害は大な社会的・経ࡁ的なଛ失となります。

「骨と関અの 10 年」世界運動は、骨・関અ（運動器）の健康を保全することを

目ඪに、1998 年にスウェーデンのリドグレン教तがఏএしたことから始まり

ました。　　　　

　その後、国連・8HO などにも認められ、国ࡍ的な潮流となり、わが国も

すぐにこの活動にࢍ同、日本整形外科学会が「骨と関અの 10 年」日本委員会

を発足させました。その後、20 年にわたる地道な活動が続けられ、現在では、

公益財団法人 運動器の健康・日本協会として活༂されていることに深いܟ意と

感ँを表します。

　「骨と関અの 10 年」日本委員会発足当時、私は日本整形外科学会の副理事長

をしており、委員会においても初代運Ӧ委員長を担当させていただきました。

　健康的な運動器を保全するという؍点では、当વながら日本整形外科学会が

主体となる活動であるため、日本ྟচ整形外科学会と共に関連学会と協ௐして

活動を行いました。そして「骨と関અの 10 年」委員会というݺশは、当時の

委員長であった黒高ल先生の発Ҋで「運動器の 10 年」委員会へと変ߋにな

りました。最初のࠒは、“運動器”の解説や“運動器の健康の重要性”を説明

する機会が多く、今ではջかしい思い出です。

　しかし今では、この言葉は日本政も正式に重要性を認めており、地方の保

健師さんたちも“運動器”という言葉を一般的に用いるようになりました。

　これは、前出の黒委員長をはじめ、杉Ԭ༸一委員長、山本ത࢘委員長のご

ਚ力のࣀです。ಛに、山本先生の絶大なごਚ力を忘れることはできません。

　私が日本協会の理事長をめていた時代には財的にۤ࿑しており、日整会

に大きなご助力をいただきました。そして日整会の元理事長のؠ本幸ӳ先生に

後としてバトンタッチすることが、私の役目であると強く認識していました。

さらにその役ׂは、その後、ؠ本先生から日整会の元理事長であるؙໟ啓࢙先

生にҾき継がれ、現在の協会がًかしく持続しています。このことをとても誇

りに思っています。　

山本ത࢘ 河合伸
運動器の 10 年・日本協会
ୈ 3 代理事長

運動器の 10 年・日本協会
ୈ 4 代理事長

ॕࣙ

祝辞
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運動器の健康・日本協会の創立 20 周年に寄せて

　運動器の健康・日本協会が、このたび、創立 20 周年を迎えられたことを心

からおܚびਃし上げます。協会は、運動器の啓発活動を目的とした #POF BOE 

JPJOU DFDBEF 世界運動（2000�2010）にࢍ同された当時日本整形外科学会の黒

高ल理事長の下、2000 年に「骨と関અの 10 年」日本委員会として発足しま

した。設立当初からŊ 協会は世界運動の中心的な役ׂを担う一方で、国内にお

ける運動器の啓発活動を強力に推進し、第 2 代・杉Ԭ༸一委員長時代には、世

界運動に対する国の支援の正式表明や、国策である「健康フロンティア政策」

への運動器の࠾用が実現されました。第 3 代・山本ത࢘理事長、第 4 代・Տ合

৳理事長の時代には、さらに活発な活動の推進が行われ、協会の 3 大目ඪで

ある「運動器」という用ޠの定着、運動器が健全であることのへ認識、運動器

疾患・障害ૣ期発見と予防体制の確立のすべての点で着実な成果が得られまし

た。また、私が理事長をめていた 2016 年には、協会の長年の努力と実が

認められ、൵ئであった公益財団法人としての認Մを得ることができました。

さらに私の後であるؙໟ啓࢙理事長ごब以߱、協会が大きな発展をげて

いることを大変خしくଘじております。

　これまでの協会の発展とًかしい実には、いくつかの成ޭの要Ҽがあった

と思います。それは、協会が診療科や৬種のを超えて「運動器」のॾ問題に

取り組む།一無二の団体であること、関係ॾ団体が「運動器の健康」という共

通のテーϚに向かい継続的な取り組みを行ってきたこと、「運動器の健康・日本

賞」ݦ彰事業の対象に一般国民が含まれていることや、国民向けの広報ࢽץق

『.PWJOH』のץ行からわかるように、協会が絶えず国民のࢹ点に立った啓発活

動を行ってきたことなどです。これまで協会の発展に寄与された関係団体のօ

様、協会役員、事ہのօ様、運動器の啓発活動にご協力くださった国民のօ

様に心からのܟ意を表し、御ྱをਃし上げます。

　今後、運動器の健康・日本協会がさらなる発展をげ、国民の運動器の健康、

ͻいては健康寿໋の延৳にいっそうのݙߩをされることをئってやみません。

　運動器の10年ੈք運動2000-2010͕10年をܴ͑た。1���年ʹ日会

ʹBJD部会͕ઃஔ͞Εた。黒川高秀ઌੜʢཧ事長ʣ、河合伸也ઌੜʢ副

ཧ事長ʣ、ੜ田ٛ和ઌੜ、େҪར夫ઌੜ、നҪ߁正ઌੜ、ۄஔ也ઌ

ੜ、那須耀夫ઌੜ、क秀ൟઌੜʢ֤ཧ事ʣ͕ 委員ͱならΕ、運動のあΓ

ํ͕৺ʹ౼ٞ͞Εた記͕ͬて͍る。

　࣌の日会ใࣨχϡースʢ�0߸、2000年1݄ʣʹ ੈք運動͕Ί͟

したものͱして、ݸ人の自ཱͱଚݫͱ͍͏ࢹ͔らܥ֨ࠎےの重ཁੑ

のೝࣝを͢ىשる、έアのܾఆʹࢀՃで る͖Α͏ 、Խ͢るڧのྗをऀױʹ

༧ͱྍ࣏のޮࡁܦをた͔ΊるたΊのఏҊを͢る、ܥ֨ࠎےʹؔ͢る

　。Խ・ਪਐ͢る、なͲ͕黒川ཧ事長名でൃද͞Εて͍るڧͱ։ൃをڀݚ

　BJD部会では、ࠎͱؔઅの10年では運動のझ͕ࢫͱ Γ͓ʹ ͍͘ ͱ͜、

国ຽのൃܒの重ཁੑ͕ٞ͞Εて͍た。ͦ して2002年、ࣾ 会のܒ

ൃ運動ͱして「運動器ϑΥーラϜ」͕ 明࣏神ٶ会ؗͱ会ؗલ場で։࠵

͞Εた。「運動器」ͱ͍ 名͏শ͕༻͍らΕたのである。

　運動器ͱ͍ কٴࡏݱՊの֎ܗतの「ڭ葉は、田ٛಙ౦େॳݴ͏

དྷ」ʢᬭ事৽ฉ、େ正1�年、1�2�ʣの中ʹ、記͞ࡌΕて͍る。田ઌੜは、

る͢ڀݚ౷ʹଐ͢るපతঢ়ଶをܥᡲ・ൽෘなͲの৫・ܦՊは「અ・神֎ܗ

ֶՊ」であるので0rthopÅedieの日本ޠ名のީิの一つͱして「運動器ܥ

౷の֎Պ」をߟ ら͑Εた。運動器は͘ݹ ͔らあるݴ葉である͕、運動器の10

年ੈք運動でऔΓ্ ͛らΕる·でࣾ会తʹはྑ͘ らΕて͍な͔ たͬ。

　黒川ઌੜは運動器ʹର͢るメΧχΧルストϨスのٴ΅͢ҙٛを重ࢹし

て ら͓Εた。ͦ ͏͍ ͏͓ ੈの「運動器の10年」͕͑͜ߟ ք運動ʹऔΓ·Ε

たϕースʹ͓あΓʹ なͬたのではな͍͔ͱ͏ࢥ。黒川ઌੜのಠతな͓

事であるηンサー 自͖動٭延長器の։ൃは·͞ ʹ͜のメΧχΧルストϨス

のྟচԠ༻である。01--जᙾなͲʹみらΕるຑᙺのࡏݦԽしな

͍高ຫੑѹഭでのిҐのڀݚもಉ͡ メΧχΧルストϨスʹର͢

るੜମのԠͱ͍ 。͔らはಉ一ઢ্ʹあるものであるࢹ͏

　「運動器の10年」ੈ ք運動͕10年をܴ͑、ͦ の総ׅの࣌ʹ黒川高秀

ઌੜ͕͓らΕな͍のは念な ͱ͜である。ޚଘ໋であΕֶ会のࣾ会త

ׂの重ཁੑ、運動器ͱ͍͏ んتをඞͣࡏݱ葉͕ͻΖ·Γつつあるݴ

で ら͓Εるのではな͍͔ͱࢥ 。͏

தଜࡾߞ  ౦ژେֶҩֶ部 ܗ֎Պֶڭत

「運動器の̍ ̌年」ੈ ք運動ͱࠇߴलઌੜ

黒川高秀 ॳ委員長

歴委員長をৼΓฦ てͬ
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ུ歴
昭和��年 ౦ژେֶҩֶ部ଔ
昭和��年 ౦ژେֶେֶӃमྃ
昭和��年 ౦ژେֶܗ֎Պֶڭत
ฏ �年 ౦ژେֶҩֶ部ෟଐපӃ長
ฏ �年 ౦ژେֶҩֶ部部長
ฏ �年 ୈ��ճ日本ܗ֎Պֶ会ֶज़総会会長
ฏ �年 ࣾஂ๏人日本ܗ֎Պֶ会ཧ事長ʢ12年·でʣ
ฏ10年 ౦ژେֶ名༪ڭत

日本ҩՊେֶܗ֎Պ٬員ڭत
ฏ11年 昭和େֶ横市部පӃ長
ฏ1�年 日本ܗ֎Պֶ会ֶ会賞受賞
ฏ21年 正࢛Ґਸ਼ๅ中दষ受ষ

੦ڈʢڗ年�1ࡀʣ

杉岡洋一भେ・ނ　 ・ֶ名༪ڭत、元総長は、黒川高秀・ୈ̍委員長

の後ͱして、200�年 「ʹ運動器の10年」日本委員会委員長ʹबした。

委員長बの࣌で、日本委員会の׆動は、国の正ࣜなࢧԉද明をಘて

͍な͔ͬた。杉岡委員長は、̓ ഒ৾三自ຽౘװ事長ʹྗڠをཁし、

200�年、ް ੜ࿑ಇল田中ܚ司݈߁局長名で国のࢧԉද明をऔΓけ

た。·た、杉岡委員長自ら͕会員であͬた日本ֶज़会ٞʹಇ͖͔けた݁

Ռ、日本ֶज़会ٞʹ͓͍て「運動器݈߁の重ཁੑ」͕ ͞。͞Εた࠾ ら

ʹ、ֶ �͔ら、200؍ҭのڭの༧ͱো・ױอ݈͓Αͼ運動器࣬ߍ

年 ॆ・ମ੍のඋݕける運動器͓ʹߍֶʹ」 ࣮Ϟデル事ۀ」を্ཱͪ

͛、͜ の事ۀをج൫ͱしたௐ査・ڀݚを࣍ୈʹશ国ʹ֦ॆͤ͞た。·た

動」ޠをืूし、બΕたඪޠのඪ߁動の一ͱして、運動器݈׆ใ

。たͤ͞ٴීʹをಘて、શ国ྗڠՃஂମ会員のࢀを「ͤͼ、動けるت͘

͞らʹ運動器ʹର͢る国ຽのཧղをಘるたΊʹ、h มੑܗකؔઅの

運動・ੜ׆Ψイドᴷ運動ྍ๏ͱ日ৗੜ׆動࡞のखҾ͖ 、ɦh େ人もら

な͍͔らͩの本 ɦをग़൛した。後ऀのӳޠ൛は200�年Bone and 

Joint DecadeʢBJDʣੈ քΧンϑΝϨンスʹ͓͍て「̚ -1oTter Award」

を受賞した。200�年10݄ʹΧナダで։͞࠵ΕたBJDੈք会ٞʹ͓͍て、

日本委員会は長年ʹるޭ͕ೝΊらΕ、International Award for 

Special Achievementを受賞した。200�年、日本委員会は、ް ੜ࿑ಇল

ʹରし、「運動器࣬ױର策ࣨ」、「֎ইηンλー」の৽ઃをཁした。Ҏ

্のΑ͏ʹ、「運動器の10年」日本委員会͕、国内で͘ ೝ͞Ε、ੈ ք

ੈ、動をల։͢る্で׆けたʹ քతʹ高名なܗ֎ՊҩであΓ、େ

総長、日本ҩֶ会総会会಄なͲのཁ৬を歴した杉岡洋一委員長のߩ

Εる·で、一؏し͞ڈで͝੦ࡀ��年ڗʹはଟେであͬた。200�年11݄ݙ

て日本委員会の׆動ʹを͕Ε、「運動器の10年」ੈ ք運動のൃ

లʹਚ͘͞ Εたୈ2・杉岡洋一委員長ʹ৺͔ら͍ँײたし·͢。

ӳ本ؠ  भେֶҩֶ部 ܗ֎Պֶڭत

ୈ̎代ɾਿԬ༸一委員のݙߩ
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杉岡洋一 ୈ2委員長

ུ歴
昭和��年 भେֶҩֶ部ଔ
昭和��年 भେֶܗ֎Պֶڭत
ฏ �年 भେֶҩֶ部部長
ฏ �年 日本ܗ֎Պֶ会ֶ会賞受賞
ฏ �年 भେֶ総長
ฏ10年 ୈ2�ճ日本ҩֶ会総会会಄
ฏ1�年 भେֶ名༪ڭत

भ࿑ࡂපӃ長
ฏ1�年 日本ֶज़会ٞ会員
ฏ1�年 ҩྍ๏人ࣾஂҍྛ会ཧ事長
ฏ20年 ਸ਼ๅେदষ受ষ
ฏ21年 ੦ڈʢڗ年ࡀ��ʣ

岩本幸英
運動器の 10 年・日本協会　
ୈ̑代理事長

運動器の健康・日本協会　歴代委員長・理事長

丸毛 啓史（6代目）
2019 年 2 月～ 公益財団法人 運動器の健康・日本協会 理事長

祝辞

黒川 高秀（初代）
2000 年 5 月～ 「骨と関અの 10 年」日本委員会 委員長

2002 年～ 「運動器の 10 年」日本委員会 委員長

˞ 2009 年 12 月 12 日ɺ71 歳੦ڈ

杉岡 洋一（2代目）
2003 年 8 月～ 「運動器の 10 年」日本委員会 委員長

˞ 2009 年 11 月 27 日ɺ78 歳੦ڈ

山本 博司（3代目）
2009 年 12 月～ 「運動器の 10 年」日本委員会 委員長

2011 年 2 月～ 一般財団法人 運動器の 10 年・日本協会 理事長

河合 伸也（4代目）
2013 年 2 月～ 一般財団法人 運動器の 10 年・日本協会 理事長

岩本 幸英（5代目）
2015 年 7 月～ 一般財団法人 運動器の 10 年・日本協会 理事長　　　　 

2016 年 4 月～ 公益財団法人 運動器の 10 年・日本協会 理事長　　　　 

2017 年 12 月～ 公益財団法人 運動器の健康・日本協会 理事長
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運動器の健康・日本協会　歴代運営委員・評議員一覧

ධ議員

秋山　༤
൘ڮ　康一
大日方　子
金島　良ಙ
٠山　幸
ᒇ໌　ڮ∁
田中　慶࢘
ಹਢ　༾
奈良　ོ
ඉ口　मࢿ
౻谷　ॱ子

森川　ః
松　学

2011（平成23）年
2݄5日（土）

設立࣌ධ議員会  

2000（平成12）年 2001（平成13）年 2002（平成14）年 2003（平成15）年 2004（平成16）年 2005（平成17）年 2006（平成18）年 2007（平成19）年 2008（平成20）年 2009（平成21）年 2010（平成22）年

アドバイβー ˠ

総務委員長

運営෭委員長
査委員
査委員

ˠ

ˠ
ˠ

ˠ

ˠ

ˠ
ˠ

ˠ

ˠ

ˠ

ˠ

ˠ

ˠ

ˠ

ˠ ˠ ˠ
ˠ ˠ ˠ ˠ
ˠ ˠ ˠ ˠ

ˠ

木村　ޛ
田　๕
立Ֆ　新ଠ
石川　ዳ一
田中 ウルϰェ京
ക村　和伸
Ԙ田　ᆹ久
河合　伸
ӽ智　ོ弘

12݄3日ब

12݄3日ࣙ

査委員 アドバイβー ˠ ˠ

2݄20日ࣙ

日本委員会委員長 ˠ

運営委員会委員長 ˠ

ˠ

ˠ ˠ ˠ

日本委員会委員長 ˠ
#J%アンバサダー ˠ

#J%アンバサダー ˠ

ˠ ˠ ˠ ˠˠ
ˠ ˠ ˠ ˠˠ

運営委員会委員長

日本委員会委員長

#J%アンバサダー

査委員

4݄6日ब

4݄6日ब

4݄6日ब

4݄5日ࣙ
1݄ࣙ

12݄7日ब

11݄26日ࣙ

10݄19日ࣙ

2012（平成24）年
2݄4日（土）

ୈ1回定࣌ධ議員会

2012（平成24）年
12݄8日（土）

ୈ2回定࣌ධ議員会

2013（平成25）年
2݄2日（土）

ୈ3回定࣌ධ議員会

2014（平成26）年
2݄8日（土）

ୈ4回定࣌ධ議員会

2015（平成27）年
2݄7日（土）

ୈ5回定࣌ධ議員会

2016（平成28）年
2݄13日（土）

ୈ6回定࣌ධ議員会

2017（平成29）年
2݄16日（木）

ୈ7回定࣌ධ議員会

2018（平成30）年
2݄17日（土）

ୈ8回定࣌ධ議員会

2019（平成31）年
2݄16日（土）

ୈ9回定࣌ධ議員会

2020（ྩ和2）年
2݄15日（土）

ୈ10回定࣌ධ議員会

2021（ྩ和3）年
2݄20日（土）

ୈ11回定࣌ධ議員会

運営委員

川　高秀ࠇ
ਿ岡　༸一
山本　ത࢘
河合　伸
松下　㑑
国　正一
෩間　ਂ志
石神　重信
ᒇ໌　ڮ∁
西岡　久寿थ
ӽ智　ོ弘
田名部　和༟
Ѩ部　फত
ݑຬ　盛ࢳ
Ҵ波　弘彦
ಹਢ　༾
三ּ　元彦
౻　๕র
戸山　๕ত
中山　彰一
野　༤一
ཾ　ॱ之ॿ
遠౻　人
葉ས　之紀
٢永　উ܇
米Ԇ　策༤
ډ　正美
田辺　秀थ

ධ議員

秋山　༤
൘ڮ　康一
大日方　子
金島　良ಙ
٠山　幸
ᒇ໌　ڮ∁
田中　慶࢘
ಹਢ　༾
奈良　ོ
ඉ口　मࢿ
౻谷　ॱ子

森川　ః
松　学

2011（平成23）年
2݄5日（土）

設立࣌ධ議員会  

2000（平成12）年 2001（平成13）年 2002（平成14）年 2003（平成15）年 2004（平成16）年 2005（平成17）年 2006（平成18）年 2007（平成19）年 2008（平成20）年 2009（平成21）年 2010（平成22）年

アドバイβー ˠ

総務委員長

運営෭委員長
査委員
査委員

ˠ

ˠ
ˠ

ˠ

ˠ

ˠ
ˠ

ˠ

ˠ

ˠ

ˠ

ˠ

ˠ

ˠ

ˠ ˠ ˠ
ˠ ˠ ˠ ˠ
ˠ ˠ ˠ ˠ

ˠ

木村　ޛ
田　๕
立Ֆ　新ଠ
石川　ዳ一
田中 ウルϰェ京
ക村　和伸
Ԙ田　ᆹ久
河合　伸
ӽ智　ོ弘

12݄3日ब

12݄3日ࣙ

査委員 アドバイβー ˠ ˠ

2݄20日ࣙ

日本委員会委員長 ˠ

運営委員会委員長 ˠ

ˠ

ˠ ˠ ˠ

日本委員会委員長 ˠ
#J%アンバサダー ˠ

#J%アンバサダー ˠ

ˠ ˠ ˠ ˠˠ
ˠ ˠ ˠ ˠˠ

運営委員会委員長

日本委員会委員長

#J%アンバサダー

査委員

4݄6日ब

4݄6日ब

4݄6日ब

4݄5日ࣙ
1݄ࣙ

12݄7日ब

11݄26日ࣙ

10݄19日ࣙ

2012（平成24）年
2݄4日（土）

ୈ1回定࣌ධ議員会

2012（平成24）年
12݄8日（土）

ୈ2回定࣌ධ議員会

2013（平成25）年
2݄2日（土）

ୈ3回定࣌ධ議員会

2014（平成26）年
2݄8日（土）

ୈ4回定࣌ධ議員会

2015（平成27）年
2݄7日（土）

ୈ5回定࣌ධ議員会

2016（平成28）年
2݄13日（土）

ୈ6回定࣌ධ議員会

2017（平成29）年
2݄16日（木）

ୈ7回定࣌ධ議員会

2018（平成30）年
2݄17日（土）

ୈ8回定࣌ධ議員会

2019（平成31）年
2݄16日（土）

ୈ9回定࣌ධ議員会

2020（ྩ和2）年
2݄15日（土）

ୈ10回定࣌ධ議員会

2021（ྩ和3）年
2݄20日（土）

ୈ11回定࣌ධ議員会

運営委員

川　高秀ࠇ
ਿ岡　༸一
山本　ത࢘
河合　伸
松下　㑑
国　正一
෩間　ਂ志
石神　重信
ᒇ໌　ڮ∁
西岡　久寿थ
ӽ智　ོ弘
田名部　和༟
Ѩ部　फত
ݑຬ　盛ࢳ
Ҵ波　弘彦
ಹਢ　༾
三ּ　元彦
౻　๕র
戸山　๕ত
中山　彰一
野　༤一
ཾ　ॱ之ॿ
遠౻　人
葉ས　之紀
٢永　উ܇
米Ԇ　策༤
ډ　正美
田辺　秀थ

˙運営委員

˙ධ議員

ʪ2000（平成 12）年～「骨と関節 10 年」日本委員会、2002（平成 14）年～「運動器の 10 年」日本委員会ǻ

ʪ2011（平成 23）年～一般財団法人 運動器の 10 年・日本協会、2016（平成 28）年～公益財団法人 運動器の 10 年・日本協会、2017（平成 29）年～公益財団法人 
運動器の健康・日本協会ǻ
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理　事

ઙ見　豊子
内　ণ彦
石川　ഹ
Ҵ垣　هࠀ
内ඌ　༞࢘
岡田　真平
久保　ढ़一
大谷　新一
竹下　ࠀ志
田和　一浩
ഡ野　浩
松下　㑑
松田　秀一
松本　क༤
ؙໟ　啓࢙
三্　༰࢘
౻　๕র
持田　ᩋ治
٢井　智
山本　ത࢘
岩本　幸英
河合　伸
石ࠇ　थ
山崎　正志
島田　༸一
新井　ః男
ڗ　田ڇ
遠౻　人
ᜊ౻　知行
高ݑ　؛二

ډ　正美
Ҵ波　弘彦
٠地　ਉ一
田辺　秀थ
戸山　๕ত

২松　ޫढ़

ӽ智　ޫ
地　ѥ都࢘
田名部　和༟
中山　彰一
野　༤一
米Ԇ　策༤

2021（ྩ和3）年
2݄20日（土）

ୈ11回定࣌ධ議員会
ಉ日・理事会

2019（平成31）年
2݄16日（土）

ୈ9回定࣌ධ議員会
ಉ日・理事会

2018（平成30）年
2݄17日（土）

ୈ8回定࣌ධ議員会

2017（平成29）年
2݄16日（木）

ୈ7回定࣌ධ議員会
18日（土）・理事会

2011（平成23）年
2݄5日（土）

設立࣌ධ議員会
24日（木）・設立࣌理事会

2015（平成27）年
2݄7日（土）

ୈ5回定࣌ධ議員会
ಉ日・理事会

2012（平成24）年
2݄4日（土）

ୈ1回定࣌ධ議員会

2013（平成25）年
2݄2日（土）

ୈ3回定࣌ධ議員会
ಉ日・理事会

2014（平成26）年
2݄8日（土）

ୈ4回定࣌ධ議員会

2015（平成27）年
12݄12日（土）
臨࣌ධ議員会

2020（ྩ和2）年
2݄15日（土）

ୈ10回定࣌ධ議員会

業務ࣥ行理事
国ࡍ୲理事業務ࣥ行理事

業務ࣥ行理事
理事長ब

理事長ब

業務ࣥ行理事

専務理事

理事長ୀ・ސ問

理事長ब

業務ࣥ行理事

7݄2日理事長ࣙ
7݄2日理事長ब 理事長ୀ・ސ問

7݄1日ࣙ

1݄26日ࣙ

業務ࣥ行理事

業務ࣥ行理事

ˠ ˠ ˠˠ ˠ
ˠ ˠ

ˠˠ ˠ
ˠ ˠ

理　事

ઙ見　豊子
内　ণ彦
石川　ഹ
Ҵ垣　هࠀ
内ඌ　༞࢘
岡田　真平
久保　ढ़一
大谷　新一
竹下　ࠀ志
田和　一浩
ഡ野　浩
松下　㑑
松田　秀一
松本　क༤
ؙໟ　啓࢙
三্　༰࢘
౻　๕র
持田　ᩋ治
٢井　智
山本　ത࢘
岩本　幸英
河合　伸
石ࠇ　थ
山崎　正志
島田　༸一
新井　ః男
ڗ　田ڇ
遠౻　人
ᜊ౻　知行
高ݑ　؛二

ډ　正美
Ҵ波　弘彦
٠地　ਉ一
田辺　秀थ
戸山　๕ত

২松　ޫढ़

ӽ智　ޫ
地　ѥ都࢘
田名部　和༟
中山　彰一
野　༤一
米Ԇ　策༤

2021（ྩ和3）年
2݄20日（土）

ୈ11回定࣌ධ議員会
ಉ日・理事会

2019（平成31）年
2݄16日（土）

ୈ9回定࣌ධ議員会
ಉ日・理事会

2018（平成30）年
2݄17日（土）

ୈ8回定࣌ධ議員会

2017（平成29）年
2݄16日（木）

ୈ7回定࣌ධ議員会
18日（土）・理事会

2011（平成23）年
2݄5日（土）

設立࣌ධ議員会
24日（木）・設立࣌理事会

2015（平成27）年
2݄7日（土）

ୈ5回定࣌ධ議員会
ಉ日・理事会

2012（平成24）年
2݄4日（土）

ୈ1回定࣌ධ議員会

2013（平成25）年
2݄2日（土）

ୈ3回定࣌ධ議員会
ಉ日・理事会

2014（平成26）年
2݄8日（土）

ୈ4回定࣌ධ議員会

2015（平成27）年
12݄12日（土）
臨࣌ධ議員会

2020（ྩ和2）年
2݄15日（土）

ୈ10回定࣌ධ議員会

業務ࣥ行理事
国ࡍ୲理事業務ࣥ行理事

業務ࣥ行理事
理事長ब

理事長ब

業務ࣥ行理事

専務理事

理事長ୀ・ސ問

理事長ब

業務ࣥ行理事

7݄2日理事長ࣙ
7݄2日理事長ब 理事長ୀ・ސ問

7݄1日ࣙ

1݄26日ࣙ

業務ࣥ行理事

業務ࣥ行理事

ˠ ˠ ˠˠ ˠ
ˠ ˠ

ˠˠ ˠ
ˠ ˠ

˙理事

˙事

　事
2021（ྩ和3）年

2݄20日（土）
ୈ11回定࣌ධ議員会

ಉ日・理事会

2019（平成31）年
2݄16日（土）

ୈ9回定࣌ධ議員会
ಉ日・理事会

2018（平成30）年
2݄17日（土）

ୈ8回定࣌ධ議員会

2017（平成29）年
2݄16日（木）

ୈ7回定࣌ධ議員会
18日（土）・理事会

2011（平成23）年
2݄5日（土）

設立࣌ධ議員会
24日（木）・設立࣌理事会

2015（平成27）年
2݄7日（土）

ୈ5回定࣌ධ議員会
ಉ日・理事会

2012（平成24）年
2݄4日（土）

ୈ1回定࣌ධ議員会

2013（平成25）年
2݄2日（土）

ୈ3回定࣌ධ議員会
ಉ日・理事会

2014（平成26）年
2݄8日（土）

ୈ4回定࣌ධ議員会

2015（平成27）年
12݄12日（土）
臨࣌ධ議員会

2020（ྩ和2）年
2݄15日（土）

ୈ10回定࣌ධ議員会

3݄22日ࣙ
2݄16日ࣙ

٠地　ਉ一
望݄　浩一
Ҵ波　弘彦
葉ས　之紀
国　正一

　事
2021（ྩ和3）年

2݄20日（土）
ୈ11回定࣌ධ議員会

ಉ日・理事会

2019（平成31）年
2݄16日（土）

ୈ9回定࣌ධ議員会
ಉ日・理事会

2018（平成30）年
2݄17日（土）

ୈ8回定࣌ධ議員会

2017（平成29）年
2݄16日（木）

ୈ7回定࣌ධ議員会
18日（土）・理事会

2011（平成23）年
2݄5日（土）

設立࣌ධ議員会
24日（木）・設立࣌理事会

2015（平成27）年
2݄7日（土）

ୈ5回定࣌ධ議員会
ಉ日・理事会

2012（平成24）年
2݄4日（土）

ୈ1回定࣌ධ議員会

2013（平成25）年
2݄2日（土）

ୈ3回定࣌ධ議員会
ಉ日・理事会

2014（平成26）年
2݄8日（土）

ୈ4回定࣌ධ議員会

2015（平成27）年
12݄12日（土）
臨࣌ධ議員会

2020（ྩ和2）年
2݄15日（土）

ୈ10回定࣌ධ議員会

3݄22日ࣙ
2݄16日ࣙ

٠地　ਉ一
望݄　浩一
Ҵ波　弘彦
葉ས　之紀
国　正一

運動器の健康・日本協会　歴代理事・監事一覧
ʪ2011（平成 23）年～一般財団法人 運動器の 10 年・日本協会、2016（平成 28）年～公益財団法人 運動器の 10 年・日本協会、

2017（平成 29）年～公益財団法人 運動器の健康・日本協会ǻ

（˞ୈ 2 回、ୈ 6 回定࣌ධ議員会に理事・事のҟ動がないため表にࡌهしない）
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˙公益財団法人 運動器の健康・日本協会　組৫ਤ　（50 音ॱ）
2021 年 11 ࡏݱ݄

秋山哲雄
板橋康一
大日方邦子
金島良徳
菊山直幸
髙橋榮明
田中慶司

理事長

丸毛啓史

専務理事

松下　隆

業務ࣥ行理事

総務：武藤芳照
財務：三上容司
広ใ：竹下克志

賛助会員（8 社）　　特別賛助会員（3 社）　　

参加協力会員（11 団体）　

支援会員（8 団体）　

参加団体会員（44 団体）

委員会（୲理事ʴ委員長ʴ委員）

・学校保健委員会
・成長期のスポーツ外傷予防啓発委員会
・運動器外傷のٸٹ医療に関する委員会
・੬ऑ性骨折予防委員会
・運動器᙭痛対策委員会

評議員（13 名） 監事（3 名）

理事（19 名）

那須耀夫
奈良　隆
樋口修資
藤谷順子
松瀬　学
森川貞夫

稲波弘彦
菊地臣一
望月浩一郎

理事

浅見豊子
池内昌彦
石川　肇
稲垣克記
内尾祐司
岡田真平
久保俊一
大工谷新一
田和一浩
萩野　浩
松田秀一
松本守雄
持田讓治
吉井智晴

事務局

事務ہ長

田名部和裕

事務ہ員

土原亜子
経理担当
事業担当

エーβイג式会社
ୈ一三共ג式会社
久ޫༀג式会社

ゴールド会員（1 社）　　　　　　　　　　　　　　
　小野ༀ業ג式会社

シルバー会員（6 社）　　　　　　　　　　　　
　Ѵ化成フΝーマג式会社
　科研ༀג式会社
　大正ༀג式会社
　中外ༀג式会社
　ఇ人フΝーマג式会社
　日本イーライリリーג式会社

ブロンズ会員（１社）　　　　　　　　　　　　
　ジンマーバイオメット合ಉ会社

（P68 参র）

（P104 参র）

（P104 参র）

（P104 参র）
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CHAPTER 01

20 年間のあゆみ

2000（平成 12）年に「骨と関節の 10 年」日本委員

会が発足してから 20 年。「運動器」というݴ葉の定

着、運動器が健康であることの重要性の啓発、運動

器疾患の早期発見と予防体制の֬立、という̏つの

目ඪを立て、着実に成果を্げてきました。ࡏݱは、

顕彰事業、広ใ事業、運動器の健康推進事業等を

行中です。ここでは各年代のあΏみをৼりฦります。
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日本整形外科学会（以下、日整会）が 10 月 8 日を「骨と関節の日」と定める

スウェーデン・ルンド大学リドグレン教授が「Bone and Joint Decade」を提唱

国連のアナン事務総長が支持を表明
「運動器疾患は長期にわたる強いۤ痛と不自由の最大の原Ҽであり、世界中の人々がこ
れにۤしんでいる。そしてそのことが個人だけでなく、社会・医療にとってڊ大なෛ担
であり社会経ࡁに及΅すӨڹもۃめて大きい」（アナン事૯長）

日整会「第 1 回 BJD2000-2010 部会」を開催　
場所ɿ東京ステーションϗテル

日整会「第 2 回 BJD2000-2010 部会」を開催　
場所ɿϗテル国ޫ؍ࡍ「෨の間」

WHO により正式に
「Bone and Joint Decade 2000-2010」発足を宣言
「運動器の 10 年」世界運動　7 つの目標が掲げられる

　1ɽ2000 - 2010 の 10 年を「運動器の 10 年」と表໌する
　2ɽ運動器の障害が社会に大きな負୲をもたらしていることを世քにىשする
　3ɽ運動器の障害をもつ人々やそのՈが自らの健康理に参加し、健やかさ
   　 を保てるよう支援する
　4ɽ運動器の障害に対しての真に有効な予防と治療を推進する
　5ɽ運動器の障害を解໌し、予防と治療の研究をਂめる
　6ɽ運動器の障害のケアに携わる専門職業人の教育・研मを普及する
　7ɽこれらの目ඪをୡ成するために、政府機関、非政府機関、学術機関、ا業、
   　 メディアの૬互連携を推進する

日整会、日本脊椎外科学会、日本骨粗鬆症学会など 45 学術団体からなる日本委員会が
発足
初代委員長に日整会理事長・黒高ल先生が指名された。

1994
平成 6 年

1998
平成 10 年

1999
平成 11 年

6 ݄ 18 日

6 ݄ 30 日

日ຊܗ֎Պֶ会ʢҎԼɺ日会ʣが10月̔日を「ࠎͱؔઅの日」ͱఆΊる

スウェーデン・ルンドେֶϦドάϨンڭतが
「#one Bnd +oJnt %ecBde」をఏএ

をද໌࣋ࢧ૯がࣄ࿈のΞφンࠃ

「運動器࣬ױは長ظʹΘたる͍ۤڧ௧ͱෆ自༝の࠷େのݪҼであΓ、

ੈք中の人ʑ͕͜Εʹۤしんで͍る。ͦ してͦの͜ͱ͕ݸ人ͩけでな 、͘

ࣾ会・ҩྍʹͱͬてڊେなෛ୲であΓࣾ会ٴʹࡁܦ΅͢影ڹもۃΊてେ

͖͍」ʢアナン事務総長ʣ　　　

日会「第1回#+% 2000�2010෦会」を開催

場所：౦ژステーγϣンホテル

日会「第2回#+% 2000�2010෦会」を開催

場所：ホテル国際؍ 「ޫ෨の間」

1994年ʢ平成6年ʣ

1998年ʢ平成10年ʣ

1999年ʢ平成11年ʣ

6月18日

6月30日

「運動器の10年」ੈ ք運動
10年間のาみ

80 ஊձ࠲ The Bone and Joint Decade "Joint Motion 2000 - 2010" 81

দԼ　風間͞んは「ੲのΑ͏なݥはで͖な͍け

ΕͲも、·ͩ৽し͍ઓは͍ ら͘でもで͖る͜ͱ͕

Θ͔ͬた」ͱ͓ͬしΌͬて͍·した。

͜れ͔Βの10年
͢ࢦΓを࡞のγスςϜࠃ

Ҵ　ͦΕでは࠷後ʹࠓ後のඪ、׆動ʹつ͍て

山本ઌੜ、͓ 。͢·கし͍ئ

ຊ　「BJD 2000ࢁ -2010」は、͜ の10年、Ռを

な͕らऴ͑Α͏ͱして͍·͢。し͔しͦのϛο͛ڍ

γϣンはಓであΓ·͢。200�年のϫγントン

での「ୈ�ճ国際会ٞ」で、ࠓΊたのでは͔ͤͬ

͘ਧ͖͔けた風͕ࢭ·ͬてし·͏。で͔͢ら2020

年·でΖ͏ͱ͍͏͜ͱ͕、શࢀՃ国のҙでܾ

·Γ·した。ͦ してࠓは本部もルンド͔らϩンド

ンʹҠΓ·͢。日本も2010年�݄の総会で、「運動

器の10年」日本委員会も๏人Խし、ཱ ্ͪ͛る͜

ͱʹࢍಉして͍たͩ͘͜ ͱ͕で͖·した。

　し͔し、ࠓ·での10年ͱಉ͡ではҙຯ͕あΓ·

ͤん。ࠓ日、͜ ͜でͬޠて͖た͜ͱ、ͦ Εを࣮際త

なγステϜͱして動͔して͍͔なけΕなΓ·ͤ

ん。子Ͳも͔ら高ྸऀ·で、運動器のݕ੍

͕、国Ո੍ͱして্ཱ͕ͪΓ、国のࢦಋで͏ߦ

Α͏ʹなͬて͍͔な͘てはならな͍ので͢。͞ らʹ

֎ই・ইʹつ͍ても੍を͑て͍͔な͘ては

なΓ·ͤん。ͦ して国を動͔͢たΊʹも国ຽの

͕ඞཁで͢。

　たͱ͑ࢀՃஂମのͻͱつである日会は、

ͬて͍·͢。転໋ݒ動を一ੜ׆「ϩίϞ」、ࠓ

༧ҩֶڀݚ会では、͓ 年دΓの転༧のたΊ

ʹ͞·͟·なイϕントʹྗをೖΕて͍·͢。͜ ͏し

た׆動も、ݸʑのஂମでͬて͍るのではな͘、

֞ࠜを越͑、「運動器」͕ ͦΕらをつな͗、͞ らʹ

ύϫϑルな׆動ͱしてల։して͍͘͜ ͱ͕、国ຽの

ʹなΓ、͏ ͶΓʹなΓ、国の੍を動͔͢ྗʹな

るでしΐ͏。զʑのࠓ後10年のେ͖なϛογϣンͩ

ͱͬࢥて͍·͢。

2010年12݄1�日、౦ژ・ਫ会ؗʹて

けた「BJD 2010-2020」の৽し͍ϩゴϚーΫʹの10年࣍

ӈ͕リドグϨンڭतࠨ、 ͕アナン事務総長
右・リドグレン教授、左・アナン事務総長

5 ݄

3 ݄ 18 日

5 ݄ 20 日

9 ݄ 12 ～
         14 日

8 ݄ 25 日

10 ݄ 5 日

2 ݄ 19 日

11 ݄ 26 ～
28 日

2000
平成 12 年

2001
平成 13 年

2002
平成 14 年

第 1 回「骨と関節の 10 年」日本委員会総会を開催
日整会 3 名、関東整形災害外科学会ほか 31 団体 31 名が出੮した。
場所ɿϗテル国ޫ؍ࡍ「寿の間」

第 1 回 Bone & Joint Decade World Network Conference（以下、BJD 国際会議）がオマー
ンにて開催

WHO「運動器の 10 年」キャンペーンシンポジウムを開催
場所ɿよみうりϗール

第 1 回「骨と関節の 10 年」日本委員会・運営委員会を開催
初代運Ӧ委員長にՏ合৳委員が選された。
場所ɿ東京ステーションϗテル「འの間」

第 3 回「骨と関節の 10 年」日本委員会・運営委員会を開催
場所ɿ第一ϗテル　東京シーフΥート「清の間」

第 2 回「骨と関節の 10 年」日本委員会総会を開催
のちの名শ変ߋによりこの૯会を第 1 回「運動器の 10 年」日本委員会૯会とした。
黒高ल委員長、Տ合৳運Ӧ委員長、日本委員会参加団体から 24 名が出੮した。

「#POF BOE JPJOU DFDBEF」の༁を「運動器の 10 年」とする。
場所ɿ第一ϗテル　東京シーフΥート「ハーバーサーカス」

WHO「運動器の 10 年」キャンペーンシンポジウムを開催
場所ɿよみうりϗール

第 4 回「運動器の 10 年」日本委員会・運営委員会を開催
場所ɿே日新聞記念館 有楽町談室

第 2 回 BJD 国際会議がブラジル・リオデジャネイロにて開催
「運動器の 10 年」世界એ言（リオデジャωイロએ言）が行われた。

「運動器フォーラム　2002」を明治神宮会館で開催
第 1 日目は、「運動器の 10 年世界એ言」と有名人を交えて運動器の意義と役ׂをわかり
やすく説明した。
後援は、ް生࿑ಇল、NH,、ே日新聞社、ϛズϊג式会社、日本ウオーキング協会

「運ಈثϑΥーϥϜ 2002」を໌࣏ਆٶ会ؗͰ開催

ୈ1日は、「運動器の10年ੈքએݴ」ͱ༗名人をަ͑て運動器のҙٛ

ͱׂをΘ͔Γ͘͢આ明。「運動器トライアルΘーるͲ」ʢָし͍スϙ

ーπ、子ڙもָしΊるイϕントʣを։࠵した。ୈ2日は、運動器市ຽ࠲ߨ

Խのઓʢ運動器ͱリϋϏリテー」、「ંࠎᱷͱ高ྸऀのૈࠎ」

γϣンʣ」、「ؔઅの௧みʢؔઅͱリϚνʣ」、「ࠊ௧の༧ͱྍ࣏」、

「長ظのスϙーπোͱͦの༧」を։࠵。·た、運動器૬ஊίーナ

ーʢઐҩʹΑるҩྍ૬ஊʣもઃஔした。後ԉʹは、ް ੜ࿑ಇল、̣ ̝

̠、ே日৽ฉ、ϛζϊ̠̠、日本オーΩングڠ会

第̔回「運ಈثの10年」日ຊ委員会・運営委員会を開催

場所：日会会ٞࣨ

10月19・20日

12月16日

ディスΧογϣンオーϓχング

లࣔύωルアトラΫγϣンの中のۄ

第10回「運ಈثの10年」日ຊ委員会・運営委員会を開催
ʢҎԼʀ平成15 年度 第1回 運営委員会ͱུهʣ

場所：日会会ٞࣨ

　　　　　
平成15年度 第̎回 運営委員会を開催

৽運営委員ʢ阿部宗昭委員、糸満盛憲委員、那須耀夫委員、松下隆委

員、武藤芳照委員ʣ͕ հ͞Εた。

場所：ࣳ ύーΫホテル

第2回「運ಈثの10年」日ຊ委員会૯会を開催

河合運営委員長、日本委員会ࢀՃஂମ͔ら21名͕ࢀՃ。

場所：ࣳ ύーΫホテル「Դ୮」

平成15年度 第̏回 運営委員会を開催

ୈ2日本委員会委員長ʹ杉岡洋一氏͕બ͞Εた。

場所：日会会ٞࣨ

「運ಈثϑΥーϥϜ 2003」をઋ・େࡕͰ開催

10݄11日、ઋʹて「運動器ϑΥーラϜ200�・ઋ」を։࠵。ϑΥーラϜऴ

ྃ後市ຽʹ運動器োのࠀをૌ͑るたΊ、֗ ಄ύϨードをͬߦた。

10݄1�日、େࡕʹて「運動器ϑΥーラϜ200�・େࡕ」を։࠵。݈ ૬ஊ߁

࠲ஊ会、݈ 。たͬߦಋなͲをࢦମૢの࣮ԋ߁

4月24日

6月22日

8月10日

10月11ɺ18日

େࡕϑΥーラϜ

ઋϑΥーラϜでのύϨード

ઋϑΥーラϜ
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第̕回「運ಈثの10年」日ຊ委員会・運営委員会を開催

場所：日会会ٞࣨ

3月1日

2003 ฏ1�年

「運ಈثϑΥーϥϜ 2002」を໌࣏ਆٶ会ؗͰ開催

ୈ1日は、「運動器の10年ੈքએݴ」ͱ༗名人をަ͑て運動器のҙٛ

ͱׂをΘ͔Γ͘͢આ明。「運動器トライアルΘーるͲ」ʢָし͍スϙ

ーπ、子ڙもָしΊるイϕントʣを։࠵した。ୈ2日は、運動器市ຽ࠲ߨ

Խのઓʢ運動器ͱリϋϏリテー」、「ંࠎᱷͱ高ྸऀのૈࠎ」

γϣンʣ」、「ؔઅの௧みʢؔઅͱリϚνʣ」、「ࠊ௧の༧ͱྍ࣏」、

「長ظのスϙーπোͱͦの༧」を։࠵。·た、運動器૬ஊίーナ

ーʢઐҩʹΑるҩྍ૬ஊʣもઃஔした。後ԉʹは、ް ੜ࿑ಇল、̣ ̝

̠、ே日৽ฉ、ϛζϊ̠̠、日本オーΩングڠ会

第̔回「運ಈثの10年」日ຊ委員会・運営委員会を開催

場所：日会会ٞࣨ

10月19・20日

12月16日

ディスΧογϣンオーϓχング

లࣔύωルアトラΫγϣンの中のۄ

第10回「運ಈثの10年」日ຊ委員会・運営委員会を開催
ʢҎԼʀ平成15 年度 第1回 運営委員会ͱུهʣ

場所：日会会ٞࣨ

　　　　　
平成15年度 第̎回 運営委員会を開催

৽運営委員ʢ阿部宗昭委員、糸満盛憲委員、那須耀夫委員、松下隆委

員、武藤芳照委員ʣ͕ հ͞Εた。

場所：ࣳ ύーΫホテル

第2回「運ಈثの10年」日ຊ委員会૯会を開催

河合運営委員長、日本委員会ࢀՃஂମ͔ら21名͕ࢀՃ。

場所：ࣳ ύーΫホテル「Դ୮」

平成15年度 第̏回 運営委員会を開催

ୈ2日本委員会委員長ʹ杉岡洋一氏͕બ͞Εた。

場所：日会会ٞࣨ

「運ಈثϑΥーϥϜ 2003」をઋ・େࡕͰ開催

10݄11日、ઋʹて「運動器ϑΥーラϜ200�・ઋ」を։࠵。ϑΥーラϜऴ

ྃ後市ຽʹ運動器োのࠀをૌ͑るたΊ、֗ ಄ύϨードをͬߦた。

10݄1�日、େࡕʹて「運動器ϑΥーラϜ200�・େࡕ」を։࠵。݈ ૬ஊ߁

࠲ஊ会、݈ 。たͬߦಋなͲをࢦମૢの࣮ԋ߁

4月24日

6月22日

8月10日

10月11ɺ18日

େࡕϑΥーラϜ

ઋϑΥーラϜでのύϨード

ઋϑΥーラϜ
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第̕回「運ಈثの10年」日ຊ委員会・運営委員会を開催

場所：日会会ٞࣨ

3月1日

2003 ฏ1�年

オープニング

ディスカッション

10 ݄ 19・
         20 日

3 ݄ 18 日
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第 2 回「運動器の 10 年」日本委員会総会を開催
Տ合৳運Ӧ委員長、日本委員会参加団体から 21 名が参加した。
場所ɿࣳパークϗテル「Դ୮」

平成 15 年度　第 3 回　運営委員会を開催
第 2 代日本委員会委員長に杉Ԭ༸一ࢯが選された。
場所ɿ日整会会議室

「運動器フォーラム 2003」を仙台・大阪で開催
10 月 11 日、ઋ台にて「運動器フΥーラム 2003・ઋ台」を開催した。
フΥーラムऴྃ後市民に運動器障害のࠀをૌえるため、֗಄パレードを行った。
10 月 18 日、大ࡕにて「運動器フΥーラム 2003・大ࡕ」を開催した。
健康相談や座談会、健康体操の実ԋ指導などを行った。

第 3 回 BJD 国際会議がドイツ・ベルリンにて開催

国策「健康フロンティア戦略」（2005~2015）に運動器の健康向上が織り込まれる

第 3 回「運動器の 10 年」日本委員会総会を開催
杉Ԭ༸一委員長、Տ合৳運Ӧ委員長、ほか日本委員会参加団体から 29 名が出੮した。
場所ɿࣳパークϗテル「Դ୮」

「運動器の 10 年」のキャッチフレーズの募集を開始

第 4 回 BJD 国際会議が中国・北京にて開催
北京世界ωットϫーク会議はそのテーϚを“活動する「運動器の 10 年」”とした北京એ
言を行った。

「運動器フォーラム 2004」を新潟、札幌、岡山、福岡、東京で開催
各地でߨԋやパωルディスカッション、医療相談、骨ີ度測定などを実施し、延べ 3,000
人近くの来場者があった。

6 ݄ 22 日

8 ݄ 10 日

10 ݄ 11 ～
          18 日

2003
平成 15 年

「運ಈثϑΥーϥϜ 2002」を໌࣏ਆٶ会ؗͰ開催

ୈ1日は、「運動器の10年ੈքએݴ」ͱ༗名人をަ͑て運動器のҙٛ

ͱׂをΘ͔Γ͘͢આ明。「運動器トライアルΘーるͲ」ʢָし͍スϙ

ーπ、子ڙもָしΊるイϕントʣを։࠵した。ୈ2日は、運動器市ຽ࠲ߨ

Խのઓʢ運動器ͱリϋϏリテー」、「ંࠎᱷͱ高ྸऀのૈࠎ」

γϣンʣ」、「ؔઅの௧みʢؔઅͱリϚνʣ」、「ࠊ௧の༧ͱྍ࣏」、

「長ظのスϙーπোͱͦの༧」を։࠵。·た、運動器૬ஊίーナ

ーʢઐҩʹΑるҩྍ૬ஊʣもઃஔした。後ԉʹは、ް ੜ࿑ಇল、̣ ̝

̠、ே日৽ฉ、ϛζϊ̠̠、日本オーΩングڠ会

第̔回「運ಈثの10年」日ຊ委員会・運営委員会を開催

場所：日会会ٞࣨ

10月19・20日

12月16日

ディスΧογϣンオーϓχング

లࣔύωルアトラΫγϣンの中のۄ

第10回「運ಈثの10年」日ຊ委員会・運営委員会を開催
ʢҎԼʀ平成15 年度 第1回 運営委員会ͱུهʣ

場所：日会会ٞࣨ

　　　　　
平成15年度 第̎回 運営委員会を開催

৽運営委員ʢ阿部宗昭委員、糸満盛憲委員、那須耀夫委員、松下隆委

員、武藤芳照委員ʣ͕ հ͞Εた。

場所：ࣳ ύーΫホテル

第2回「運ಈثの10年」日ຊ委員会૯会を開催

河合運営委員長、日本委員会ࢀՃஂମ͔ら21名͕ࢀՃ。

場所：ࣳ ύーΫホテル「Դ୮」

平成15年度 第̏回 運営委員会を開催

ୈ2日本委員会委員長ʹ杉岡洋一氏͕બ͞Εた。

場所：日会会ٞࣨ

「運ಈثϑΥーϥϜ 2003」をઋ・େࡕͰ開催

10݄11日、ઋʹて「運動器ϑΥーラϜ200�・ઋ」を։࠵。ϑΥーラϜऴ

ྃ後市ຽʹ運動器োのࠀをૌ͑るたΊ、֗ ಄ύϨードをͬߦた。

10݄1�日、େࡕʹて「運動器ϑΥーラϜ200�・େࡕ」を։࠵。݈ ૬ஊ߁

࠲ஊ会、݈ 。たͬߦಋなͲをࢦମૢの࣮ԋ߁

4月24日

6月22日

8月10日

10月11ɺ18日

େࡕϑΥーラϜ

ઋϑΥーラϜでのύϨード

ઋϑΥーラϜ
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第̕回「運ಈثの10年」日ຊ委員会・運営委員会を開催

場所：日会会ٞࣨ

3月1日

2003 ฏ1�年

仙台フォーラム

「運ಈثϑΥーϥϜ 2002」を໌࣏ਆٶ会ؗͰ開催

ୈ1日は、「運動器の10年ੈքએݴ」ͱ༗名人をަ͑て運動器のҙٛ

ͱׂをΘ͔Γ͘͢આ明。「運動器トライアルΘーるͲ」ʢָし͍スϙ

ーπ、子ڙもָしΊるイϕントʣを։࠵した。ୈ2日は、運動器市ຽ࠲ߨ

Խのઓʢ運動器ͱリϋϏリテー」、「ંࠎᱷͱ高ྸऀのૈࠎ」

γϣンʣ」、「ؔઅの௧みʢؔઅͱリϚνʣ」、「ࠊ௧の༧ͱྍ࣏」、

「長ظのスϙーπোͱͦの༧」を։࠵。·た、運動器૬ஊίーナ

ーʢઐҩʹΑるҩྍ૬ஊʣもઃஔした。後ԉʹは、ް ੜ࿑ಇল、̣ ̝

̠、ே日৽ฉ、ϛζϊ̠̠、日本オーΩングڠ会

第̔回「運ಈثの10年」日ຊ委員会・運営委員会を開催

場所：日会会ٞࣨ

10月19・20日

12月16日

ディスΧογϣンオーϓχング

లࣔύωルアトラΫγϣンの中のۄ

第10回「運ಈثの10年」日ຊ委員会・運営委員会を開催
ʢҎԼʀ平成15 年度 第1回 運営委員会ͱུهʣ

場所：日会会ٞࣨ

　　　　　
平成15年度 第̎回 運営委員会を開催

৽運営委員ʢ阿部宗昭委員、糸満盛憲委員、那須耀夫委員、松下隆委

員、武藤芳照委員ʣ͕ հ͞Εた。

場所：ࣳ ύーΫホテル

第2回「運ಈثの10年」日ຊ委員会૯会を開催

河合運営委員長、日本委員会ࢀՃஂମ͔ら21名͕ࢀՃ。

場所：ࣳ ύーΫホテル「Դ୮」

平成15年度 第̏回 運営委員会を開催

ୈ2日本委員会委員長ʹ杉岡洋一氏͕બ͞Εた。

場所：日会会ٞࣨ

「運ಈثϑΥーϥϜ 2003」をઋ・େࡕͰ開催

10݄11日、ઋʹて「運動器ϑΥーラϜ200�・ઋ」を։࠵。ϑΥーラϜऴ

ྃ後市ຽʹ運動器োのࠀをૌ͑るたΊ、֗ ಄ύϨードをͬߦた。

10݄1�日、େࡕʹて「運動器ϑΥーラϜ200�・େࡕ」を։࠵。݈ ૬ஊ߁

࠲ஊ会、݈ 。たͬߦಋなͲをࢦମૢの࣮ԋ߁

4月24日

6月22日

8月10日

10月11ɺ18日

େࡕϑΥーラϜ

ઋϑΥーラϜでのύϨード

ઋϑΥーラϜ
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第̕回「運ಈثの10年」日ຊ委員会・運営委員会を開催

場所：日会会ٞࣨ

3月1日

2003 ฏ1�年

仙台フォーラムでのパレード

「運ಈثϑΥーϥϜ 2002」を໌࣏ਆٶ会ؗͰ開催

ୈ1日は、「運動器の10年ੈքએݴ」ͱ༗名人をަ͑て運動器のҙٛ

ͱׂをΘ͔Γ͘͢આ明。「運動器トライアルΘーるͲ」ʢָし͍スϙ

ーπ、子ڙもָしΊるイϕントʣを։࠵した。ୈ2日は、運動器市ຽ࠲ߨ

Խのઓʢ運動器ͱリϋϏリテー」、「ંࠎᱷͱ高ྸऀのૈࠎ」

γϣンʣ」、「ؔઅの௧みʢؔઅͱリϚνʣ」、「ࠊ௧の༧ͱྍ࣏」、

「長ظのスϙーπোͱͦの༧」を։࠵。·た、運動器૬ஊίーナ

ーʢઐҩʹΑるҩྍ૬ஊʣもઃஔした。後ԉʹは、ް ੜ࿑ಇল、̣ ̝

̠、ே日৽ฉ、ϛζϊ̠̠、日本オーΩングڠ会

第̔回「運ಈثの10年」日ຊ委員会・運営委員会を開催

場所：日会会ٞࣨ

10月19・20日

12月16日

ディスΧογϣンオーϓχング

లࣔύωルアトラΫγϣンの中のۄ

第10回「運ಈثの10年」日ຊ委員会・運営委員会を開催
ʢҎԼʀ平成15 年度 第1回 運営委員会ͱུهʣ

場所：日会会ٞࣨ

　　　　　
平成15年度 第̎回 運営委員会を開催

৽運営委員ʢ阿部宗昭委員、糸満盛憲委員、那須耀夫委員、松下隆委

員、武藤芳照委員ʣ͕ հ͞Εた。

場所：ࣳ ύーΫホテル

第2回「運ಈثの10年」日ຊ委員会૯会を開催

河合運営委員長、日本委員会ࢀՃஂମ͔ら21名͕ࢀՃ。

場所：ࣳ ύーΫホテル「Դ୮」

平成15年度 第̏回 運営委員会を開催

ୈ2日本委員会委員長ʹ杉岡洋一氏͕બ͞Εた。

場所：日会会ٞࣨ

「運ಈثϑΥーϥϜ 2003」をઋ・େࡕͰ開催

10݄11日、ઋʹて「運動器ϑΥーラϜ200�・ઋ」を։࠵。ϑΥーラϜऴ

ྃ後市ຽʹ運動器োのࠀをૌ͑るたΊ、֗ ಄ύϨードをͬߦた。

10݄1�日、େࡕʹて「運動器ϑΥーラϜ200�・େࡕ」を։࠵。݈ ૬ஊ߁

࠲ஊ会、݈ 。たͬߦಋなͲをࢦମૢの࣮ԋ߁

4月24日

6月22日

8月10日

10月11ɺ18日

େࡕϑΥーラϜ

ઋϑΥーラϜでのύϨード

ઋϑΥーラϜ
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第̕回「運ಈثの10年」日ຊ委員会・運営委員会を開催

場所：日会会ٞࣨ

3月1日

2003 ฏ1�年

大阪フォーラム

日本学術会議で「運動器健康の重要性」が採択

厚生労働省田中慶司健康局長名で、運動器疾患克服に向けた「運動器の 10 年」日本委
員会の活動が正式に国から承認

「運動器の 10 年」世界運動をわが国政府（厚生労働省）として支援する旨の 11 月 24
日付け厚生労働省健康局長の声明文が BJD 本部によって認められ、政府支援国 58 ヵ国
に加えられたことが報告

「運動器の 10 年」のキャッチフレーズ選考会を開催
৹ࠪ員に原島തࢯ（東京大学学部ి気情報学科教त　日本顔学会設立発ى人理事）、
小野田ོ雄ࢯ（東京コピーライターズクラブ副理事長　ࢿ生ಊ・サントリーなど）、中
山խࢯ࢙（J リーグ・ジϡピロ൬田所属）、দ和子ࢯ（元ウィンブルドン・μブルス勝
者）、ୃまどかࢯ（ആ人　ആ۟ߕ子Ԃなどの主࠻者）

「運動器の 10 年」キャッチフレーズが決定
本委員会にて最優ल作に「動く喜び　動ける幸せ」（田さんの作）がܾ定した。
キャッチフレーズ選考結果は以下の通りとなった。

　最優秀作　動く喜び　動ける幸せ
　優秀作　　運動器、支͑て動かす、筋・骨・関（キン・コン・カン）
　優秀作　　おけまであるいてΏこう
　Ղ作　　　　生涯ݱ　支͑る基本は　運動器 / 中山խ࢙選　　
　Ղ作　　　　医ࢣじΌなく「意志」が動かす運動器 / 小野田ོ༤選
　Ղ作　　　　あなたを動かす　あなたが動かす　運動器 / ୃまどか選
　Ղ作　　　　長生き・いきいき・運動器 / 原島ത選
　Ղ作　　　　ࢥうまま　動ける　幸せ　運動器 / 松和子選

国策「介護予防 10 ヵ年戦略」三本柱一つに「運動器の健康維持向上」が採択

『マンガ 運動器のおはなし 大人も知らないからだの本』を発刊
本委員会の教育・普及活動の一環として、ಛ別ࢍ助会員ɿΤーβイג式会社の協力を
得て、『ϚンΨ 運動器のおはなし 大人も知らないからだの本』を発ץした。
東京大学教育学部の学生が構成・ࣥචした。全国の小学校等へܭ 15 万部無ঈ配布する。

6 ݄ 5 日

9 ݄ 24・
      25 日

9 ݄

10 ݄ 9 ～
11 ݄ 6 日

11 ݄ 24 日

12 ݄ 22 日

10 ݄ 29・
         30 日

4 ݄2004
平成 16 年

「第3回 #one � +oJnt %ecBde World Network Conference」
がドΠπ・ϕルϦンͰ開催される

平成15年度 第4回 運営委員会を開催

オϒザーバーʹ稲波弘彦氏ʢ౦ژྟচܗ֎Պҩ会ʣ͕ Ճし、運ࢀ

営委員ͱなる͜ͱ͕ঝೝ͞Εた。

場所：日会会ٞࣨ

10月29・30日

12月22日

平成15年度 第5回 運営委員会を開催

場所：日会会ٞࣨ

ʢ2005ʙ2015ʣに「ϑϩンςΟΞઓུ߁݈」ࡦࠃ
運ಈثの্݈߁が৫Γࠐ·れͨ

平成16年度 第1回 運営委員会を開催

杉岡委員長͕、จ部Պֶ事務͓࣍Αͼスϙーπ・੨গ年局長を๚し

たใ͕ࠂあͬた。

場所：日会会ٞࣨ

平成16年度 第2回 運営委員会を開催

場所：ࣳ ύーΫホテル「アイリス」

第3回「運ಈثの10年」日ຊ委員会૯会を開催

杉岡洋一委員長、河合運営委員会委員長、́ ͔日本委員会ࢀՃஂମ͔

ら2�名͕ग़੮。

場所：ࣳ ύーΫホテル「Դ୮」

平成16年度 第3回 運営委員会を開催

場所：日会会ٞࣨ

1月31日

4月

4月26日

6月5日

7月31日

2004 ฏ1�年

「第4回 #one � +oJnt %ecBde World Network Conference」
がதࠃ・ژͰ開催される

ੈژքωοトϫーΫ会ٞはͦのテーϚを l׆動͢る「運動器の10年」z

ͱしたژએݴをͬߦた。

平成16年度 第4回 運営委員会を開催

場所：৽高ྠϓリンスホテル国際ؗ ύϛール「നۄ」

「運ಈثの10年」ΩϟονϑϨーζのืूを͏ߦ

「運ಈثϑΥーϥϜ 2004」を৽ׁɺࡳຈɺԬࢁɺԬɺ౦ژͰ開催

֤でߨԋύωルディスΧογϣン、ҩྍ૬ஊ、ີࠎଌఆなͲを࣮

000�し、延ࢪ人ۙ の͘དྷ場ऀ͕あͬた。

日ຊֶज़会ٞͰ「運ಈ߁݈ثのॏཁੑ」が࠾されͨ

ްੜ࿑ಇলాதہ߁݈࢘ܚ໊Ͱɺ
運ಈࠀױ࣬ثに͚ 「ͨ運ಈثの
10年」日ຊ委員会の׆ಈがਖ਼ࣜにࠃ
͔Βঝೝされͨ

「運ಈثの10 年」ੈք運ಈをզがࠃʢްੜ࿑ಇলʣͱ͠てࢧԉ͢
るࢫの11月24日͚ްੜ࿑ಇল݈ہ߁の໌จが #+% ຊ෦にΑ
ͬてೝΊΒれɺࢧԉࠃ 58ΧࠃにՃ͑Βれͨ͜ͱがใࠂされͨ

9月24・25日

10月19日

9ʙ12月

10月9日ʙ11月6日

11月24日

12月22日

岡会場でのळ山ೋબख

ް࿑লのঝೝ

岡山ϑΥーラϜのϙスλー
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平成16年度 第1回 運営委員会を開催
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たใ͕ࠂあͬた。
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杉岡洋一委員長、河合運営委員会委員長、́ ͔日本委員会ࢀՃஂମ͔

ら2�名͕ग़੮。
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「第4回 #one � +oJnt %ecBde World Network Conference」
がதࠃ・ژͰ開催される

ੈژքωοトϫーΫ会ٞはͦのテーϚを l׆動͢る「運動器の10年」z

ͱしたژએݴをͬߦた。

平成16年度 第4回 運営委員会を開催

場所：৽高ྠϓリンスホテル国際ؗ ύϛール「നۄ」

「運ಈثの10年」ΩϟονϑϨーζのืूを͏ߦ

「運ಈثϑΥーϥϜ 2004」を৽ׁɺࡳຈɺԬࢁɺԬɺ౦ژͰ開催

֤でߨԋύωルディスΧογϣン、ҩྍ૬ஊ、ີࠎଌఆなͲを࣮

000�し、延ࢪ人ۙ の͘དྷ場ऀ͕あͬた。

日ຊֶज़会ٞͰ「運ಈ߁݈ثのॏཁੑ」が࠾されͨ

ްੜ࿑ಇলాதہ߁݈࢘ܚ໊Ͱɺ
運ಈࠀױ࣬ثに͚ 「ͨ運ಈثの
10年」日ຊ委員会の׆ಈがਖ਼ࣜにࠃ
͔Βঝೝされͨ

「運ಈثの10 年」ੈք運ಈをզがࠃʢްੜ࿑ಇলʣͱ͠てࢧԉ͢
るࢫの11月24日͚ްੜ࿑ಇল݈ہ߁の໌จが #+% ຊ෦にΑ
ͬてೝΊΒれɺࢧԉࠃ 58ΧࠃにՃ͑Βれͨ͜ͱがใࠂされͨ

9月24・25日

10月19日

9ʙ12月

10月9日ʙ11月6日

11月24日

12月22日

岡会場でのळ山ೋબख

ް࿑লのঝೝ
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岡山フォーラムの
ポスター

福岡会場での
秋山幸二選手

第 4 回「運動器の 10 年」日本委員会総会を開催
杉Ԭ༸一委員長、Տ合৳運Ӧ委員長、日本委員会参加団体から 40 名が出੮した。
場所ɿࣳパークϗテル本館「ࡩの間」

1 ݄ 18 日2005
平成 17 年

2 ݄ 10 日

4 ݄ 5 日

5 ݄

6 ݄ 26 日
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第 5 回 BJD 国際会議がカナダ・オタワにて開催され、
International Award for Special Achievement を受賞
本委員会より発行された『ϚンΨ 運動器のおはなし 大人も知らないからだの本』（ӳ
。൛）を使った教育・啓発活動を世界会議で発表したޠ
この活動に対し、8HO からの出੮者をはじめ多くの参加者に関心を持たれた。ま
た、 国 内 外 で の 日 本 委 員 会 の 活 動 が 評 価 さ れ、“IOUFSOBUJPOBM AXBSE GPS 4QFDJBM 
ADIJFWFNFOU”を受賞した。

平成 17 年度　第 4 回　運営委員会を開催
運Ӧ委員長にদ下㑑ࢯ、運Ӧ副委員長に藤๕照ࢯ、૯委員長にҴ߂ࢯがबし
た。本委員会に、ᶃ૯委員会、ᶄব外・広報委員会、ᶅ規約等委員会、ᶆ国ࡍ委員会、
ᶇインターωット委員会、ᶈ学校保健委員会、ᶉスポーツ普及・ৼڵ委員会、ᶊ地域推
進委員会、ᶋ運動器疾患患者の会委員会の 9 つの小委員会を組織した。
また、新たに 3 つの事業展開を始めることとした。
　1ɽ「成長期スポーツ傷害予防」講習会の講ࢣݣ事業
　2ɽ学校における運動器検診体制の整備・ॆ実モデル事業
　3ɽ47 各都道府県͝とに「運動器の 10 年」地域推進委員会設ஔ
場所ɿイーストϫンタϫー 会議室

久光製薬株式会社の協力を得て『ご存知ですか ? 運動器』1 万部発刊

国連のアナン事務総長の東京大学名誉博士称号授与式ならびに記念講演会が東京大学安
田講堂にて開催

『ϚンΨ 運動器のおはなし 大人も知らないからだの本』を制作した学生 7 人を代表し
てח田真ޫࢯがアナンࢯと面会し、「運動器の 10 年」日本委員会の活動について報
告を行った。

10 ݄ 26 ～
          28 日

⼰International AXard for Special AchieWement” の
賞ঢ়（෭賞は、140006S ドル）

平成17年度 第2回 運営委員会を開催

場所：ࣳ ύーΫホテルผ 「ؗΧトϨアの間」

第4回「運ಈثの10年」日ຊ委員会૯会を開催

杉岡委員長、河合運営委員長、日本委員会ࢀՃஂମ͔ら�0名͕ग़੮。

場所：ࣳ ύーΫホテル本 「の間ࡩؗ」

平成17年度 第3回 運営委員会を開催

場所：日会会ٞࣨ

「第5 回 #+% World Network Conference」がΧφμ・ΦλϫͰ開
催されɺ*nternBtJonBl "wBrd for 4QecJBl "cIJeWeNent をड

本委員会ΑΓൃ͞ߦΕたh ϚンΨ 運動器の͓はなし େ人もらな͍͔ら

ͩの本 をɦͬたڭҭ・׆ൃܒ動をੈք会ٞでൃද。͜ の׆動ʹରし、

8)0͔らのग़੮ऀをは͡Ίଟ の͘ࢀՃऀʹؔ৺を࣋たΕた。·た、国内

֎での日本委員会の׆動͕ධՁ͞Ε、lInternational Award for Special 

Achievementzを受賞した。

平成17年度 第4回 運営委員会を開催

運営委員長ʹ松下隆氏、運営副委員長ʹ武藤芳照氏、総務委員長ʹ稲

波弘彦氏͕ब。本委員会ʹ、ᶃ総務委員会、ᶄব֎・ใ委員会、

ᶅن委員会、ᶆ国際委員会、ᶇインλーωοト委員会、ᶈֶߍอ݈

委員会、ᶉスϙーπීٴ・ৼڵ委員会、ᶊҬਪਐ委員会、ᶋ運動器

。の会委員会の�つのখ委員会を৫͢るऀױױ࣬

·た、৽たʹ�つの事ۀల։を࢝Ίる͜ͱͱ͢る。
1�「長ظスϙーπই༧」ߨश会のࢣߨݣ事ۀ
ۀମ੍のඋ・ॆ࣮Ϟデル事ݕける運動器͓ʹߍֶ �2
�� ��֤ಓ͝ݝͱ 「ʹ運動器の10年」Ҭਪਐ委員会ઃஔ

場所：川イーストϫンλϫー 会ٞࣨ

6月26日

8月25日

10月26ʙ28日

12月1日

lInternational Award for Special  
Achievementz の賞ঢ়ʢ副賞は1�0006Sドルʣ

ADIJFWFNFOU”を受賞した。

lInternational Award for Special  会場ͱなͬたホテル。��Χ国のҬ͔ら
1�0人のදऀ͕ू·ͬた

ਅޫాח  ମڭҭҩֶڀݚ所͏んなんڀݚ員

「運動器の10年」ੈ ք会ٞϨϙʔτʢൈਮʣ

　h ϚンΨ 運動器の͓はなし େ人もらな͍

͔らͩの本 をɦ࡞したֶੜのදͱして「BJD 

8orld /etworL $onference」ʹ Ճしࢀճ̏ܭ

たח田ਅޫ氏のϨϙート͔ら、ੈ ք会ٞʹ͓け

るಉॻのڹのେ͖͞をࣔ͢部分をൈਮ͢る。

2005年ɹΧφμ

　会ظ中、֤ 国の委員会のใࠂϙスλーʢ&-

1oTterʣͱฒͼ、ϚンΨのӳ༁൛ϙスλー・׆動

֓ཁઆ明スライドࢴをలࣔした。ӳ༁͞Εた̐

ϖーδのリーϑϨοトはࢀՃऀશ員ʹし、

̑େ͢てʹ日本ޠ൛のオリδナル͕͖ߦ

るΑ͏、֤ 国දのํʹ直ϚンΨをख

した。ϚンΨをͬたڭҭ׆動は、8)0͔ら

のग़੮ऀをは͡Ίଟ の͘ࢀՃऀʹؔ৺を࣋た

Ε、ඇৗʹ高͍ධՁを受けた。ϚンΨશϖーδ

のӳ༁をΉもଟ の͘ࢀՃऀ͔ら受けた。

　·た、国内֎での日本委員会の׆動͕ධ

Ձ͞Ε「International Award for Special 

Achievement」を「運動器の10年」日本委員会

͕受賞した。

2007年ɹΦースτϥϦΞ

　2年લのੈք会ٞʹग़੮ͤ͞て͍た͍ͩてҎ

དྷ、հして͖たϚンΨ͕֤国͔らධをಘて、

ӳޠの༁͕·Εて͍た。ࠓճ、したӳ

൛をհ、͢るたΊʹ日本͔らදͱしޠ

て̎のࢀՃをͤ͞て͍た͍ͩた。

　ग़དྷ্͕ͬた͔Γのӳޠ൛100部を、׆

動հのϙスλーͱڞʹలࣔ、した。会

ٞલݱʹてଟ の͘ௐをして͍た͍ͩた

事務局のօ͞んの͓͔͛で、メイン会ٞࣨを

ग़て͙͢のલの࠷高のҐஔʹϒースをઃஔ

して͍たͩけた。లࣔの΄͔ʹ直し͔け

て֤国දऀʹհした݁Ռ、会ٞऴྃ後、

ͪΐ͏Ͳ100部をしऴ͑た。̎ 年લͱಉ

様、洋の౦西をΘͣଟ の͘国ʑのදऀ͔

らධを͍た͖ͩ、ૣ 、༁ਃのҙࢥも

͍ つ͔͍͘た͍ͩた。$hairmanであるリドグ

Ϩンڭत͔らもশ͍ࢍた͖ͩ、ͱ͘ ʹϚンΨの

アナンલ国࿈事務総長ͱ໘ஊで͖ʹػ動を׆

た͜ͱʹつ͍てはվΊてࣸਅなͲをૹるΑ͏ ʹ

。ΊらΕたٻ

2010年ɹスウェーデン

　200�年ʹ日本委員会監मʹΑΓ࡞͞ΕたϚ

ンΨʹつ͍て、ҎલΑΓΧ国͔ら༁ʹؔ͢る

͍合Θ͕ͤあͬた。ࠓճࢲʹは、ϚンΨӳޠ

൛のஶ͕ݖ࡞BJD本部Ҡৡ͞Εた͜ͱを֤国

のදऀʹ͑、༁͓ΑͼՃग़൛をر͢

る国͕、本部ͱ࿈བྷをऔΓ合ͬて͜Εらのۀ࡞

をスϜーζʹਐΊらΕるΑ͏ ଅ͢ͱ͍͏ׂ͕

あͬた。会ظ中、ίーώーϒϨイΫディナーを

ར༻して、本部事務局の.T� AHnetaをは͡Ί、

͍合Θͤのあͬたオランダ、ϊルΣーのද

ऀʹରしては、直を͑る͜ͱ͕で͖た。·

た、ӳ国の8oolfڭतは200�年Χナダでの会ٞ

でॳΊてϚンΨをհした͔࣌らڵຯを࣋ てͬ

͍た͍ͩて͍た͕、ࠓճもӳޠ൛のՃग़൛ʹ

つ͍てڵຯをࣔ͞Εて͍た。
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文部科学省に対し、「学校における運動器検診の整備・充実」に関する説明・陳情
จ部科学লのスポーツ・青少年ہ、ඉ口修ہࢿ長を、杉Ԭ༸一委員長、藤๕照運Ӧ副
委員長が訪問、面談し、「学校における運動器検診の整උ・ॆ実」に関する説明・情
を行った。

第 5 回「運動器の 10 年」日本委員会総会を開催
杉Ԭ༸一委員長、দ下㑑運Ӧ委員長、日本委員会参加団体から 52 名が出੮した。
場所ɿࣳパークϗテル本館「Դ୮の間」

社団法人日本ウオーキング協会、毎日新聞社、
本委員会の合同主催で、「運動器の 10 年・コ
ツコツウオーク 2006」を東京、大阪、福島の
3 都市で開催

7 ݄ 1 日

10 ݄ 8・
        9 日

1 ݄

5 ݄ 18 日

2006
平成 18 年

をಘてྗڠ会ࣾのࣜגༀޫٱ
「͝ଘ͡Ͱ͔͢ʁ運ಈث」1ສ෦ൃץ

「h運ಈثの10年」ੈ ք運ಈ̙̫ ̙ʱ
の࡞成

　　　　　
平成17年度 第5回 運営委員会を開催

場所：日会会ٞࣨ

平成17年度 第6回 運営委員会を開催

場所：日会会ٞࣨ

শ߸त༩ࣜͳ࢜େֶ໊༪തژの౦ࢯ૯のίϑΟ・"・Ξφンࣄ࿈ࠃ
Βͼにه೦ߨԋ会が౦ژେֶ҆ాߨಊにて開͔れͨ

ʰϚンΨ 運動器の͓はなし େ人もらな͍͔らͩの本 をɦ੍࡞したֶ

ੜ�人をදしてח田ਅޫ氏͕アナン氏ͱ໘会し、「運動器の10年」日

本委員会の׆動ʹつ͍て直ใ͢ࠂる͜ͱ͕で͖た。

平成18年度 第1回 運営委員会を開催

場所：ࣳ ύーΫホテル本 「の間ࡩؗ」

第5回「運ಈثの10年」日ຊ委員会૯会を開催

杉岡委洋一員長、松下隆運営委員長、日本委員会ࢀՃஂମ ら͔�2名͕ग़੮。

場所：ࣳ ύーΫホテル本 「ؗԴ୮の間」

1月

2月23日

4月22日

5月18日

7月1日

2006 ฏ1�年

ʰ͝ଘ͡で͔͢ʁ運動器 ͱɦ
 $D-30.

、ΑΓ、アナン夫人、アナン氏ࠨ
तʢڭଠ助ݫ田氏、ଟլח
ମڭҭֶίースʣ

平成18年度 第2回 運営委員会を開催

場所：日会会ٞࣨ

ࣾஂ๏ਓ日ຊウΦーΩンάڠ会ɺຖ日৽ฉࣾɺຊ委員会の߹ಉओ催Ͱɺ
「運ಈثの10 年・ίπίπウΦーΫ 2006」を౦ژɺ        େࡕɺ  ౡの
3ࢢͰ開催

「第6 回 #+% World Network Conference Bnd *nternBtJonBl 
1BtJent "dWocBcZ 4eNJnBr」がೆΞϑϦΧ・μーόンͰ開催される

จ෦Պֶলに「ֶߍに͓͚る運ಈݕثのඋ・ॆ ࣮」に
ؔ͢るઆ໌・を͏ߦ

จՊলのスϙーπ・੨গ年局、ඉޱमࢿʢͻ͙ ・ͪのͿもͱʣ局長を、杉

岡洋一委員長、武藤芳照運営副委員長͕๚、໘ஊし、「ֶߍʹ͓ける

運動器ݕのඋ・ॆ ࣮」ʹ ؔ͢るઆ明・をͬߦた。

9月24日

10月8・9日

11月2ʙ4日

11月6日

։؟ยཱ࣌ى٭間のଌఆをͬߦた 「ίπίπオーΫ」記念̩γϟπ

౦ژཱ場ެԂイϕント場ʹて

中ԝ・ඉޱ局長ࠨ、 ・杉岡委員長、ӈ・武
藤運営委員
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「コツコツウオーク」
೦ه T シャツ

左より、アナン人、アナンࢯ、
多賀厳ଠॿ教授（身体、ࢯ田ח
教育学コース）

ʰ͝ଘ知ですか  運動器ʱと
 C%�3O.

12 ݄ 1 日
11 ݄ 6 日
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中央・ඉ口ہ長、左・ਿ岡委員長、
右・౻運営෭委員長

6 ݄ 5 日

6 ݄ 15 ～
8 ݄ 5 日

2007
平成 19 年

9 ݄

第 6 回「運動器の 10 年」日本委員会総会を開催
杉Ԭ༸一委員長、দ下㑑運Ӧ委員長、運Ӧ委員 11 名、日本委員会参加団体から 34 名が
出੮した。
場所ɿロイϠルパークϗテル「東雲」

「運動器の 10 年」世界運動キャンペーン
第 1 弾『ユーラシア大陸 9 ヵ国 18,000 キロメートル横断』に、日本委員会が後援
ݥՈ・風間深志ࢯが運動器の大切さをૌえ、ڑ 18,000LN（ロシア～ウクライナ～
ポーランド～ドイツ～オーストリア～スイス～フランス～スϖイン～ポルトΨル）のܭ
9 ヵ国をスクーターでԣ断した。

オルソタイムズ Vol.1 の No.1 に「運動器の 10 年」世界運動、および、日本委員会につ
いて掲載

2007 ฏ1�年

第6回「運ಈثの10年」日ຊ委員会૯会を開催

杉岡委員長、松下運営委員長、運営委員11名、日本委員会ࢀՃஂମ͔

ら��名͕ग़੮。

場所：ϩイϠルύーΫホテル「౦Ӣ」

平成19年度 第1回 運営委員会を開催

場所：ϩイϠルύーΫホテル「౦Ӣ」

「運ಈثの10年」ੈ ք運ಈΩϟンϖーン第1h ϢーϥγΞେ 9Χࠃ
18ɼ000Ωϩϝーτルԣஅ にɦɺ日ຊ委員会がޙԉ

ݥՈ・風間深志氏͕運動器のେ͞をૌ͑、ڑ1�000 ʢʂϩγアʙ

Ϋライナʙϙーランドʙドイπʙオーストリアʙスイスʙϑランスʙスϖ

インʙϙルトΨルʣのܭ�Χ国をスΫーλーで横断した。

ΦルιλΠϜζ 7ol�1のNo�1に「運ಈثの10年」ੈ ք運ಈɺ͓ Αͼɺ
日ຊ委員会に͍ͭてࡌܝɻҎ߱ɺຖ߸ɺࡌܝされる

6月5日

6月10日

6月15日ʙ8月5日

9月

ゴールのϩΧ ʢິϙルトΨルʣでは、ݪେをは͡Ί、ݱ
の日本人会のօ様͕ग़ܴ͑て͘ Εた

�Χ国をスΫーλーで横断͢
るݥՈの風間深志氏

オルιλイϜζʹ͞ࡌܝΕた記事

にۀࣄମ੍のඋ・ॆ࣮Ϟデルݕثに͓͚る運ಈߍֶ
৽ׁݝɺݝ࡚ٶՃΘΓɺશ6Ҭにͳる

平成19年度 第2回 運営委員会を開催

「運動器の10年」日本委員会の「ج本େඪをୡ͢るたΊの৽نϓ

ϩδΣΫト」ਪਐ事͕ۀҎ下のΑ͏ ʹܾఆ͞Εる。

場所：日会会ٞࣨ

　「ϓϩδΣΫトن本େඪをୡ͢るたΊの৽ج」
「̝ίンϐϡーλーࢧԉʹΑるֶߍʹ͓ける運動器ݕでのݕٴͼࢦಋγステϜの֬

ཱ」山本߁ʢѪඤݝҬਪਐ委員会ʣ 「̝運動器ݕのたΊのڭҭ̙̫̙の࡞」
内ඌ༞司ʢౡࠜݝҬਪਐ委員会ʣ 「̝৽ฉࠂをഔମͱしたh 運動器 のɦใ」岡田
一彦ʢ日本ྟচܗ֎Պֶ会ʣ 「̝ຖ日৽ฉ্ࢴh 運動器ෆ҆ఆ ɦࠂൃܒ」米延
策雄ʢ日本ܗ֎Պֶ会 ใ・ব֎委員会ʣ

「ڀݚ寿໋の延伸ʹؔΘるௐ査߁݈」
「̝高ྸૈࠎᱷऀױの転ͱபมܗʹؔ͢るҼ子のௐ査ڀݚ」ࠊٶঘ久ʢळ田ݝ

Ҭਪਐ委員会ʣ 「̝Ҭ高ྸऀʹ͓けるےྔݮগʢサルίχアʣ͓ Αͼ転・
ླ「ڀݚͱ༧ʹؔ͢るॎ断తࡧҼ子の୳ݥةるؔ͢ʹંࠎ 隆雄ʢ日本ૈࠎᱷֶ会ʣ 
「̝ཁհޢঢ়ଶのҠߦを༧ଌ͢るスΫリーχング、ٴͼ運動器の重ཁੑを͢ൃܒるख

๏ͱしての、高ྸऀҠ動ྗධՁ๏h ଌఆ٭݈ のɦ༗ޮੑʹؔ͢るڀݚ」岡田ਅฏ
ʢ転༧ҩֶڀݚ会ʣ 「̝長ظॎ断Ӹֶௐ査ʹΑる内ଆܕมੑܗකؔઅのපଶ
͓Αͼൃ・ਐߦҼ子のղ明」େ ʢ߽৽ׁݝҬਪਐ委員会ʣ

「 第7 回 #+% World Network Conference Bnd *nternBtJonBl 
1BtJent "dWocBcZ 4eNJnBr」がΦースτϥϦΞ・ΰールドίースτͰ
開催される

�0Χ国の֤国දऀ͕ू·ͬた。h ϚンΨ 運動器の͓はなし େ人もら

な͍͔らͩの本 のɦӳޠ൛をϨϙートした日本委員会の&ʵϙスλー͕、

BJDੈք会ٞで「̚ -1oTter Award」を受賞した

9月15日

10月11ʙ14日

日本の̚-1oTterのલでࠨ。 ͔ら、ח田
氏、松下運営委員長、国分国際運営委
員、リドグϨン国際委員長

「̚ -1oTter Award」の賞ঢ়
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2007 ฏ1�年

第6回「運ಈثの10年」日ຊ委員会૯会を開催

杉岡委員長、松下運営委員長、運営委員11名、日本委員会ࢀՃஂମ͔

ら��名͕ग़੮。

場所：ϩイϠルύーΫホテル「౦Ӣ」

平成19年度 第1回 運営委員会を開催

場所：ϩイϠルύーΫホテル「౦Ӣ」

「運ಈثの10年」ੈ ք運ಈΩϟンϖーン第1h ϢーϥγΞେ 9Χࠃ
18ɼ000Ωϩϝーτルԣஅ にɦɺ日ຊ委員会がޙԉ

ݥՈ・風間深志氏͕運動器のେ͞をૌ͑、ڑ1�000 ʢʂϩγアʙ

Ϋライナʙϙーランドʙドイπʙオーストリアʙスイスʙϑランスʙスϖ

インʙϙルトΨルʣのܭ�Χ国をスΫーλーで横断した。

ΦルιλΠϜζ 7ol�1のNo�1に「運ಈثの10年」ੈ ք運ಈɺ͓ Αͼɺ
日ຊ委員会に͍ͭてࡌܝɻҎ߱ɺຖ߸ɺࡌܝされる

6月5日

6月10日

6月15日ʙ8月5日

9月

ゴールのϩΧ ʢິϙルトΨルʣでは、ݪେをは͡Ί、ݱ
の日本人会のօ様͕ग़ܴ͑て͘ Εた

�Χ国をスΫーλーで横断͢
るݥՈの風間深志氏

オルιλイϜζʹ͞ࡌܝΕた記事

にۀࣄମ੍のඋ・ॆ࣮Ϟデルݕثに͓͚る運ಈߍֶ
৽ׁݝɺݝ࡚ٶՃΘΓɺશ6Ҭにͳる

平成19年度 第2回 運営委員会を開催

「運動器の10年」日本委員会の「ج本େඪをୡ͢るたΊの৽نϓ

ϩδΣΫト」ਪਐ事͕ۀҎ下のΑ͏ ʹܾఆ͞Εる。

場所：日会会ٞࣨ

　「ϓϩδΣΫトن本େඪをୡ͢るたΊの৽ج」
「̝ίンϐϡーλーࢧԉʹΑるֶߍʹ͓ける運動器ݕでのݕٴͼࢦಋγステϜの֬

ཱ」山本߁ʢѪඤݝҬਪਐ委員会ʣ 「̝運動器ݕのたΊのڭҭ̙̫̙の࡞」
内ඌ༞司ʢౡࠜݝҬਪਐ委員会ʣ 「̝৽ฉࠂをഔମͱしたh 運動器 のɦใ」岡田
一彦ʢ日本ྟচܗ֎Պֶ会ʣ 「̝ຖ日৽ฉ্ࢴh 運動器ෆ҆ఆ ɦࠂൃܒ」米延
策雄ʢ日本ܗ֎Պֶ会 ใ・ব֎委員会ʣ

「ڀݚ寿໋の延伸ʹؔΘるௐ査߁݈」
「̝高ྸૈࠎᱷऀױの転ͱபมܗʹؔ͢るҼ子のௐ査ڀݚ」ࠊٶঘ久ʢळ田ݝ

Ҭਪਐ委員会ʣ 「̝Ҭ高ྸऀʹ͓けるےྔݮগʢサルίχアʣ͓ Αͼ転・
ླ「ڀݚͱ༧ʹؔ͢るॎ断తࡧҼ子の୳ݥةるؔ͢ʹંࠎ 隆雄ʢ日本ૈࠎᱷֶ会ʣ 
「̝ཁհޢঢ়ଶのҠߦを༧ଌ͢るスΫリーχング、ٴͼ運動器の重ཁੑを͢ൃܒるख

๏ͱしての、高ྸऀҠ動ྗධՁ๏h ଌఆ٭݈ のɦ༗ޮੑʹؔ͢るڀݚ」岡田ਅฏ
ʢ転༧ҩֶڀݚ会ʣ 「̝長ظॎ断Ӹֶௐ査ʹΑる内ଆܕมੑܗකؔઅのපଶ
͓Αͼൃ・ਐߦҼ子のղ明」େ ʢ߽৽ׁݝҬਪਐ委員会ʣ

「 第7 回 #+% World Network Conference Bnd *nternBtJonBl 
1BtJent "dWocBcZ 4eNJnBr」がΦースτϥϦΞ・ΰールドίースτͰ
開催される

�0Χ国の֤国දऀ͕ू·ͬた。h ϚンΨ 運動器の͓はなし େ人もら

な͍͔らͩの本 のɦӳޠ൛をϨϙートした日本委員会の&ʵϙスλー͕、

BJDੈք会ٞで「̚ -1oTter Award」を受賞した

9月15日

10月11ʙ14日

日本の̚-1oTterのલでࠨ。 ͔ら、ח田
氏、松下運営委員長、国分国際運営委
員、リドグϨン国際委員長

「̚ -1oTter Award」の賞ঢ়
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ゴールのロカິ（ポル
トΨル）では、原ᡏ大
地の日ݱ、をはじめ
本人会のօ様がग़ܴ͑
てくれた。

9 ϱ国をスクーターでԣஅする冒
険Ոの෩間ࢯ

第 6 回 BJD 国際会議が南アフリカ・ダーバンにて開催され、
国分正一 BJD アンバサダーが出席

11 ݄ 2 ～
          4 日
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平成 19 年度　第 2 回　運営委員会を開催
「運動器の 10 年」日本委員会の「基本大目ඪをୡ成するための新規プロジェクト」推進
事業が以下のようにܾ定された。
　「基本大目ඪをୡ成するための新規プロジェクト」
　「健康寿໋の延৳に関わるௐࠪ研究」
場所ɿ日整会会議室

第 7 回 BJD 国際会議がオーストラリア・ゴールドコーストにて開催
40 ヵ国の各国代表者が集まった。『ϚンΨ 運動器のおはなし 大人も知らないからだの
本』のӳޠ൛等をレポートした日本委員会の F�PPTUFS が、#JD 国ࡍ会議で「F�PPTUFS 
AXBSE」を受賞した。

文部科学大臣に提出された中央教育審議会答申に、「『運動器』とは、骨・関節、筋肉、
靱帯、腱、神経など身体を支えたり動かしたりする器官の名称（「運動器の 10 年」日本
委員会）」が記載

杉岡洋一委員長が、厚生労働省健康局長・西山正徳氏に「運動器疾患対策室」を新設す
ることの要望

第 7 回「運動器の 10 年」日本委員会総会を開催
杉Ԭ༸一委員長、দ下㑑運Ӧ委員長、運Ӧ委員 11 名、日本委員会参加団体 39 名が参加
した。
場所ɿ東京ステーションコンフΝレンス 602

杉岡洋一委員長、葉梨之紀アドバイザー、稲波弘彦委員の 3 名が厚生労働副大臣・鴨下
一郎氏を訪問し、「運動器疾患対策室」を新設、外傷センター等について要請

「運動器の 10 年」世界運動キャンペーン
第 2 弾『アフリカ大陸縦断 10 ヵ国 21,000Km』
ユーラシア大ԣ断に続き風間深志ࢯがアフリカ
大を࢛輪ۦ動車で縦断した。
この世界運動キャンϖーンを外ল、日本委員会
が後援した。
風 間 ࢯ は 国 ࡍ 本 部 か ら 正 式 に #POF BOE JPJOU 
DFDBEF IOUFSOBUJPOBM ANCBTTBEPS に໋された。

「コツコツウオーク　in 岡山」を開催
学校における運動器検診体制の整උ・ॆ実モデル事業に、新たに࡛ۄ県、Ѫඤ県が加わ
り、全 8 地域に拡大した。

9 ݄ 15 日

2007 ฏ1�年

第6回「運ಈثの10年」日ຊ委員会૯会を開催

杉岡委員長、松下運営委員長、運営委員11名、日本委員会ࢀՃஂମ͔

ら��名͕ग़੮。

場所：ϩイϠルύーΫホテル「౦Ӣ」

平成19年度 第1回 運営委員会を開催

場所：ϩイϠルύーΫホテル「౦Ӣ」

「運ಈثの10年」ੈ ք運ಈΩϟンϖーン第1h ϢーϥγΞେ 9Χࠃ
18ɼ000Ωϩϝーτルԣஅ にɦɺ日ຊ委員会がޙԉ

ݥՈ・風間深志氏͕運動器のେ͞をૌ͑、ڑ1�000 ʢʂϩγアʙ

Ϋライナʙϙーランドʙドイπʙオーストリアʙスイスʙϑランスʙスϖ

インʙϙルトΨルʣのܭ�Χ国をスΫーλーで横断した。

ΦルιλΠϜζ 7ol�1のNo�1に「運ಈثの10年」ੈ ք運ಈɺ͓ Αͼɺ
日ຊ委員会に͍ͭてࡌܝɻҎ߱ɺຖ߸ɺࡌܝされる

6月5日

6月10日

6月15日ʙ8月5日

9月

ゴールのϩΧ ʢິϙルトΨルʣでは、ݪେをは͡Ί、ݱ
の日本人会のօ様͕ग़ܴ͑て͘ Εた

�Χ国をスΫーλーで横断͢
るݥՈの風間深志氏

オルιλイϜζʹ͞ࡌܝΕた記事

にۀࣄମ੍のඋ・ॆ࣮Ϟデルݕثに͓͚る運ಈߍֶ
৽ׁݝɺݝ࡚ٶՃΘΓɺશ6Ҭにͳる

平成19年度 第2回 運営委員会を開催

「運動器の10年」日本委員会の「ج本େඪをୡ͢るたΊの৽نϓ

ϩδΣΫト」ਪਐ事͕ۀҎ下のΑ͏ ʹܾఆ͞Εる。

場所：日会会ٞࣨ

　「ϓϩδΣΫトن本େඪをୡ͢るたΊの৽ج」
「̝ίンϐϡーλーࢧԉʹΑるֶߍʹ͓ける運動器ݕでのݕٴͼࢦಋγステϜの֬

ཱ」山本߁ʢѪඤݝҬਪਐ委員会ʣ 「̝運動器ݕのたΊのڭҭ̙̫̙の࡞」
内ඌ༞司ʢౡࠜݝҬਪਐ委員会ʣ 「̝৽ฉࠂをഔମͱしたh 運動器 のɦใ」岡田
一彦ʢ日本ྟচܗ֎Պֶ会ʣ 「̝ຖ日৽ฉ্ࢴh 運動器ෆ҆ఆ ɦࠂൃܒ」米延
策雄ʢ日本ܗ֎Պֶ会 ใ・ব֎委員会ʣ

「ڀݚ寿໋の延伸ʹؔΘるௐ査߁݈」
「̝高ྸૈࠎᱷऀױの転ͱபมܗʹؔ͢るҼ子のௐ査ڀݚ」ࠊٶঘ久ʢळ田ݝ

Ҭਪਐ委員会ʣ 「̝Ҭ高ྸऀʹ͓けるےྔݮগʢサルίχアʣ͓ Αͼ転・
ླ「ڀݚͱ༧ʹؔ͢るॎ断తࡧҼ子の୳ݥةるؔ͢ʹંࠎ 隆雄ʢ日本ૈࠎᱷֶ会ʣ 
「̝ཁհޢঢ়ଶのҠߦを༧ଌ͢るスΫリーχング、ٴͼ運動器の重ཁੑを͢ൃܒるख

๏ͱしての、高ྸऀҠ動ྗධՁ๏h ଌఆ٭݈ のɦ༗ޮੑʹؔ͢るڀݚ」岡田ਅฏ
ʢ転༧ҩֶڀݚ会ʣ 「̝長ظॎ断Ӹֶௐ査ʹΑる内ଆܕมੑܗකؔઅのපଶ
͓Αͼൃ・ਐߦҼ子のղ明」େ ʢ߽৽ׁݝҬਪਐ委員会ʣ

「 第7 回 #+% World Network Conference Bnd *nternBtJonBl 
1BtJent "dWocBcZ 4eNJnBr」がΦースτϥϦΞ・ΰールドίースτͰ
開催される

�0Χ国の֤国දऀ͕ू·ͬた。h ϚンΨ 運動器の͓はなし େ人もら

な͍͔らͩの本 のɦӳޠ൛をϨϙートした日本委員会の&ʵϙスλー͕、

BJDੈք会ٞで「̚ -1oTter Award」を受賞した

9月15日

10月11ʙ14日

日本の̚-1oTterのલでࠨ。 ͔ら、ח田
氏、松下運営委員長、国分国際運営委
員、リドグϨン国際委員長

「̚ -1oTter Award」の賞ঢ়
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平成19年度 第3回 運営委員会を開催

場所：日会会ٞࣨ

จ෦Պֶେਉにఏग़されͨதԝڭҭ৹ٞ会ਃにɺ「h 運ಈث ͱɦ
ɺࠎ・ؔઅɺےɺਟଳɺᡲɺਆܦͳͲମをͨ͑ࢧΓಈ͔ͨ͠Γ͢
るثの໊শʢ「運ಈثの10年」日ຊ委員会ʣ」ͱࡌهされͨ

ਿԬ委員がɺް ੜ࿑ಇল݈ہ߁・ࢁਖ਼ಙࢯに
「運ಈױ࣬ثରࣨࡦ」を৽ઃ͢る͜ͱのཁを͏ߦ

第7回「運ಈثの10年」日ຊ委員会૯会を開催

杉岡委員長、松下運営委員長、運営委員11名、日本委員会ࢀՃஂମ��

名͕ࢀՃ。

場所：౦ژステーγϣンίンϑΝϨンス�02

平成2̌年度 第1回 運営委員会を開催

杉岡委員長、松下運営委員長、運営委員11名、日本委員会ࢀՃஂମ��

名͕ࢀՃ。

場所：౦ژステーγϣンίンϑΝϨンス�02̖

ຊେඪをୡج」ͳΒͼに「ۀࣄڀݚण໋のԆ৳にؔΘるௐࠪ߁݈」
成͢るͨΊの৽نϓϩδェΫτਪਐۀࣄ」に͍ͭてืूɻҎԼのΑ͏
にܾఆされͨ

「ϓϩδΣΫトن本େඪをୡ͢るたΊの৽ج」
「̝੩岡ݝ内の中ֶߍʹ͓ける運動器ݕମ੍ཱ֬のたΊのϞデルߍʹ͓ける運動器

࣮、ԋ会ߨͱݕ ࢪޢのհݝҬਪਐ委員会ʣ 「̝岡山ݝश会」∁橋正ʢ੩岡ߨٕ
ઃʹ͓ける転・ൃંࠎੜの࣮ଶௐ査」ඌ㟒හจʢ岡山ݝҬਪਐ委員会ʣ

「ڀݚ寿໋の延伸ʹؔΘるௐ査߁݈」
˔「େ଼ࠎᰍ部・転子部ંࠎの中ظ༧後ௐ査ʵհޢอݥのมԽͱ AD- มԽ
ͱͦの༧Ҽ子ʵ」中野雄ʢ日本ֶྍ࣏ંࠎ会ʣ ˔「ૈࠎᱷ͕寿໋ʹٴ΅
͢影͓ڹΑͼ寿໋を延伸͢るたΊのର策」須藤ܒʢ三重ݝҬਪਐ委員会ʣ 
˔「長ൃୡՃྸʹ͏運動器ইのੜ֔一؏したέアーϓϩδΣΫト」མ合直之

ʢҵݝҬਪਐ委員会ʣ 「̝中高年ੑຑᙺऀの݈߁ௐ査」三ౡྩ子ʢ日本
ੑຑᙺऀの֎Պڀݚ会ʣ 「̝ดܦલঁੑʹ͓けるେ଼ۙࠎҐ部のີࠎ͓Α
ͼδオメトリーͱ運動ػͱのؔ۱「田子ʢ日本ཧֶྍ๏ڠ࢜会ʣ

1月9日

1月17日

5月

6月22日

2008 ฏ20年
ਿԬ委員ɺ༿སΞドόΠβーɺҴ委員の3໊がްੜ࿑ಇ෭େਉ・
を৽ઃɺ֎ইηンλー「ࣨࡦରױ࣬ث運ಈ」を๚͠ɺࢯԼҰי
に͍ͭてのཁを͏ߦ

平成20年度 第2回 運営委員会を開催

場所：日会会ٞࣨ

「ίπίπウΥーΫ Jn Ԭࢁ」を開催

にɺۀࣄମ੍のඋ・ॆ࣮Ϟデルݕثに͓͚る運ಈߍֶ
৽ͨに࡛ݝۄɺѪඤݝがՃΘΓɺશ8Ҭに

「運ಈثの1̌ 年」ੈ ք運ಈΩϟンϖーン第2
ʰΞϑϦΧେॎஅ1̌ Χ21ࠃ000̺ ̼ʱ

Ϣーラγアେ横断ʹଓ͖風間深志氏͕アϑリΧେをྠ࢛駆動車で

ॎ断。͜ のੈք運動Ωϟンϖーンを֎務ল、日本委員会͕後ԉした。風

間氏は国際本部͔ら正ࣜʹBone and Joint Decade International 

AmCaTTador ʹ໋͞Εた。

「 第8 回 #+% World Network Conference Bnd *nternBtJonBl 
1BtJent "dWocBcZ 4eNJnBr」がΠンド・ϓーωͰ開催される

9月11日

10月13日

10月ʙཌ年1月

11月28・29日

ΤνオϐアのපӃでྍ࣏中の子ڙたͪͱ

10Χ国をͱもʹしたྠ࢛駆
動車

平成2̌年度 第3回 運営委員会を開催

場所：日会会ٞࣨ

1月9日

2009 ฏ21年
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日本の e�Poster の前で。左から、
松下運営委員長、国、ࢯ田ח
国ࡍ運営委員、リドグレン国ࡍ
委員長

エチオϐアの病院で治療中の子どもたちと

10 ݄ 11 ～
          14 日

1 ݄ 17 日

5 ݄

6 ݄ 22 日

9 ݄ 11 日

10 ݄ 13 日

10 ݄～
ཌ 1 ݄

2008
平成 20 年

第 8 回 BJD 国際会議がインド・プーネにて開催

「運動器の 10 年」日本委員会シンポジウム
「トップアスリートの障害予防とコンディショニングの実態」を開催
コーディωーターに܀山ӳथࢯ（スポーツキャスター）、福ྛపࢯ（ૣҴ田大学スポー
ツ科学学術院教त）、パωリストにே原એ治ࢯ（上ڑ競技）、藤公康ࢯ（プロ野
球）、୩本歩実ࢯ（ॊ道）が参加した。
この様は、2 月 15 日テレビ（スカイ・A・TQPSUT）にて์өされた。
場所 � ٶே日ϗール

『学校の運動器疾患・障害に対する取り組みの手引き』第 1 版（「運動器の 10 年」日本
委員会監修）が財団法人日本学校保健会より発行

第 8 回「運動器の 10 年」日本委員会総会を開催
杉Ԭ༸一委員長、দ下㑑運Ӧ委員長、運Ӧ委員 12 名、参加団体ほか 32 名が出੮した。
場所ɿ東京ステーションコンフΝレンス 602

「運動器の 10 年」世界運動キャンペーン
第 3 弾『オーストラリア大陸障害者自転車横断』
#POF BOE JPJOU DFDBEF IOUFSOBUJPOBM ANCBTTBEPS の風間深志ࢯが全チームのリーμー
となり、障害があるメンバー 3 名と整形外科医師とともに、ి動アシスト自転車による
オーストラリア大ԣ断を実現した。
日本委員会が共催、ே日新聞が後援で実施された。

第 9 回 BJD 国際会議がアメリカ・ワシントン DC にて開催

平成 21 年度　第 3 回　運営委員会を開催
山本തࢯ࢘が日本委員会の 3 代目の委員長に選された。
場所ɿ日整会会議室

11 ݄ 28・
          29 日

「運ಈثの10年」日ຊ委員会γンϙδウϜ
「τοϓΞスϦーτのো༧ͱίンデΟγϣχンάの࣮ଶ」を開催

ίーディωーλーʹ܀山ӳ樹氏ʢスϙー

πΩϟスλーʣ、ྛప氏ʢૣ稲田େֶ

スϙーπՊֶֶज़Ӄڭतʣ、ύωリスト

ʹேݪએ࣏氏ʢ্ڑٕڝʣ、

藤ެ߁氏ʢϓϩ野ٿʣ、୩本า࣮氏ʢॊ

ಓʣ͕ ͜。Ճࢀ の様は、2 1݄�日テϨϏ

ʢスΧイ・A TportTʣʹ て์ө Ε͞た。

場所：ٶே日ホール

平成2̌年度 第4回 運営委員会を開催

場所：日会会ٞࣨ

第8回「運ಈثの10年」日ຊ委員会૯会を開催

杉岡洋一委員長、松下隆運営委員長、運営委員12名、ࢀՃஂମ΄͔�2名

͕ग़੮。

場所：౦ژステーγϣンίンϑΝϨンス�02

平成21年度 第1回 運営委員会を開催

場所：౦ژステーγϣンίンϑΝϨンス�02

「運ಈثの10年」ੈք運ಈΩϟンϖーン第3
ʰΦースτϥϦΞେোࣗऀసंԣஅʱ

Bone and Joint Decade International AmCaTTadorの風間深志氏͕શν

ーϜのリーダーͱなΓ、োを࣋つメンバー�名ͱܗ֎Պҩࢣͱͱもʹ、ి

動アγスト自転車ʹΑΓオーストラリアେ横断。日本委員会͕࠵ڞ、ே日

৽ฉ͕後ԉで࣮͞ࢪΕた。

平成21年度 第2回 運営委員会を開催

場所：日会会ٞࣨ

1月10日

3月26日

6月21日

8月22日ʙ10月19日

10月1日

ͱγンϙδࢴखの৭߁藤ެ
Ϝのνラγ

�1�1��̺mγドχーʹゴール�݄�1日、Ί͟͢は1�0LmઌのϊースϚン

「 第9回 #+% World Network Conference Bnd *nternBtJonBl 
1BtJent "dWocBcZ 4eNJnBr」がΞϝϦΧ・ϫγンτン̙̘Ͱ開催さ
れる

平成21年度 第3回 運営委員会を開催

山本博司氏͕日本委員会の�の委員長ʹબ͞Εる。

場所：日会会ٞࣨ

10月21・22日

12月10日

「運ಈثの10 年」ੈ ք運ಈ日ຊࠃΩϟンϖーン
第3�5h ো100ऀਓにΑる日ຊॎஅӺ をɦ͏ߦ

2000-2010のకΊ͘͘ Γͱして、日本国内ʹ͓͍て「運動器の10年」ੈ ք運

動の͞らなるपపఈをతͱして࣮ࢪ。ԭೄ͔らւಓ·で2�00Lm、

12�名のো͕ऀ自転車・車イス・ϋンドサイΫルʹΑͬてλスΩをつな

͍ͩ。·た、日本委員会内Ҭਪਐ委員会の͝ྗڠのもͱܗ֎Պҩࢣ

たͪも自転車でサϙート。日本国内でօでྗを合Θͤてつな͍ͩλスΩ

は、ୈ�「ೆ米େॎ断・Ԥ横断」ͱつな͕Ε、国内でूΊた

ͱؔ৺をੈքも͛るେ͖なΩϟンϖーンͱなͬた。

Ҫඒึߴຊ委員ɺ౻運営෭委員の໊̎ɺจ෦Պֶলのࢁ
߁に͓͚る݈ߍֶ」Ѽのࢯͱ໘ஊ͠ɺจ෦Պֶେਉ・ୡ
அのվળ」に͍ͭてのཁを͏ߦ

ʢ3月10日 ຽओౘࣄװ・খҰࢯɺ4月5日 日ຊҩࢣ会会・ݪதউࢯにಉཁʣ

2月21日ʙ4月16日

2月19日

2010 ฏ22年

自転車でサϙート͢ るऀྗڠ

߳川ݝʹて「自ຫのฒみ」λスΩの中ܧ
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10 ݄ 19 日
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͕ग़੮。
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Bone and Joint Decade International AmCaTTadorの風間深志氏͕શν

ーϜのリーダーͱなΓ、োを࣋つメンバー�名ͱܗ֎Պҩࢣͱͱもʹ、ి

動アγスト自転車ʹΑΓオーストラリアେ横断。日本委員会͕࠵ڞ、ே日

৽ฉ͕後ԉで࣮͞ࢪΕた。

平成21年度 第2回 運営委員会を開催

場所：日会会ٞࣨ

1月10日

3月26日

6月21日

8月22日ʙ10月19日

10月1日

ͱγンϙδࢴखの৭߁藤ެ
Ϝのνラγ

�1�1��̺mγドχーʹゴール�݄�1日、Ί͟͢は1�0LmઌのϊースϚン

「 第9回 #+% World Network Conference Bnd *nternBtJonBl 
1BtJent "dWocBcZ 4eNJnBr」がΞϝϦΧ・ϫγンτン̙̘Ͱ開催さ
れる
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山本博司氏͕日本委員会の�の委員長ʹબ͞Εる。
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2000-2010のకΊ͘͘ Γͱして、日本国内ʹ͓͍て「運動器の10年」ੈ ք運

動の͞らなるपపఈをతͱして࣮ࢪ。ԭೄ͔らւಓ·で2�00Lm、

12�名のো͕ऀ自転車・車イス・ϋンドサイΫルʹΑͬてλスΩをつな

͍ͩ。·た、日本委員会内Ҭਪਐ委員会の͝ྗڠのもͱܗ֎Պҩࢣ

たͪも自転車でサϙート。日本国内でօでྗを合Θͤてつな͍ͩλスΩ

は、ୈ�「ೆ米େॎ断・Ԥ横断」ͱつな͕Ε、国内でूΊた

ͱؔ৺をੈքも͛るେ͖なΩϟンϖーンͱなͬた。

Ҫඒึߴຊ委員ɺ౻運営෭委員の໊̎ɺจ෦Պֶলのࢁ
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「運ಈثの10年」日ຊ委員会γンϙδウϜ
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ಓʣ͕ ͜。Ճࢀ の様は、2 1݄�日テϨϏ

ʢスΧイ・A TportTʣʹ て์ө Ε͞た。

場所：ٶே日ホール

平成2̌年度 第4回 運営委員会を開催

場所：日会会ٞࣨ

第8回「運ಈثの10年」日ຊ委員会૯会を開催

杉岡洋一委員長、松下隆運営委員長、運営委員12名、ࢀՃஂମ΄͔�2名

͕ग़੮。

場所：౦ژステーγϣンίンϑΝϨンス�02

平成21年度 第1回 運営委員会を開催

場所：౦ژステーγϣンίンϑΝϨンス�02

「運ಈثの10年」ੈ ք運ಈΩϟンϖーン第3
ʰΦースτϥϦΞେোࣗऀసंԣஅʱ

Bone and Joint Decade International AmCaTTadorの風間深志氏͕શν

ーϜのリーダーͱなΓ、োを࣋つメンバー�名ͱܗ֎Պҩࢣͱͱもʹ、ి

動アγスト自転車ʹΑΓオーストラリアେ横断。日本委員会͕࠵ڞ、ே日

৽ฉ͕後ԉで࣮͞ࢪΕた。
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れる
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山本博司氏͕日本委員会の�の委員長ʹબ͞Εる。
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動の͞らなるपపఈをతͱして࣮ࢪ。ԭೄ͔らւಓ·で2�00Lm、

12�名のো͕ऀ自転車・車イス・ϋンドサイΫルʹΑͬてλスΩをつな

͍ͩ。·た、日本委員会内Ҭਪਐ委員会の͝ྗڠのもͱܗ֎Պҩࢣ

たͪも自転車でサϙート。日本国内でօでྗを合Θͤてつな͍ͩλスΩ

は、ୈ�「ೆ米େॎ断・Ԥ横断」ͱつな͕Ε、国内でूΊた

ͱؔ৺をੈքも͛るେ͖なΩϟンϖーンͱなͬた。

Ҫඒึߴຊ委員ɺ౻運営෭委員の໊̎ɺจ෦Պֶলのࢁ
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8 ݄ 31 日、目指すは 180Lm ઌのϊースマン 5151�3Lm シドニーにゴール

10 ݄ 21・
          22 日

とシンポジࢴ手の৭౻
ウムのチラシ

12 ݄ 10 日

6 ݄ 21 日
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山本博司委員長、武藤芳照運営副委員長の 2 名が、文部科学省の高井美穂政務官と面接
し、文部科学大臣・川端達夫氏宛の「学校における健康診断の改善」について要望

（3月10日 民主ౘװ事長・小一4、ࢯ月5日 日本医師会会長・原中勝ࢯに同要望）

「運動器の 10 年」世界運動日本国内キャンペーン
第 3.5 弾『障害者 100 人による日本縦断駅伝』
2000-2010 のకめくくりとして、日本国内において「運動器の 10 年」世界運動のさら
なる周知ప底を目的として実施した。ԭೄから北海道まで 2,300LN、127 名の障害者が自
転車・車イス・ハンドサイクル等によってタスキをつないだ。

「運動器の 10 年」世界キャンペーン
第 4 弾『南北アメリカ大陸縦断・北ヨーロッパ横断』
4 年間に及んだ世界キャンϖーンの最ऴষとして、風間深志ࢯが 5 ～ 9 月に実施した。
南ถアルθンチンからΰールのスウェーデンまで 10 ヵ国、17,000LN をスクーター、自
転車で走ഁした。

「第 10 回 8PSME NFUXPSL CPOGFSFODF」の前日、スウェーデン・ルンドの大会会場にΰー
ルした。

「運動器の 10 年」世界運動（2000-2010）記念イベントを開催
参加団体日本整形外科学会とともに「10 年 100 年イϕント」を東京国ࡍフΥーラムの「地
上広場」と「よみうりϗール」で開催し、ロコモティブシンドロームをはじめとする運
動器健康推進を国民にアピールした。

第 9 回「運動器の 10 年」日本委員会総会を開催
山本ത࢘委員長、দ下㑑運Ӧ委員長ほか、運Ӧ委員 13 名、参加団体ほか 42 名が出੮した。
場所ɿ東京ステーションコンフΝレンス

第 10 回 BJD 国際会議がスウェーデンのルンドにて開催
日本は「#JD 2000�2010 IOUFSOBUJPOBM AXBSE GPS 4QFDJBM ADIJFWFNFOU」を受賞した。

「運ಈثの10年」日ຊ委員会γンϙδウϜ
「τοϓΞスϦーτのো༧ͱίンデΟγϣχンάの࣮ଶ」を開催

ίーディωーλーʹ܀山ӳ樹氏ʢスϙー

πΩϟスλーʣ、ྛప氏ʢૣ稲田େֶ

スϙーπՊֶֶज़Ӄڭतʣ、ύωリスト

ʹேݪએ࣏氏ʢ্ڑٕڝʣ、

藤ެ߁氏ʢϓϩ野ٿʣ、୩本า࣮氏ʢॊ

ಓʣ͕ ͜。Ճࢀ の様は、2 1݄�日テϨϏ

ʢスΧイ・A TportTʣʹ て์ө Ε͞た。

場所：ٶே日ホール

平成2̌年度 第4回 運営委員会を開催

場所：日会会ٞࣨ

第8回「運ಈثの10年」日ຊ委員会૯会を開催

杉岡洋一委員長、松下隆運営委員長、運営委員12名、ࢀՃஂମ΄͔�2名

͕ग़੮。

場所：౦ژステーγϣンίンϑΝϨンス�02

平成21年度 第1回 運営委員会を開催

場所：౦ژステーγϣンίンϑΝϨンス�02

「運ಈثの10年」ੈք運ಈΩϟンϖーン第3
ʰΦースτϥϦΞେোࣗऀసंԣஅʱ

Bone and Joint Decade International AmCaTTadorの風間深志氏͕શν

ーϜのリーダーͱなΓ、োを࣋つメンバー�名ͱܗ֎Պҩࢣͱͱもʹ、ి

動アγスト自転車ʹΑΓオーストラリアେ横断。日本委員会͕࠵ڞ、ே日

৽ฉ͕後ԉで࣮͞ࢪΕた。

平成21年度 第2回 運営委員会を開催

場所：日会会ٞࣨ

1月10日

3月26日

6月21日

8月22日ʙ10月19日

10月1日

ͱγンϙδࢴखの৭߁藤ެ
Ϝのνラγ

�1�1��̺mγドχーʹゴール�݄�1日、Ί͟͢は1�0LmઌのϊースϚン

「 第9回 #+% World Network Conference Bnd *nternBtJonBl 
1BtJent "dWocBcZ 4eNJnBr」がΞϝϦΧ・ϫγンτン̙̘Ͱ開催さ
れる

平成21年度 第3回 運営委員会を開催

山本博司氏͕日本委員会の�の委員長ʹબ͞Εる。

場所：日会会ٞࣨ

10月21・22日

12月10日

「運ಈثの10 年」ੈ ք運ಈ日ຊࠃΩϟンϖーン
第3�5h ো100ऀਓにΑる日ຊॎஅӺ をɦ͏ߦ

2000-2010のకΊ͘͘ Γͱして、日本国内ʹ͓͍て「運動器の10年」ੈ ք運

動の͞らなるपపఈをతͱして࣮ࢪ。ԭೄ͔らւಓ·で2�00Lm、

12�名のো͕ऀ自転車・車イス・ϋンドサイΫルʹΑͬてλスΩをつな

͍ͩ。·た、日本委員会内Ҭਪਐ委員会の͝ྗڠのもͱܗ֎Պҩࢣ

たͪも自転車でサϙート。日本国内でօでྗを合Θͤてつな͍ͩλスΩ

は、ୈ�「ೆ米େॎ断・Ԥ横断」ͱつな͕Ε、国内でूΊた

ͱؔ৺をੈքも͛るେ͖なΩϟンϖーンͱなͬた。

Ҫඒึߴຊ委員ɺ౻運営෭委員の໊̎ɺจ෦Պֶলのࢁ
߁に͓͚る݈ߍֶ」Ѽのࢯͱ໘ஊ͠ɺจ෦Պֶେਉ・ୡ
அのվળ」に͍ͭてのཁを͏ߦ

ʢ3月10日 ຽओౘࣄװ・খҰࢯɺ4月5日 日ຊҩࢣ会会・ݪதউࢯにಉཁʣ

2月21日ʙ4月16日

2月19日

2010 ฏ22年

自転車でサϙート͢ るऀྗڠ

߳川ݝʹて「自ຫのฒみ」λスΩの中ܧ
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タスキの中継

2 ݄ 21 ～
4 ݄ 16 日

2010
平成 22 年

2 ݄ 19 日

5 ݄ 30 日

6 ݄ 26 日

5 ～ 9 ݄

9 ݄ 10・
        11 日

平成21年度 第4回 運営委員会を開催
平成22年度 第1回 運営委員会を開催

場所：「運動器の10年」日本委員会事務局

「h運ಈثの10 年」ੈ ք運ಈʢ2000 � 2010ʣه೦Πϕンτ 開ɦ催

Պֶ会ͱͱも֎ܗՃஂମ日本ࢀ 「ʹ10年100年イϕント」を౦ژ国際ϑ

ΥーラϜの「্場」ͱ「Αみ Γ͏ホール」で։࠵し、ϩίϞティϒγン

ドϩーϜをは͡Ίͱ͢る運動器݈߁ਪਐを国ຽʹアϐール。

平成22年度 第2回 運営委員会を開催

場所：「運動器の10年」日本委員会事務局

第9回「運ಈثの10年」日ຊ委員会૯会を開催

山本委員長、松下運営委員長΄͔、運営委員1�名、ࢀՃஂମ΄͔�2名

͕ग़੮。

場所：౦ژステーγϣンίンϑΝϨンス

「運ಈثの10年」ੈքΩϟンϖー第4
ʰೆΞϝϦΧେॎஅ・Ϥーϩούԣஅʱ

�年間ʹٴんͩੈքΩϟンϖーンの࠷ऴ

ষͱして、風間深志氏͕�ʙ�݄ʹ࣮ࢪ

した。ೆ 米アルθンνン͔らゴールのス

Σーデン·で10Χ国、1�000̺ ̼をスΫ

ーλー、自転車でഁ。「ୈ10ճ8orld 

/etworL $onference」のલ日、スΣ

ーデン・ルンドのେ会会場ʹゴールした。

4月28日

5月30日

6月24日

6月26日

5ʙ9月

8iiをͬたϩίϞ༧

ステーδの্でバンダイナϜίࣾのήーϜをͬたϩίϞ༧

スΣーデンでのゴール

「運動器の10年」日本委員会�運営委員会
「運動器の10年」ੈ ք運動ه೦Πϕϯτʹ͍ͭͯ

　2010年は「運動器の10年」ੈ ք運動ʹ

ͱͬてకΊ͘͘ Γの年であΓ·͢ので、日本委

員会ͱ͍たし·して、͍ つ͔͘の記念事ۀをߦ

͍·した。ͦ の一つ͕͜の記念イϕントであΓ

·͢。日本ܗ֎Պֶ会ֶज़ू会会長の࢛

国際ϑΥーラϜのژत͔らの͓で、౦ڭٶ

ʰ্場 ͱɦ「Αみ͏Γホール」をఏڙして

͖、市ຽެ։࠲ߨは日会ใ・ব֎委員

会͕中৺ͱなΓ、h ্場 でɦの市ຽけイ

ϕントは「運動器の10年」日本委員会͕中৺

ͱなͬてߦΘΕ·した。　

　正ࣜ名শはදの͘で͕͢、४උஈ֊

では10 -100年委員会ͱশして͍·した。ͦ Ε

は日本ܗ֎Պֶ会のֶज़ू会のテーϚで

あͬた「ܗ֎Պ͕͑ࢧる人ੜ100年ʜʜ」ͱ

「運動器の10年」͕ であͬたۀ事͏ߦಉでڞ

͔らで͢。

 ʰ্場 イɦϕントはBJDのࢀՃஂମ会員

ならͼʹۀاࢍڠをืͬて͍ߦ·した。

　ग़లஂମは日本ܗ֎Պֶ会、「運動器

の10年」日本委員会、日本ख֎Պֶ会、日本

日本インストΡル、ஂࡒڵৼڀݚઅؔވ

メンテーγϣンֶ会、日本ཧֶྍ๏ڠ࢜会、

/10๏人ܗࠎෆશڠ会、ϙリオの会、

/10๏人日本͖͍ͤͣۚج、ࣾ ஂ๏人日本

オーΩングڠ会、日本リϋϏリテーγϣンҩֶ

会、ఱಊ、ΤルΫίーϙϨーγϣン、ϛζϊ

であΓ·͢。

　ϜラテοΫのϩϘοトでू٬し、·たήーϜ

ͦ、༧ޢたհͬをػ してࠎԘఆྔなͲ͕

人ؾでした。·たಛઃステーδではؔވઅݚ

のϩίϞンମૢ̸̸̬ஂࡒڵৼڀ をͬた

運動ྔのଌఆ͕人ؾでした。

 「運動器の10年」日本委員会のج本େඪ

である「運動器」ͱ͍͏名শのྲྀは༰қで

はあΓ·ͤん。し͔し人ʑ͕ؔ৺を࣋つΑ͏な

ར͢る内༰のʹ߁ըʹΑΓ、·た人ʑの݈ا

Ίるํ๏͕ޮՌతであΖ͏ใʹ合Θͤて

ͱ͑ߟ·͢。
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バンダイナムコ社のήームを
ったロコモ予防

「第10 回 World Network Conference」が
スウェーデンのルンドにて開催される

日本は「BJD 200-2010 International Award for Special Achievement」

を受賞。

平成22年度 第3回 運営委員会を開催

場所：「運動器の1０年」日本委員会事務局

平成22年度 第4回 運営委員会を開催

場所：「運動器の1０年」日本委員会事務局

平成22年度 臨時 運営委員会を開催

場所：「運動器の1０年」日本委員会事務局

9月10・11日

9月21日

12月2日

12月16日

運営委員会の様子

オーストラリア自転車横断メンバーも駆けつけたルンドでのゴール。みんなで記念撮影

ルンド市内の歴史あるグランド・ホテル
でディナー後、受賞を祝して風間氏、松
下運営委員長、国分国際運営委員らで
記念撮影

「運動器の10年」日本委員会
歴代運営委員一覧
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2000年
日本委員会委員長
黒川高秀
運営委員長
河合伸也
運営委員
石神重信
高橋栄明
西岡久寿樹
山本博司 

2004年
日本委員会委員長
杉岡洋一
運営委員会委員長
河合伸也
BJDアンバサダー
山本博司
国分正一
運営委員
阿部宗昭
石神重信
糸満盛憲
稲波弘彦
越智隆弘
高橋栄明
田名部和裕
那須耀夫
西岡久寿樹
松下 隆
三笠元彦
武藤芳照

2001年
日本委員会委員長
黒川高秀
運営委員会委員長
河合伸也
運営委員
石神重信
越智隆弘
国分正一
高橋栄明
田名部和裕
西岡久寿樹
山本博司

2005年
日本委員会委員長
杉岡洋一
運営委員会委員長
松下 隆
運営委員会副委員長
武藤芳照
総務委員長
稲波弘彦
監査委員
那須耀夫
三笠元彦
BJDアンバサダー
山本博司
国分正一
運営委員
阿部宗昭
石神重信
糸満盛憲
越智隆弘
河合伸也
高橋栄明
田名部和裕
戸山芳昭
中山彰一
星野雄一
龍順之助

2002年
日本委員会委員長
黒川高秀
運営委員会委員長
河合伸也
運営委員
石神重信
越智隆弘
国分正一
高橋栄明
田名部和裕
西岡久寿樹
山本博司

2006年
日本委員会委員長
杉岡洋一
運営委員会委員長
松下 隆
運営委員会副委員長
武藤芳照
総務委員長
稲波弘彦
監査委員
河合伸也
三笠元彦
BJDアンバサダー
山本博司
国分正一
運営委員
糸満盛憲
遠藤直人
越智隆弘
田名部和裕
戸山芳昭
中山彰一
葉梨之紀
星野雄一
吉永勝訓
龍順之助
アドバイザー
高橋栄明

2003年
日本委員会委員長
杉岡洋一
運営委員会委員長
河合伸也
BJDアンバサダー
山本博司
運営委員
阿部宗昭
石神重信
糸満盛憲
稲波弘彦
越智隆弘
国分正一
高橋栄明
田名部和裕
那須耀夫
西岡久寿樹
松下 隆
三笠元彦
武藤芳照

2007年
日本委員会委員長
杉岡洋一
運営委員会委員長
松下 隆
運営委員会副委員長
武藤芳照
総務委員長
稲波弘彦
監査委員
河合伸也
葉梨之紀
BJDアンバサダー
山本博司
国分正一
運営委員
糸満盛憲
遠藤直人
田名部和裕
中山彰一
星野雄一
吉永勝訓
米延策雄
龍順之助
アドバイザー
高橋栄明

2008年
日本委員会委員長
杉岡洋一
運営委員会委員長
松下 隆
運営委員会副委員長
武藤芳照
総務委員長
稲波弘彦
監査委員
河合伸也
BJDアンバサダー
山本博司
国分正一
風間深志
運営委員
赤居正美
糸満盛憲
遠藤直人
田名部和裕
田辺秀樹
中山彰一
星野雄一
吉永勝訓
米延策雄
龍順之助
アドバイザー
葉梨之紀

2009年
日本委員会委員長
杉岡洋一
運営委員会委員長
松下 隆
運営委員会副委員長
武藤芳照
総務委員長
稲波弘彦
監査委員
河合伸也
BJDアンバサダー
山本博司
国分正一
風間深志
運営委員
赤居正美
糸満盛憲
遠藤直人
田名部和裕
田辺秀樹
中山彰一
星野雄一
米延策雄
龍順之助
アドバイザー
葉梨之紀

オーストラリア自転車ԣஅメン
バーもۦけつけたルンドにゴール
した。みんなでه೦ࡱӨ

2 ݄
2 ݄ 5 日
2 ݄ 24 日
3 ݄ 12 日

4 ݄ 1 日
4 ݄ 1 日
4 ݄ 21 日

7 ݄ 30 日

8 ݄ 1 日

9 ݄ 23 日

10 ݄ 27 日

2011
平成 23 年

財団になってॳめての会員連絡協議会

山本博司理事長就任
設立時評議員会
第 1 回（設立時）理事会（如水会館）一般財団法人として定款定める

「運動器の 10 年」日本委員会 10 周年記念式典

BJD 国際本部のロゴマーク変更により意匠変更とロゴマーク使用規程制定
一般財団法人運動器の 10 年・日本協会設立
第 2 回理事会（本郷ハイツ）
会員会අ規程等ॾ規程を制定
第 3 回理事会（如水会館）
第 1 回会員連絡協議会（如水会館）

運動器の健康をサポートするフリーマガジン『Moving』第 1 号創刊
協会初の広報ࢽץقとなる本ࢽは、ആ優の藤本ོさんと日本障がい者スポーツ協会日
本パラリンピック委員会委員長、日本パラリンピアンズ協会会長のՏ合७一さんのスϖ
シャル対談から始まった。

第一三共株式会社が日本経済新聞社の全面広告で「運動器の重要性」と題して当協会の
活動を紹介
第 4 回理事会（日整会会議室）

ʰ.oWingʱ創ץ߸

東京都千代田区・学士会館でʰ10 周年式典ʱを行った ʰ10 周年式典ʱでѫࡰする山本委員長
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2012
平成 24 年

『Moving』第 2 号発刊
中川正春文部科学大臣・布村幸彦スポーツ・青少年局長宛に「学校における健康診断の
改善」要望書を提出

成長期のスポーツ外傷予防啓発委員会による全日本軟式野球連盟と共催で全国 9 地区の
少年野球指導者講習会への講師派遣事業が始まる

第 1 回理事会（日整会会議室）
『Moving』第 3 号発刊
第 1 回定時評議員会（学士会館）
BJD 国際会議がサンフランシスコで開催され、越智光夫理事と松下隆専務理事が出席
運動器疼痛対策：HP で『私たちの「運動器の痛み」について考えてみよう』で、痛み
について解説を掲載
風間深志氏の「障害者日本縦断駅伝完結編」を支援
第 2 回理事会（如水会館）

第 2 回会員連絡協議会（如水会館）
『Moving』第 4 号発刊
第 3 回理事会（日整会会議室）

『Moving』第 5 号発刊
救急外傷センター創設に関する委員会メンバーが韓国と香港の実態を視察、調査
転倒予防医学研究会と広告共同事業として「10 月 10 日は転倒予防の日」を朝日新聞全
国版に掲載

『Moving』第 6 号発刊
第 4 回理事会（日整会会議室）
文部科学省の『今後の健康診断のあり方等に関する検討会』に武藤芳照理事と内尾祐司
学校保健委員長が出席、運動器検診体制の整備を要望
成長期のスポーツ外傷予防啓発委員会が、全日本野球連盟傘下の少年野球７団体代表者
と懇談会を開催、現状の障害予防の取り組みを調査
BJD 国際会議がベトナム・ホーチミンにて開催され、山本博司理事長と松下隆専務理事
が出席
久光製薬株式会社が 2003 年からこの年まで「久光製薬は運動器の 10 年世界運動を支
援しています」のテレビ CM スポットを約 6,000 回露出
第 2 回定時評議員会（如水会館）

11 ݄ 1 日
11 ݄ 16 日

12 ݄ 10 日

1 ݄ 26 日
2 ݄ 1 日
2 ݄ 4 日
2 ݄ 9 日
3 ݄

4 ݄
4 ݄ 8 日

5 ݄ 1 日
7 ݄ 6 日
8 ݄ 1 日
10 ݄
10 ݄

11 ݄ 1 日
11 ݄ 2 日
11 ݄ 19 日

11 ݄ 30 日

12 ݄

12 ݄ 8 日

左から、Ҵ波理事、松下専務理事、山本理事長

左が౻理事、右Ԟに村ࢯ

第 5 回理事会（明治記念館）
平成 24 年度 第 1 回「運動器の 10 年・日本賞」表彰式（明治記念館）

『Moving』第 7 号発刊
第 3 回定時評議員会（学士会館）理事の任期満了による改選
第１回理事会（学士会館）山本博司理事長の後任に河合伸也氏就任
河合伸也理事長就任に伴い「協会活動リーフレット」改訂、5,000 部制作

「スクールトレーナー」商標登録
スクールトレーナーとは、小・中・高等学校の「スクール」
の教育現場で、「トレーナー」として児ಐ生ెの運動器疾
患・障害の予防教育や保健指導に携わるઐ門Ոを表現して
いる。スクールトレーナーが全国の学校に国の制度として
配置され、運動器に関する正しい知識のఏڙ、運動器疾患・
障害のಛとその予防・ఏ言のための知識と正しい運動、
スポーツトレーニングの方等の指導・教育がなされる
組み作りを目指す。

第 2 回理事会（如水会館）
第 3 回会員連絡協議会（如水会館）
エーザイ株式会社の協力で、2005 年初版の『マンガ 運動器のおはなし 大人も知らな
いからだの本』を 2 万部増刷

『Moving』第 8 号発刊
当協会がロコモティブシンドローム認知度調査を開始→ P29 参照
中高年の運動器健康推進事業で冊子『骨粗鬆症のおはなし』を発行、市民公開講座で配布
第 3 回理事会（学士会館）
BJD 国際会議がブラジル・リオデジャネイロにて開催され、岡田真平理事、内尾祐司学
校保健委員長が出席

『Moving』第 9 号発刊
成長期の野球障害の予防を目的に、少年野球選手のセルフチェック啓発資料５万部制
作・配布
この少年野球選手のセルフチェックシートは、久ޫༀג式
会社の協力により制作された。とくに選手に多い障害部位で
あるݞ、肘の内ଆ・外ଆを自分でチェックする方法をࡌܝし
ている。

1 ݄ 25 日

2 ݄ 1 日
2 ݄ 2 日

3 ݄
3 ݄ 29 日

4 ݄ 7 日

5 ݄

5 ݄ 1 日
5 ݄ 15 日
7 ݄
7 ݄ 4 日
7 ݄ 11 ～
         13 日
8 ݄ 1 日
9 ݄

2013
平成 25 年

スクールトレーナーのඪ登証

顕彰事業「運動器の 10 年・日本賞」で
ॳめて表彰式を行う

毎ि݄曜日にセルフチェックを
することをનめるシート
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運動器外傷の救急医療に関する委員会メンバーをオーストラリアに派遣、実態調査実施
『Moving』第 10 号発刊
第 4 回理事会（学士会館）
臨時評議員会（如水会館）

第 1 回理事会（明治記念館）
平成 25 年度 第 2 回「運動器の 10 年・日本賞」表彰式（明治記念館）

『Moving』第 11 号発刊
第 4 回定時評議員会（学士会館）
第 2 回理事会（如水会館）
第 4 回会員連絡協議会（如水会館）

『Moving』第 12 号発刊
第 3 回理事会（如水会館）
第 1 次「少年野球（軟式・硬式）実態調査」開始

『Moving』第 13 号発刊
BJD 国際会議がイギリス・ロンドンにて開催され、松下
隆専務理事と山本智章脆弱性骨折予防委員長が出席

『Moving』第 14 号発刊
第 4 回理事会（如水会館）
臨時評議員会（学士会館）

第 5 回理事会（明治記念館）
平成 26 年度 第 3 回「運動器の 10 年・日本賞」表彰式（明治記念館）

役員等候補選出委員会（学士会館）
『学校の運動器疾患・障害に対する取り組みの手引き』改訂版１万部制作
第 5 回定時評議員会（如水会館）理事・監事・評議員の任期満了による改選
第 1 回理事会（如水会館）　河合伸也理事長を再選

『Moving』第 15 号発刊　
第 1 次「少年野球（軟式・硬式）実態調査」結果発表
第 2 回理事会（如水会館）
第 5 回会員連絡協議会（如水会館）
ロコモティブシンドローム認知度調査開始→ P29 参照

『Moving』第 16 号発刊
第 3 回理事会（如水会館）　河合伸也理事長辞任、後任に岩本幸英理事長就任
第 2 次「少年野球（軟式・硬式）実態調査」開始

『Moving』第 17 号発刊
学校保健委員会でこれまでの事業を整備し、『学校の運動器検診体制の整備・充実事業
に関わる資料集成』を発行

2014
平成 26 年

国ࡍ会議にఏग़した e�Poster

11 ݄
11 ݄ 1 日
11 ݄ 7 日
12 ݄ 7 日

2 ݄ 1 日

2 ݄ 8 日
4 ݄ 6 日

5 ݄ 1 日
7 ݄ 3 日
8 ݄
8 ݄ 1 日
10 ݄ 12・
           13 日
11 ݄ 1 日
11 ݄ 27 日
12 ݄ 6 日

1 ݄ 24 日

2 ݄ 1 日
2 ݄ 1 日
2 ݄ 7 日

3 ݄ 28 日
4 ݄ 5 日
4 ݄ 5 日

4 ݄ 25 日
6 ݄ 1 日
7 ݄ 2 日
8 ݄
9 ݄ 1 日
10 ݄

2015
平成 27 年

2014 BJD World Network Conference 
11th – 13th October, London UK

The Bone and Joint Decade Japan

Musculoskeletal examination made mandatory in health checkups in Japanese schools.

Both reduction in physical strength and increase in sports injuries has been a health issue 
in children in recent years.  BJD Japan has been appealing to the Japanese government for 
the past decade to implement a musculoskeletal examination in schools for early detection 
of musculoskeletal diseases and disorders which is important to prevent reduction of 
physical ability in children.  As a result, musculoskeletal examination has been made 
mandatory in school health checkups in Japan from April 30, 2014.  This examination is 
expected to steadily promote the musculoskeletal health of children, and we will continue 
to seek for further resolutions.

First field survey to be conducted to prevent injuries in little league baseball.

Elbow and shoulder injuries have been a serious issue in little (and junior) league baseball 
players -- and not only in baseball but throughout the sports medicine field -- for some 
time.  Accordingly, BJD Japan has decided to conduct a survey on troubles and injuries of 
young baseball players in cooperation with the Japanese
 Orthopedic Association and organizations associated with
 little league baseball.  Ten thousand young baseball players 
and their coaches will be the subjects of this survey, which 
will be the first large-scale survey ever conducted in this field
 in Japan.  Based on the survey results, BJD Japan will propose
 measures to promote the creation of a concrete guideline to
 prevent physical disorders from the viewpoint of sports medicine.

The Bone and Joint Decade Japan

Examination of the elbow

Example of 
musculoskeletal 
examination 
for school children

Examination of the spine

　　　　　

全国１万人のアンケートによる
「ロコモティブシンドローム」
認知度調査結果と推移

　「ロコモチャレンジʂ推進協議会」とは、2010
（平成 22）年 8 月に公益社団法人日本整形外科
学会とג式会社ത報ಊがロコモ予防推進を目的
に立ち上げた協議会です。　　
　ロコモティブシンドローム認知度ௐࠪについ
ては「中立なௐࠪ主体でロコモの認知度をѲ
することが大事」というް生࿑ಇলの助言を受
け、「ロコモチャレンジʂ推進協議会」から当
協会にௐࠪをґཔされました。
　なお、ロコモティブシンドローム認知度ௐࠪ

は、毎年̏月、ג式会社Ϛクロϛルによるイン
ターωットリサーチで行い、全国の 20 ～ 70 代
のஉঁ合ܭ 10,000 サンプルのアンケート回を
集ܭしています。
　アンケートの࣭問߲目は、「ロコモティブシ
ンドローム」だけでなく「運動器」「骨ૈᱷ症」「੬
ऑ性骨ં」などさまざまな認知度もཏしてい
ます。これまで行ったܭ 7 回のௐࠪ結果の一部
を下のグラフにまとめました。

● 2015（平成 27）年～ 2021（令和 3）年までの認知度推移

「ロコモティブシンドローム」認知度

「運動器」認知度

「骨粗鬆症」認知度

「脆弱性骨折」要因認知度
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2015（平成 27）年、「ロコモチャレンジ！

推進協議会」から調査実施依頼を受け、

当協会では毎年、「ロコモティブシンド

ローム認知度調査」を実施してきました。

河合理事長による
「運動器の 10 年・日本賞」表彰式
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2016
平成 28 年

BJD 国際会議がノルウェー・オスロにて開催され、三上容司理事が出席

臨時理事会（如水会館）で公益法人化を決議
第一三共株式会社の協力により学校保健委員会で『親子のための運動器相談サイトのご
案内』を監修、3 万部制作、小学生を対象にしたグループなどに無償で配布

第 4 回理事会（如水会館）
『Moving』第 18 号発刊
「運動器検診お役立ちコンテンツ」Web で公開
本郷ハイツから本郷二丁目・青木ビルに事務局移転
臨時評議員会（如水会館）

第 1 回理事会（明治記念館）
平成 27 年度 第 4 回「運動器の 10 年・日本賞」表彰式（明治記念館）

第 6 回定時評議員会（如水会館）
『Moving』第 19 号発刊
ロコモティブシンドローム認知度調査実施
第 2 回理事会（電磁的承認手続き）公益財団法人移行に伴う
定款等の変更
公益財団法人 運動器の 10 年・日本協会 認定

臨時評議員会（みなし決議）で定款ならびに「役員等の報酬規程」改正決議
公益財団法人 運動器の 10 年・日本協会 登記

『学校の運動器疾患・障害に対する取り組みの手引き』第 3 版、1 万部発行

10 ݄ 12・
           13 日

10 ݄ 19 日
11 ݄

11 ݄ 26 日
12 ݄ 1 日
12 ݄ 7 日
12 ݄ 7 日
12 ݄ 12 日

1 ݄ 30 日

2 ݄ 13 日
3 ݄ 1 日
3 ݄ 15 日
3 ݄ 22 日

3 ݄ 28 日

3 ݄ 29 日
4 ݄ 1 日

2015 BJD World Network Conference 
8th – 9th October, Oslo Norway

NAN JAPAN  

2014 Highest Award from BJD in Recognition of 
Orthopaedic Health Promotion

In 2012, BJD JAPAN created an annual “National” award to 
recognize organizations and individuals in Japan that 
contributed to promote Orthopaedic health in innovative 
manners. The 2014 Highest Award went to the activities called 
the “Three Generation Family Health Check-Up” by Yasunori 
NAGANO of Kochi University.  The scheme is designed to let 
primary school children act as medical doctors to conduct 
motor function tests on their grandparents with the help of 
their parents.  The concept was evaluated highly as it provides 
opportunities for young family members in the increasingly 
aging regions to interact with the aged  by way of locomotory 
test. 

Large-scale Survey of Junior Baseball Players

BJD Japan and the Sports Committee of the Japan Orthopaedic 
Association (JOA) jointly conducted the nation’s first large-scale 
survey of junior baseball players in October, 2014, and collected 
responses from 10,228 junior players of primary school under 12 
years old and 527 coaches.  The survey revealed issues of some 
concern such as excessive amount of training and number of 
games and/or playing baseball year-round without a break.  At 
the same time, coaches were found to be interested in taking 
measures to avoid injuries.  Junior baseball federations already 
have strict pitch count rules in place for their matches to 
prevent the risk of overuse-related injuries.  BJD and JOA plan 
to follow up the prior result by surveying the same youth 
baseball teams again this year to measure the effect of the 
pitch limit and other precautions.

 “Musculoskeletal Examination” to be added to the Annual School Physical from April, 
2016,
Alarmed by the colossal bodily changes in Japanese children in recent years on account of either 
too little or too much physical activity, BJD JAPAN tenaciously worked with the Japanese 
government to include Musculoskeletal Examination in the annual School Physical Examination.  
As a result, “Examination of the Extremities” will be a required item in the checkups in Japan 
effective from April, 2016.  The new measure is expected to help prevent musculoskeletal 
disorders in many children in later years through the early detection and treatment of anomalies 
of the extremities.

右が三্理事
国ࡍ会議にఏग़した
e�Poster

4 ݄ 10 日

5 ݄

6 ݄ 1 日
6 ݄ 14 日
7 ݄
7 ݄ 14 日
8 ݄ 25 日
9 ݄
9 ݄ 1 日
10 ݄ 22・

23 日
10 ݄ 27 日

11 ݄ 17 日
12 ݄ 1 日
12 ݄ 3 日

1 ݄ 28 日

2 ݄ 8 日
2 ݄ 12 日

2 ݄ 16 日
2 ݄ 18 日
3 ݄ 1 日
3 ݄ 21 日
4 ݄ 16 日

6 ݄ 1 日
6 ݄ 6 日

7 ݄ 20 日

第 3 回理事会（如水会館）
第 6 回会員連絡協議会（如水会館）
エーザイ株式会社協力による『マンガ 運動器のおはなし 大人も知らないからだの本』
紙媒体無償配布終了　Web 掲載に切り替え　累計で 22 万部発行

『Moving』第 20 号発刊
第 2 次「少年野球（軟式・硬式）実態調査結果発表（長く野球を楽しむための 10 の提言）
DVD『少年野球選手のためのストレッチング 9』が完成
第 4 回理事会（如水会館）
国際本部に e-Poster 提出

「中学野球選手の実態調査」開始
『Moving』第 21 号発刊
BJD 国際会議がドイツ・ベルリンにて開催、当協会は不参加

BJD 国際会議が中国・上海にて開催され、松田秀一理事と竹下克志理事が出席
協会活動紹介リーフレット 5,000 部制作
第 5 回理事会（如水会館）

『Moving』第 22 号発刊
臨時評議員会（如水会館）

第 6 回理事会（明治記念館）
平成 28 年度 第 5 回「運動器の 10 年・日本賞」表彰式（明治記念館）
役員等候補選出委員会（本郷事務局）
脆弱性骨折予防委員会が公募した二次骨折予防キャッチフレーズで、「NO! 骨折連鎖治
療に GO!」を最優秀賞に選出、啓発ポスター 4,000 枚を全国に配布

第 7 回定時評議員会（学士会館）任期満了による理事改選
第 1 回理事会（学士会館）　岩本幸英理事長を再選

『Moving』第 23 号発刊
ロコモティブシンドローム認知度調査実施
第 2 回理事会（如水会館）
第 7 回会員連絡協議会（如水会館）

『Moving』第 24 号発刊
中学野球（軟式・硬式）実態調査結果発表、「中学生野球選手を障害・外傷から守る 10
の提言」
第 3 回理事会（如水会館）BJD 国際本部の名称変更に伴い、当協会の名称を「運動器の
健康・日本協会」と改称する方針を決定

2017
平成 29 年

二࣍骨折予防のポスターୈ１

ʰ子のための運動器૬ஊサイト
の͝Ҋ内ʱ

公益財団法人の認定ॻ

岩本理事長बޙのॳの
「運動器の 10 年・日本賞」表彰式
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『Moving』第 25 号発刊
運動器外傷の救急医療に関する委員会が海外視察をした報告書『運動器外傷の救急医療
に関する委員会調査報告書』を 300 部発行、関係団体に配布

国際本部に e-Poster 提出　
BJD 国際会議がドイツ・ベルリンにて開催され、松下隆専務理事が出席

第 4 回理事会（如水会館）
『Moving』第 26 号発刊
臨時評議員会（ステーションコンファレンス万世橋）

「公益財団法人 運動器の健康・日本協会」名称変更（11 日登記）

第 1 回理事会（明治記念館）
平成 29 年度 第 6 回「運動器の 10 年・日本賞」表彰式（明治記念館）
第 8 回定時評議員会（学士会館）

『Moving』第 27 号発刊
ロコモティブシンドローム認知度調査実施
第 2 回理事会（如水会館）
第 8 回会員連絡協議会（同上）

『Moving』第 28 号発刊
協会の名称変更に伴い、二次骨折予防啓発ポスターを一新　
先の公募で優ल賞となったキャッチフレーズ『ストップʂ
骨ંドϛϊ』でポスターを制作、2 種ྨのサイズ 8,000 ຕを
各所に配布した。
学校保健委員会監修の『学校の運動器検診ー子どもの身体
と障害の診かた』を発行（中外医学社）　

第 3 回理事会（如水会館）
定款変更　「運動器の 10 年」を「運動器の健康」に変更
臨時評議員会（電磁的承認）

9 ݄ 1 日
9 ݄ 1 日

10 ݄
10 ݄ 22・
           23 日

11 ݄ 21 日
12 ݄ 1 日
12 ݄ 9 日
12 ݄ 9 日

1 ݄ 27 日

2 ݄ 17 日
3 ݄ 1 日
3 ݄ 20 日
4 ݄ 15 日

6 ݄ 1 日
6 ݄ 1 日

7 ݄ 19 日

7 ݄ 31 日

2018
平成 30 年

二࣍骨折予防のポスターୈ̎

ʰ運動器外傷のٸٹ医療に関する委員会調査ใࠂॻʱ

国ࡍ会議にఏग़した e�Poster2017 BJD/G-MUSC Annual Symposium 
22-23rd October.  Berlin, Germany

NAN JAPAN

3) Key Interactions that engage the broader musculoskeletal 
community, e.g. other professions, patients, other 
stakeholders, other countries 

BDJ-J solicited slogans on risks of secondary fracture from 
general public nationwide and received 3705 applications.  The 
posters of the winning entry were distributed to the broad 
musculoskeletal community around Japan. Approximate 
translation the poster reads: “NO! to secondary fracture. GO! 
to treatment.”

2) Key Activities to raise priority at a political level for musculoskeletal conditions 

The Japanese Government added “Musculoskeletal Examination” to the Annual Physical for 
primary and middle school children on April, 2016.  To ensure its smooth implementation, 
BJD-J has been offering advice and assistance so that the check-up at schools will prevent 
musculoskeletal disorder of growing children.  As was the case with this accomplishment, 
BJD-J strives to work at all political level to raise priority for musculoskeletal conditions. 

1) Key Projects in 2016/2017

In recognition of a unique effort to provide the disabled 
opportunities to play sports, 2016 National Award of BJD-J went 
to a sports club in Nagano.  The success of the Nagano club owes 
to the introduction of a sport called “Boccia” in their program. 
This is an official Paralympic Sport of indoors to throw leather 
balls on a flat, smooth surface by individuals, pairs or teams of 
three. The club has gone a step further by letting the elderly or 
healthy individuals play together with the disabled which helped 
to promote social involvement of the disabled as well as support 
of local community.

BJD-J and the Japan Orthopaedic Association (JOA) with the help 
of Baseball Federation of Japan published the result of surveys 
targeting junior baseball players aged 12 to 15 (middle school) 
from September, 2016 to February, 2017.  The massive surveys 
collected from 11,134 players and 489 coaches throughout Japan 
shed light on injury risks among young participants to our 
national sport which led BJD-J, JOA and BFJ jointly issued 10 
recommendations.

『Moving』第 29 号発刊
成長期のスポーツ外傷予防啓発委員会で、全国各地の少年野球指導者講習会で講師とし
て派遣する理学療法士の講師養成講習会を全国９ブロックで開催、第 1 回は東北・秋田
県
BJD 国際会議がカナダにて開催され、松下隆専務理事が出席

第 4 回理事会（如水会館）
『Moving』第 30 号発刊
臨時評議員会（学士会館）

「運動器の健康・日本賞」審査委員会を開催（如水会館）
今年度から審査委員に報道機関（NHK、共同通信社）から２名が参画
第 5 回理事会（如水会館）
役員等候補選出委員会（学士会館）
ホームページをリニューアルオープン
第 9 回定時評議員会（如水会館）理事・監事・評議員の任期満了による改選
第 1 回理事会（如水会館）丸毛啓史理事長就任

『Moving』第 31 号発刊
ロコモティブシンドローム認知度調査実施
第 2 回理事会（明治記念館）
第 9 回会員連絡協議会（同上）
2019 年度第 7 回「運動器の健康・日本賞」表彰式（同上）

協会活動紹介リーフレットを改訂、4,000 部制作
『Moving』第 32 号発刊
『学校の運動器疾患・障害に対する取り組みの手引き』第 4 版 3,000 部発行
第 3 回理事会（如水会館）

『Moving』第 33 号発刊
第 4 回理事会（如水会館）

『Moving』第 34 号発刊 　
臨時評議員会（学士会館）

第 1 回理事会（如水会館）
第 10 回定時評議員会（如水会館）

『Moving』第 35 号発刊　
当協会理事らによるコラム「運動器のリレーΤッセイ」がスタートした。
ロコモティブシンドローム認知度調査実施
第 2 回理事会・新型コロナウイルス感染症の拡大で中止
同じく第 10 回会員連絡協議会は中止

9 ݄ 1 日
9 ݄ 14 日

10 ݄ 22 ～
           24 日
11 ݄ 20 日
12 ݄ 1 日
12 ݄ 8 日

1 ݄ 20 日

1 ݄ 24 日
2 ݄ 3 日
2 ݄ 7 日
2 ݄ 16 日

3 ݄ 1 日
3 ݄ 19 日
4 ݄ 14 日

5 ݄
6 ݄ 1 日
6 ݄ 15 日
7 ݄ 18 日
9 ݄ 1 日
11 ݄ 19 日

12 ݄ 1 日
12 ݄ 7 日

1 ݄ 23 日
2 ݄ 15 日
3 ݄ 1 日

3 ݄ 18 日
4 ݄ 12 日

2019
平成 31 年・
ྩ和元年

2020
ྩ和 2 年

ؙໟ理事長बޙのॳの
「運動器の健康・日本賞」表彰式

理事会の様子。左
か ら、 岡 田 理 事、
内ඌ理事、Ҵ垣理
事、内理事、ઙ
見理事



34 35Bone and Joint Japan�� ؒの͋ΏΈ

2021
ྩ和 3 年

成長期のスポーツ外傷予防啓発委員会がコロナ禍で
少年野球選手のケガや障害を防ぐため、当協会ホー
ムページで『自宅でできる小中学生野球選手の基礎
トレーニング』を公開
コロナ禍で、少年野球選手のケΨや障害を防ぐため
に、理学療法士が「Ոでできる基礎トレ」を作成し
紹介した。内容は、「࿅習・試合再開までの基礎トレー
ニング ストレッチング 9」と「体װトレーニング」
の 2 種ྨとした。

『二次骨折予防手帖』発刊（2,000 部発行、その後 3,000 部追加）→ P65 参照

『Moving』第 36 号発刊
第３回理事会（初めての Web による開催）
学校保健委員会が「学校における児童生徒の健康に関わる皆様への緊急提言」の発信
協会リーフレットを改訂、4,000 部制作

『Moving』第 37 号発刊
第 4 回理事会（明治記念館と Web によるハイブリッドで開催）
2020 年度 第 8 回日本賞表彰式（明治記念館 & Web）
全国養護教諭連絡協議会の協力で長期休業が続いた子どもたちの心身の健康状態を調査

『Moving』第 38 号発刊
臨時評議員会（Web）

2021 年度 第 9 回「運動器の健康・日本賞」の審査委員会（学士会館 & Web）

第 5 回理事会（学士会館 & Web）
役員等候補選出委員会（Web）

5 ݄ 26 日

6 ݄

6 ݄ 1 日
7 ݄ 9 日

8 ݄
9 ݄ 1 日
11 ݄ 14 日

12 ݄
12 ݄ 1 日
12 ݄ 5 日

1 ݄ 20 日

1 ݄ 21 日
1 ݄ 30 日

協会ϗームページから

マンΨでわかりやすく二࣍骨折予防の
重要性を介

コロナՒのためハイブリッドで「運動
器の健康・日本賞」の審査委員会を実施

恐
怖
の

骨
折
ド
ミ
ノ
と
は
？

骨
折
ド
ミ
ノ

骨
折
ド
ミ
ノ
と
は
？

今ならまだ間に合う！二次骨折の予防！

第 11 回定時評議員会（学士会館 & Web）理事の任期満了による改選
第１回理事会（学士会館 & Web）で丸毛啓史理事長を再選
サステナブル・ブランド国際会議 2021 横浜 / 宇宙飛行士・山崎直子さんと鼎談（横浜）
→ P36 参照

『Moving』第 39 号発刊
『学校における運動器検診体制の整備・充実事業に関わる資料集成Ⅱ』発刊
ロコモティブシンドローム認知度調査実施
第 2 回理事会（如水会館 & Web）
第 11 回会員連絡協議会（同上）
2021 年度第 9 回「運動器の健康・日本賞」表彰式（同上）

新バッジの制作・配布（2,000 個）

20 周年記念誌編集委員会発足
『Moving』第 40 号発刊
第 3 回理事会・記念誌座談会
オンライン・シンポジウム『児童生徒等の運動器の健康を守り、学校での重大事故を防
ぐために』を開催

『Moving』第 41 号発刊
協会リーフレットを改訂、
4,000 部制作

ʰ.oWingʱ41 ߸からデβインをリニϡーアル

サステナブル国ࡍ会議にて、左から三
্理事、山崎さん、松下専務理事

コロナՒのためハイブリッドで表彰式
を行った

「運動器の健康」世ք運動の新しいバッジ

  発行│公益財団法人 運動器の健康・日本協会  1

Vol.41 2021 Autumn

今回のゲストは、バレエの最高位・プリ
ンシパルとして22年にわたり英国で活躍
し、現在、新国立劇場の舞踊芸術監督
を務める吉田都さん。当協会理事で整形
外科医の竹下克志が、吉田さんにバレエ
の魅力や体の動かし方、バレエの今後な
どについて伺いました。

竹下　この５月にオンラインで無料ライ
ブ配信された「コッペリア」の同時視聴
者数が16万７千人に上ったそうですね。
吉田　そうなんです。元々は新国立劇
場オペラパレスで上演予定だったんです
が、緊急事態宣言で公演中止になった
ことを受けての苦渋の決断でした。でも
結果的には普段バレエをまったくご覧に

なっていない方もたくさん観てくださっ
て。今後につながる配信だったと思って
います。
竹下　素晴らしい舞台で、モニターの前
で感動しました。
吉田　ありがとうございます。

バレエで重要な体の動きは？

竹下　バレエを始めたのが９歳と伺っ
ています。どんな子ども時代だったんで
しょうか？
吉田　じっとしていられなくて、常に体
を動かすのが好きでしたね。バレエと
出合ったのは４歳のとき。本格的にクラ
シック・バレエを始めたのが９歳になり

ます。
竹下　幼少期も含め、これまで観たバレ
エの舞台で、最も感動したものは何です
か？
吉田　小学生の頃に観たジョルジュ・ド
ンの「ボレロ」。あとはロンドンに渡った
ばかりの時に観たゲルシー・カークラン
ドの「ロミオとジュリエット」。この２つ
は強烈に覚えています。
竹下　どちらも名バレエダンサーです
ね。名舞台に限らず、バレエを演じるう
えで、欠かせない体の動きというのはど
ういうものなんでしょうか？
吉田　一つ挙げるとするなら、やはり
「ターンアウト」（脚の付け根から両足
を外側に開くこと）でしょうか。股関節

伝説のプリンシパルが考える
バレエと運動器の関係性

取材・文：田代智久
　撮影：西﨑進也

吉
田
都
さ
ん

よ
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だ
・
み
や
こ
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元
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ー
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芸
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監
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2 ݄ 20 日

2 ݄ 25 日

3 ݄ 1 日
3 ݄ 10 日
3 ݄ 17 日
4 ݄ 18 日

5 ݄ 1 日
6 ݄ 1 日
7 ݄ 8 日
7 ݄ 31 日

9 ݄ 1 日
10 ݄ 1 日
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　この会議のセッションプログラムの約 1 時間
のに、当協会も参加し、দ下㑑ઐ理事が座
長となり、ゲストにӉඈ行士の山࡚子さん
を迎えて三上容࢘理事とఞ談を開催しました。
テーϚは「運動器の健康が人生 100 年時代の持
続Մ能な社会を作る」。
　コロナ禍のӨڹで世界中の人々の在宅時間が
増えるなか、同じように国ࡍӉステーション

（I44）という閉ۭ間で長時間過ごした山࡚さ
んの経験と、整形外科医であるদ下ઐ理事と
三上理事の知見を通して、体を動かすことの重
要性がվめてුきூりになりました。
　例えば、加齢により筋力や筋ྔがҤॖする「サ
ルコϖニア」が運動器の能力低下の原Ҽの一つ
として懸念されていますが、三上理事によれば、
Ӊはその対策のための実験場としても注目さ
れており、骨や筋を強くする方法の応用が期
されているとのことでした。
　骨や筋力の低下を防ぐため、ӉではӉඈ
行士に毎日 2 時間の運動が義けられていま

す。山࡚さんいわく、スϖースシャトルの場合、
トレッドϛルや筋トレ用のϚシンが設置されて
おり、これらで毎日トレーニングすることで、
Ӊඈ行士は骨や筋力のਰえを低減していると
のことでした。
　ちなみに山࡚さんがӉから地球にってき
て最初に感じたのは「重力」で、಄はもちろん、
のໟすら重たく感じたそうです。同時に、足
のཪを通して伝わる地面の感৮、ഽで感じる風
のそよ͗など、Ӊではないこれらの感֮を思
い出し、「地球というଘ在のଚさが身にしみま
した」と感֒深げにޠっておられました。
　最後は、「アリストテレスの言葉で“LJGF JT 
NPUJPO”というのがあります。生きることは動
くことである。体が動けば心も動く。健康寿໋
というのは幸せでいられる寿໋ということでも
あります。日々の生活を大事にして、より体を
動かしたいですね」とのদ下ઐ理事の言葉に
山࡚さんが深くࢍ同の意をࣔして、来場者の
大な拍手とともにఞ談はນを下ろしました。

プロフィール
山崎子 /1970（ত和 45）年千葉県生
まれɽ東京大学学部ۭߤ学科ଔ業ɽ
ಉ大学院ۭߤӉ学専攻म士課ఔを
मྃޙɼӉ開発事業団（ݱ JA9A）
に ۈ 務ɽ1999（ 平 成 11）年 に 国 ࡍ Ӊ
ステーション（ISS）にࡏするӉ
ඈ行士ީิに選ばれるɽ2010（平成
22）年 4 ݄から 15 日間のӉඈ行を
行うɽࡏݱ、Ӊ政策委員会委員ɽ

宇宙飛行士・山崎直子さんを
迎え、「運動器の健康と幸せ」
について鼎談

2021（令和 3）年 2 月 24・25 日（水・木）にパ

シフィコ・横浜ノースで「サステナブル・ブラン

ド国際会議 2021 横浜」が開催され、持続可能

性の先にある再生可能な社会や環境を目指し、

さまざまなセッションが行われました。
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CHAPTER 02

参加団体会員紹介

「骨と関節の 10 年」日本委員会設立ॳは 45 の参

加団体による組৫でしたが、2021（ྩ和̏）年ݱ

ॿ会員、支援・参加協力会員をࢍ・ॿࢍ特別、ࡏ

ؚむ 74 団体の組৫に成長しました。各団体のさま

ざまな活動や支援により大きな成果をಘて 20 年間

にわたる事業をୡ成できました。ここでは、参加

団体会員 44 団体の活動内༰を介します。
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一般社団法人 中国・࢛国整形外科学会

関東整形災害外科学会

　このたびは運動器の健康・日本協会創立 20 周年を

迎えられますこと、におめでとうございます。中

国・࢛国整形外科学会は 1968（ত和 43）年に中国

国外科・整形外科学会からಠ立しました。現在࢛

1,275 名の正会員から選出された理事 10 名を含む

55 名の代議員が社員として学会の運Ӧに当たって

います。2021（令和 3）年は第 54 回学術集会がӉ

部市で行われる予定です。毎年、学術集会の主題で

発表されたจから若手（40 歳ະຬ）のච಄ஶ者

に学会奨励賞をଃఄしています。

　また、中国・࢛国小児整形外科研修会を年に 1 回

開催しており、2020（令和 2）年には第 12 回研修会

が 8FC 開催されました。機関ࢽである『中国・࢛

国整形外科学会ࢽࡶ』は 2021（令和 3）年現在、第

33 されています。1ץまでが発ר 年に 3 ߸が発ץさ

れており、毎年約 50 ฤのจをࡌܝしています。

　関東整形災害外科学会は、関東地方の 12 大学の

整形外科医によって 1970（ত和 45）年に設立され

ました。現在は 26 大学が参加し、正会員数は 2,450

名です。

　本学会は、月例会（集談会）の開催を通じ、若手

整形外科医の育成に大きな役ׂを果たしてきまし

た。月例会は学会設立以前から行われており、第 1

回は 1923（大正 12）年 3 月 8 日であり、現在通ࢉ

700 回を数えます。定期ץ行として、学会ࢽ Ǿ関

東整形災害外科学会ࢽࡶǿを年 6 回発行しています。

これには月例会での࣭ٙ応も記されています。

　2020（令和 2）年よりオンラインでのࠪಡとなり、

よりਝな情報発信がՄ能になりました。また、例

年 3 月に開催される学術૯会では、さまざまなઐ門

分野の整形外科医が一ಊに会し、運動器疾患に関す

る෯広い議を行っております。

理事長　ඌ﨑　හ文

代表װ事　筑田　തོ

一般社団法人 中部日本整形外科災害外科学会

　運動器の健康・日本協会創立 20 周年、におめで

とうございます。

　中部日本整形外科災害外科学会は 1952（ত和 27）

年に設立され、2021（令和 3）年現在、会員数は 5,443

名を数えます。現在は年に 2 回の学術集会を開催し

ており、2021 年 4 月に第 136 回の学術集会を開催

いたしました。学術集会のԋ題数は毎回 600 題前後、

参加者は 1,000 名を超えており、本で最も大きな

整形外科の地方会の一つとなっています。

　また、学術研究の発展と奨励のために若手会員の

優लな業に対して『中部日本整形外科災害外科学

会奨励賞』（१、副賞）を学術集会時に 4 名の会員

（基礎研究分野 2 名、ྟচ研究分野 2 名）にଃఄし

ています。

　これからも運動器の健康・日本協会のますますの

ご発展を祈念しております。

理事長　松田　秀一

西日本整形・災害外科学会

東北整形災害外科学会

　このたびは「骨と関અの 10 年」日本委員会なら

びに運動器の健康・日本協会の創立 20 周年を迎えら

れますこと、心からおॕいਃし上げます。

　西日本整形・災害外科学会は、1951（ত和 26）

年に設立後、現在までに 141 回の開催を重ねてまい

りました。भ・中国地方の 14 大学を中心に、約

2,400 名の所属会員を有しております。学会は各大

学の主教तが持ち回りで、年 2 回（6 月ࠒと 11

月ࠒ）開催し、学会ࢽとして『整形外科と災害外科』

を年 2 回発行、オンライン化もྃし、ࡌܝจへ

多くのアクセスが得られています。

　貴協会のますますの御発展を祈念するとともに、

本学会も運動器の健康にݙߩできるよう、努力を重

ねていく所ଘでございます。どうͧよろしくおئい

ਃし上げます。

　東北整形災害外科学会は、東北 6 県と新潟県の整

形外科医が集まり 1946（ত和 21）年より行われて

いた東北整形外科集談会が発展し、整形災害外科学

の進歩発ୡをはかることを目的として、1954（ত和

29）年に発足しました。会員は約 1,200 名です。

　現在まで 118 回の学術集会を開催し、学会ࢽ『東

北整形災害外科学会ࢽࡶ』をܭ 64 行してきまץר

した。本学会は若手教育と国ࡍ化を主؟に置き、医

学部学生・ઐ߈医の口ԋ発表表彰や、若手整形外科

医によるӳޠ発表 BXBSE セッションを設けており

ます。

　また、学会ࢽにࡌܝされた若手の優लจから東

北整形災害外科学会トラϕリングフェローを選出

し、毎年 3 名の若手整形外科医をアジア各国に約 2

ि間の日程でݣしております。

常理事　中島　康

会長　小ᖒ　浩࢘

一般社団法人 日本足の外科学会

　日本足の外科学会は 1976（ত和 51）年に設立さ

れ、足関અおよび足の疾病・外ই全般における、基

礎およびྟচ研究の発表、連བྷ、ఏ携および促進を

はかり、足の外科学の進歩発展を目的として活動し

てまいりました。年̍回の学術集会に加えて、学会

行し、足の外科セϛナーやキャμץ集をޠや用ࢽ

バーϫークショップの開催などを通して、若手の足

の外科医の育成にめております。その証ࠨとして

30 歳代の会員ׂ合が最も多く、全会員数は 1,800 名

を超えております。

　また、国ࡍ足の外科学会やアジア足の外科学会の

設立には中心となってݙߩいたしました。ؖ国足の

外科学会とも交換ཹ学制度を構ஙし、選された

フェローは現在では各々の国での中心メンバーに

なっております。今後は医師以外の医療スタッフと

も連携し、保ଘ治療にも傾注する方です。

代表理事　田中　康仁

Ճஂମձһհࢀ



40 41Bone and Joint JapanࢀՃஂମձһհ

一般社団法人 日本運動器科学会

日本運動器Ҡ২・再生医学研究会

　日本運動器科学会は運動器科学に関する研究、お

よび関係分野との交流の促進をਤり、運動器科学の

進歩普及にݙߩし、もって国民の医療、保健、福祉

の発展に寄与することを目的とする約 4,500 名の会

員からなる学会です。学術集会開催、学会ࢽ発行、

運動器リハビリテーション・シラバス発行などを

行っています。2006（平成 18）年には運動器リハ

ビリテーションセラピスト֨ࢿ制度を学会として創

設しました。これは診療報ु加ࢉ要Ҽとして認めら

れ、約 1 万人が全国で活༂しております。2007（平

成 19）年には日本整形外科学会・日本ྟচ整形外

科学会との 3 学会合同で運動器不安定症をҊ出しま

した。学会主導研究も行っており、ロコモティブシ

ンドロームの診断、とくにロコモ 25 の開発や治療

効果の検証など運動器障害に関する学問的研究の発

展に寄与してきました。

　日本運動器移২・再生医学研究会は、骨移২を合

法的に行える環ڥを整えることを目的に、1980（ত

和 55）年に第 1 回「骨・ೈ部移২研究会」として

開催されたのがはじまりで、その後、第 8 回 1989（平

成元）年に「骨・関અ・ೈ部組織移২研究会」、第

12 回 1993（平成 5）年に「日本骨・関અ・ೈ部移

২研究会」、そして第 20 回 2001（平成 13）年に「日

本運動器移২・再生医学研究会」とվশされ全国組

織に発展し、現在にࢸっています。本研究会と日本

整形外科学会との連携のもと、೪り強い運動の結果、

2000（平成 12）年に同種骨移২が医療保ݥにऩࡌ

されました。

　近年の研究会の内容は骨移২だけでなく、ෳ合組

織移২、໔Ӹ、骨༠導を含めた研究など多ذにわたっ

ており、現在では再生医療や運動器の移২全般につ

いて活発な討議がなされています。

理事長　野　༤一

代表װ事　ඌ﨑　හ文

一般社団法人 日本運動器᙭痛学会

一般社団法人 日本関節鏡・膝・スポーツ整形外科学会

一般社団法人 日本ݞ関節学会

　日本関અڸ・ක・スポーツ整形外科学会（JO4,A4）

の目的は、「関અڸ、ක関અ、スポーツ医学および

その関連分野に関する基礎的・ྟচ的研究の成果の

発表の促進をはかり、ͻいては整形外科学の発展に

。すること」ですݙߩ

　۩体的には学術集会の開催、จおよびӳจ学術

の発行、貴協会を含め国内外の関連学術団体とࢽࡶ

の連携やఏ携などをੵۃ的に行い、運動器の健康に

寄与してきました。

　また、若手整形外科医、コメディカルの方々がよ

り多く、広く知識や経験を獲得する場を得て、ক

来的に大きくඈ༂できる機会をఏڙできるよう国

内外にわたるフェローシップ、OVUTUBOEJOH :PVOH 

IOWFTUJHBUPS AXBSE など多くのプロジェクトを進

めています。

　日本ݞ関અ学会は 1974（ত和 49）年に「ݞ関અ

研究会」として発足し、その後名শを、「日本ݞ関

અ学会」と変え、2014（平成 26）年からは一般社

団法人となりました。現在（6 月 20 日）、正会員 1,640

名、४会員 535 名、名誉会員 31 名、ࢍ助会員 12 社

となっています。本学会はݞ関અに関するઐ門分科

会として世界で一൪ૣく設立されました。定にう

たわれている“ݞ関અ医学の進歩普及にݙߩし、もっ

て人ྨの福祉に寄与する。”という目的を行する

ために日々研ᮎに励んでおります。年に 1 回ळに学

術集会（日本ݞ関અ学会学術集会、日本ݞの運動機

能研究会）を開催し、国ࡍ化をより進めるために、

Ԥभݞ・肘関અ学会、ถ国ݞ・肘関અ学会、ؖ国ݞ・

肘関અ学会との交換ཹ学生制度も実施しています。

　今後ともօ様からのご指導ごฬᎪの程よろしくお

。いいたしますئ

理事長　ਧ　ল࢘

理事長　安ୡ　伸生

理事長　্　തହ

一般社団法人 日本関節病学会

　日本関અ病学会は、すべての関અ病の病ଶを解明

し、外科的治療、内科的治療およびリハビリテーショ

ン治療などの進歩と普及にݙߩすることを目的とし

ています。

　1973（ত和 48）年に日本リウϚチ外科研究会と

して発足し、1981（ত和 56）年に日本リウϚチ・

関અ外科学会に発展、その後、関અ症研究会をٵऩ

合ซして、2007（平成 19）年から日本関અ病学会

に名শ変ߋして現在にࢸっています。

　学術活動としては、ࠪಡのある『日本関અ病学会

を年に『ࢽ 4 回オンラインで発ץしており、会員を

はじめ広く情報発信を行っています。

　また、年 1 回学術集会を開催し、参加者の意見交

換の場としております。2021（令和 3）年は 11 月 5

日（ۚ）・6 日（土）に第 49 回学術集会の開催を予

定しています。

理事長　木　ሡ男

　日本運動器᙭痛学会は筋、ᡲ、Ḟ帯、骨、関અ、

神経、຺ܥなどの身体運動に関わる様々な組織・

器官にҾきىこされ、で認知し経験する痛みを研

究対象としています。運動器᙭痛の診療や研究に携

わる多ྖ域の医療ै事者が集まり、痛みをより科学

的な面からٻし、その活動を通じて国民にとって

有益な医療の発展を目指しています。

　運動器の健康のためには、運動器の痛みをうまく

理する必要があります。本学会は、整形外科医だ

けでなく、ຑਲ科医、精神科・心療内科医、理学療

法士、公認心理師、看護師など多ྖ域のઐ門Ոが会

員となっており、多くの国民がんでいる運動器の

痛みに対して、その病ଶ解明と有効な治療法の開発

に取り組んでいます。
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日本靴医学会

公益社団法人 日本ٛࢶ۩士協会

　日本ۺ医学会は、医師、医療関係者、技師、۩

士さらに、ۺの制作からൢചに携わるا業、技術者

等から構成されています。ۺによって生じる疾病の

病ଶ解明から、予防、治療に関する知識と技術の向

上と普及をはかり、学術จ化に寄与することを目的

にしています。おӂ様で 2016（平成 28）年をもっ

て 30 周年を迎えることができました。

　定期ץ行として、学会ࢽ『ۺの医学』を年 2 回、

各 2,000 部発行し、会員の他、関係機関・ا業に൦

布して情報発信を行っており、2020（令和 2）年で

34 。となりましたר

　また、年 1 回ळ（9 月～ 11 月の期間）に学術集

会を開催して、関係各位の意見交換の場をఏڙして

おります。2021（令和 3）年の学術集会は第 35 回

目を迎え、同年 9 月 3 日、4 日྆日にてオンライン

にて開催しました。

　運動器の健康・日本協会の創立 20 周年おめでとう

ございます。日本義肢۩士協会は、義肢۩士の

৬能団体として 1993（平成 5）年に設立され、その

公的な活動が認められ、2017（平成 29）年に内ֳ

より公益法人認定を受けました。本会の活動を紹

介させていただきます。

　義肢۩士の࣭ࢿの向上および知識・技術の研ᮎ

のため、学術大会を年 1 回、各地域で研修セϛナー

を開催し、学術ࢽを年 4 回発行しております。また

義肢・۩等のニーズ動向ௐࠪをまとめた『義肢

۩士നॻ』を 3 年おきに発行しております。

　社会活動としまして、小・中学生の義肢・۩の

体験や障がい者との交流機会をఏڙし、障がいへの

理解を深める活動や、途上国への障がい者スポーツ

支援など国ࡍ協力活動を行っています。

理事長　Ӊ佐見　ଇ

会長　野ࡔ　利

Ճஂମձһհࢀ

一般社団法人 日本ވ関節学会

　日本ވ関અ学会は、ވ関અ学に関する基礎から

ྟচにࢸる෯広い活動を行ってきました。間もな

く創設 50 年を迎えますが、運動器の健康・日本協

会とは永年にわたり運動器疾患の啓・予防・診

療に連携しています。この間、'FNPSPBDFUBCVMBS 

INQJOHFNFOU（'AI）という新しい疾患֓念の出

現により変形性ވ関અ症の考え方にも変化があり、

'AI の出現とともにވ関અڸ手術が台಄してきま

した。そのような中で、世界に先ۦけて 'AI の診

断指の作成やވ関અڸ手術の技術認定を行って、

正しい診断と正確な手術手技での診療が行われるよ

う取り組みました。さらに、の運動器とݺばれ

るވ関અ疾患のૣ期発見と予防への取り組みとして

'AI のӸ学ௐࠪや運動療法の推進、そして市民へ

の啓発活動を行っています。

理事長　ਿ山　ഹ

一般社団法人 日本骨粗鬆症学会

一般社団法人 日本骨折治療学会

　運動器の健康・日本協会創立 20 周年、おめでとう

ございます。日本骨ૈᱷ症学会員を代表して心より

おॕいਃし上げます。

　骨ૈᱷ症および骨ૈᱷ症を基൫とする੬ऑ性骨ં

は日常生活をࠔ難とし、生活の࣭を低下させ、生໋

予後を不ྑにし、まさに健康寿໋を્害いたしま

す。したがって私ども、日本骨ૈᱷ症学会では骨ૈ

ᱷ症の病ଶを明らかにするとともに診療、治療と予

防に関する研究を推進し、さらには骨ૈᱷ症リΤκ

ンサービス（OL4）、੬ऑ性骨ંリΤκンサービス

（'L4）を多৬種連携で進めております。この取り

組みは੬ऑ性骨ંを低減し、運動器の健康増進につ

ながるものと思っております。貴協会のますますの

ご発展を祈念ਃし上げますとともに、ご指導、ご協

力をおئいいたします。

　日本骨ં治療学会は、1978（ত和 53）年に発足

し、整形外科外ই等の研究を促し、研究者の交流を

はかるとともに研究成果と知識の公表および普及を

通して人ྨの健康の保持・増進にࢿすることを目的

とする学会です。学会員数は4,700名を超えており、

学術集会、教育研修会、各種委員会活動を行ってい

ます。

　今後、若手整形外科医の教育、最新จレビϡー

による整形外ই知識の共有、整形外ইレジストリー、

アジアおよびԤถ各国関連学会との関係強化等も進

めているところです。

理事長　遠౻　人

理事長　渡部　ۍ

一般社団法人 日本作業療法士協会

　「骨と関અの 10 年」日本委員会がスタートして

20 年、これまで、活動を推進されてきたࣥ行部、

関係団体、ࢍ助会員のօ様に心からܟ意を表しま

す。

　日本作業療法士協会の会員で主に運動器に関わる

ׂ合はׂ̍程度ですが、今後は「運動」と合わせて、

その先にある活動や生活というࢹ点での取り組みが

必要とଘじます。当会としましては、これらについ

て寄与できるよう取り組んでまいりますので、Ҿき

続きのご指導、ごฬᎪをࣀりますれば幸いです。

　最後に貴協会の૯会での報告を見ますと、着実に

国民に健康に寄与していると感じています。貴会の

さらなる発展を祈念しております。

会長　中村　春基
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一般社団法人 日本小児整形外科学会

　「骨と関અの 10 年」日本委員会、そして運動器の

健康・日本協会の創立 20 周年を心よりおॕいਃし上

げます。

　日本小児整形外科学会は、小児整形外科学の進歩

発展をਤり、もって学術のৼڵと小児の健康および

福祉増進に寄与することを目的として 1990（平成 2）

年に設立され、2018（平成 30）年に一般社団法人化

されました。本学会は、会員数 1,100 ～ 1,200 名の

規自体は大きくない学会ですが、ૣくより理事長

制を導入するとともに活発な委員会活動（2021 年

現在 13 委員会）を行ってきました。

　「子どもたちが元気に走り回り、活発に活動でき

るための運動器の健康を支える」という大切な目ඪ

からか、会員は真面目で問題意識が高く、また、ඇ

常に団結力が強いというのが本学会のಛです。

理事長　大谷　

日本ࢶ࢛再建・創外ݻ定学会

　創外ݻ定は、もともと小児整形や感染性ِ関અな

ど難治性疾患などのຫ性期症例への使用が中心でし

たが、近年、リング型創外ݻ定の持つ強ݻなݻ定力

をഎ景に、重度࢛肢外ইから、骨ૈᱷ症੬ऑ性骨ં

にࢸるまで、෯広い分野で応用がՄ能です。

　内ݻ定では対応しきれない症例、内ݻ定では

DIBMMFOHJOH な症例、リング型創外ݻ定による #POF 

USBOTQPSU が必要な症例は確実にଘ在します。リン

グ型創外ݻ定は HFYBQPE システムの開発をはじめ

ஶしい進化をげており、使いやすいデバイスへと

変わりつつあります。

　日本࢛肢再ݐ・創外ݻ定学会（چ日本創外ݻ定・

骨延長学会）は෯広く他学会とも交流を深め、創外

定の手技をϚスターしていただけるよう、学会をݻ

。げて活動していきたいと考えますڍ

代表װ事　島田　༸一

一般社団法人 日本人関節学会

　運動器の健康・日本協会創立 20 周年、におめで

とうございます。

　日本人関અ学会は 1971（ত和 46）年に設立され、

会員数は約 4,000 名です。年 1 回の学術集会を開

催しており、学術集会では海外学会との DPNCJOFE 

TZNQPTJVN を含め、さまざまなا画を行い活発な

討が行われています。学会ࢽも発ץし、学術集会

での発表จを中心として情報を発信しています。

人関અのレジストリは本学会の大きな事業の一つ

であり、2006（平成 18）年より開始し、2021（令和 3）

年現在 37 万݅以上のొがなされています。今後

は日本整形外科学会の JOANR と共同で事業を進め

ていく予定にしています。また、2019（令和元）年

からは認定医制度を開始し、人関અに係る教育、

技術の向上を進めていきたいと考えています。

　これからも運動器の健康・日本協会のますますの

ご発展を祈念しております。

理事長　松田　秀一

公益社団法人 日本整形外科学会

日本整形外科ۈ務医会

　このたびは「骨と関અの 10 年」日本委員会なら

びに運動器の健康・日本協会が創立 20 周年を迎えら

れますこと、心からおॕいਃし上げます。

　日本整形外科学会（日整会）はわが国の整形外科

ྖ域の基װ学会であり、1926（大正 15）年の創立

以߱、90 余年のྺ࢙の中で࣍第にकඋ範囲を広げ、

25,000 名超の所属会員を有する世界有数の整形外科

学会に成長しました。本学会は整形外科学全般の発

展を目指して、年 3 回（日整会૯会、日整会骨・ೈ

部जᙾ学術集会、日整会基礎学術集会）の学術集会

開催、学会主導研究の行、和จおよびӳจ学会ࢽ

の発行、整形外科ઐ門医の育成、認定、ߋ新などを

主な事業として活動しております。

　貴協会のますますの御発展を祈念するとともに、本

学会も運動器の健康にݙߩできるよう、努力を重ねて

いく所ଘでございます。

　日本整形外科勤医会は日本整形外科学会認定医

制度（現在は整形外科ઐ門研修プログラム）の発足

に伴って、ଔ後教育の大が病院勤医に委ねられ

ることになったことから、学ൊを超えた勤医の連

携が必要との認識の下、公的病院の勤医が中心と

なり 1984（ত和 59）年に発足、1989（平成元）年

には全国的組織となって、現在では会員数 1,700 名

を超えます。

　主な活動は、日整会に役員をݣしてີۓに連携

するとともに、新型コロナウイルス感染症流行下の

病院の状況やಇき方վ革に関するアンケートを行う

など、勤医の৬域団体として最新の情報を共有し

ています。また年 2 回の研修会開催、外保連を通じ

た保ݥ点数のվ定・ਃの要望ఏ出、会報の発ץ等

を行っています。

理事長　中島　康

会長　ח田　मത

一般社団法人 日本整形外科スポーツ医学会

　貴協会は、「運動器の健康」世界運動の基本理念

と活動をঝ継し、運動器の健康づくりを通して活力

ある社会の実現に寄与することを目的として運Ӧさ

れ、日本整形外科スポーツ医学会も参加団体として、

同目的に協力させていただいております。日本整形

外科スポーツ医学会は 1975（ত和 50）年に設立し、

整形外科学および運動器科学ྖ域におけるスポーツ

医学の進歩普及にݙߩし、心身の健全な発ୡ、スポー

ツ外ই・障害の予防と治療等に寄与する事業（学術

集会・セϛナー開催、機関ࢽ・市民向けパンフレット・

ニϡースレター発行、国ࡍ交流事業、学術プロジェ

クト・優लจ賞त与等）を展開しています。その

事業の一つの「市民・学生のためのスポーツ医学セ

ϛナー」では、貴協会から名義後援、ロΰ、『.PWJOH』

など子等をࣀり感ँਃし上げます。貴協会のます

ますのご発展を祈念いたします。

理事長　帖佐　悦男
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日本脊髄障害医学会

一般社団法人 日本脊脊髄病学会

　日本脊障害医学会は、脊ଛইを中心とした脊

障害の病ଶ、治療、理、リハビリテーションな

どに関する研究発表、知識の交換、会員相ޓおよび

内外の関連学会との連携協力等を行うことを目的に

設立されました。現在、会員は 1,300 名余りで、脊

障害に関係する整形外科、神経外科、ൻ器科、

リハビリテーション科、神経内科などの医師や関連

するメディカルスタッフ・研究者が一同に会するユ

ニークな学会です。

　本学会は国ࡍ脊学会の関連学会ですが、国ࡍ脊

学会はパラリンピックの発とີな関係があり

ます。学術活動とともに脊ଛই発生のӸ学ௐࠪ、

予防キャンϖーンなどの社会的活動も行っており、

当学会の脊ଛ予防委員会が、貴協会の平成 27 年度

第 4 回「運動器の健康・日本賞」で優ल賞をいただ

きました。

　日本脊脊病学会は、脊脊疾患に関する研

究を促し、研究者の交流をはかるとともに、研究成

果と知識の公表および普及を通して、人ྨの健康の

保持・増進にࢿすることを目的として活動していま

す。高齢化社会に向けて脊脊病学の必要度はさ

らに高まっています。より低৵ऻで安全性が高く効

果的な治療を開発・ඪ४化することによる社会ݙߩ

のために、3,845 名の会員が診療と研究に日々取り

組んでいます。

　自由な学術的活動に加えて、近年では学会主導に

よるデータϕース構ஙや多施設研究をੵۃ的に行

い、問題点のந出と解ܾに努めています。また、国

交流も学会活動の大きな柱と考えており、日本かࡍ

らの学術的発信に加え、トラϕリングフェローをは

じめとした種々の交流により༑を深めています。 

理事長　島田　༸一（常理事　加౻真介）

理事長　松山　幸弘

Ճஂମձһհࢀ

一般社団法人 日本ଆኩ症学会

　脊柱ଆኪ症は成育過程において発し、その後生

涯にわたりҨして生活の࣭を低下させる疾患です。

近年の高齢社会をഎ景に、高齢者のଆኪ症も大きな

問題となっております。

　日本ଆኩ症学会は 1968（ত和 43）年に発足した

日本ଆኩ症研究会から名শを変え 1994（平成 6）年

に設立されました。毎年開催される学術集会は 55

回を数え、国内外のଆኪ症研究をリードしてきまし

た。

　 年 1 度 発 ץ す る 学 会 �JPVSOBM PG 4QJOF RF』ࢽ

TFBSDI』と医療関係者向けのセϛナーにより、脊柱

ଆኪ症に関する知識の啓発活動にもਚ力しています。

　本疾患はૣ期発見とૣ期治療が重要であるため、

全国でのଆኪ症検診のॆ実に向けて、国、全国の自

治体、教育委員会、医師会、関連学会と協力して活

動してまいります。

理事長　伊東　学

一般社団法人 日本手外科学会

特定非営利活動法人 日本治療的馬協会

　手外科学会としての 20 年の活動は、サブスϖシャ

リティྖ域として、社会と医学界の認知をٻめてき

たことにਚきます。ް生࿑ಇলのࣔࠦに応じて、伝

౷ある「手の外科学会」の名শを「手外科学会」に

変ߋし、整形外科学会と形成外科学会の྆者が歩み

より、ઐ門医制度もほ΅ᘳに整උしました。手外

科学会としては、ઐ門性を整形外科や形成外科のઐ

門医のレϕルを྇կするように保つことで、運動器

の健康にݙߩすることを目指してきました。しか

し、ઐ門医機構は、初期ྟচ研修病院の 50 � 以上

にઐ門医が在੶することをサブスϖの݅としてい

ます。初期ྟচ研修の目的は、「一般的な診療にお

いてසൟに関わるෛইまたは疾患に適切に対応でき

る」ことです。ઐ門的という意ຯでのサブスϖとは

何の関係もありません。サブスϖの定義が、基本ྖ

域に近い、४基本ྖ域に変࣭してしまったのでしΐ

う。手外科は基本ྖ域では対応できないઐ門性で運

動器の健康にݙߩしたいとئっています。

　അが歩くとき、そのഎ中の動きは人が二足歩行を

するときの骨൫の動きとྨࣅしています。また、Ϊ

リシャ神のケンタウロスやϖΨサス、日本のご神

അやഅ಄؍Իなど、അは༸の東西を問わず人の心の

なかに深く関わってきた動です。これらഅのಛ

を活かした人の心身の健康に寄与する医療、教育、

心理等に関わる活動が「治療的അ（TIFSBQFVUJD 

RJEJOH）」です。このྖ域は、ಛに障害のある人々

へのアプローチとして 1960 年代から世界各地で実

ફや理化が行われてきました。近代以߱日本のഅ

จ化は大きな変化をげましたが、私たちの NPO

は内外の関係機関と連携しながら、関連情報のऩ集

とఏڙ、保護者やՈ等へのӨڹを含めた活動の効

果に関するௐࠪ研究の実施、ϫークショップの開催

など、このྖ域の健全な発展と普及のための活動を

行っています。

理事長　平田　仁

理事長　ୌࡔ　信一

日本転倒予防学会

　医療、保健、福祉、介護、教育、スポーツ、ӫ養、

などݥ保、ࡁをはじめ、法、経ڥ学、環、ஙݐ

の社会科学から人จ科学まで広く転倒と転倒予防に

関わるさまざまな分野の方々にとって必要な情報、

およびωットϫークをఏڙできる学会を目指して、

多৬種連携の転倒予防に関するさまざまな取り組み

を行っています。また、より۩体的で実効のある社

会的対応をܭ画・実現しつつ、ਵ時、学術的・社会

的ఏ言等を発信しています。

　学術集会開催（年 1 回）、『日本転倒予防学会ࢽ』

発行（年 3 回）、転倒予防指導士認定制度（年 2 回

習会開催）、転倒予防関連のॻ੶発行、社会啓発ߨ

活動（転倒予防༄公募、セϛナー、公開ߨ座等の

開催）なども行っています。

理事長　౻　๕র



48 49Bone and Joint Japan

日本性麻ᙺの外科研究会

日本軟骨代ँ学会

　日本性ຑᙺの外科研究会は 1984（ত和 59）年

に性ຑᙺ治療研究会として発足しました。当初か

ら性小児ຑᙺの運動障がいに対する手術手技を۩

体的に検討することを目的としていたため、1987

（ত和 62）年に名শを性ຑᙺの外科研究会に変ߋ

しました。1991（平成 3）年に会ଇを定め、年 1 回

学術集会・૯会を開催し、性ຑᙺの整形外科治療

ならびに関連する分野の研究の進歩発展をਤり、研

究会ࢽを発行してきました。2004（平成 16）年に

は現在の名শに変ߋしました。2008（平成 20）～

2009（平成 21）年には「運動器の 10 年」日本委員

会の助成を受け、40 歳以上の成人性ຑᙺ者の健

康ௐࠪを行い、2010（平成 22）年の報告ॻと 2011（平

成 23）年の研究会ࢽで結果を公表しました。2018（平

成 30）年には 19 ～ 39 歳の成人性ຑᙺ者の健康

ௐࠪを行い、報告ॻを作成し公表しました。

　日本ೈ骨代ँ学会は、ಛに変形性関અ症などの研

究におけるೈ骨の重要性をؑみて、山本真先生、新

名正由先生、藤井ࠀ೭先生、ؠ田久先生が中心とな

り、1988（ত和 63）年に日本ೈ骨代ँ研究会とし

て発足しました。1995（平成 7）年には学会にঢ֨

し、活発な学会活動を継続しています。本学会の目

的は、健康を支える運動器であるೈ骨に関して、࣭

の高い研究を実施している整形外科医と基礎研究者

が活発に交流する場をఏڙすることです。本学会で

発表される研究の࣭の高さは海外の研究者からも継

続して高い評価を得ています。また、若手の研究者

を奨励することを目的として、ೈ骨代ँ研究に優れ

た業をあげた会員の中から毎年「日本ೈ骨代ँ学

会賞」を選考し、त与しています。

事務ہ　福岡　真二

理事・事務ہ　西田　Ղ弘

Ճஂମձһհࢀ

一般社団法人 日本肘関節学会

　運動器の健康・日本協会創立 20 周年、におめ

でとうございます。日本肘関અ学会は研究会として

1989（平成元）年に設立され、現在会員数は 1,760

名です。当学会は上肢の中でも「肘関અ」にಛ化さ

れた学会として、国ࡍ的にもك有なଘ在として注目

されてまいりましたが、2021（令和 3）年 4 月 1 日

で一般社団法人として新たなスタートを切ったと

ころです。運動器としての肘関અについて、一般外

ইのみならずスポーツ外ইや障害予防、Ԍ症性・変

性疾患に対する再ݐ術等、最先の情報交換のため

海外からもԋ者をটいての学術集会を開催し、後進

の手術技術習得・向上にࢿするため 2 年に 1 度のカ

μバーϫークショップを運Ӧしております。また「野

球肘」に代表される成長期のスポーツ障害に対し、

その予防・ૣ期発見・ૣ期治療の重要性を啓発し、

検診体制を全国に拡ॆすべく、指導者ߨ習会へのߨ

師ݣや野球肘検診の開催にੵۃ的に関わっており

ます。

理事長　Ҵ垣　هࠀ

日本骨形ଶܭଌ学会

一般社団法人 日本骨・関節感છ症学会

　日本骨形ଶܭ測学会の目的は、「骨の研究を主に

形ଶ学的方法およびそれに関連する方法で推進し、

その進歩発展に寄与すること」です。

　この目的をୡ成するために、骨の形ଶ学的研究に

関する新しい方法の開発や応用、すでに体ܥ化され

ている骨形ଶܭ測学の普及・活用を目指した人ࡐ育

成や生涯教育、研究成果の社会ؐ元・普及などの活

動を行っております。

　骨の形ଶ学的研究に関する新しい方法の開発に関

しては、近年、骨代ँ学の基礎研究の進歩は目֮ま

しいものがあり、その成果が骨ૈᱷ症をはじめとし

た骨疾患の病ଶ解ੳや治療に応用されています。こ

れらの研究推進に本学会が少しでも寄与できればと

考えております。

　日本骨・関અ感染症学会は、骨・関અྖ域の感染

症に関する成Ҽ、病ଶ、治療法および予防法につい

て基礎的、ྟচ的研究の進歩発展をਤるとともに、

会員に最新の情報をఏڙすることにより研究成果を

日常診療に役立てることを理念とし、1978（ত和

53）年に日本骨・関અ感染症研究会として発足し、

2019（令和元）年から一般社団法人日本骨・関અ感

染症学会として活動してまいりました。学術集会開

催、機関ࢽの発行、ICD 事業などに加えて、2004（平

成 16）年には日本整形外科学会の学術プロジェク

ト研究に࠾用された 44I の全国ௐࠪを実施し、その

貴重な成果は「骨・関અ術後感染予防Ψイドライン」

にҾ用されております。さらに現在、前回のௐ߲ࠪ

目をॆ実させた「人ක・ވ関અ置換術および脊

インストΡルメンテーション手術部位感染の全国ௐ

ࠪɿJDO4」を新たに開始しました。

前理事長　ી根　র喜

理事長　山本　ޗݠ

日本ধ神ܦ学会

　運動器が機能を発شする上で、末ধ神経は重要な

役ׂを果たしています。末ধ神経研究会が 1990（平

成 2）年に発足し、その後 2000（平成 12）年に日

本末ধ神経学会にվ組され現在にࢸりました。

　本学会は、神経内科、整形外科、形成外科、リ

ハビリテーション、神経外科、࢈業医学から基礎

医学まで、෯広いྖ域のઐ門Ոが集まって、末ধ神

経の機能や疾患・外ইについてޠり合うという学ࡍ

的な学会です。会員には、医師だけではなくྟচ検

ࠪ技師や理学療法士、作業療法士などのメディカル

スタッフも含まれています。ઐ門ྖ域、৬域を超え

た交流により相ޓ理解をਤれることが本学会の強み

であり、このことが末ধ神経学のさらなる発展やブ

レークスルーにつながると考えています。

理事長　三্　༰࢘
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一般社団法人 日本腰痛学会

　運動器の健康・日本協会が創立 20 周年を迎えられ

ましたこと、心よりおॕいਃし上げます。

　日本ࠊ痛学会は、ࠊ痛に関する学ࡍ的研究の進歩

発展、知識の普及をਤることにより国民の健康の増

進に寄与することを目的とした学会です。国民のࠊ

痛診療へのध要と期が増大する中、ۃめて重要な

学会の一つとして機能しています。約 1,000 名の会

員はࠊ痛の診療や研究にै事する医師、理学療法士、

์ࣹઢ技師など多৬種から構成されています。ࠊ痛

の病ଶ解明に科学的に取り組んでいくことが、日本

痛学会に課せられた最も大きな使໋です。そのたࠊ

めには、多৬種で連携してΤビデンスを発信してい

くことがݤと考えています。貴協会と連携し、当学

会の使໋を果たすべく努力してまいります。今後の

貴協会のさらなるご発展を祈念いたします。

理事長　ࠠ野　ጏ一 
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Ճஂମձһհࢀ

一般社団法人 日本リウマチ学会

　日本リウϚチ学会は、関અリウϚチや原病など、

運動器の機能障害を伴うリウϚチ性疾患を広く対象

とする医師、研究者などからなる学術団体です。日

本医学会に所属する学術団体として、リウϚチ性疾

患に関する学術研究を活性化しその交流や情報交換

をਤっており、その一環として、学術集会を定期的

に開催し、学術ࢽࡶ『.PEFSO RIFVNBUPMPHZ』と

『.PEFSO RIFVNBUPMPHZ CBTF RFQPSUT』ࢽをץ行

しております。リウϚチઐ門医の育成にあたっては、

ઐ門医制度、ઐ門医研修施設、ઐ門医認定の委員会

が連携してઐ門医を認定しており、診療Ψイドライ

ンのץ行やそのվ定、ྟচ研究・基礎研究促進委員

会、各種学術委員会、生涯教育委員会などを通して、

リウϚチ学に関する研究・教育・診療活動を支援し

ています。これらの活動を広く情報発信する情報化

委員会や、市民公開ߨ座などを通して、リウϚチ性

疾患に対する社会の理解を深めるための普及・啓発

活動に努めています。

理事長　竹内　ۈ

公益社団法人 日本理学療法士協会

　運動器の健康・日本協会が創立 20 周年を迎えられ

ましたこと、心よりおॕいਃし上げます。貴協会が

2000（平成 12）年に創立以߱、わが国の「運動器

の健康」を国民に普及されてこられましたྺ代会長、

役員のօ様方のご努力に、深くܟ意を表する࣍第で

ございます。

　私ども公益社団法人日本理学療法士協会は、創立

55 年を経て、約 20 万人の理学療法士のྙ理および

学術と技能を研ᮎし、わが国の理学療法の普及向上

をਤり、国民の健康の増進に寄与することを目的に、

「৬域ৢ成」「࣭向上」「組織力強化」を事業の 3 本

柱として活動しています。

　今後は貴協会とともに運動器の健康に関する社会

実事業の検討を希望してಛ別寄ߘとします。

会長　੪౻　秀之

日本臨床バイオメカニクス学会

公益社団法人 日本リハビリテーション医学会

　日本ྟচバイオメカニクス学会は 1974（ত和 49）

年に設立され、1993（平成 5）年までは整形外科バ

イオメカニクス研究会として年̍回研究会が開催さ

れてきました。1994（平成 6）年第 20 回からは日

本ྟচバイオメカニクス学会となり 2000（平成 12）

年に日本学術団体としてొされ（ొ NP.1247）、

現在にࢸっています。

　学会員は整形外科医、学研究者、理学療法士な

どにより構成され、近年、バイオメカニクス研究の

重要性が認識され会員数は増加しています。研究手

法も力学試験や画૾解ੳや動作解ੳからコンピϡー

ターシϛϡレーションやビッグデータ解ੳなどさま

ざまな新しい研究の手法が用いられています。学会

は年̍回会長が主催して開催しています。学術จ

され࠾をࠪಡにて『চバイオメカニクスྟ』ࢽࡶ

た研究発表จをࡌܝして年̍回発ץしています。

　運動器の健康・日本協会が創立 20 周年を迎えられ

るにあたり、公益社団法人日本リハビリテーション

医学会を代表して心よりおॕいਃし上げます。

　2017（平成 29）年、日本リハビリテーション医

学会では「活動を育む医学」がリハビリテーション

医学であると再定義しました。超高齢社会となった

現在、高齢者の活動を維持していくことは、健康寿

໋を考える上でも重要な課題だといえます。また、

小児、青年においても活動をො活化することは大

きな意義があります。活動は移動機能を担う運動器

によって支えられています。運動器の健康はきわめ

て大切であり、貴協会のさらなるご発展を祈念して

おります。

理事長　中田　研

理事長　久保　ढ़一

一般社団法人 日本臨床リウマチ学会

　運動器の健康・日本協会創立 20 周年、おめでとう

ございます。日本ྟচリウϚチ学会を代表して心よ

りおॕいਃし上げます。

　本学会は「もっとྟচ的な題ఏڙの場、意見交

換の場を」という創設時のझࢫをकり、これまでわ

が国のリウϚチ診療をݗҾしてまいりました。学術

集会には医師だけではなく看護師、ༀࡎ師、理学療

法士などのメディカルスタッフ、治療ༀ開発に携わ

るༀا業の方々などにも多数ご参加・ご発表いた

だき、毎年活気のある討が行われています。この

ような取り組みはわが国のリウϚチ診療の発展に通

じ、Ҿいては運動器の健康増進にもつながるものと

考えております。貴協会のますますのご発展を祈念

ਃし上げます。

理事長　田中　栄
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北海道整形災害外科学会

東日本整形災害外科学会

　北海道整形災害外科学会は、整形外科ならびに災

害外科学の進歩発展を目指し、ซせて診療技術の向

上をਤることを目的としています。元をたどれば、

1953（ত和 28）年に北海道整形災害外科集談会と

して発足し、北海道の整形外科の発展とともに歩ん

できた伝౷のある整形外科地方学会です。

　現在は、年 1 回学術集会を開催しており、毎回

200 を超えるԋ題が若手を中心に発表され、活発な

議がなされています。

　また、定期ץ行として、学会ࢽ『北海道整形災

害外科学会ࢽࡶ』を発行しており、原ஶจ・症例

報告・૯説のほか、北海道の整形外科の活動状況を

өする「ࢽ上シンポジウム」をا画しています。

　運動器の健康・日本協会創立 20 周年おめでとうご

ざいます。

　東日本整形災害外科学会は 1952（ত和 27）年、

東日本ྟচ整形外科学会の名শで、整形外科ならび

に災害外科の進歩発展をਤることを目的に設立され

ました。同年 11 月 22 日に第 1 回東日本ྟচ整形外

科学会が東京大学・三木Җ༐治教तの主催で開催さ

れ、1997（平成 9）年、第 46 回東日本ྟচ整形外

科学会において東日本整形災害外科学会にվশし

ました。会員数は 2,459 名ʦ2021（令和 3）年 5 月

現在ʧで、「整形外科のະ来に向けて若手整形外科

医を育てます」を理念としております。学術集会の

開催は 70 回を数え、ಛ別ߨԋ、教育研修ߨԋや、

若手の先生を中心としたシンポジウム、一般ԋ題等

のご発表をいただいております。また、機関ࢽの発

行、優लな業に対する表彰などを行っております。

会長　岩崎　ྙ政

常理事　中西　一ٛ
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CHAPTER 03

運動器の健康推進事業

協会の三大事業の１つが、運動器の健康推進事業

です。「子どもの運動器の健康推進事業」「成長期の

スポーツ外傷予防啓発事業」「運動器外傷のٸٹ医

療に関する事業」「੬ऑ性骨折予防事業」「運動器᙭

痛対策事業」の̑つの事業があります。ここではそ

れͧれの事業の目的とこれまでの成果などについて

͝介します。
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　2016（平成 28）年から始まる学校運動器検診が

ԁかつ効的に実施することができるように、本

委員会では、2014（平成 26）年から、学校ݱ場で

の健康診அについてわかりやすくࡌهしたʰ学校で

の運動器（脊ப・ࢶ࢛、ֲڳ、骨・関節）検診の手

Ҿきʱをϗームページに公開するようにした。検診

のための४備ҹ、健康診அの実ࡍ、事ޙાஔ、

ཹ意事߲、また、保護者やཆ護教་学校関係者や学

校医のօ様から想定されるさまざまな࣭問について

回を作成し、多くの方々に理解をਂめていただく

ようにしている。

2011 2012 2013 2014 2015 2017 2018 2019 2021

●これまでの主な事業内容

2011（平成 23）年度
11 ݄̒日（日）、文部科学লを訪Ͷ中川
正春・文部科学大ਉฒびに村幸彦・ス
ポーツ青少年ہ長Ѽに「学校における健
康診அの改善」要望ॻを手渡し、児童・
生ె等の体力・運動能力の下およびス
ポーツ障害の予防に݁びつくよう、学校
における健康診அの改善をਤることを重
Ͷて要望した。なお、ಉ要望ॻは、民
主ౘの前原࢘・
政 調 会 長、 日 本
医 ࢣ 会 の 原 中 উ
 会 長 に も ఏ ग़
した。

2017（平成 29）年度
学校の運動器検診モデル事業として、島
根、࡛ۄ、京都府、愛媛県の運動器検診
の実施ঢ়گを検討した。スクールトレー
ナー制度の基本構想、制度設ܭにあたっ
ての課などを検討した。

2019（平成 31・令和元）年度
文 部 科 学 ল か ら 発 表 さ れ た 2018（ 平 成
30）年度の学校保健౷ܭの調査݁果を
ੳ・協議した。6 ݄ 15 日ʰ学校の運動器疾
患・障害に対する取り組みの手Ҿき （ɦ改
గ൛）ୈ̐൛を発行した。新ن事業として
小中学校の教員・ཆ護教་・学校医を対象
とした「児童生ెの運動
器の健康推進事業・講習
会」開࠵の実施要߲を作
成した。12 ݄̒日࡛ۄ
県学校保健会ཆ護教་部
会・講習会に౻୲理
事をݣした。

2015（平成 27）年度
2 ݄ʰ学校の運動器疾患・障害に対する取り
組みの手Ҿきʱୈ 2 ൛を発行した。2016（平
成 28）年度から実施される「学校での運動器
検診」がԁ・ద切に行われるよう、文部科
学ল学校健康教育課、日本学校保健会、日本
医ࢣ会学校保健委員会、日本整形外科学会学
校保健委員会等と共ಉ作業を推進した。10 ݄、

ʰ学校における運動器検診体制の整備・ॆ実
事業に関わるࢿྉ集成ʱを発ץした。協会の
ϗームページにʰ学校での運動器検診お立
ちコンテンツʱを作成し、学校ݱ場での健康
診அの४備、検診日の進め方、事ޙાஔや
ཹ意事߲についてわかりやすくࡌهした。

2014（平成 26）年度
日本学校保健会のʰ児童生ె等の健康診அマ
ニϡアルʱの改定等の取り組みがԁ・ద切
に行われるように、文部科学ল学校健康教育
課、日本学校保健会、日本医ࢣ会学校保健委
員会、日本整形外科学会学校保健委員会等と
連携、協力、ใ交換、ࢿྉఏࣔ、共ಉ作業
等を推進した。理学療法士の学校保健活動の
実ଶを握するためのアンケート調査内༰を
め、日本理学療法士協会と共ಉで本調査をݻ
実施、その݁果をੳできる体制を整͑た。

2016（平成 28）年度
今年度݄̐から実施された「学校での運動器検診」の
各地の実施ঢ়گを検討し、各関係団体からアンケート
調査を実施した。また、中外医学社のʰ学校の運動器
検診－子どもの身体と障害の診かたʱを委員会の୲
理事と委員が中心にࣥචの४備に入った。学校の運動
器検診モデル事業として、島根、࡛ۄ、
愛媛の検診の実施ঢ়گについて検討
し、運動器検診のద正な手ॱや事ޙ
ાஔの普及活動を検討した。4 ݄ʰ学
校の運動器疾患・障害に対する取り組
みの手Ҿきʱୈ̏൛を発行した。

2018（平成 30）年度
݄̒１日ʰ学校の運動器検
診－子どもの身体と障害の
診かた （ɦ中外医学社）が
発ץされた。愛媛、島根、
京 都 で、 モ デ ル 事 業 を 継
続。日本理学療法士協会で
は「学校保健推進委員会」
を設ஔ、モデル事業や研究
事業を展開することになっ
た。

2021（令和 3）年度
3 ݄、h 学校における運動
器検診の整備・ॆ実事業に
関わるࢿྉ集成Ⅱʱを発ץ
した。݄̓ 31 日協会主
のオンラインシンポジウ࠵
ム「児童生ె等の運動器の
健康をकり、学校での重大
事故を防͙ために」を開࠵
した。（ৄしくは P57）

2012（平成 24）年度
運動器検診の実施体制と実施方法の整備
に係るʰ運動器検診の実施要߲（2011
年൛）ɦ の内༰構成のૉҊを作成した。
11 ݄ 19 日、౻๕র୲理事と内ඌ༞
学校保健委員長が文部科学লで行われ࢘
たୈ 4 回「今ޙの健康診அのࡏり方等
に関する検討会」にग़੮した。

2013（平成 25）年度
学校保健委員会とスクール
ト レ ー ナ ー ワ ー キ ン グ グ
ループを再ฤ・౷合した。
スクールトレーナー制度に
ઌ立ち、݄̏ 29 日けで、

「スクールトレーナー」の
ඪが認Մされた。学校の
運動器検診
モデル事業
として、愛
媛、 ࡛ 、ۄ
京都府で実
施した。

協会ホームページ『学校での運動器検診お役立ちコンテンツ』を紹介
学校保健委員会
子どもたちの運動器の健康を守る

　当協会の重視する取り組みの一つが、「子どもの

運動器健康推進事業」である。現代の子どもたちに

は運動不足による体力・運動能力の低下と、運動の

しすぎによるスポーツ障害の二極化が深刻となって

いる。こうした状況を踏まえ、当協会では 2005（平

成 17）年度から「学校における児童生徒の運動器

疾患の整備・充実」を目指し、文部科学省、日本医

師会、日本学校保健会等に働きかけを実施してき

た。この一連の取り組みが奏功し、2014（平成 26）

年度に学校保健安全法施行規則の一部が改正され、

2016（平成 28）年度から、児童生徒の定期健康診

断において「運動器検診」が必須化されたのである。

　この検診が今後、より充実し正しく行われていく

よう、当委員会では学校現場での検診の準備や進め

方・事後措置等についてさまざまな媒体を通して紹

介し、またシンポジウムの開催等も積極的に行う予

定である。

　また、学校におけるスクールトレーナー制度の創

設および養成に関する事業についても現在、慎重に

推進している。　　　　　　（担当理事・内尾祐司）

「子どもの運動器の健康推進事業」

2016
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運動器の健康ਪਐۀࣄ

運動器検診が必須化されるまでの道のり 大規模オンライン・シンポジウムを開催

　学校における運動器検診体制の整උ・ॆ実事業は、

運動器の 10 年・日本協会の前身の ｢運動器の 10 年｣

日本委員会（ނ・杉Ԭ༸一委員長、藤๕照運Ӧ副委

員長）が 2005（平成 17）年度から開始した、国を対

象とした“ເ”の一大プロジェクトでした。

　その発は、京都の学校医・小児科医であって、

子どもたちの運動器の健康にҧ和感を身近に֮えて

おられた福田ᮤ先生（元京都医師会副会長）が

藤๕照先生（当時、東京大学教त）に送られた 1 ຕ

の 'A9 です。それには、｢児ಐ生ెの運動器疾患・

障害をૣ期発見する国Ո的な組み作りが必要であ

り、それを目ඪにした事業をੋඇ『運動器の 10 年』

日本委員会として立ち上げられたい｣ とॻかれてい

ました。

　杉Ԭ༸一委員長のもと、本委員会の 2005（平成

17）年度の正式事業の一つとして『学校における運

動器検診体制の整උ・ॆ実モデル事業』（藤๕照プ

ロジェクト委員長）が発足し、2005（平成 17）年度

から北海道、京都、ಙ島県、島根県の 4 グループ

　2021（令和 3）年 7 月 31 日（土）、当協会が主催で

「児ಐ生ె等の運動器の健康をकり、学校での重大事

を防ぐために」と題し、;PPNނ ウェビナーによる

オンライン・シンポジウムが開催されました。参加

අは無ྉで、受ߨਃしࠐみは全都道県から 749 名、

実ࡍの受ߨ者は 552 名でした。

　このシンポジウムは、児ಐ生ె等の運動器の外ই・

障害・事ނを予防するために、当協会の学校保健委

員会がا画・立Ҋしたものです。当日は、学校健診

における運動器検診のポイント、コロナ禍での運動

不足と骨ંの実ଶや重大事ނ・外ই予防の教育など、

運動器と学校保健のઐ門Ոから、最新の情報を交え

つつ、それͧれの現状と課題などが発表・ఏࣔされ

ました。

　当日は、藤๕照業ࣥ行理事の開会ѫࡰから始

まり、第 1 部「学校健診における運動器検診の࣭を

高めるために」、第 2 部「学校での児ಐ生ెの重大事

ܭと運動器外ইの予防」のނ 7 ԋの後、第ߨ 3 部で

は࣭ٙ応という流れで進行しました。

　第 1 部では、最初に学校保健担当理事である内ඌ

で学校における運動器疾患・障害の実ଶに関するௐ

ࠪ研究が開始され、その後、新潟県、࡚ٶ県、Ѫඤ県、

県、熊本県、大分県のۄ࡛ 6 グループが新たに参画

して、2010（平成 22）年まで本事業が続けられ、上

記に関する各地の多くのデータが集ੵされたのです。

　その 11 年間に及ぶ本学校保健委員会メンバーの身

をคにした地道なௐࠪऩ集と不断の啓発活動のੵみ

重ねは、学校における定期健康診断（健診）での運

動器検ࠪの必要性と重要性の根拠をࣔし、学校保健

安全法の健診検߲ࠪ目に運動器をจ化させること

に大いにݙߩしたのです。そして、2014（平成 26）

年に ｢学校保健安全法施行規ଇの一部վ正するল令」

が通告され、2016（平成 28）年から実施、現在にࢸ

ります。日本のະ来をୗす子どもたちの運動器健康

推進のために国の規ଇを変えようとのເは、

͵の高志と情を持った市井の人々の地道でஎまى

努力のੵみ重ねによって現実のものとなったのです。　　　

（学校保健委員会 担当理事・内ඌ༞࢘）

༞࢘がొஃ。「児ಐ生ె等の運動器疾患・障害の実ଶ

と課題」と題し、不適切な運動による運動器障害が

発育途上の子どもにىこることの危ݥ性をૌえまし

た。続いて、学校保健委員会の原ప委員が「運動

器検診での気づきのポイント 上肢・下肢ฤ」を、ま

たลߤଠ委員が「運動器検診での気づきのポイン

ト 脊柱のҟ常（ଆわん症）ฤ」をそれͧれ解説しま

した。最後にଜ井৳子委員が「保健室から見た児ಐ

生ెの運動器の現状」をテーϚにߨԋしました。

　続く第 2 部では、学校保健委員会の∁ڮහ明委員

長が、「コロナ禍での児ಐ生ెの骨ંの実ଶと予防」

についてߨԋし、続いての山中龍委員が「学校で

の児ಐ生ెの重大事ނの実ଶと予防」を、൘ঘ子

委員が「理学療法士による児ಐ生ెへの運動器外ই

の予防教育」についてߨԋを行いました。

　࣭ٙ応の第 3 部では、受ߨ者から多くの࣭問が

寄せられ、各委員がそれにえ、٠山幸委員が指

定発言を行いました。最後は大୩新一担当理事が

閉会ѫࡰをड़べ、オンライン・シンポジウムは無事

ऴྃしました。

ͷثಐੜెͷӡಈࣇ�
ͰͷߍΛकΓ��ֶ߁݈
ॏେނࣄΛ͙ͨΊʹɹ

　児童生徒等の運動器の健康を守り、運動器の外傷・障害・事故を予防するために、
学校での運動器検診のポイント、コロナ禍での運動不足と骨折の実態や重大事故・
外傷予防の教育など、運動器と学校保健の専門家が最新の情報を交えて大切なこと
をわかりやすく伝えます。

開会挨拶 武藤芳照 業務執行理事
（東京大学名誉教授）

[ 第 1 部 ]　学校健診における運動器検診の質を高めるために
座長／高橋敏明 学校保健委員会委員長（愛媛大学スポーツ健康科学教授）

（1）児童生徒等の運動器疾患・障害の実態と課題 内尾祐司 学校保健担当理事
（島根大学整形外科学教授）

（2）運動器検診での気づきのポイント ―上肢・下肢の異常― 森原 徹 学校保健委員（丸太町リハビ
リテーションクリニック院長／京都市）

（3）運動器検診での気づきのポイント ―脊柱の異常（側わん症）― 渡辺航太 学校保健委員
（慶応大学整形外科学准教授）

（4）保健室から見た児童生徒の運動器の現状 村井伸子 学校保健委員
（全国養護教諭連絡協議会顧問）

[ 第 2 部 ]　学校での児童生徒の重大事故と運動器外傷の予防
座長／内尾祐司　学校保健担当理事（島根大学整形外科学 教授）

（5）コロナ禍での児童生徒の骨折の実態と予防 高橋敏明 学校保健委員会委員長
（愛媛大学スポーツ健康科学教授）

（6）学校での児童生徒の重大事故の実態と予防 山中龍宏 学校保健委員
（緑園こどもクリニック院長／横浜市）

（7）理学療法士による児童生徒への運動器外傷の予防教育 板倉尚子 学校保健委員
( 日本女子体育大学健康管理センター )

　　　　　　 [ 第 3 部 ]　　　　　　　質 疑 応 答　　　　
座長／高橋敏明、内尾祐司

指定発言 菊山直幸 学校保健委員
（日本中学校体育連盟参与）

閉会挨拶・御礼 大工谷新一 学校保健担当理事
（北陸大学医療保健学部教授）

ެӹஂࡒ๏ਓӡಈثͷ݈߁ɾຊڠձ�ɹΦϯϥΠϯɾγϯϙジϜ

日 時 会 場 

主 催

定 員

参加費

オンライン（ZOOMウエビナー使用）

500 名（あらかじめ参加申し込みが必要です。詳細は裏面に）

公益財団法人 
運動器の健康・日本協会 無  料

※イラスト：『マンガ 運動器のおはなし  大人も知らないからだの本』（2005 年刊）より引用

2021年７月３１日 (土 ) 13:30 ～ 17:15

（丸毛啓史理事長）

　学校保健委員会は、10 年余、学校の定期健康診断に運動器検診の必要性と重要性を訴え、具体的な

調査研究や仕組みづくりを行ってきました。その地道な努力が実り、2016（平成 28）年、学校健診に

運動器検診が必須化されました。その後も委員会は、この学校健診の実態調査を行い、質の高い運動

器検診が行えるように取り組んでいます。ここでは、その取り組みの一端をご紹介します。

学校保健委員会コラム

学校健診における運動器検診の
質を高めるために

オンライン・シンポジウムҊ内のちらし
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　2012（平成 24）年から始まった「成長期のスポーツ障害予防・指導者講習

会」（主࠵・全日本軟式野球連ໍ、ޙ援・運動器の健康・日本協会）は、そのޙ、

毎年開࠵され、コロナՒにたる「2019 年度・指導者講習会」の中ࢭをআき、

ܭ 7 年間で、全国 84 会場で開࠵され、Ԇべ 1 ສ 1336 人の指導者が受講した。

　この講習会は、前にスポーツ整形外科専門医が「成長期のスポーツ外傷

予防」（座学 60 ）を講ٛし、ޙでは理学療法士による「コンディショニ

ング」（座学 30 ）と「ストレッチの実ٕ指導」(60  ) を行う。

　この講習会で用する共通教ࡐは、ドクター部門は松Ӝ委員、理学療

法士部門はࡔ本խত委員が୲し、C% および子で制作。これまでに 5 回の

改定を行い、小学生、中学生の野球の球制ݶに関するルールも新しいもの

にߋ新しながら進めており、成長期の野球少年へのద֬な指導について周知

をਤっている。

2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021

●これまでの主な事業内容

2011（平成 23）年度
全日本軟式野球連ໍとఏ携し、事業推進
の「基本方」を策定した。また、推進
事業として、ᶃಉ連ໍࡿ下の加ໍチーム
によびかけるఏݴの策定、ᶄ指導者講習
会の開࠵、ᶅ少年野球選手の検診体制整
備とデータऩ集を推進事業とすることに
した。

2013（平成 25）年度
Ҿき続き「2012（平成 24）年度・指導
者講習会」を実施し、これҎ߱、継続事
業とした。少年野球選手たちのスポーツ
外傷の早期発見のため、児童・生ెや指
導者・保護者が日々の活動ݱ場でチェッ
クできるࡐࢿ「ক来も野球をָしみ、選
手として活༂するた
めのセルフチェック
マニϡアル」を作成、
特別ࢍॿ会員・久ޫ
ༀג式会社の支援
のもと、̑ສ部を制
作した。

2017（平成 29）年度
「2016（平成 28）年度・指導者講習会」

を実施、ݞ・肘検診の基本マニϡアルに
ついて、松Ӝ委員、正ོ委員らが
の検診の実ଶにଈした「野球検診マニϡ
アル」をఏҊし、群馬、ಙ島、大阪で

̕。を実施した「肘のモデル検診・ݞ」
݄̔日（金）、野球選手の診療にあたっ
ているドクターら 47 名が「野球障害予
防࠙会」を開࠵した。

2019（平成 31・令和元）年度
「2018（平成 30）年度・指導者講習会」

を実施、「ݞ・肘のモデル検診」を岩手、
群馬、神奈川、京都、大阪、ಙ島、宮崎
で実施した。݄̔ 30 日（金）、ドクター
ら 73 名が「野球障害予防࠙会」を開
、を関東「ཆ成講習会ࢣ理学療法士講」。࠵
北信ӽ、近畿、࢛国で開࠵した。

2015（平成 27）年度
「2014（平成 26）年度・

指導者講習会」を実
施した。݄̔、ୈ̎
少年野球実ଶ調査࣍
を実施した。（P60 を
参র）

2014（平成 26）年度
「2013（平成 25）年度・指導者講習会」

を実施した。݄̏ 15 日（土）ୈ 2
回「中学・少年野球関係団体との࠙
ஊ会」を開࠵した。݄̔、全国１ສ
人の小学生を対象にୈ１࣍少年野球
実ଶ調査を実施した。（P60 を参র）

2016（平成 28）年度
「2015（平成 27）年度・指導者講習会」

を実施した。7 ݄、%7%ʰ少年野球のた
めのストレッチング 9ʱが成した。実
ଶ調査に協力してくれた 412 チームに
ଃఄした。9 ݄、中学少年野球実ଶ調査
を実施した。（P61 を参র）

2018（平成 30）年度
「2017（平成 29）年度・指導者講習会」

を実施、「ݞ・肘のモデル検診」を京都、
群馬、ಙ島、大阪、宮崎、神奈川で実施
した。指導者講習会での理学療法士の人
を「ཆ成講習会ࢣ講」ཆ成をすべくࡐ
実施すること
にした。年内
は 10 ݄ 14 日

（ 日 ） 秋 田 に
て開࠵した。

2020（令和 2）年度
新型コロナウィルス感છ֦大で「2019

（平成 31・ྩ和元）年度・指導者講習会」
開࠵を中ࢭした。協会の )P で、コロ
ナՒでも自でできる小中学生野球選手
の基ૅトレーニングを発信した。「ݞ・
肘のモデル検診」を岩手、群馬、京都、
大阪、ಙ島で実施した。12 ݄ 8 日（金）
ドクター 56 名が「野球障害予防࠙会」
を開࠵した。「講ࢣཆ成講習会」は新型
コロナウィルス感છ֦大で 8eC による
講習会を九州、中国地区で開࠵した。

2012（平成 24）年度
全日本軟式野球連ໍと協議し、
全国̕地区で指導者を対象と
した「成長期のスポーツ障害
予防・指導者講習会」を 2012（平
成 24）年度から継続実施する
こととした（年内は東京のみ
実施）。各地区で開࠵する共通
教 ࡐ を 制 作 し た。11 ݄ 19 日

（݄）ୈ 1 回「中学・少年野球
関係団体との࠙ஊ会」を開࠵
した（千代田区・学士会館）。

「成長期のスポーツ障害予防・指導者講習会」について
成長期のスポーツ外傷予防啓発委員会
少年野球選手の投球障害を予防するために

　生涯を通じて運動・スポーツを楽しくより豊かに

取り組むためには、その人の成長段階や健康・体力

の状況をよく知って取り組むことが大切である。し

かし、間違った方法や過度に運動を行うことで、ス

ポーツ傷害が起きることがある。とくに、成長期に

おける少年野球選手の投球障害の事例は多く見ら

れ、当委員会では、2011（平成 23）年の一般財団

法人設立当初から、この予防を目的に以下の基本方

針で事業を進めてきた。

「基本方針」

1） 成長期の投球障害予防と啓発のための提言をま

とめる。

2） 成長期の投球障害がなぜ起こるか、またその予

防のための講習会開催の準備を行う。

3） 成長期の投球障害早期発見のための検診体制の

整備とデータ収集方法の検討を行う。

（担当理事・稲垣克記）

「成長期のスポーツ外傷予防啓発事業」
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成長期のスポーツ外傷予防啓発委員会コラム

●小学生を対象とした 2 年連続の調査で判明したこと（2014・2015 年） ●中学野球選手１万人にも実態調査を実施（2016 年）

　2014（平成 26）年 8 月の第̍回目のௐࠪでは、回

があった選手 1 万 228 人のうち、「これまでに体の

痛みを感じたことがある」と回した人数は、実に

5,880 人 57.5 � に上った。しかし、痛みがあって通院・

治療を受けている選手はそのうちのわずか 11 （̀648

人）に過͗ず、整形外科に通院している者は 4.8�（285

人）にとどまった。

　一方、指導者の回を見てみると、ウΥーϛング

アップとクールμウンは֓ね実施されていたもの

の、投手の投球数では、3 ׂ強が何の指ࣔもしてい

ないことが明らかとなった。

　続いて、ௐࠪの数年前から、少年野球の各団体が、

　2016（平成 28）年 9 月、今度は中学生野球選手の

実ଶௐࠪを行った。

　୯७集ܭのデータでは、日本中学校体育連盟ࡿ下

のೈ式野球と学校外のクラブチームのߗ式とでは、

活動実ଶにҧいがある。これにؑみて別個に分ੳす

ると、ೈ式のほうが࿅習日数や月間の試合数も多い

傾向が見られた。しかし࿅習時間、日数、試合数に

よる「痛み」のҧいについては、ݦஶなࠩҟは認め

られなかった。

　全体の「痛み」に関する分ੳでは、土日の 5 時間

以上の࿅習、1 日に 70 球以上、1 ि間で 350 球以上

の全力投球、1 ヵ月に 8 試合以上を超えると、ೈ式・

。式ともに痛みの発生ׂ合が増加していたߗ

「公式試合での投球制限を 7 イニングスにする」な

ど、いわΏるオーバーユースに関するルールを設け

たことを受け、その後の障害発生の変化を見るため、

2015（平成 27）年 8 月に第 2 回目のௐࠪを実施した。

結果、ケΨの発生に変化はなく、むしろѱ化してい

るケースもあった。公式試合での投球回数制限より

も、日頃の練習量や年間の試合数によって障害発生

の確率が上がることがվめてුきூりとなった。

　この結果を受けて、「長く野球を続けるための 10

のఏ言」をまとめ、全日本野球協会の関係競技団体

およびௐࠪに協力してもらったチームに伝ୡした。

　当時、委員長だった高ݑ؛二ࢯがಠ自に多変ྔ解

ੳを行ったところ、1 日 70 球以上の全力投球、1ヵ

月平均 10 試合以上、1 日に 1 時間以上の個人練習、

1年生に比べて 2年生の投手および捕手が、顕著に肩・

肘痛を発症していることがわかった。

　他方、指導者に対するアンケートでは「ケΨをさ

せないためのストレッチの方法を知りたい」、「近く

に整形外科のઐ門医がいない」、「正しい投球方法が

よくわからない」、「定期的なߨ習会を希望する」な

どの意見が寄せられた。

　この結果を受け、「中学生野球選手を障害・外ইか

らकる 10 のఏ言」をまとめ、全日本野球協会と中学

野球各団体、実ଶௐࠪ協力チームに伝ୡした。
長く野球を続けるための 10の提言 小学生向け

01�  全力球数が 1 日 50 球Ҏ্やिに 200 球を超͑る選手の障害の発生は໌らかに高い。ক来とも長く野球が
続けられるよう、全力球はこれҎ下の数をしっかりकること。

02� 小学生の࿅習は、1 ि間に 3 日Ҏ内、1 日 3 。間を超͑ないこと࣌
03� ࿅習前ޙのウォームアップ、クールダウンには十な࣌間をかけ、少なくとも 20 Ҏ্を励行すること。
04� 毎ि݄曜日をセルフチェックの日と定め、指導者や保護者は、身体の痛みや肘のۂげ伸ばしのൣғに意する

こと。
05� 少子化でチームの人数が少ない場合、特定の選手にա重な負୲がかからないようにྀすること。
06� 障害の発生のॳ期段֊では 4、5 日࿅習をٳむと痛みがແくなることがある。まだ、少しでも痛みがある࣌や

再び痛みがग़た࣌は整形外科受診が望ましい。
07� ࿅習Ҏ外の自でのトレーニングがա重にならないこと。身体のۓுを΄͙すため 1 日数回のストレッチを習

慣づけるように指導し、աな筋カトレーニングは行わせないこと。
08� 全力球をしないシーズンオフを少なくとも 3 ϱ݄もうけること。ྫ͑ばक備࿅習でั球のみとし、全力ૹ球

をしない࿅習内༰とする。
09� 一人の選手が 1 年間でग़場するのは 70 。合Ҏ内とするのが望ましいࢼ
10� スポーツ障害の予防は、指導者・保護者のۓ密な連携が大切で、整形外科専門医の定期的な検診を受ける組

みを設けること。

中学生野球選手を障害・外傷から守る 10の提言
01� ࿅習での全力球数は、野手もؚめて 1 日 70 球Ҏ内、िに 300 球Ҏ内とする。
02� ࿅習は、1 ि間に̒日Ҏ内、1 日̏࣌間を超͑ない。
03� 一人の選手がࢼ合にग़場するのは݄に 10 。とするのが望ましい（合Ҏ内ࢼ̑）合Ҏ内、手はその数ࢼ
04� 。合をしないシーズンオフを少なくとも̏ϱ݄もうけるࢼ
05� ࿅習前ޙのウォーミングアップ、クールダウンは少なくともそれͧれ 20 Ҏ্行う。
06� 毎ि݄曜日に身体の痛みや肘のۂげ伸ばしをセルフチェックする。
07� 自では毎日ストレッチングを行い、աな筋力トレーニングは行わない。
08� 正しい球方法を指導し、特定の選手にա重な負୲がかからないようにྀする。
09� 。は整形外科受診が望ましい࣌るしても、少しでも痛みがݮཆで痛みがܰٳ
10ɽスポーツ障害予防のため整形外科専門医の定期的な検診をすすめる。

　2014（平成 26）～ 2016（平成 28）年、当協会は日本整形外科学会スポーツ委員会との合同事業として、

物議を醸していた小学生・中学生のピッチャーの投球回数制限や障害予防知識向上の効果を分析する

ため、全日本野球協会の協力を得て、全国の小学生、硬式・軟式野球選手とその指導者を対象とした

実態調査を行った。この調査は日本で初となる１万人規模の調査となり注目を集めた。

類をみない１万人の規模の“少年野球選手・
実態調査 ” を３年連続実施

全日本軟式野球連ໍ 日本野球連ໍ参加ߗ式団体
登チーム / 選手数 12663/253260 人 910/182698 人
回チーム数 429 チーム 47 チーム
2014( 平成 26) 年度
回選手数 9413 人 815 人

2015( 平成 27) 年度
回選手 

7794 人
（内 2 年連続回 4093 人）

560 人
（内 2 年連続回 265 人）

軟式野球 式野球ߗ
回チーム数

ܭ） 495） 422 チーム 73 チーム

回選手数
ܭ） 11134 人） 8771 人 2363 人

2014（平成 26）年度 8 ݄調査

小学生の少年野球実ଶ調査はಉじチームを対象に 2 年間にわたり実施
調査対象は全都道府県で各連ໍに登しているチーム数の一定ׂ合でநग़

「これまでに体の痛みを感じたことがある」
小学生野球選手

はいいいえ
42.５% 57.5%

「今まで、からだのどこかで痛かったところがある」

軟式野球　　　　　　　　　　　 式野球ߗ

はいいいえ
40.５% 59.5%

はいいいえ
38.3% 61.7%



62 63Bone and Joint Japan運動器の健康ਪਐۀࣄ

　わが国の外傷診療体制のࡏり方に関する調査ใࠂ、ؖ国・香

のߓのུ֓、ؖ国・香オーストラリアの外傷センター視・ߓ

外傷診療体制に関する調査ใࠂ、オーストラリアの外傷診療体

制に関する調査ใࠂをまとめ、わが国における運動器外傷診療

の࣭向্のための本委員会のఏݴをまとめたॻである。ఏݴは

Ҏ下の߲目となる。

　1� 運動器外傷レジストリーの整備

　2� 外傷センターの重要性についての広ใ活動

　3� 外傷センターの設立・運営

　4� 重度外傷の診அ・治療についての研म・教育体制の整備

　5� 外傷専門医間のԣஅ的連携の必要性

2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020

●これまでの主な事業内容

2011（平成 23）年度
各委員にґཔし、わが国における
外傷診療体制のݱঢ়、米国、ドイ
ツ、イギリスの外傷センターのݱ
ঢ়に関する調査、ࢿྉऩ集を行っ
た。また、各委員がऩ集したࢿྉ
をੳ・検討し、「わが国の外傷診
療体制のࡏり方に関する調査ใࠂ
ॻ」を作成した。

2013（平成 25）年度
三্༰࢘、井口浩一、ࠇ住健人、松下⇮、4 名がオー
ストラリア・ブリスϕン、ಉメルϘルンの外傷セ
ンターを訪問し、ಉ地での外傷センターの視・
調査に関するใࠂॻを作成した。また委員らが日
本外傷学会、日本骨折治療学会等で発表を行った。
さらに東日本整形災害外科学会のシンポジウムで
パネルディスカッションも開࠵した。

2017（平成 29）年度
9 ݄ 1 日ʰ運動器外傷のٸٹ医療に
関する委員会調査ใࠂॻʱを発行し

（300 部）、協会の参加会員団体、
協ࢍ団体等関係各所に本した。

2019（平成 31・令和元）年度
ୈ 93 回日本整形外科学会総会（2020）
のシンポ・パネルに応募し、「わが国の
外傷診療システムの課」が࠾用された。

2015（平成 27）年度
日本骨折治療学会の主
導で始まった開์骨折
登  シ ス テ ム（%OTJ）
に続き、労災病院群の
主 導 で 始 ま る「 ࢛ ・ࢶ
骨൫骨折登システム

（3O%&O stVdy）」 の ֓
要についてใࠂがあり、
これらの事業への協力・
支援を委員会でも行
うことがྃঝされた。

2014（平成 26）年度
ୈ 1 回委員会で、オーストラリア視
ཱྀ行の発表、ୈ 2 回委員会で運動器外
傷患者の登、日本医ࢣ会へのఏҊ、
海外視ཱྀ行ใࠂॻ作成についてし
合われた。

2016（平成 28）年度
ॾ外国へのٸٹ外傷センター視
ใࠂॻを 2017（平成 29）年まで
に作成することがঝ認された。

2018（平成 30）年度
%OTJ、3O%&O stVdy に関するใ
共有をਤることにより、登システ
ム運用の協力・支援を行い、運動器
外傷の重症化予防、ޙҨ障害発生の
予防に向けての方策を୳る。

2020（令和 2）年度
ୈ 93 回日本整形外科学会総会（2020）のシンポジウムを行っ
た。内༰はҎ下の通り。

「わが国の外傷診療システムの課」（座長・松下⇮、三্༰࢘）
　・整形外科の望ましい教育システム（発表：土田๕彦）
　・東京における外傷センターの取り組み（発表：鈴木）
　・地方都市における外傷センターのׂ（発表：宮本ढ़之）
　・重症外傷治療の問点（発表：井口浩一）
　・ࣩօ性のある外傷登制度の必要性（発表：石井ܡ輔）
　・行政と連携した外傷診療システム構築の必要性（発表：
　　森村ঘ登）

2012( 平成 24) 年度
三্༰࢘、土田๕彦、井口浩一、ࠇ住健人、
4 名の委員がؖ国・香ߓの外傷センターを訪
問し、視・調査の݁果を౿ま͑、ใࠂॻを
作成した。今ޙ、日本骨折治療学会、日本外
傷学会にใࠂす
る こ と と し た。
また日本医ࢣ会
等の関係ॾ団体
に向け、ఏݴを
行う४備をはじ
めた。

『運動器外傷の救急医療に関する委員会調査報告書』の発行

　交通事故を含む外傷による死亡、後遺障害を減

少させること、そのことにより、運動器外傷に関

わる社会的コストの軽減を図ることは、「運動器

の健康」世界運動の活動目的にかなっている。ま

た、先進諸外国に比べ遅れているわが国の外傷診

療体制の改善・再構築が喫緊の課題であることが

認識され、本委員会が発足した。本委員会はわが

国と諸外国の救急外傷診療体制を調査し、わが国

における外傷センターシステムの構築に向けての

活動を行うこと、さらに運動器外傷診療の標準化、

質の向上に資する活動を行うことを目的とする。

　今までに、韓国、香港、オーストラリアの外傷セ

ンタ―を訪問し、わが国の現状とあわせて調査報告

書を作成し、関係諸団体に配布した。また、関係学

会の開催にあわせてシンポジウムを企画、提案して

きた。国内の運動器外傷の症例登録事業への協力も

行ってきた。

　現在、大腿骨近位部骨折重症例への対応について、

脆弱性骨折予防委員会とも連携しながら事業を進め

ているところである。　　　（担当理事・三上容司）

運動器外傷のٸٹ医療に関する委員会
わが国の外傷センター体制構築および運動器外傷診療の質の向上を目指して

「運動器外傷のٸٹ医療に関する事業」

2012（平成 24）年
10݄、香ߓの Prince 
of 8ales )ospital で
講ԋする土田委員

オーストラリアのメルϘルン、ٸٹϔリの前で。左から井口浩一、
平成）2013。࢘住健人、松下⇮、三্༰ࠇ 25）年 11 ݄
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　この手帖は、二࣍骨折予防のわかりやすいキャッチフレーズを表ࢴに用

し、中໘では、“ 二࣍骨折とはԿか ” をອըでわかりやすくઆ໌。また、「二

骨折予防のための̐つの要」などをカラーイラストでわかりやすく解આし࣍

ている。さらに患者さん͝自身の骨のهや、二࣍骨折予防のチェック、専

門スタッフからのメッセージやアドバイスなどがॻきࠐめる手帖スタイルに

している。この手帖は、実ࡍの臨床ݱ場です͙に用することができ、ༀ、

栄ཆ、転倒予防など一࣍骨折予防や検診にも͑るようにした。スタッフの

共有ツールとして、

ま た 患 者 さ ん の 教

育 ツ ー ル と し て リ

エ ゾ ン サ ー ビ ス に

 立 つ コ ン テ ン ツ

となっている。
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今ならまだ間に合う！二次骨折の予防！

4

痛いわ
　  ……

お大事に

どう
も…

捻挫かな。
大丈夫か？

やっぱり
骨折して
いるって
……

骨の再検査が
必要だって

骨粗しょう症の
検査じゃないかな？

見た目は若い
って言われて
いたのに…

あなたが骨折したのは偶然？

そうなんです。あなたの骨折は“偶然”ではなく、
「骨粗しょう症」という病気が原因です。骨の強度が低下して、

脆
もろ

くなっているため、ちょっとした衝撃で骨折したのです。
19

ࢦの͚ͭࠜ
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ʦݩからస༧ʧ

ʦ伺Λ׆༻ͯ͠ స༧ʧ
ᶃ ᶄ

左脚の骨折の場合は、右手に杖を持ちます。
ʢ௧Ίͨ٭、ऑͬͨ٭のରのखに伺をͭ࣋の͕ਖ਼しいのͰ͢ʣ

21

各スタッフからのアドバイスを参考にして骨折を予防し、
　　　　　　健やかな毎日をお過ごしください。

スタッフからメッセージ
お名前　　　　　　　　　　　様へ

医師から

薬剤師から

看護師から

リハビリ
スタッフから

ケース
ワーカーから

管理栄養士
から

2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021

●これまでの主な事業内容

2011（平成 23）年度
地域医療機関および住民検診において
'3A9（˞ 8)O 骨折リスクධՁツール
のུ）によるධՁを行い、骨粗鬆症スク
リーニング法として有用であるか൱かを
໌らかにすることを目的とし、ୈ 1 回の
委員会では 2012（平成 24）年度の実施
に向け、住民に対するアンケート方法を
検討した。

2013（平成 25）年度
'3A9 を取り入れたࢿྉʰ骨粗鬆症のお
はなしʱを作成し、9 ݄に開࠵された市
民公開講座（ԙ：࡛ۄ医科大学学園ࡇ）
の受講者にした。̏つの医院で
したところ、̑ϱ݄間で合ܭ 90 名に骨
粗鬆症治療を開始す
ることができた。こ
れ に よ り、'3A9 が
骨粗鬆症の啓発およ
びスクリーニングの
手立てとなることが
΄΅証໌された。

2017（平成 29）年度
1 ݄、「二࣍骨折予防のためのキャッチフレーズ」公募がకめ
切られ、合ܭ 3705 件の応募があった。2 ݄ 12 日（日）に審査
委員会が開࠵され、Ҏ下のඪޠがܾ定した。

最優秀賞：「No � 骨折連鎖　治療に (o �」（最優秀賞 10 ສԁ）
優秀賞：「ストップ �　骨折ドミϊ」（優秀賞 3 ສԁ）
優秀賞：「STOP �　骨折ドミϊ」（優秀賞 3 ສԁ）
優秀賞：「ストップ・β・ドミϊ」（優秀賞 3 ສԁ）

2019（平成 31・令和元）年度
患者とそのՈへの啓発を目的に二࣍骨
折予防リーフレット（h 二࣍骨折予防手
帖 ）ɦ制作の४備を開始した。

2021（令和３）年度
⽝二࣍骨折予防手帖ʱの英༁

൛の作成を開始した。

2015（平成 27）年度
二࣍骨折予防啓発ポス
ター・パンフレットの
作成をするため、「二࣍
骨折予防」のキャッチ
フレーズの募集をܭը
した。

2014（平成 26）年度
੬ऑ性骨折を予防するために一度骨折を
こした人を理するツールを作成するى
ことを目的に、今回は大腿骨近位部骨折
をىこした人の二࣍骨折予防理ツール
作成を目ඪとする。۩体的には、骨粗鬆
症学会や日本੬ऑ性骨折ネットワーク

（''N）による意見౷一やツールの作成
を見कり、行政に͑ていくこととした。

2016（平成 28）年度
12 ݄ 5 日（݄）より二࣍骨折予防のため
のキャッチフレーズ公募を開始（h 公募Ψ
イドʱ本ࢽおよびサイトにࡌܝ）、公募の
ちらしも作成した。

2018（平成 30）年度
前年度に制作した二࣍骨折予防啓発ポ
スターのデβインを一新し、「ストッ
プ！　骨折ドミϊ」の二࣍骨折予防啓発
ポスターᶄを制作

（8000 ຕ）した。

2020（令和 2）年度
ʰ二࣍骨折予防手帖ʱが成し、合ܭ 5000 制作

し、協会員、参加団体、全国整形外科医ہ、保
健所などに全国の関連施設にした。また協会
ϗームページに
ܝ 、ࡌ ダ ウ ン
ロードできるよ
うにした。その
他、ಉ手帖を広
く周知するため
にҊ内のチラシ
も作成した。

2012( 平成 24) 年度
'3A9 を取り入れた住民
検診や骨粗鬆症に関連
するアンケートを実施
しようと行政に働きか
けたが人手やܦඅの点
で協力がಘられなかっ
たため、࣍年度に向け
て見しをਤる。

恐
怖
の

骨
折
ド
ミ
ノ
と
は
？

骨
折
ド
ミ
ノ

骨
折
ド
ミ
ノ
と
は
？

今ならまだ間に合う！二次骨折の予防！

入 賞 し た 最 優 秀 賞 の「No � 骨 折 連 鎖　
治療に (o �」を用し、二࣍骨折予防
啓発ポスターᶃを制作（4000 ຕ）した。

『二次骨折予防手帖』（保存版）の制作
੬ऑ性骨折予防委員会
「脆弱性骨折二次骨折」の低減を目指して

　本委員会は、二次骨折予防の実現のための資材を

作成し、二次骨折予防の重要性を広く一般市民への

啓発を推進するとともに、日本整形外科学会、日本

骨折治療学会、日本骨粗鬆症学会、日本リハビリ

テーション医学会、日本老年医学会、日本脆弱性

骨折ネットワーク等の関連学会との連携を強化し

てリエゾンサービスの普及を推進する。

　なお、この委員会は、2011（平成 23）～ 2014（平

成 26）年度まで「中高年の運動器健康推進事業」

の活動事業の中にあった「大腿骨近位部二次骨折予

防啓発ワーキンググループ」が 2017（平成 29）年

から「脆弱性骨折予防委員会」の名称となり、活動

を続けている。現在、二次骨折予防の観点からさま

ざまな情報を発信して、脆弱性骨折全体の予防を目

指した事業を展開している。

（委員長・山本智章）

「੬ऑ性骨折予防事業」
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　委員会では、運動器の痛み（᙭痛）

の中でも、国民の多くが感じている症

ঢ়について、痛みの症ঢ়、原Ҽ、対ॲ

法および治療法について解આするใ

発信を、協会の広ใࢽץقおよびϗー

ムページで行っている。とりわけ、膝痛、

腰痛、ވ関節痛などについて介した

、事はϗームページのӾཡ者数も多くه

広くใ発信を行うことができた。今

子のは市民向けの公開講座や小ޙ

、 医 療 者 向 け の 研 म・ ワ ー ク シ ョ

ップを通して、運動器᙭痛対策の重要

性を周知していく予定である。

  発行│公益財団法人 運動器の健康・日本協会

疾患は異なります。変形性股関節症は
様々な原因で発症します。特発性とい
われる、特に原因となる疾患がなくて変
形性股関節症となる場合もありますが、
骨折、大腿骨頭壊死症、ペルテス病など
の疾患が原因で変形性股関節症を発
症する場合もあります。
　日本国内で最も多いのは、股関節形
成不全症が原因で変形性股関節症にな
るパターンです。日本国内で？と思われ
る方もいらっしゃるかもしれません。実
は、股関節疾患は、人種、民族、性別に
よってその頻度が大きく変わります。日
本国内の80％以上は股関節形成不全
症が原因です（海外では違います）。股
関節形成不全とは、股関節の骨盤側の
かぶさりが不十分である状態のことです
（図2）。そのため、前述したような体重
の3～4倍の負荷を支える範囲が狭くな
り、年齢とともに骨・軟骨が損傷されま
す。40～50歳ごろに股関節の痛みを感
じて医療機関を受診される患者さんが

歩く度に脚の付け根あたりに違和感が
あったり、痛みが出たり。この原因は、主
に変形性股関節症です。とくに40～50
代の女性が、こうした症状を感じて受診
する人が多いといわれます。今回は、変
形性股関節症に詳しい整形外科医・園
畑素樹さんに解説してもらいます。

大きな負荷がかかる股関節

　股関節の特徴は、専門的には「球関
節」といわれる形にあります。野球の球
と同じ意味で、真ん丸という言う意味で
す。球関節の代表は、肩関節と股関節
です（図１）。どちらも、真ん丸の関節で
すので動く範囲がとても広くなっていま
す。また、股関節は立っている・歩いて
いるときにとても大きな重みがかかりま
す。歩いているときは、体重の3～4倍の
重さが股関節にかかります。そのため股
関節は、軽微な障害でも強い痛みと動
きの制限が生じやすくなっています。

多いようです。ちなみに、股関節形成不
全の多くは女性であり、その結果として
の変形性股関節症も女性が多くなって
います。

変形性股関節症に対する治療

　保存治療として、運動療法や薬物療
法があります。運動は、ある特定の運動
が推奨されているわけではなく、有酸素
運動、ストレッチ、筋トレなど、どの運動
であっても一定の効果があります。痛み
が増強しない運動を選択するのが良い
と思います。薬物療法も有効です。医療
機関で処方される鎮痛剤はどれも効果
があります。ただし、どの鎮痛剤もすべ
ての患者さんに同じ効果があるわけで
はないので、ご自身に合う鎮痛剤を主治
医と相談して選ぶ必要があります。保存
治療で重要なことは、あくまで一時的な
痛みの軽減効果しかないという点です。
保存治療で変形した股関節が正常にな

股関節の痛み

「股関節が痛い」という悩みを抱えて医
療機関を受診される方は比較的多くい
らっしゃいます。最も典型的な痛みの場
所は鼠径部ですが、患者さんが痛いとい
われる場所は臀部、鼠径部、臀部と鼠
径部の間の外側などけっこうバラバラで
す。股関節の疾患ではいろいろな場所
に痛みを生じるため、股関節疾患の痛
みが坐骨神経痛として治療されているこ
とも少なくありません。また、股関節疾
患は膝の少し上の場所に痛みを生じさ
せることもあります。
　では、痛みの性格はどうでしょうか。
股関節疾患の代表である変形性股関
節症の場合、初期には、長く歩いたりし
た後などに、だるい・重いなどの違和感
を自覚します。進行してくると、初動時
痛と言って、立ち上がってからの1歩目や
車を降りてからの1歩目が痛くて踏み出
せないといった症状がでてきます。最も

ることはありません。
　次に手術です。手術は主なものとして
3種類あります。股関節鏡（内視鏡によ
る手術）、骨切り術（骨の形を変える手
術）（図3）、人工股関節です。術式は
変形の程度と、患者さんの年齢・生活
様式で選択されます。股関節鏡と骨切
り術は、自分の関節を温存できる手術
ですが、適応となる変形の程度、年齢な
どが限られていますのでそのタイミング
を逃さないようにすることが大切です。
人工股関節（図4）はその器械と手術方
法の発達により、幅広い年齢に行われ
るようになってきました。プロゴルファー
をはじめ、プロスポーツ選手のなかにも
人工股関節の手術を受けられている方
もいらっしゃいますので、術後の生活
の制限はかなり小さくなってきたといえ
ます。

ひどい症状としては、じっとしていても
痛い、痛くて眠れないといった安静時痛
というものが出てきます。安静時痛は、
股関節の炎症が強くなり水がたまった
ときに出てくるといわれています。膝と
違い、股関節は水がたまっても表面から
はわかりにくいので外見での診断は難し
いです。
　これらの痛みは、ずっと同じ程度で続
くわけではありません。多くの方は、数
週間もしくは数か月単位で痛みが軽く
なったり、強くなったりを繰り返します。
痛みが軽くなったからといって、関節の
損傷が良くなったわけではないので、痛
みの消長を繰り返しながら病状は進行
していくことが多いです。

変形性股関節症の原因

　股関節の疾患は、幼児、小児期、若
年成人、壮年、高齢者と幅広い年齢層
に生じます。もちろん、年齢層によって

40～50代女性に多い変形性股関節症の
症状と治療法について

図1股関節の特徴
    「球関節」

図3骨切り術（屋根を大きくする手術）

図4人工股関節図2股関節形成不全の状態

40～50代女性に多い変形性股関節症の

    「球関節」

人工股関節

この人に
聞く

そのはた・もとき／佐賀大学
医学部整形外科准教授、運
動器の健康・日本協会 運動
器疼痛対策事業運営委員

園畑素樹さん

大腿骨頭

屋根のかぶさりが小さい
（中等度）

荷重部

屋根のかぶさりが小さい
（高度）

人工股関節術後のレントゲン

「球関節」は野球の球の
　ように丸い形をしている

2011 2012 2013 2014 2015 2016 2019 2020 2021

●これまでの主な事業内容

2011（平成 23）年度
運動器の痛みの実ଶ調査および必要性に
関する調査およびༀ療法のద正用に
関する調査を開始した。

2013（平成 25）年度
「運動器の痛み」市民セミナー

の支援・共࠵（岡山県、高知県、
東京都）した。

2019（平成 31・令和元）年度
2017（平成 29）年度Ҏ߱中அしていた
運動器᙭痛対策事業を再開し、2020（ྩ
和 2）年度Ҏ߱の事業内༰を検討した。

2021（令和３）年度
広ใࢽץقʰ.oWingʱ7ol�39 ～ 41 に
ใ発信し、ಉ内༰は協会ϗームページ
にもࡌܝした。
7ol�39　ຫ性の腰の痛みにはどう対ॲし
　　　   ていくのがよいのか　
7ol�40　腰部脊பࡥڱ症の基ૅ知ࣝ
7ol�41　ވ関節が痛い！

2015（平成 27）年度
協会のϗームページのه事を
新、NPOߋ 法人いたみ医学研究
センターのϗームページ内で、
医療者向けコンテンツʰJoVrnal 
ClVCʱを共ಉ作成した。「運動器
の痛み」市民セミナーのޙ援（高
知県、東京都）や医療者向けの
研म会痛みのワークショップの
。援を行った（福岡県、大阪府）ޙ

「運動器」というݴ葉を普及させ
るための事業として、日本リウ
マチ学会総会、地域セミナー等
で講ԋを全 4 回実施した。

2014（平成 26）年度
「運動器の痛み」市民セ

ミナーの支援・共࠵（高
知県、兵庫県、東京都）
を実施するとともに、医
療者向けの研म会（痛み
のワークショップ）のޙ
援（愛知県・東京都）も
行った。

2016（平成 28）年度
「運動器の痛み」市民セミナーのޙ援（栃

木県）を行った。また、医療者向けの研
म会痛みのワークショップのޙ援（愛知
県、兵庫県）。さらに、「運動器」という
葉を普及させるための事業として、ロݴ
コモサイコソマ研究会等で講ԋを全̑回
行った。

2020（令和 2）年度
広ใࢽץقʰ.oWingʱ7ol�35 ～ 38 に
ใ発信し、ಉ内༰は協会ϗームページ
にもࡌܝした。
7ol�35　ひざの痛み　
7ol�36　いわΏる「むちଧち症」
7ol�37　ຫ性痛とসい
7ol�38　ϗルモンと運動器の痛みの関係

2012( 平成 24) 年度
協会のϗームページにʰࢲたちの運動
器の痛みについて͑ߟてみようʱを連ࡌ
し、運動器の痛みについての解આや専門
Ոのレポートをࡌܝした。また、「運動
器の痛み」に
ついての市民
セミナーの支
援・共࠵（愛
知県、高知県、
東 京 都 ） を
行った。

運動器疼痛対策の重要性を情報発信

　腰痛や膝痛などの運動器疼痛は有訴率が極めて

高く、QOLを低下させるだけでなく社会的損失も

極めて大きい。超高齢社会を迎えたわが国では運

動器疼痛対策の重要性はますます高まっている。

　当委員会の事業目的は、①運動器疼痛がもたら

すQOL の低下や社会的損失の現状について、当

協会の広報誌およびホームページ等を通じて情報

発信をし、啓発活動を通して運動器疼痛対策の重

要性について広く一般に周知すること、②運動器

疼痛対策に関するエビデンスを、一般市民と医療

者それぞれが必要とする有用な情報として、整理・

発信し、運動器の健康づくりに寄与することである。

　当委員会は 2011（平成 23）年に事業を開始し、

NPO痛み医学研究情報センター（現日本いたみ財

団）と協働して情報発信、市民公開講座や医療者研

修会、ワークショップなどを行ってきた。2017（平

成 29）年に一時活動を休止していたが、2020（令和

2）年から新体制となって運動器疼痛の啓発活動に

力を入れて事業を再開している。

（担当理事 委員長・池内昌彦）

運動器᙭痛対策委員会
運動器の痛み対策の重要性を広く周知するために

「運動器᙭痛対策事業」

ǾĔĶĽİĵĮǿ ûø ߸〽〿
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学校保健委員会
「子どもの運動器の健康推進事業」

୲理事　　　౻ ๕র
୲理事　　　内ඌ ༞࢘
୲理事　　　大谷 新一

    委員長　　　∁ڮ හ໌
　委　員　　　൘ ঘ子
　委　員　　　٠山 幸
　委　員　　　鈴木 ږ之
　委　員　　　村井 伸子
　委　員　　　森原 ప
　委　員　　　山中 ཾ
　委　員　　　渡辺 ߤଠ

成長期のスポーツ外傷予防啓発委員会
「成長期のスポーツ外傷予防啓発事業」

୲理事　　　Ҵ垣 هࠀ
୲理事　　　٢井 智

　委員長　　　渡ᬑ װ彦
    ෭委員長  　   ࡔ本 խত　
　委　員　　　岩間 ప
　委　員　　　大ݑ ࡀ一
　委　員　　　小林 ರ
　委　員　　　小林 三
　委　員　　　田鹿 ؽ
　委　員　　　田和 一浩
　委　員　　　帖佐 悦男
　委　員　　　正 ོ
　委　員　　　松Ӝ 
　委　員　　　森原 ప
　委　員　　　渡ᬑ ༟之

アドバイβー　高ݑ ؛二運動器外傷の救急医療に関する委員会
「運動器外傷のٸٹ医療に関する事業」

୲理事　　　三্ ༰࢘

    委員長　　　井口 浩一
　委　員　　　ࠇ住 健人
　委　員　　　ࡔ本 
　委　員　　　鈴木 
　委　員　　　野田 知之
　委　員　　　宮本 ढ़之

脆弱性骨折予防委員会
「੬ऑ性骨折予防事業」

୲理事　　　ഡ野 浩

    委員長　　　山本 智ষ
　委　員　　　沖本 信和
　委　員　　　宮腰 ঘ久
　委　員　　　山﨑 ܆
　　

運動器疼痛対策委員会
「運動器᙭痛対策事業」

୲理事 内 ণ彦

    委員長　　　内 ণ彦
　委　員　　　ਧ ল࢘
　委　員　　　ڇ田 ڗ
　委　員　　　松平 浩
　委　員　　　園ാ ૉथ
　委　員　　　三木 健࢘
　委　員　　　మ永 ྙ子

2021 年 11 ࡏݱ݄

各種委員会担当理事・委員一覧
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CHAPTER 04

「運動器の健康・日本賞」
（顕彰事業）

2012（平成 24）年から始まった顕彰事業が「運動

器の健康・日本賞」です。毎年１回、団体・機関、

個人が行った運動器の健康増進活動を募集し、応募

の中から、厳正な審査のもと、もっとも優れた活動

を最優秀賞の「運動器の健康・日本賞」として顕彰

しています。また、その他にも優れた事業には優秀

賞、奨励賞を顕彰しています。
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平成 25 年度第 2 回「運動器の 10 年・日本賞」その他の結果（応募総数 22 件）

ラジオ体操で健康づくりとまちづくり

　千葉市若葉保健福祉センター健康課では、2011

（平成 23）年度から『日本一、高齢者がいきいきと

暮らせるまち若葉』をビジョンとし、「いつでも、

どこでも、だれでもできるラジオ体操」の推進に

取り組んできました。10 年が経過した今、ラジオ

体操グループは 25 ヵ所から現在 49 ヵ所に増え、グ

ループの新規開拓と継続応援の二つの柱で活動支援

を行っています。

　コロナ禍での外出自粛中の運動不足や閉じこもり

による筋力・体力低下、認知症・フレイルの増加が

懸念される中、たった 3 分で全身運動ができ、一人

でもできるラジオ体操は、からだづくりに有効です。

新しい生活様式において正しい感染予防対策をした

上で行うラジオ体操は、適度な運動・健康増進活動

として再認識されたと考えています。

　また、台風による災害時にも、当日や翌日から活

動を再開し、被災情報を交換したり、参加していな

い人にも声を掛け合い、参加者同士が支え合う場と

なっています。体操後に広場の清掃をしたり、地域

の見まわりを行うなどの美化や防犯活動は地域づく

りにつながっています。小学生への周知も行い多世

代交流の場にもなっています。

　地域のグループへの継続的な参加が、身体面・精

神面・社会面いずれにもバランスのとれた健康づく

りに効果があることが参加者の意見からも実証され

ており、今後も動画発信等を活用しながらラジオ体

操の魅力を伝え、普及啓発に努めたいと思っていま

す。

平成 25 年度「運動器の 10 年・日本賞」

受賞事業名：「地域の運動（ラジオ体操）グループづくりと健康づくり」
応募団体：千葉市若葉保健福祉センター

平成 24 年度「運動器の 10 年・日本賞」

受賞事業名：「成長期投球障害予防のための組織及びシステムの構築」
応募者：新潟リハビリテーション病院院長　山本 智章

審査結果 応募事業・活動名称 応募団体・個人 主な活動地域

優秀賞
被災地健康運動支援とロコモ予防ソング 佐々木整形外科麻酔科クリニック　介護老人保健施設せん

だんの丘 宮城県

子どもから大人まで、すべての人々の運動器が健康になる
まちづくり 身体教育医学研究所うんなん 島根県

奨励賞

高校における学校保健の支援事業 一般社団法人アスリートケア 大阪府
TCOA による運動器の 10 年・骨と関節の日啓発活動 東京都臨床整形外科医会 東京都
運動器の手入れ・改善の意味の理解と日常的実践につなが
るために 地域いきいき健康クラブ 長野県

誰もが「動く喜び　動ける幸せ」を共に感じることができ
る遊歩道整備の取り組み 社会福祉法人みまき福祉会 長野県

高齢者運動器機能検診を取り入れた運動器機能維持事業 菅 栄一（カシオペア転倒予防研究会） 岩手県
小・中学校における運動器教育－関節磨きと姿勢指導の取
り組み－

中村 崇（佐久平整形外科クリニックスポーツ関節鏡セン
ター） 長野県

「新たな視点に立った 21 世紀型・腰痛予防対策の開発とそ
の普及啓発の推進 松平 浩（独立行政法人労働者健康福祉機構 / 関東労災病院） 神奈川県

宮崎における運動器に関する啓発支援事業 帖佐 悦男（宮崎大学医学部整形外科学教室） 宮崎県

審査結果 応募事業・活動名称 応募団体・個人 主な活動地域

優秀賞

学校の運動会における「ムカデ競走」に伴う外傷予防への
取り組み 英志会渡辺病院整形外科：北里大学医学部整形外科 静岡県

エビデンスに基づく高齢者運動器疾患予防体操プログラム
の開発と効果検証 和歌山県立医科大学整形外科 和歌山県

奨励賞
寝たきり予防の高齢者運動器検診 秋田大学大学院整形外科学講座 秋田県
ウオーキング教室・スロージョギング教室 三重大学大学院スポーツ整形外科 三重県
地域における高齢者健康増進活動の取り組み 医療法人永島会永井病院 高知県

特別賞 希望を見つめる障害者の冒険・キリマンジャロ登山とゴビ
砂漠ラクダキャラバン 障害者アクテイブ・ロコモーションズ・ジャパン 東京都

平成 24 年度第 1 回「運動器の 10 年・日本賞」その他の結果（応募総数 40 件）

日本賞受賞から高校野球球数制限へ

　今から 20 年前、私の勤める病院のスポーツ外来

に一人の中学 2 年生が受診に来ました。彼の肘は顔

に手が届かないほどの運動制限があり、レントゲン

写真から深刻な野球肘と診断。聞けば、小学 5 年生

から肘痛があり、手術と長期のリハビリを経ても思

うように投げられないと言います。彼の悔しさと、

それでもなお高校野球を目指す強い意志を感じ、整

形外科医として何ができるのかと途方に暮れたこと

を思い出します。

　野球肘で希望を失う野球少年を一人でもなくした

いとの思いからスタートした野球肘検診は、新潟県

全域に拡大し、その過程で高校野球連盟を中心とす

るすべての青少年の野球団体との連携が始まりまし

た。そしてこの連携組織から『野球手帳』（「新潟県

青少年野球団体協議会」発行）というオリジナルツー

ルを作成して野球少年に配布することも実現できま

した。

　こうした活動が実り 、2012（平成 24）年度第 1

回「運動器の 10 年・日本賞」に応募したところ最高

賞を獲得、明治記念館にて表彰を受けました。この

活動はその後も継続し、青少年野球フェスタの開催

や指導者向けの新潟メソッドの作成など、子どもた

ちの育成を最優先にした医療とスポーツ界の連携が

深化しました。その流れは 2018（平成 30）年の年

末に新潟県高野連が投手の球数制限の試験的導入を

表明したことが契機になって日本高野連の有識者会

議、日本野球協議会の活動など大きな変革が進みつ

つあることを感じています。地域での地道な活動に

スポットライトを照らす本事業のますますの発展を

祈念します。

「運動器の健康・日本賞」

新潟メソッド野球手帳

ラジオ体操啓発カレンダー
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平成 26 年度第 3 回「運動器の 10 年・日本賞」その他の結果（応募総数 25 件）

官学共同で世代を超えた健診を実施

　私たちは、2005（平成 17）年度より高知県黒潮

町の 65 歳以上の高齢者を対象とした健康維持プロ

グラムおよび年少者の情操教育等を実施中です。こ

のプログラムは、高知大学と黒潮町との官学共同プ

ロジェクトで“三世代ふれあい健診”として実施さ

れています。

　三世代ふれあい健診に 2005（平成 17）年～ 2020

（令和 2）年までに参加した高齢者は、延べ 2,341 名。

同時期に健診の測定者として参加した年少者は、延

べ 1,022 名でした。参加した年少者全員に、日本の

超高齢化とそれに伴うロコモティブシンドロームの

重要性等を毎年繰り返し教育し、共感性の向上のた

め高齢者とのふれあいによる情操教育を継続中です。

　高齢化による人口減少とともに参加者数は減少す

ると予想されましたが、参加者は約 140 人前後を推

移し減少傾向はなし。これは年少者の参加による健

診の楽しさが寄与しているのではと考えられます。

初年度から一貫して、健診の結果をもとに結果報告

用紙とその説明会の形で各人の運動機能をフィード

バックし、運動機能低下を認めた参加者にはロコト

レなどの在宅運動指導や黒潮町が主催する運動教室

への参加を促しています。

　また、本健診結果をもとに日本整形外科学会、日

本リハビリテーション医学会等の主催の全国および

地方学会にて、これまで 21 回の発表を行い、その

意義やロコモティブシンドローム研究結果を公表し

てきました。

　参加年少者や高齢者の評判はよく、黒潮町の協力

も得られており、今後も本事業を継続していきます。

高知大学医学部附属病院リハビリテーション部
永野靖典

平成 26 年度「運動器の 10 年・日本賞」　

受賞事業：「高知県黒潮町における三世代ふれあい健診」
応募団体：高知大学リハビリテーション部

審査結果 応募事業・活動名称 応募団体・個人 主な活動地域

優秀賞

受身から攻めへの発想転換：ロコモ予防の取り組みは住民
の受療行動を変化させるか？－和歌山県美浜町の挑戦 和歌山県立医科大学整形外科 和歌山県

子どもたちの動く喜びを保育士が創る取り組み “ レッツ 15
タイム ”

長野県東御市健康福祉部子育て支援課「運動あそび専門保
育士部会」 長野県

奨励賞

ケーブルテレビを利用したロコモティブシンドローム（ロコモ）
予防

岡山大学病院総合リハビリテーション部　岡山大学整形外
科 岡山県

多職種連携「動く喜び、動ける幸せ」支援セミナー　－大
腿骨近位部骨折予防・治療と生活支援－の取り組み 新潟大学医学部整形外科　　　　　　　 新潟県

岩木健康増進プロジェクト 弘前大学大学院医学研究科整形外科学講座 青森県
中山間地域自治体における運動器の健康の啓発と運動器検
診の導入 浜松医科大学整形外科 静岡県

お互い様の地域支援活動～水曜会の活動 東京医療学院大学 東京都

「運動器の健康・日本賞」

平成 27 年度第 4 回「運動器の 10 年・日本賞」その他の結果（応募総数 29 件）

平成 27 年度「運動器の 10 年・日本賞」

受賞事業名：御代田町はつらつサポーター
応募団体：御代田町はつらつサポーター

運動の重要性を伝え、高齢者の健康を守る

　私たち『御代田町はつらつサポーター』は、長野

県の浅間山南麓に位置する御代田町で高齢者支援を

目的に活動している団体です。実は担い手である私

たちのほとんどが高齢者と言われる年代でもありま

す。そのような私たちが、2015（平成 27）年度に

「運動器の 10 年・日本賞」をいただくことができま

した。この受賞を機に、翌年、町のバックアップの

下、NPO 法人を設立。町の課題でもあった高齢者

の移送支援を開始しました。

　通所型サービスＢ（住民主体による支援）として

実施している『はつらつ介護予防教室』も当初の 3 地

区から、現在は 6 地区へと会場を増やして開催して

います。運動の必要性を分かりやすく参加者に伝え

ようと、研修会等を通じ知識の習得に努めています。

はつらつ介護予防教室

審査結果 応募事業・活動名称 応募団体・個人 主な活動地域

優秀賞
地域の子どもから高齢者までを対象とした足趾握力と身体機能の関係に
ついての調査・研究と足趾握力の重要性についての啓蒙活動 瓜谷 大輔（畿央大学健康科学部理学療法学科） 奈良県

脊髄損傷の予防・啓発活動～脊髄損傷ゼロをめざして 日本脊髄障害医学会脊損予防委員会 福岡県

奨励賞

運動自主グループ育成・継続支援　
「この土地で、共に元気に暮らしていくために」

東北文化学園大学医療福祉学部リハビリテー
ション学科理学療法学専攻 宮城県

福岡地区における骨粗鬆性大腿骨近位部骨折の Information technology
を活用した広域ネットワーク研究 - 骨折負の連鎖の予防を目指して 九州大学整形外科 福岡県

「足腰いきいき！ロコモ健診－自治体と連携した運動器の健康維持啓発
事業－」

鳥取大学医学部附属病院／鳥取大学医学部保
健学科 鳥取県

医療機関と健康増進施設の連携による変形性膝関節症へのトータルサ
ポート～発症・再発予防までを目指した新しい支援体制構築に向けて～

やわたメディカルセンター　　　　中村 立一　
公益財団法人北陸体力科学研究所　松儀 怜　 石川県

　また、教室の評価をするための体力・姿勢測定も

開始しました。2018（平成 30）年には、日本転倒

予防学会の学術集会において、これまでの活動につ

いて発表する機会をいただき、大きな自信につなが

りました。

下段、左から 3 番目が永野靖典さん
会長の西きく江さん（右）
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平成 29 年度第 6 回「運動器の 10 年・日本賞」その他の結果（応募総数 29 件）平成 28 年度第 5 回「運動器の 10 年・日本賞」その他の結果（応募総数 37 件）

日本賞受賞でクラブ活動がステップアップ！

　障がいのある方が運動やスポーツに親しめる機会

が少ない―。これに対し、2013（平成 25）年、公

益財団法人身体教育医学研究所の声掛けで、障害者

団体・行政・福祉・スポーツ・介護福祉施設などで

構成された『みんなの健康×スポーツ』実行委員会

が設立され、障がいや年齢に関係なく、誰もが一

緒に楽しむことができるパラリンピック競技種目

「ボッチャ」に注目した取り組みが始まりました。

　そして、「ボッチャ」を中心に、誰もが身近で定

期的に運動・スポーツに親しめる受け皿を設けると

ともに、共生社会の実現に向けてより多くの方に障

がい者への理解を深めていただくため、2015（平成

27）年度 ｢とうみユニバーサルスポーツクラブ｣ を

設立しました。

　2016（平成 28）年度の受賞を機に活動に拍車が

かかり、健常者の地域スポーツ大会に「ボッチャ」

が導入される機会が増え、障がい者、要介護高齢者

の社会参加できる門戸が広がりました。また受賞を

記念し、副賞を活用して「ボッチャ交流大会優勝

カップ」作成。このカップを目指し、定期的な活動

を重ねる中、2021（令和 3）年度、当クラブのアス

リートが全国障害者スポーツ大会「三重とこわか大

会｣ ボッチャ競技の県代表として選出されたことは

大変喜ばしい出来事でした。

　さらに、本取り組みが他地域における取り組みの

モデルケースとして注目されるなど、ユニバーサル

スポーツの普及・定着により、「動く喜び」「障がい

者の社会参加」「障がいに対する地域の理解」の輪

が広がっています。

平成 29 年度「運動器の 10 年・日本賞」

受賞事業名：「歩く人。」プロジェクト
応募団体：一般社団法人 OVAL HEART JAPAN

平成 28 年度「運動器の 10 年・日本賞」

受賞事業名：「動く喜び」「障がい者の社会参加」「障がいに対する地域の理解」の
　　　　　輪を広げるユニバーサルスポーツ普及・定着の取り組み
応募団体：とうみユニバーサルスポーツクラブ

3 人の車椅子選手の真ん中・ハーフパンツの方（高山智之選手）が県代表選手に！

コロナ禍の「歩く人。」

　私たち OVAL HEART JAPAN の「歩く人。」プ

ロジェクトは、2017（平成 29）年に日本賞を受賞

いたしました。選評では「東日本大震災の被災地の

高齢者を訪問し、無理のない歩き方や歩くための基

礎体力づくりを指導して運動器の機能維持を支援し

たほか、新たに指導者を養成し活動を各地に広げた」

との評価をいただきました。

　あれから 3 年が経過し、今まさに、「歩く人。」プ

ロジェクトの意義が増している理由は、新型コロナ

ウイルス感染症（COVID-19）の拡大です。高齢者

が外出自粛の最中、運動不足病に陥り、社会的に孤

立している様子は、10 年前に私たちが東北被災地

の仮設住宅で見た風景と重なります。

　このような中、私たちは活動範囲を全国に広げ、

各地で孤立しそうな高齢者を地域社会とつなぐ活動

を行っています。例えば東京都杉並区では、東京都

医師会と共同して、かかりつけ医から紹介された高

齢患者を「歩く人。」インストラクターが地域社会

活動につないでいます。また、熊本県熊本市では、

高齢心不全患者が仲間と一緒に歩くことを「歩く

人。」インストラクターが奨励しています。さらに

東京都中央区では、ご自身も高齢の「歩く人。」イ

ンストラクターが高齢者の通いの場を創りました。

　身体を支え、動かす運動器も、「会いたい人・行

きたい場所」があって活かされます。社会的分断が

進むコロナ禍において、私たち「歩く人。」はこれ

からも歩くことを止めません。

一般社団法人 OVAL HEART JAPAN
大西 一平、土井 龍雄、佐藤 真治

「運動器の健康・日本賞」

審査結果 応募事業・活動名称 応募団体・個人 主な活動地域

優秀賞

地域住民の自主活動～いつでもどこでもできる運動で地域の輪を
広げる～

水巻町運動普及推進連絡協議
会「すまいる　すまいる」 福岡県遠賀郡水巻町

「保育園から中学校までの切れ目ない運動器健康指導の実践」 NPO 法人佐久平総合リハビリ
センター 長野県小川村

奨励賞

「足育」の普及、啓発
「足の大切さ」「靴選びの基本」「運動の大切さ」を幼少期から実

践し、生涯に渡り足元からの健康作りを行うプロジェクト

特定非営利活動法人日本足育
プロジェクト協会

北海道、秋田、群馬、栃木、千葉、東
京、神奈川、静岡、愛知、奈良、京都、
大阪、兵庫、高知、愛媛、山口、福岡、
宮崎、鹿児島、沖縄

腰痛・ひざ痛は動いて治そう！雲南市運動普及プロジェクト 身体教育医学研究所うんなん 島根県雲南市
地域に根差した学童期野球障害の早期発見と予防に対する包括
的な取り組み

岐阜大学大学院医学系研究科　
整形外科学 岐阜県

審査結果 応募事業・活動名称 応募団体・個人 主な活動地域

優秀賞
高齢者サロン訪問による地域密着型転倒予防プログラム 慶友整形外科病院慶友転倒骨折予防医学センター 群馬県館林市
小中学生に対する運動器障害予防活動～整形外科医・小中学校・
アスレティックトレーナー・行政との連携～

整形外科ネットワーク筑波／つくばスポーツ医学
健康科学センター／筑波大学整形外科

茨城県つくば
市、常陸大宮市

奨励賞

働き盛り世代のロコモ検診 三重大学医学系研究科スポーツ整形外科 三重県鈴鹿市
リウマチ患者のアクティブライフを目指す「リウマチのリハビ
リテーション教室」 一般財団法人筑波麓仁会筑波学園病院 茨城県つくば市

学童軟式野球大会における障害予防活動 一般社団法人アスリートケア 和歌山県高野
山、大阪府舞洲

スポーツ傷害予防サポートチーム : 有志チームでスポーツ外傷予
防～膝前十字靭帯損傷予防への 10 年のとりくみ～ スポーツ傷害予防サポートチーム 関東中心に全国

ロコモティブシンドローム予防事業 二戸市　 二戸市　

代表の関豊春さん（左） 代表理事の大西一平さん（左）
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2019 年度第 7 回「運動器の健康・日本賞」その他の結果（応募総数 32 件）

コロナ禍でもオンラインで鋭意活動中！

　当会は難病指定されている後縦靱帯骨化症を含む

脊柱靱帯骨化症の患者会として、2019（令和元）年

度、名誉ある「運動器の健康・日本賞」を受賞いた

しました。

　評価いただいた「リハビリキャラバン」は、北海

道内の医療過疎地における地域リハビリテーション

の底上げのため理学療法士とともに道内各地を回る

事業であり、本年で 7 年目を迎えます。

　当初は北海道で同様の事業がほかになく、レール

のない道を患者と理学療法士とともに、一人でも多

くが住み慣れた地域で安心して生活ができるように

との一心で取り組んでおりましたが、その活動が「難

病全体、地域全体の健康向上につながるユニークな

事業」として評価をいただいたこと、その時の喜び

は今でも忘れることはありません。

　コロナ禍で事業継続も危ぶまれましたが、感染防

止のため外来リハビリ中止等で都市部においてもリ

ハビリの機会を逸し、人との交流も絶たれるという

看過できない新たな課題が生じ、本事業をオンライ

ンでの指導・相談交流に切り換えました。参加者か

らは「一人で運動は長続きしないが、画面上で一緒

にからだを動かすことができてよかった」、「久しぶ

りに顔を合わせることができ、心が軽くなった」と

の声が寄せられています。　

　貴協会のますますのご発展を祈念いたしますとと

もに、本事業を疾患や地域に限定せず難病患者の健

康向上のため続けてまいります。
会長　増田 靖子

2019 年度「運動器の健康・日本賞」※協会の名称変更に伴い、顕彰事業名を「運動器の健康・日本賞」と改称

受賞事業名：『リハビリキャラバン』をはじめとする運動器の疾患・障がいへの
　　　　　多面的な取り組み
応募団体：北海道脊柱靱帯骨化症友の会

審査結果 応募事業・活動名称 応募団体・個人 主な活動地域

優秀賞
あんぱんくらぶ 山本 良彦（長野保健医療大

学） 長野県長野市を中心とする北信地区

宮崎県で取り組むロコモティブシンドローム対策事業 宮崎大学医学部整形外科教
室 宮崎県内

奨励賞

地域でのリエゾンロコモ予防
特定非営利活動法人名古屋
整形外科地域医療連携支援
センター

名古屋市東部 ( 八事周辺 )

京（今日）からロコモチャレンジ！～水中ウォーキングを中
心とした運動器の健康増進への取り組み～

医療法人社団淀さんせん会
金井病院 京都市

がん患者の運動器の健康増進プロジェクト：がんロコモを予
防して、がんに負けない社会をつくろう！ 岡山大学病院整形外科 岡山県および全国

こみゅスポ障がい者スポーツ事業「重度障害者や医療的ケア
が必要な児・者に対する健康増進活動の取組み

一般社団法人こみゅスポ研
究所 東京都小平市、東京都全域、静岡県熱海市等

住民主導の運動プログラム開発とロコモ啓発リーダー育成
活動～多世代交流法を用いた筋トレ・舞踊を通した地域のつ
ながりづくり～

NPO 法人健康応援・わくわ
く元気ネット

福島県浪江町、宮城県内全域特に山元町・女
川町・仙台市・名取市・亘理町・大和町・冨
谷市・登米市・七ヶ浜町・鹿児島県伊佐市・
沖縄県うるま市

わくわくうんなんピック
　　　　（幼児の体力・運動能力テスト）

2020 年度第 8 回「運動器の健康・日本賞」その他の結果（応募総数 25 件）

2020 年度「運動器の健康・日本賞」　

受賞事業名：幼児が楽しく体を動かす日々の保育につながる体力測定
　　　　  「わくわくうんなんピック」
応募団体：島根県雲南市子ども政策局子ども政策課

子どもの運動器を守る体力測定

　島根県雲南市では、子どもの運動不足や体力低下

に対応すべく 2012（平成 24）年に「幼児期運動プ

ログラム」を策定し、運動遊びを中心とする身体活

動促進の活動を展開しています。

　その一環である体力測定事業「わくわくうんなん

ピック」では、日々の運動体験を通じて獲得される

走・投・跳などの基本動作に関わる運動能力を評価

するとともに、地元大学と連携して開発した「幼児

体力データモニタリングシステム」を用いて個別

フィードバックを毎年行いながら、市全体としての

プログラムの効果検証を進めてきました。

　これまでの検証によると、幼児の運動能力は向上

する傾向にありましたが、新型コロナウイルス感染

症拡大の状況下で測定を実施した 2020（令和 2）年

度は、「投げる」動作の運動能力だけがすべての年

齢の子どもで明らかに低下する結果となりました。

　これは、感染対策としての各種制限により、上肢を

はじめ全身を使ったさまざまな動きが大きく減少し

たためと考えており、現在、子どもたちの多様な動き

を確保するための対策を関係者と検討しています。

　コロナ禍にあってもこのように活動を継続してい

けることには、成果を数値として表しにくい教育・

保育分野の取り組みを貴協会に評価いただき、活動

に関わる関係者が自信と誇りを持てたことが大きく

寄与していると考えております。

　今後も、生涯にわたって「誰もの運動器が健康な

まち雲南市」を実現できるよう、活動を継続してい

きたいと考えています。

審査結果 応募事業・活動名称 応募団体・個人 主な活動地域
優秀賞 「これで防げる　学校体育・スポーツ事故」 特定非営利活動法人 Safe Kids Japan 東京都、神奈川県、大阪府など

奨励賞

地方都市型前十字靭帯再建術リハビリネットワークグルー
プ「膝小僧」の取り組み 岐阜大学医学部整形外科 岐阜県岐阜市・大垣市・各務原市

高齢者における機能的自立と健康づくりのための地域型運
動の普及と展開 ―ウエルビクスの実践―

竹島 伸生（朝日大学保健医療学部健
康スポーツ科学科・学科長、教授）

島根安来市・鳥取県江府町・長野飯田
市・福岡香春町・名古屋市・愛知安城
市・鹿児島垂水市・南大隅町など

自律した健康づくりに向けた生活習慣改善 NPO 法人 Lixer 滋賀県草津市・大津市・湖南市・高島
市、大阪府茨木市、広島県福山市

スクワット・チャレンジ～地域での筋力運動のための場所
づくり～

東京都健康長寿医療センター研究所　
社会参加と地域保健研究チーム 東京都大田区

会長の増田靖子さん（右）
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2021 年度第 9 回「運動器の健康・日本賞」その他の結果（応募総数 23 件）

認知症予防にコグニサイズを推進中

　私たちの取り組みは、栃木県大田原市（人口 7.3

万人）における高齢者幸福課、地域包括支援セン

ター、社会福祉協議会、大学が共同で 15 年間行っ

てきた地域づくりです。2020（令和 2）年度は新型

コロナウイルスの感染拡大予防のため、大田原市で

も高齢者の活動の自粛を余儀なくされました。2021

（令和 3）年 6 月現在、感染症予防のため消毒、換気、

参加者数の制限などの対策を行い、市の事業を徐々

に再開、以前と変わらない高齢者の元気な活動を見

ることができています。

　大田原市には介護予防拠点施設が 24 ヵ所、通い

の場として大田原いきいきクラブ 53 ヵ所、その他

住民活動 61 ヵ所があります。

　2021（令和 3）年 4 月に受賞した内容は、「機器

を使わない運動を中心とした自助・共助・公助を生

かした地域づくり」でした。まず、参加者の高齢化

に伴い座ってできる体操を令和元年に導入しまし

た。さらに活動は進展し、大田原市役所本庁舎にて

フレイル予防に加え、新たな取り組みとして「コグ

ニサイズ」を開始しました。コグニサイズとは認知

症予防を目的に、国立長寿医療研究センターが開発

した運動と認知課題を組み合わせた運動です。下の

写真は座って足踏み（運動）をしながら、3 の倍数

で手をたたく（認知）運動を行っている様子です。

これまで培ってきた介護予防拠点施設や通いの場を

通して、機器を使わずに実施できるコグニサイズを

自助・共助・公助を生かして普及させる予定です。

そして、市民が健康で笑顔のたえない生活を送れる

ように支援していきます。

2021 年度「運動器の健康・日本賞」

受賞事業名：機器を使わない運動を中心とした自助・共助・公助を生かした地域づくり
応募団体：国際医療福祉大学理学療法学科

「運動器の健康・日本賞」

審査結果 応募事業・活動名称 応募団体・個人 主な活動地域

優秀賞

産官学連携による包括的なフレイル・ロコモ・認知症予防プロジェクト
の実践

大阪河﨑リハビリテーション大学つげさん認
知症・ロコモ予防プロジェクトチーム 大阪府貝塚市

超音波野球肘検診を主体とした野球活性化、そして地域活性化の取り組
み 山形大学整形外科学講座 山形県

奨励賞

呉市骨粗鬆症重症化予防プロジェクト 呉市地域保健対策協議会「骨粗鬆症地域包括
医療体制検討小委員会」 呉市

介護予防における県・市町・大学の連携事業 新潟医療福祉大学ロコモ予防研究センター 新潟県新潟市
高校野球選手の健全な野球環境構築の包括的な取り組み（高校野球選手
における野球障害の早期発見、予防啓発活動）

群馬大学整形外科、群馬大学保健学科リハビ
リテーション講座 群馬県

1. 機器を使わない：与一いきいき体操

自助：コロナ禍でも可能

コグニサイズの様子



79Bone and Joint Japan

CHAPTER 05

刊行物
（教育資材・成果物・報告書等）

ᶃ運動器というݴ葉の定着、ᶄ運動器が健全である

ことの重要性の啓発、ᶅ運動器疾患・障害の早期発

見と予防体制の֬立ᴷこの̏つの基本目ඪを実ݱ

するべく、協会ではさまざまなץ行を制作およ

びमしてきました。ここではその主な教育ࡐࢿ・

成果・ใࠂॻ等を͝介します。



80 81Bone and Joint Japanߦץ

『運動器外傷の救急医療に関する委員会調査報告書』
発行年݄日　2017 年 9 ݄ 1 日

運動器外ইのٸٹ医療に関する委員会が、2011 年から 2013

年にॾ外国の外ই診療体制のௐࠪとؖ国・߳ߓ・オーストラ

リアの外ইセンターのࢹを行いました。本報告ॻにはその

ௐࠪ・ࢹ報告とそれを踏まえたわが国の運動器外ই診療の

࣭向上のためのఏ言がड़べられています。

『少年野球選手のためのストレッチング 9』
発行年݄日　2016 年 7 ݄

成長期のスポーツ外ই予防委員会の理学療法部門担当のࡔ本

խত委員（当時）が中心となって、9 つのストレッチの基本

動作の DVD『少年野球選手のためのストレッチング 9』を

制作。小学生野球選手をモデルに、解説を加えた第 1 部（11

分 47 ඵ）と自વのスピードでฤ集した第 2 部（5 分 5 ඵ）

を制作しました。DVD は 2016 年 7 月に成、実ଶௐࠪ協力

の 412 チームにଃఄしました。

『マンガ 運動器のおはなし 大人も知らないから
だの本』
発行年݄日　2005 年 5 ݄ୈ１൛・2013 年 1 ݄ୈ̎൛

『マンガ 運動器のおはなし 大人も知らないから
だの本』（英語版）
発行年݄日　2005 年 9 ݄

子どもたちに運動器と運動の重要性を啓発し、ऴ生健やか

に身体を動かすことができ、「生活・人生の࣭ （2OL）」が

保証される社会を実現すべく、東京大学教育学部の学生の

օさんにより構成・ࣥචし、ฤ集されたものです。ಛ別ࢍ

助会員・Τーβイג式会社の協力により、これまで約 20 万

部を全国の小・中学校などに配布しました。また、できる

だけ多くのօさんにごཡいただけるよう、都道県立およ

び政令指定都市のਤॻ館に寄ଃしました。

　2005 年カナμで行われた世界会議でϚンΨのӳ༁൛ポス

ターと 4 ทのリーフレットを展ࣔしたところ、各国のশࢍ

を得て、全ϖージの༁が望まれたため、2007 年にӳޠ൛ ǾAç

#PPL POç#OD: 'ACT4ǿ を発行しました。

『学校の運動器疾患・障害に対する取り組みの手
引き』
発行年݄日　2009年3݄31日・ୈ１൛、2015年2݄1日・ୈ̎൛、

2016 年 4 ݄ 1 日・ୈ̏൛、2019 年 6 ݄ 15 日・ୈ̐൛

児ಐ生ెの心身の健全な成長・発ୡのためには、年齢に応じ

た適切な࣭（種ྨ）とྔ（強度・時間・ස度）の運動・スポー

ツの実ફが必要です。児ಐ生ెが、運動器と運動を大切にし、

運動器疾患・障害をૣ期に発見して治療するとともに、その

予防ができること、ͻいては健康な生涯に結びけられるこ

とを希望して、本手Ҿきをا画・ץ行しました。また、2016

年̐月 1 日からは、学校での児ಐ生ెの健康診断において、

運動器の状ଶを検ࠪすることが必ਢ化され、脊柱のほか、࢛

肢の骨・関અの機能を確認し、必要な事後ા置が行われる

組みが始まり、これまで以上に、児ಐ生ెの運動器疾患・障

害についての正しい知識・情報が普及される必要があると判

断され、2015 年に当協会では本手Ҿきのվగ൛をץ行しま

した。

『「運動器の 10年」世界運動 10年達成記念誌』
発行年݄日　2011 年 4 ݄ 1 日

「運動器の 10 年」日本委員会が発足して 10 年ୡ成記念式典

をࣥり行うとともに、この記念ࢽが発ץされました。10 年

間のあΏみと、会員団体の寄ߘがࡌܝされています。

ୈ 1 ൛ ୈ 2・3 ൛

ୈ 4 ൛

『学校の運動器検診 子どもの身体と障害の診かた』
発行年݄日　2018 年 6 ݄ 1 日　ॳ൛

学校の定期健康診断に、2016 年 4 月から新たに運動器検診

として࢛肢の状ଶを診る߲目が加えられました。本ॻではそ

の身体診のポイントと、スクリーニングにより来院する子

どもの運動障害の診かたをਤや写真を多用してわかりやすく

解説することを目的として運動器の健康・日本協会修によ

り、中外医学社からץ行されました。
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『協会リーフレット』
2011 年より、協会の目的や事業内容および会員等を紹介し

たリーフレットをਵ時、ߋ新ˍ作成してきました。

『ニ次骨折予防手帖』
発行年݄日　2020 年 8 ݄

੬ऑ性骨ં委員会では骨ંの連を防ぐための実用的な患者

向けࡐࢿとして本手を作成しました。各委員の経験をもと

にやさしくわかりやすい手になっています。スタッフ間の

情報共有と患者さんՈへの教育にར用していただき、二࣍

骨ં予防の普及に役立つことを期しています。

『学校における運動器検診体制の整備・充実事業
に関わる資料集成Ⅱ』
発行年݄日　2021 年 3 ݄ 10 日

「運動器検診体制の整උ・ॆ実事業」は、当協会が 2005 年度

の主要事業の一つとして、「学校における運動器検診体制の

整උ・ॆ実事業に関わるモデル事業」を立ち上げ、全国各地

で学校・スポーツ現場における運動器疾患のૣ期発見・治

療・予防のための体制整උに向けたௐࠪ研究活動が継続され

ました。『ࢿྉ集成』は、2005 年度から 2014 年度までのࢿྉ、

えた߇には、運動器検診のスタートを目前に『ྉ集成ᶘࢿ』

2015 年度から 2020 年度までのࢿྉがऩࡌされています。

ʰ学校における運動器検
診体制の整備・ॆ実事
業に関わるࢿྉ集成ʱ
発行年݄日 2015 年 10
݄ 8 日

ྉ集成Ⅱࢿ



83Bone and Joint Japan

CHAPTER 06

広報季刊誌『Moving』
心にのこる言葉

協会では 2011（平成 23）年から年 4 回、広ใق

ධだったのが巻ʰ.oWingʱを発行。中でもࢽץ

಄のஶ名人インタビϡー「ࢲと運動器」です。スポー

ツ選手やܳ術Ոなどの専門Ոが自身にまつわる運動

器の健康についておをしてくださいました。全

40 ߸を࠼った各քのஶ名人のおしの中から、特

に “ 心にったݴ葉 ” をൈਮして͝介します。
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河合純一×藤本隆宏
日本ύϥϦϯϐΞϯζڠ会会 ആ༏ɾݩΦϦϯϐοΫ日本代දɾڝӭબख

創刊号スペシャル対談

巻頭インタビュー

［私と運動器］

「運動器」とは、骨・関節・筋肉・靭帯・腱・神経など、身体を支えたり、動かしたりする器官の総称です。

当たり前ですが、いい練習をす
るためには、体が丈夫な方がい
いんです。

河合 純一
日本パラリンϐアンズ協会会長（࣌）

関節はスポーツ選手にとって大
事。後進には“筋肉に命令する
のではなく、骨に命令してくだ
さい”と教えます。筋肉だけで
頑張るとけがをする。

藤本 隆宏
ആ優・元オリンϐック日本代表競ӭ選手

1  vol.1�  2014.�.1 3ummER 発行：運動器の10年・日本協会

「運動器」とは、骨・関節・筋肉・靭帯・腱・神経など、身体を支えたり、動かしたりする器官の総称です。

取材・文：松瀬学
写真：大久保正彦
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っ
た
ら
、

ٿ
ք
は
な

く
な
る
。
け
が
を
な
く
し
て
、
大
人
が

子
ど
も
に
ເ
を
ݟ
さ
せ
て
あ
͛
な
い
と

い
け
な
い
ん
で
す
」

൵
し
い
か
な
、
多
く
の

ٿ
গ
年
が

ひ
じ

ݞ
を
յ
し
て
い
る
。
�
月

日
。

ඃ
ࡂ

の

ౡ
ݝ
い
わ
き
ࢢ
で
։
い
た


ٿ
教
ࣨ
の
時
も
そ
う
だ
っ
た
。
ά
ラ

ウ
ン
ド
の
۱
で
ӈ

に
ന
い
Ϊ
ϓ
ス
を


け
た
小
ֶ
生
の
உ
の
子
を
ݟ
つ
け
た
。

「
ど
う
し
た
ん
だ
ʁ
」

「

、
ち
Ỷ
っ
と
ひ
じ
が
௧
く
て
」

「
手
ज़
し
た
の
か
ʁ
」

「
は
い
」

「
し
っ
か
り
治
せ
よ
」

も
う

౻
は
չ
し
く
て
、
ٽ
き
た
く

な
っ
た
。
ち
ゃ
ん
と
ひ
じ
を
έ
Ξ
し
て

い
た
ら
、
い

ෛ
ই
が
も
っ
と
ૣ
く
ݟ

つ
か
っ
て
い
た
ら
…
。
小

に
な
る
。

「
あ
と
�
年
ૣ
く
、
オ
レ
に
会
っ
て
い

れ

、
と
思
い
ま
す
。
Җ
ு
っ
た
感
じ

に
ฉ
こ
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
」

ϓ
ϩ

ٿ
の


、
μ
イ
Τ
ー
、
ڊ

人
、
ԣ

で
30
年
間
も
ピ
ッ
ν
Ỿ
ー
と

し
て
׆
༂
し
て
き
た
。
�
年
前
、
48
歳

で
Ҿ
ୀ
。

ٿ
ղ
説
ऀ
と
し
て
׆
動
す

ղઆऀٿखɾٿϓϩݩ

工藤公康
巻頭インタビュー［私と運動器］

ࢠ
Ͳ



ٿ
ք
ͷ
ๅ
Ố

ͻ
͡
ݞ
ݕ

ỏ͚
が
を
し
に
͘
い

ٿ
を

༂͠ଓ͚ͨ׆Ԃେ会ͰΛཋͼɺϓϩʹೖͬͯࢠߕ
Λָ͘͠ٿͲ͔Βେਓ·ͰɺࢠɺޙΜɻҾୀ͞߁ެ౻
ଓ͚ΔͨΊʹ͞·͟·ͳ׆動Λଓ͚͍ͯΔɻࠓճɺͱ͘ʹ
͚͕ނোΛ༧͢ΔͨΊʹͲ͏͢ΕΑ͍͔Λͨͬɻ
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「運動器」とは、骨・関節・筋肉・靭帯・腱・神経など、身体を支えたり、動かしたりする器官の総称です。


ऀ

Ξ
ε
Ϧ
ồ
τ
ỏ
体
ͷ
ҡ
࣋
が
େ
ࣄ
Ố

ੜ
͖
ੜ
͖
と
ੜ
͖
Α
͏
Ố

取材・文：松瀬学
写真：寺門邦次


教
त
に
ก
し
た

代
ୡ

さ
ん
が


台
に
現
れ
、
ひ
Ỷ
う
き
ん
な

を
出

す
。

「
お
は
よ
Ỗ
」

ひ
と
言
で
٬
੮
が
ど
っ
と
わ
く
。
今

年
、
2
月
か
ら
2
カ
月
間
、
東
京
・
ੈ

田
୩
の
「

代
ܶ
ಊ
」
で
ԋ
じ
ら
れ
た

ൿ
ԋ
『
त
ۀ
』
の

಄
の
シ
ー
ン
で
あ

る
。
�
回
の
ެ
ԋ
に
対
し
、
わ
ず
か
50

人
の
٬
ݶ
ఆ
の
ൿ
ԋ
。

ऀ
生
׆
60
प

年
記
೦
と
し
て
初

ઓ
し
た
έ
ッ
λ
イ

な
ෆ

理
ܶ
だ
っ
た
。

な
ͥ
、
ひ
と
言
で
٬
を
笑
わ
せ
る
こ

と
が
で
き
る
の
か
。
技
と
経
験
と
࠽


…
。
お
そ
ら
く

代
さ
ん
は
日
ご
と
、


の
出
し
方
を
ඍ
ົ
に
ม
え
て
い
る
。

٬
の

Ԡ
と
、
ࣗ
身
の
体
ௐ
で

を
ܾ

Ί
る
。
い
わ

場
の
ۭ
ؾ
を
つ
か
Ή
。

「
݁
ہ
、
զ
々
は
動
き
と
η
リ
ϑ
の


ച
で
し
て
」


代
さ
ん
は
、
ෲ
の
ఈ
か
ら
出
る
シ

ϒ
い

で
説
明
し
て
く
れ
た
。

「

ऀ
に
は
、
モ
ϊ
言
う
ज़
が
あ
り
ま

す
。
ঢ়
گ
に
よ
っ
て
、
Ի
を
ม
え
て
い

く
。
ԋ
ܶ
と
い
う
の
は
Ի
楽
に
ࣅ
て
い

る
。
間
の
と
り
方
、
Ի
の
高

…
。


ऀ
は
ἔ
動
く
楽
器
ἕ
で
あ
る
、
と
い
う

の
が
私
の
࣋

な
ん
で
す
」

こ
の
ൿ
ԋ
が
終
ԋ
し
た
後
の
�
月


日
、

代
さ
ん
と

代
ܶ
ಊ
で
、
ເ
の

よ
う
な
対
ஊ
が
実
現
し
た
。


৭
の

レ
ン
Ψ

り
の

代
ܶ
ಊ
は
若
手

ऀ

の
ҭ
成
を
目
的
と
し
た
「
無
໊
क़
」
の

ܤ
ݹ
場
で
も
あ
る
。

ς
ー
マ
が
「

ऀ
と
し
て
の
運
動
器

の
大
切
さ
」
で
あ
る
。
ܤ
ݹ
場
の
ど
ま

ん
中
に
ന
い
࢛
角
の
ص
が
お
か
れ
、


代
さ
ん
と
、
当
ڠ
会
の
ۀ

ࣥ
ߦ
理
ࣄ

の

౻
๕
র
が
対
࠲
す
る
。

ऀ
の
໊

ആ༏

仲代達矢さん

巻頭インタビュー［私と運動器］

࢟ɺา͖ํʹͨ͘͞ ΜのҾ͖ग़͠Λͪ࣋ɺ
ણࡉʹԋ͚͡Δ ɾऀ代ୡ͞Μɻ
ࣗのମΛΈʹૢΔ·͞ʹΞεϦʔτɻ
ͦ͜Ͱ代͞Μ 「ʹ運動器のେ͞」ʹ ɻ͍ͨͬͯͭ

子どもには故障やケガをせず、楽
しく野球を続けてほしい。本当は
プロ野球が子どものケガ防止の責
任も負うべきだと思っています。

工藤 公康
元プロ野球選手・野球解આ者 ( ࣌）

「老化も進化」と考えています。
どうせ人間、生まれて、生きて、
最終的には死ぬわけですから、
生きている間は「生き生きと生
きよう」と。それには、やっぱ
り精神的なこと、肉体的なこと
ですね。なるだけ、ニコニコし
ようと思っています。

仲代 達矢 ആ優
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「運動器」とは、骨・関節・筋肉・靭帯・腱・神経など、身体を支えたり、動かしたりする器官の総称です。

を
ੈ
に
ૹ
り
出
し
、
今
も
な
お
現

で

׆
༂
す
る
ੴ
Ҫ
さ
ん
に
、
い
つ
ま
で
も

݈
߁
に

ࣄ
を
続
け
る
た
Ί
の
ൿ
݃
を


っ
た
ᴹ
ᴹ
ᴹ
ᴹ
ᴹ


ࣄ
は
ủ
ཱ
ỳ
ͯ
Ứ
͕
ج
ຊ

࠷
ۙ
、
90
歳
を
ӽ
え
て
か
ら
、
み
な

さ
ん
に
「
お
ݩ
ؾ
で
す
か
ʁ
」
と
し
Ỷ

っ
ち
ỵ
う
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
ご
心
配
い
た
だ
く
の
は
あ
り
が
た

い
ん
で
す
が
、
ผ
に
ݩ
ؾ
な
ん
で
す
よ

（
笑
）。
昔
、私
が
ਿ
ଜ
य़
子
先
生
に
「
お

ݩ
ؾ
で
す
か
ʁ
」
と
い
つ
も
言
っ
て
た

ら
、「
あ
な
た
、
ݩ
ؾ
じ
ゃ
い
け
な
い

の
ʁ
」
と
ౖ
ら
れ
ち
ゃ
っ
た
こ
と
が
あ

っ
て
、
そ
の
心
ڥ
が
今
に
な
る
と
よ
く

わ
か
り
ま
す
ね
。

こ
こ
ん
と
こ
、
あ
り
が
た
い
こ
と
に

お
ٳ
み
も
な
く

ࣄ
の
ຖ
日
で
す
が
、

ٳ
ま
な
い
΄
う
が
私
は
҆
心
な
ん
で
す
。

ྫ
え

ٳ
ん
で
ೖ
Ӄ
し
た
り
し
た
ら
、

こ
の
年
齢
に
な
る
と
、
そ
れ
を
き
っ
か

け
に
ま
た
ผ
の
と
こ
Ζ
が
悪
く
な
っ
て

৸
た
き
り
に
な
っ
ち
ゃ
っ
た
り
す
る
で

し
Ỷ
。
そ
れ
に
Կ
よ
り
、

ࣄ
で
प
り

の
人
た
ち
に
ご


を
か
け
る
こ
と
に

な
り
ま
す
し
。
そ
う
な
ら
な
い
よ
う
に
、

ࣗ
分
で
体
ௐ
を

理
し
な
が
ら
生
׆
し

ੈ
ք
࠷
ߴ
ྸ
ͷ
ݱ

5
7
ϓ
ϩ
σ
ỿ
ồ
α
ồ
ͷ

「

ྸ
」と
ͷ

͖
߹
い
ํ
ỏ「
݈
߁
」ͷ
ൿ
݃
Ố

ϓϩσϡʔαʔɾԋग़Ո

石井ふく子さん

巻頭インタビュー［私と運動器］

取材・文：田代智久

『

る
ੈ
間
は
َ

か
り
』
と
い
え

、

日
本
人
な
ら
知
ら
͵
ऀ
の
い
な
い
ホ
ー

Ϝ
ド
ラ
マ
の
代
ද
֨
。
̍
̕
̕
̌
年
の

์
ૹ
։
࢝
か
ら

え
て
、

か
け
30
年
、

ࢹ
ௌ
ऀ
の
心
を
ྂ
に
し
て
き
た
。
こ
れ

を
手
が
け
た
の
が
、
ϓ
ϩ
σ
ỿ
ー
α
ー

で
あ
る
ੴ
Ҫ
;
く
子
さ
ん
だ
。
΄
か
に

も
、『
؊
っ
ۄ
か
あ
さ
ん
』

『
あ
り

が
と
う
』
な
ど
、
ز
多
の
ܼ
࡞
ド
ラ
マ

ϗʔϜυϥϚ࡞ճのήετɺ日本Λ代ද͢Δ໊ࠓ
ʰΔੈَ͔ؒΓ のɦϓϩσϡʔαʔɺੴҪ;͘͞ࢠΜɻ

�0年༨ʹΘͨΓɺςϨϏのੈքͰ׆༂͖ͯͨ͠
໊ϓϩσϡʔαʔʹ݈߁のൿ݃ʹ͍͓ͭͯΛ͍·͠ ͨɻ

「もう○歳だから大変でしょ
う」なんて、みなさん人の
年齢に対して勝手なイメー
ジを抱きがちですが、同じ
年齢でも実は人それぞれ、
ずいぶん違いますよね。年
齢というのは、意識一つで
変わるものなんですよ。

石井 ふく子
プロデϡーサー・舞台ԋग़Ո
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「運動器」とは、骨・関節・筋肉・靭帯・腱・神経など、身体を支えたり、動かしたりする器官の総称です。

の
で
、
み
ん
な
で
಄
を

っ
て
༡
ͼ
を

考
え
て
い
ま
し
た
ね
。

武
藤

զ
々
の
子
ど
も
時
代
は
、



ྗ
を
駆

し
て
༡
ん
で
い
ま
し
た
よ
ね
。

今
の
子
ど
も
た
ち
の
༡
ͼ
は
、


と

し
て
ಓ
۩
を
༩
え
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、

Կ
も
な
い
と
こ
Ζ
か
ら
༡
ͼ
を
࡞
り
出

す

夫
を
す
る
経
験
が
গ
な
い
よ
う
に

思
い
ま
す
。
と
こ
Ζ
で
、
Ո
ݩ
は
、
中

ֶ
時
代
に
器
ց
体
ૢ
෦
に
ೖ
っ
て
い
た

と
ฉ
き
ま
し
た
。

川
上

は
い
。
ސ

の
先
生
が
、
ϔ
ル

シ
ン
Ω
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
出
場
経
験

の
あ
る
方
で
、
お
っ
か
な
い
顔
し
て
い

て
、
実
際
、
ݫ
し
い
ࢦ
ಋ
で
し
た
が
、

体
ૢ
の
ิ
ॿ
を
し
て
く
れ
る
と
き
の
Թ

か
い
手

、

に
Ϣ
ー
モ
Ξ
が
あ
っ
て
、

そ
ん
な
෦
分
に
৮
れ
る
と
ホ
ッ
と
し
た

こ
と
を
֮
え
て
い
ま
す
。
今
思
え

、

と
て
も
い
い
先
生
だ
っ
た
な
と
。

武
藤

教
ࢣ

ҩ
ऀ
な
ど
の
「
先
生
」

と
ݺ

れ
る
৬
ۀ
の
人
に
と
っ
て
Ϣ
ー

モ
Ξ
は
ඇ
ৗ
に
大
ࣄ
な
ཁ
ૉ
だ
と
思
い

ま
す
。
ಛ
に
、
つ
ら
く
苦
し
い
こ
と
が

ى
こ
り
う
る
場
面
で
は
、
Ϣ
ー
モ
Ξ
が
、

そ
の
場
の
ۭ
ؾ
を
Ψ
ラ
リ
と
ม
え
ま
す
。

中
ֶ
時
代
に
ૉ
晴
ら
し
い
先
生
に
お
会

い
で
き
た
こ
と
は
و
重
で
し
た
ね
。
と

ޒ
ײ
を
χ
ỿ
ồ
τ
ϥ
ϧ
な
ঢ়
ଶ
に
͓
い
て

৺
と
体
Ͱ
ײ
͡
औ
Δ「

ͷ
౬
」ͷ
ε
ε
ϝ

の౬ɹށߐઍՈɾेੈՈݩ

川上宗雪さん

巻頭インタビュー［私と運動器］

取材・文：土原亜子／写真：中村香奈子

ủ

の
౬
は
、ମ
と
৺
の
ײ
ੑ
を
औ
Γ

͢
た
め
の

の
Ứと
ޠ
る
ߐ
ށ
ઍ
ՈɾՈ
ݩ
の

্
फ
ઇ
さ
ん
。

࣮
ࡍ
ʹ
͓

લ
を
ഈ
ݟ
し
て
͓
ຣ

を
い
た
ͩ
͘
と
、৺
が

Έ
、ਗ਼
々
し
い
気
࣋
ͪ
ʹ
ͳ
Γ
·
し
た
。

今
ճ
は
ἔ

の
౬
と
Χ
ラ
μ
ἕʹ
ͭ
い
て
、
ڠ
ձ
ཧ
事
の

౻
๕
র
が
Ո
ݩ
ʹ
Π
ン
λ
Ϗ
ỿ
ー
い
た
し
·
͢
。

っ
ͺ
い
あ
っ
た
の
で
、
ඈ
ͼ
回
っ
て
い

ま
し
た
ね
。
そ
こ
ら
じ
ỵ
う
に
子
ど
も

が
い
た
の
で
、
約
ଋ
し
な
く
て
も
ど
こ

か
に
ߦ
け

ඞ
ず
友
だ
ち
が
い
ま
し
た

し
、
༡
ͼ
ಓ
۩
は
΄
と
ん
ど
な
か
っ
た

あ
っ
て
。
子
ど
も
の
頃
は
ど
ん
な
お
子

さ
ん
だ
っ
た
の
で
し
Ỷ
う
か
。

川
上
さ
ん
（
Ҏ
Լ
ܟ
শ
ུ
）
私
は
、

こ
の
上

・

೭

で
ҭ
ち
ま
し
た
。

昔
は
、
ࢁ


、

ݪ
な
ど
ࣗ
વ
が
い


Μ
ͪ
Ỵ
ͳ
ࢠ
Ͳ
も
࣌


武
藤
理
事
（
Ҏ
Լ
ܟ
শ
ུ
）
Ո
ݩ
と

は
Կ

か
お
会
い
し
て
い
ま
す
が
、
い

つ
も
Ժ

か
で
、
と
て
も
Ϣ
ー
モ
Ξ
が

人間も自然の中の一部なので動いているのが自然。正しい姿勢をと
り、落ち着いた状態だと、気づいたりひらめいたりするものです。
人間は本来持っている感性を取り戻したほうが幸せだと思います。
「茶の湯」において、姿勢や所作で大事なことは、自分の体の調子
がいい自然体。見た目がいいだけではなく、動きも含めてです。

川上 宗雪 の౬ 江戸千Ո・十世Ո元
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「運動器」とは、骨・関節・筋肉・靭帯・腱・神経など、身体を支えたり、動かしたりする器官の総称です。

外
で
初
Ί
て
༏
উ
し
て
ੈ
ք
中
で



に
な
っ
た
日
本
人
が
い
る
。
そ
れ
が
中

ؙ
ࡾ
ઍ
៸
さ
ん
だ
。

ݫ
し
い

ධ
で
知
ら
れ
る
イ
λ
リ
Ξ

の
ϝ
σ
ỹ
Ξ
で
「
ݜ
ࢳ
の
よ
う
な
ણ
ࡉ

な

」
と
高
く
ධ
さ
れ
、
།
一
無
ೋ
の

ソ
ϓ
ラ
ϊ
を

器
に
、
ੈ
ք
を
ވ
に
か

け
て
׆
༂
す
る
中
ؙ
さ
ん
に
、
長
く
Վ

い
続
け
る
た
Ί
の
ൿ
݃
を

っ
た
。

Ի
ָ
と
ग़
ձ
ỳ
ͨ
͖
ỳ
͔
͚

中
ؙ
さ
ん
は
、
ҵ

ݝ
Լ
ؗ
ࢢ
（
現
・

ஜ

ࢢ
）
に
生
ま
れ
た
。
小
Ỗ
中
ֶ
校

時
代
は
ւ

の
ݚ
ڀ
に
の
Ί
り
ࠐ
み
、

日
本
ֶ
生
科
ֶ

を
ड

。
ま
た
、
中

ֶ
で
は
ਫ
ӭ
෦
に
ॴ
ଐ
し
て
本
ؾ
で
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
を
目
ࢦ
し
た
。
そ
し

て
高
校
か
ら
は
Ի
楽
に
ᬏ
ਐ
し
続
け
、

今

ੈ
ք
の
σ
ỹ
ー
ϰ
Ỹ
と
し
て
ࠃ


外
を
ඈ
ͼ
回
っ
て
い
る
。

「
༮
い
こ
Ζ
、


に
『
Կ
で
も
い
い

か
ら
日
本
一
に
な
れ
』
と
言
わ
れ
て
ҭ

っ
た
影
響
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
Կ
を

す
る
に
も
と
こ
と
ん
こ
だ
わ
り
、
ۃ
Ί

た
い
性
֨
な
ん
で
す
。
日
本
一
ど
こ
Ζ

か
、
ੈ
ք
一
に
な
り
た
い
と
ৗ
に
思
っ

て
い
ま
し
た
」

中
ֶ
時
代
に
ܳ

ϓ
ϩ
μ
ク
シ
ἀ
ン


ຊ
が
ތ
Δ
ੈ
ք
త
Φ
ϖ
ϥ
Վ
ख
が

い
ͭ
·
Ͱ

ਐ
Խ
し
ଓ
͚
Δ
ཧ
༝
と

ʁ

ΦϖϥՎख

中丸三千繪さん

巻頭インタビュー［私と運動器］

取材・文：田代智久

マ
Ϧ
ΞɾΧ
ラ
ε
ࠃ
ࡍ

ָ
ί
ン
Ϋ
ー
ϧ
ʹ
Π
λ
Ϧ
Ξ
人
Ҏ
֎
Ͱ
ॳ
め
て
༏
উ
と
い
͏
շ
ڍ
を

し

͛
、

Ҏ
ޙ
ࠃ、
ࡍ
త
ͳ
໊

Φ
ϖ
ラ
ϋ

ε
Ͱ
、
Ұ
ྲྀ
の
マ
Τ
ε
τ
ϩ
た
ͪ
と
ڞ
ԋ
を
ॏ
Ͷ
て
͖
た
த
ؙ
ࡾ
ઍ
៸
さ
ん
。

日
本
が
ੈ
ք
ʹ
ތ
る
σ
ỹ
ー
ϰ
Ỹ
ʹ
、美
し
い
Վ

と
と

ʹ
、
͘
Վ
い
ଓ
͚
る
た
め
の
ൿ
݃
を

ỳ
た
。

વ
と
ޱ
に
す
る
よ
う
な
、
ま
さ
に
イ
λ

リ
Ξ
の
ϓ
ラ
イ
ド
を
か
け
た
ί
ン
ク
ー

ル
だ
。

と
こ
Ζ
が
ฏ
成
̎
（
̍
̕
̕
̌
）
年
、

こ
の
ί
ン
ク
ー
ル
で
、
イ
λ
リ
Ξ
人
Ҏ

そ
の
イ
λ
リ
Ξ
に
「
マ
リ
Ξ
・
カ
ラ

ス
・
ί
ン
ク
ー
ル
」
と
い
う
、
新
人
オ

ϖ
ラ
Վ
手
な
ら
୭
も
が
ಌ
れ
る
ί
ン
ク

ー
ル
が
あ
る
。「
外
ࠃ
人
を
༏
উ
さ
せ

る
こ
と
は
ઈ
対
な
い
」
と
৹
ࠪ
һ
が
ެ

ル
ω
α
ン
ス
後
期
の
16
ੈ
ل

に
イ

λ
リ
Ξ
で

生
し
た
オ
ϖ
ラ
は
、
同
ࠃ

で
は
日
本
で
の
Վ

ب

૬

な
ど
の

ࠃ
技
に
も

し
い

౷

台
ܳ
ज़
で
あ

る
。

年齢とともに、歌は衰え
ていくのが普通。あのマ
リア・カラスでも 34 歳く
らいから歌えなくなりま
した。私はまだまだ歌い
続けなければいけない。
だから運動を絶対続けよ
うと思ったんです。
中丸 三千繪 オペラ歌手
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「運動器」とは、骨・関節・筋肉・靭帯・腱・神経など、身体を支えたり、動かしたりする器官の総称です。

取材・文：松瀬学
写真：大久保正彦

ϩ
ή
会
長
（
当
時
）
は
「
τ
ー
Ω
ἀ
ー
」

と
の
た
ま
っ
た
。

成
田
ਅ
༝
美
は
*
0
$
૯
会
出
੮
の

た
Ί
、
東
京
か
ら
ؙ
一
日
か
け
、
μ
ラ

ス
経
༝
で
ϒ
Τ
ϊ
ス
Ξ
イ
レ
ス
に
ඈ
ん

だ
。
成
田
は
։
࠵

ࢢ
の
ൃ
ද
会
場

の
࠷
前
ྻ
に
࠲
っ
て
い
た
。
あ
の
感
ܹ
、

ち
会
え
た
こ
と
は
す
ご
く

せ
な
こ
と

で
し
た
」

あ
の
ॠ
間
と
は
、
東
京
に
2
�
2
�

年
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
ύ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

が
ܾ
ま
っ
た
時
の
こ
と
だ
っ
た
。
ϒ
Τ

ϊ
ス
Ξ
イ
レ
ス
で
։
か
れ
た
ࠃ
際
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
ҕ
һ
会
（
̞
̤
̘
）
૯
会
で
、

ク
レ
ー
ϓ
の
甘
い
に
お
い
が
ί
ー
ώ

ー
の
߳
り
に
ࠞ
͟
る
。
小
田
ٸ
『
読
ച

ラ
ン
ド
前
Ӻ
』
そ

の
٤

ళ
。
一
൪

Ԟ
の
ς
ー
ϒ
ル
で
、
Կ

も
ώ
マ
ϫ
リ

の
ご
と
き
笑
顔
が
は
じ
け
た
。

「
ܾ
ま
っ
た
ॠ
間
、
も
う
Ϊ
Ỿ
ー
ッ
て

ڣ
ん
じ
ゃ
い
ま
し
た
。
あ
の
ॠ
間
に
ཱ

あ
の
ڵ
ฃ
…
。
ܾ
ఆ
か
ら
、
も
う
�
カ

月
が
経
と
う
と
し
て
い
る
。

「
΄
ん
と
う
に
東
京
が
ό
リ
Ξ
ϑ
リ
ー

に
な
る
ん
で
す
よ
」

43
歳
は
し
み
じ
み
と
࿙
ら
し
、
ӈ
の

人
ࠩ
し
ࢦ
で
ς
ー
ϒ
ル
を
な
ͧ
っ
た
。


ᖬ
ສ
丈
の
人
生
を
ৼ
り
ฦ
り
、
ݟ
え

な
い
一
本
の
ラ
イ
ン
を
ひ
い
て
い
く
。

「
࠷
初
、
า
け
て
い
た
人
生
が
あ
っ
て
、

ප
ؾ

ো
が
い
を
༩
え
て
も
ら
っ
て
、

ं
い
す
の
生
׆
に
な
っ
た
。
ਫ
ӭ
に
出

会
っ
て
、
�
大
会
も
ύ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

に
出
場
で
き
て
、
ࣗ
分
が
生
き
て
い
る

間
に
そ
の
大
会
を
東
京
で

る
ん
で
す
。

す
ご
い
人
生
で
す
よ
ね
」

ύ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
ୈ
一
人
ऀ
で
あ

る
。
ス
イ
マ
ー
と
し
て
、
�
�
�
�
年

Ξ
τ
ラ
ン
λ
、
2
�
�
�
年
シ
ド
χ
ー
、

04
年
Ξ
ς
ω
、
08
年

京
と
�
大
会
࿈

続
で
ύ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
し
、
ܭ

20
ݸ
（
ۚ
15
、
ۜ
�
、
ಔ
2
）
の
ϝ
μ

ル
を
֫
ಘ
し
た
。
大
会
Ϙ
ラ
ン
ς
ỹ
Ξ

の
ྗ
の
大
き
さ
も
知
っ
て
い
る
。

「
Ϊ
Ỿ
ー
ッ
て
言
っ
た
あ
と
、ἔ
こ
れ
が

ス
λ
ー
τ
だ
な
ἕ
っ
て
ྫྷ
੩
に
思
い
ま

し
た
」

ϋ
ー
ド
面
の
ό
リ
Ξ
ϑ
リ
ー
も
大
ࣄ

だ
が
、
Կ
よ
り
『
心
の
ό
リ
Ξ
ϑ
リ
ー
』

を
ئ
う
の
で
あ
る
。

ύϥϦϯϐοΫڝӭ代ද

成田真由美さん

巻頭インタビュー［私と運動器］

4
େ
ձ
ग़

20
ݸ
ͷ
ϝ
μ
Ϧ
ε
τ
が
ޠ
Δ

౦
ژ
ޒ
ɾྠύ
ϥ
Ϧ
ϯ
ϐ
ỽ
Ϋ
։
࠵
ͷ
ت
ͼ

�
�
�
�

Ն
ق
ޒ
ɾྠύ
ラ
Ϧ
ン
ϐ
ỽ
Ϋ
が
౦
ژ
ʹ
ܾ
ఆ
し
た
日
、日
本
த
は
େ
い
ͳ
る

ت
ʹ
ͭ
ͭ
·
Ε
た
。

ͦ
の
ট
க
׆
ಈ
Ͱ
׆
༂
し
た
ͻ
と
Γ
、ύ
ラ
Ϧ
ン
ϐ
ỽ
Ϋ
ք
のứ
ਫ
の
女
Ԧ
Ừ
田
ਅ
༝
美
さ
ん
ʹ
、今
の

い
を

ỳ
た
。

普段は気づかないんですが、水に
入って初めて、マヒしている脚っ
てこんなに重たいんだってわかり
ました。水の中はすごく軽い。水
の中ってこんなに自由でいられる
んだって。すごく新鮮でした。
成田 真由美 パラリンϐック競ӭ代表

1  vol.1�  201�.12.1 7IntER 発行：運動器の10年・日本協会

「運動器」とは、骨・関節・筋肉・靭帯・腱・神経など、身体を支えたり、動かしたりする器官の総称です。


Ҫ
さ
ん
の
৴

は
、『
Ո
ఉ
ྉ
理
で

ಘ
た
体
験
は
、
そ
の
人
の
ج
ૅ
を
࡞
る
』。

「
Ո
ఉ
ྉ
理
は
、
օ
さ
ん
が
考
え
て
い

る
よ
り
も
ず
っ
と
Ԟ
ਂ
く
て
大
切
な
も

の
で
す
。
ど
ん
な
Ո
ఉ
に
す
る
の
か
、

れ
る

Ҫ
ળ
晴
さ
ん
。

そ
の
レ
シ
ピ
は
、
Ҷ
の
ࣽ
っ
こ
Ζ
が

し

ڕ
の
ࣽ
つ
け
、

ࡊ
の
お
ひ
た
し

な
ど
、
΄
っ
こ
り
と
し
た
ؾ
࣋
ち
に
な

る
Ո
ఉ
ྉ
理
が
ج
本
だ
。

食
は
全
身
の
細
胞

ひ
と
つ
ひ
と
つ
で
味
わ
う
も
の

大
ࡕ
ห
の

し
み

す
い
ޱ
ௐ
と
、

ॊ
ら
か
な
笑
顔
。
そ
し
て
୭
に
で
も
わ

か
り

す
い
言
葉
で
ྉ
理
を
教
え
て
く

子
ど
も
を
ど
う
ҭ
て
て
い
く
の
か
、
Ո


と
は
Կ
か
、
そ
う
し
た
こ
と
を
考
え

た
時
に
、
中
心
に
な
る
の
が
Ո
で
৯


る
ྉ
理
だ
と
思
い
ま
す
」

ྫ
え

、
お

さ
ん
が
ຖ
朝
、
ຯ


ो
を
࡞
れ

、
०
の

ࡊ
が
ೖ
る
こ
と

も
あ
れ

、
ఆ
൪
の
౾


ϫ
カ
ϝ
も

あ
る
だ
Ζ
う
。
ご


で
は
な
い
け
れ

ど
、
ຖ
朝
の
ຯ

ो
で
、
ق
અ
の
Ҡ
Ζ

い
、
そ
の
日
の
ۭ
ؾ
、
ま
た
Ո

ひ
と

り
ひ
と
り
が
ࣗ
分
の
体
ௐ
の
ม
Խ
に
ؾ

ͮ
く
こ
と
だ
っ
て
あ
る
。
そ
し
て
Կ
よ

り
҆
心
感
に
แ
ま
れ
る
。

「
同
じ
ຯ
の
よ
う
だ
け
ど
、
܁
り
ฦ
し

৯

て
い
る
と
、
そ
こ
に
は
ち
Ỷ
っ
と

し
た
ม
Խ

Թ
も
り
に
ؾ
ͮ
く
。
こ
れ

が
、

せ
に
生
き
る
た
Ί
の
ج
४
に
な

る
ん
で
す
」

し
か
し
、
現
代
の
৯
จ
Խ
は
か
な
り

ة
ݥ
で
あ
る
。
出
来
合
い
の
お

ࡊ


ί
ン
Ϗ
χ
、
ϑ
Ỹ
ス
τ
ϑ
ー
ド
と
い
っ

た
ศ
ར
な
৯
ࣄ
に
ғ
ま
れ
、
そ
こ
に
ภ

れ

、
美
ຯ
し
さ
を
ઉ
先
だ
け
感
じ
て

し
ま
う
と
い
う
の
だ
。

「
昔
の
人
は
、『
こ
れ
は
体
に
い
い
も

の
だ
か
ら
৯

よ
う
』『
体
に
あ
ま
り

良
く
な
い
か
ら
৯

ա
͗
な
い
よ
う
に

し
よ
う
』
と
い
っ
た
۩
合
に
、
体
で
感

ྉཧڀݚՈ

土井善晴さん

巻頭インタビュー［私と運動器］

ࢠ
Ͳ

ͷ
ࠒ
に
ܦ
ݧ
す
Δ
Ո
ఉ
ྉ
ཧ
と

ӡ
動

か
な
Β
ͣ
ੜ
֔
ͷ
ๅ

に
な
Γ
·
す

ྉ
ཧ
൪


本
の
ࣥ
ච
ߨ、
ԋ
׆
ಈ

େ
ֶ
の
ߨ
ࢣ
ͳ
Ͳ
෯

͘
͝
׆
༂
し
て
い
る

Ҫ
ળ

さ
ん
。

͡
ͭ
は
�
�
�
ἅ
走
る

ϧ
τ
ラ
マ
ラ
ソ
ン
ʹ

ຖ

ࢀ
Ճ
͢
る
ڧ
ਟ
ͳ

ମ
の
࣋
ͪ
ओ
。

ຖ
日
走
ỳ
て
い
る
と
い
͏

ମ
࡞
Γ
の
ཧ
༝
と
、ྉ
ཧ
ʹ
は
ີ

ͳ
ؔ

が
͋
Γ
·
し
た
。

取材・文：土原亜子
写真：大久保正彦

食べた瞬間の舌先だけではなく、
後口や翌日の体調はどうか、そう
いったことまで含めて『食』です。
子どもの頃に経験した運動や家庭
料理は、生涯の宝物になります。
その人の感性となり、幸せの礎に
なるからです。そして生涯にわた
り、どちらも長く続けていくこと
が一番大事なことだと思います。

土井 善晴 ྉ理研究Ո
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௧
み
に
も
強
か
っ
た
ん
で
す
。
た
と
え

௧
く
て
も
、
௧
い
と
い
う
言
葉
を
言
う

の
が
ऑ
Ի
を
ు
く
よ
う
で

き
じ
ゃ
な

か
っ
た
。
ま
、
そ
れ
だ
け
、
ࣗ
分
の
体

を
知
っ
て
い
た
し
、
丈
夫
だ
っ
た
ん
で

す
け
ど
ね
」
と
笑
う
。

中
ֶ
̍
年
生
で
ソ
ϑ
τ
Ϙ
ー
ル
を
࢝

さ
ん
。
よ
う

く
、
と
い
う
言
葉
が
ࣖ

に

る
。

「
じ
つ
は
私
、
現

時
代
に
大
き
な
έ

Ψ

ނ
ো
を
し
な
か
っ
た
ん
で
す
よ
。

࿅
श
で
も
し
ご
か
れ
た
と
い
う
よ
り
、


り
ࠐ
ん
で
ࣗ
分
を

え
て
き
た
か
ら
、

ج
ૅ
体
ྗ
が
े
分
に
あ
っ
た
。
だ
か
ら
、

「
ஏ
ず
か
し
な
が
ら
、
औ
ࡐ
の
前
に
運

動
器
の
こ
と
を
ษ
強
し
ま
し
て
ね
。
運

動
器
が
݈
߁
で
あ
る
こ
と
は
、
本
当
に

大
切
な
ん
だ
っ
て
思
い
ま
し
た
。
と
く

に
࠷
ۙ
、
よ
う

く
ࣗ
分
の
体
を
ؾ
ݣ

う
よ
う
に
な
っ
た

先
だ
っ
た
も
の
で

す
か
ら
」
と

し
だ
し
た
Ӊ


ົ
子

Ί
、
ࣗ
ら
ݫ
し
い
τ
レ
ー
χ
ン
ά
を
ߦ

っ
て
、
ੈ
ք
選
手
ݖ
に
࠷
年
গ
で
出
場
。

ࢦ
ಋ
ऀ
と
し
て
は
َ
ί
ー
ν
と
ݺ

れ

る
΄
ど
の
ݫ
し
い
࿅
श
で
、
日
本
の
女

子
ソ
ϑ
τ
Ϙ
ー
ル
ք
を
㆐ݗ
㇓
ㆂ
㇓Ҿ

。

京
ޒ

ྠ
ۚ
ϝ
μ
ル
の
Τ
ー
ス
・
上

༝
ذ
子


手
を
ҭ
て
た
こ
と
で
も
༗
໊
で
あ
る
。

τ
レ
ー
ド
マ
ー
ク
と
も
な
っ
て
い

る
の
が
「
࿈
ࣹ
๒
ϊ
ッ
ク
」。
選
手
た

ち
に
ど
ん
ど
ん
ϊ
ッ
ク
を
ଧ
っ
て
い
く

क
උ
࿅
श
だ
。
し
か
も
、
こ
の
ϊ
ッ
ク

の
す
ご
さ
は
、
た
だ

い
だ
け
で
な
く
、

選
手
に
と
っ
て
༧
ଌ
ෆ
Մ

な
ϊ
ー
モ

ー
シ
ἀ
ン
、
そ
し
て
ひ
と
り
ひ
と
り
の

選
手
に

け
て
、
ૂ
い
ど
お
り
の
ਖ਼
֬

さ
を
࣋
っ
て
い
る
と
こ
Ζ
に
あ
る
。

こ
の
ϊ
ッ
ク
を
す
る
た
Ί
に
は
、
選

手
の
み
な
ら
ず
、
Ӊ


さ
ん
ࣗ
身
が

૬
当
な
体
ྗ
、
ू
中
ྗ
、
ॠ
ൃ
ྗ
な
ど

を
ඞ
ཁ
と
す
る
は
ず
だ
。

「
も
ち
Ζ
ん
、
私
ࣗ
身
の
体
ྗ
は
ඞ
ཁ

で
す
。
で
も
、
そ
の
前
に
、
ϊ
ッ
ク
に

は
、
も
っ
と
い
Ζ
い
Ζ
な
४
උ
が
ඞ
ཁ

な
ん
で
す
よ
」

そ
の
४
උ
と
は
、
ν
ー
Ϝ
の
選
手
ひ

と
り
ひ
と
り
の
体
ௐ
、
運
動
器
の
ࡉ
෦

の
݈
߁
ঢ়
ଶ
は
も
ち
Ζ
ん
、
性
֨

心

理
ঢ়
ଶ
を

Ѳ
す
る
こ
と
だ
と
い
う
。

「
た
と
え

ർ
࿑
が
ピ
ー
ク
な
の
に
ؤ

発行：運動器の10年・日本協会

「運動器」とは、骨・関節・筋肉・靭帯・腱・神経など、身体を支えたり、動かしたりする器官の総称です。

日本ιϑτϘʔϧڠ会ৗཧࣄ

宇津木妙子さん

巻頭インタビュー［私と運動器］

ৎ

な
体
࡞
Γ

બ
ख
ͷ
ҭ



େ
ࣄ
な
ͷ
「
४
උ
」Ͱ
す
Ố

女
ࢠ
ソ
ϑ
τ
Ϙ
ー
ϧ
の
日
本
代
ද
の

ಜ
と
し
て
Φ
Ϧ
ン
ϐ
ỽ
Ϋ
Ͱ
�
ճ
࿈
ଓ
ϝ
μ
ϧ
を
֫
ಘ
。

ࢦ
ಋ
者ɾӉ


さ
ん
の
ݫ
し
い
࿅
श
ʹ
Ӆ
さ
Ε
た
本

の
৺
と
はɾɾɾ。

取材・文：土原亜子
写真：大久保正彦

ケガや故障も風邪と同様、予防が重要。運動器のケガや故障
の予防とは、体調管理をはじめとする“準備”のことです。

宇津木 妙子 女子ソフトϘール元日本代表ಜ
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「運動器」とは、骨・関節・筋肉・靭帯・腱・神経など、身体を支えたり、動かしたりする器官の総称です。

取材・文：松瀬学
写真：大久保正彦

て
き
ま
し
た
か
ら
、
整
形
外
科
の
先
生

に
教
え
て
い
た
だ
き
、
そ
の
大
切
さ
は

身
に
染
み
て
わ
か
っ
て
い
る
つ
も
り
で

す
」増

田
さ
ん
が
女
子
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て

日
本
新
記
録
を
次
々
に
出
し
て
い
た
の

は
、
今
か
ら
32
年
前
。
彼
女
が
高
校
生

ん
は
昔
か
ら
の
友
人
に
会
う
よ
う
な
笑

顔
で
颯
爽
と
現
れ
た
。

「『
M
o
v
i
n
g
』
は
よ
く
読
ま
せ

て
い
た
だ
い
て
い
る
ん
で
す
よ
。
運
動

器
の
こ
と
は
す
ご
く
よ
く
知
っ
て
い
ま

す
！
」
と
、
ウ
レ
シ
イ
お
言
葉
。

「
運
動
器
に
関
し
て
は
苦
い
経
験
を
し

台
風
の
影
響
で
、
朝
か
ら
ど
し
ゃ
降

り
雨
。
東
京
・
明
治
神
宮
外
苑
の
一
角

で
、
午
後
、
増
田
明
美
さ
ん
と
待
ち
合

わ
せ
を
し
て
い
た
。「
こ
の
雨
風
で
は

…
…
」
と
心
配
を
し
て
い
た
ら
、
午
後

に
は
カ
ラ
リ
と
晴
れ
た
。

初
対
面
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
増
田
さ

の
頃
だ
っ
た
。

当
時
は
、
年
齢
層
が
高
い
女
性
ラ
ン

ナ
ー
が
多
か
っ
た
中
で
、
増
田
さ
ん
は

若
く
て
、
小
柄
で
、
ひ
と
き
わ
強
い
。

「
当
時
、
マ
ラ
ソ
ン
ラ
ン
ナ
ー
は
体
重

が
軽
い
方
が
良
い
記
録
に
つ
な
が
る
と

い
う
の
が
通
説
で
し
た
。
実
際
に
私
は

体
重
が
38
㎏
、
体
脂
肪
率
は
8
％
く
ら

い
で
し
た
か
ら
ね
。
18
歳
か
ら
の
約
2

年
間
、
長
距
離
種
目
で
12
回
の
日
本
新

記
録
を
出
し
、
20
歳
で
そ
の
頂
点
で
あ

る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
と
い
う
、
ま

さ
に
も
の
す
ご
い
ス
ピ
ー
ド
で
駆
け
上

が
っ
て
い
く
よ
う
な
感
じ
で
し
た
」

し
か
し
、
じ
つ
は
そ
の
全
盛
期
に
ま

っ
た
く
月
経
（
生
理
）
が
な
か
っ
た
。

今
で
こ
そ
、
無
月
経
が
及
ぼ
す
体
へ

の
悪
影
響
に
つ
い
て
は
、
一
般
の
人
に

も
認
知
さ
れ
て
き
て
い
る
が
、

「
当
時
は
、
そ
の
認
識
が
甘
い
人
の
方

が
多
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
私

も
同
様
で
す
。
と
く
に
ス
ポ
ー
ツ
選
手

は
、
競
技
を
終
え
た
ら
生
理
は
来
る
か

ら
大
丈
夫
、
と
い
う
楽
観
的
な
考
え
が

多
か
っ
た
の
で
す
」

月
経
に
伴
っ
て
分
泌
さ
れ
る
女
性
ホ

ル
モ
ン
は
、
骨
の
形
成
に
欠
か
せ
な
い

も
の
で
あ
る
。
と
く
に
10
代
で
無
月
経

が
続
く
こ
と
は
、
妊
娠
―
出
産
、
更
年

代දʗεϙʔπδϟʔφϦετྠޒϚϥιϯࢠঁݩ

増田明美
巻頭インタビュー［私と運動器］

体
を
動
か
す
こ
と
自
体
が
楽
し
い
と

み
ん
な
に
思
っ
て
欲
し
い

増
田
明
美
さ
ん
と
い
え
ば
、黙
々
と
走
る
日
本
稀
代
の
マ
ラ
ソ
ン
ラ
ン
ナ
ー
。

今
は
解
説
者
と
し
て
人
気
を
集
め
る
。彼
女
が
伝
え
た
い
事
と
は
何
か
…
…
。

体を動かすことはそもそ
も人間にとって楽しいこ
とのはず。もっと皆さん
が体を動かすことを楽し
んでほしいと思います。

増田 明美
元陸্長ڑ選手・

スポーツジャーナリスト

1  発行│公益財団法人 運動器の健康・日本協会

「運動器」とは、骨・関節・筋肉・靱帯・腱・神経など、身体を支えたり、動かしたりする器官の総称です。

46
歳
ま
で
戦
い
続
け
た
テ
ニ
ス
の
女
王
は
、

変
化
す
る
体
と
ど
う
向
き
合
っ
て
き
た
の
か
？

ςχεϓϨΠϠʔ

伊達公子さん

巻頭インタビュー［私と運動器］

文：田代智久／写真：中村香奈子
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ε
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年
ʹ

ੈ
ք
ϥ
ϯ
Ϋ
�
Ґ
Λ
ه

͢
Δ

ỏཌ
年
��
ࡀ
Ͱ
ಥ
વ
の
Ҿ
ୀ
Ố

ͦ
の
11
年

ޙ
ỏ��
ࡀ
Ͱ
の
ݱ

෮
׆
ͱ
�0
代
の
τ
ỽ
ϓ
બ
ख
ͨ
ͪ
ͱ
の
ޓ
֯
Ҏ
্
の
ઓ
͍

ỏੈ
ք
த
Λ
ڻ
͔
ͤ
ͨ
Ố

年
ྸ
ͱ
ͱ

ʹ
ม
Խ
͢
Δ
ମ
ʹ

͖
߹
͍
ଓ
͚
ͯ
͖
ͨ
ҏ
ୡ
ެ
ࢠ
͞
Μ
ʹ
ỏ運
動
器
ʹ
ͭ
͍
ͯ
の
͓

Λ

ỳ
ͨ
Ố

を
伺
っ
た
。

グ
ラ
ン
ド
ス
ラ
ム
へ
の
道
程

私
の
実
家
は
〝
骨
太
家
族
〞
な
ん
で

す
（
笑
）。
休
日
に
は
家
族
で
ハ
イ
キ

ン
グ
に
で
か
け
た
り
、
冬
は
ス
キ
ー
に

行
っ
た
り
。
レ
ジ
ャ
ー
の
中
に
何
か
し

ら
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
採
り
入
れ
る
家

庭
で
し
た
。
そ
こ
で
、
跳
ん
だ
り
走
っ

た
り
投
げ
た
り
、
と
い
っ
た
基
礎
的
な

運
動
能
力
が
養
わ
れ
た
気
が
し
ま
す
。

だ
か
ら
幼
い
頃
か
ら
、
と
に
か
く
体

と
骨
が
丈
夫
。
骨
折
し
た
の
は
、
小
学

４
年
生
の
と
き
に
練
習
中
に
背
後
に
盛

り
土
が
あ
る
の
に
気
づ
か
ず
、
そ
れ
に

足
を
取
ら
れ
て
転
ん
で
腕
を
折
っ
た
の

が
一
度
だ
け
。
ど
う
し
て
も
試
合
に
出

た
か
っ
た
の
で
、
お
医
者
さ
ん
に
無
理

を
言
っ
て
特
製
ギ
プ
ス
を
作
っ
て
も
ら

っ
て
出
ま
し
た
。
負
け
た
ん
で
す
け
ど

ね
（
笑
）。

テ
ニ
ス
を
始
め
た
の
は
6
歳
の
と
き
。

両
親
が
通
い
始
め
た
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
に

つ
い
て
行
っ
た
の
が
最
初
で
す
。
わ
け

も
わ
か
ら
ず
楽
し
げ
に
ボ
ー
ル
を
追
う

私
の
姿
を
見
て
、
コ
ー
チ
が
「
や
ら
せ

て
み
て
は
？
」
と
両
親
に
勧
め
て
く
れ

た
そ
う
で
す
。

で
長
期
間
に
わ
た
り
競
技
生
活
を
続
け
、

し
か
も
結
果
を
残
し
続
け
た
テ
ニ
ス
選

手
は
、
世
界
に
類
を
見
な
い
。
今
回
は
、

年
齢
と
と
も
に
変
化
す
る
体
に
向
き
合

い
続
け
て
き
た
伊
達
公
子
さ
ん
に
お
話

選
手
た
ち
と
互
角
以
上
の
戦
い
を
繰
り

広
げ
、
世
界
を
驚
か
せ
た
。
そ
し
て
46

歳
で
2
度
目
の
引
退
。
か
つ
て
、
テ
ニ

ス
選
手
の
キ
ャ
リ
ア
は
長
く
て
10
年
と

言
わ
れ
て
い
た
時
代
が
あ
る
。
こ
こ
ま

90
年
代
前
半
に
テ
ニ
ス
の
グ
ラ
ン
ド

ス
ラ
ム
を
舞
台
に
活
躍
し
た
後
、
全
盛

期
に
近
い
25
歳
で
引
退
し
た
伊
達
公
子

さ
ん
。
そ
の
11
年
半
後
、
37
歳
で
テ

ニ
ス
を
再
開
す
る
と
、
20
代
の
ト
ッ
プ

37 歳で現役に復帰してトレーニ
ングを始めてみると、体は以前と
はまるで別物。回復力も衰えて、
昔ほど体を追い込めない。筋力や
体力をつけながらも、疲れを残さ
ないようにする、そのバランスの
見極めが大変でした。

伊達 公子 テニスプレイϠー
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なぜ困っている人を見ると助けたくなるかって？　与える
と返ってきますよね。呼吸と一緒です。吸って、吸って、吸っ
てだと……うっ、死にますから。

三遊亭 歌之介 མޠՈ

1  vol.22  201�.12.1 7IntER 発行：運動器の10年・日本協会

「運動器」とは、骨・関節・筋肉・靭帯・腱・神経など、身体を支えたり、動かしたりする器官の総称です。

「
τ
ラ
ン
ϓ
だ
け
に
ἔ
ό
ό
ൈ
き
ἕ
は

ಘ
ҙ
だ
Ζ
う
っ
て
」

大
の
ス
ポ
ー
ツ

き
で
通
る
。
ൌㆯ
ㆪ
㆗
ㆉՈ

は
い
つ
も
、
高
࠲
で
࠲

ஂ
に
࠲
っ
て

い
る
。
α
イ
ζ
が
67
ᶲ
ʷ
72
ᶲ
。
ς
ー

ϒ
ル
に
࠲
り
な
が
ら
、「
ず
っ
と
（
ӈ

ක
が
）
௧
か
っ
た
ん
で
す
よ
」
と
小


で
࿙
ら
し
た
。
15
分
΄
ど
の
د
੮
は
と

も
か
く
、
̍
時
間

΄
ど
の
ಠ
ԋ
会
は


ࠈ
の
苦
し
み
だ
っ
た
で
あ
Ζ
う
。

「
̐
月
の
̎
日
か
ら
、
ਖ਼
࠲
す
る
の
が

つ
ら
く
て
ね
。
と
く
に
࠲
る
ॠ
間
と
、

終
わ
っ
て
ཱ
ち
上
が
る
ॠ
間
が
௧
い
ん

で
す
よ
。

っ
ͺ
り
、
お
٬
さ
ま
の
前

で
い

な
顔
は
ݟ
せ
ら
れ
な
い
で
し
Ỷ

う
。
χ
ί
χ
ί
し
て
い
な
い
と
い
け
な

い
。
で
も
௧
い
ん
で
す
。
ク
ッ
と
」

そ
う
言
い
な
が
ら
、
顔
を
Ώ
が
Ί
、

Ԟ
ࣃ
に
ྗ
を
か
み
し
Ί
る
形
૬
を
つ
く

っ
た
。
な
ͥ
か
Ϣ
ー
モ
ラ
ス
。
ක
௧
は

ൌ
Ո
の
৬
ۀ
ප
み
た
い
な
も
の
か
。
あ

っ
ち
こ
っ
ち
の

ྍ
ॴ
を
๚
ね
า
い
た


、
ޮ
Ռ
ς
Ω
ϝ
ン
の
ృ
り
ༀ
に
Ί
͙

り
あ
っ
た
。
௧
み
が

わ
ら
͗
、

っ

と
で
̕
ׂ
方

っ
た
そ
う
だ
。

「
こ
こ
ら
へ
ん
」
と
言
い
な
が
ら
、
ཱ

ち
上
が
っ
て
ண

を
ま
く
り
あ
͛
、
57

歳
の
ࢣ
ঊ
は
ࠨ
手
で
、
ӈ
;
く
ら
は
͗

স
い

མ
ޠ

݈
߁
か
Β
ộ

自
࡞
ͷ
͓
෩
࿊
݈
߁
๏
Ͱ
ࢮ
͵
·
Ͱ
স
إ
を

མޠՈ

三遊亭歌之介さん

巻頭インタビュー［私と運動器］

取材・文：松瀬学／写真：中村香奈子

Ϋ
ε
Ϧ
、ϑ
ϑ
ϑ
、ϋ
ϋ
ϋ
、ͦ
し
て
Ψ
ϋ
ϋ
ϋ
ʂ
と
、
͏
·
ỳ
た
͘
স
い
が
ࢭ
·
Γ
·
ͤ
ん
ʂ

Վ
೭
հ
ࢣ
ঊ
の
མ
ޠ
を
ฉ
͚
ば
、୭

が
ݩ
気
ʹ
ͳ
る
͜
と
ؒ
ҧ
い
ͳ
し
。ͦ
ん
ͳ
ࢣ
ঊ
の
ݩ
気
の
ݯ
は
、

ࣗ

の
ප
か
Β
の
気
ͮ
͖
ͩ
ỳ
た
ᴹ
ᴹ
。
·
る
Ͱ
د、
੮
ʹ
い
る
Α
͏
ͳ
Π
ン
λ
Ϗ
ỿ
ー
を
Ͳ
͏
ͧ
ʂ

Ո
の
中
に
ೖ
る
。
高
い
ఱ
Ҫ
。
ബ


৭
の


の
ғ

ཪ
λ
イ
ϓ
の
ς
ー
ϒ

ル
に
࠲
る
。

ۙ
の


の
τ
ラ
ン
ϓ

次
期
大
౷
ྖ
を
ৼ
る
。
つ
ね
に
時
ࣄ
ω

λ
に
は
Ξ
ン
ς
ナ
を
ு
っ
て
い
る
。

い
た
。
あ
っ
、
΄
ん
も
の
だ
。
あ
の
ࡾ

༡

Վ
೭
հ
ࢣ
ঊ
が
ࢵ
৭
の
ண

࢟
で

現
れ
た
。
༏
し
い

で
ᅤ
か
れ
た
。

「
お
待
ち
し
て
お
り
ま
し
た
。
さ
、
ど

う
ͧ
、
ど
う
ͧ
」

笑
い
も
、
お
も
て
な
し
も
、
ۃ
ҙ
は

ؾ
配
り
か
。
ळ
の

日
。
約
ଋ
の
時
間

に
গ
し
ૣ
く
ண
き
ա
͗
た
。
࡛
ۄ
・


ޱ
ࢢ
の
ࢣ
ঊ
の
ご
ࣗ

の
前
で
た
た
ず

ん
で
い
る
と
、
お
も
Ή
Ζ
に
ݰ
関
が
։

1  vol.1�  201�.�.1 3ummER 発行：運動器の10年・日本協会

「運動器」とは、骨・関節・筋肉・靭帯・腱・神経など、身体を支えたり、動かしたりする器官の総称です。

取材・文：土原亜子
写真：大久保正彦

し
か
し
、
心
配
は
無
༻
だ
っ
た
。

「
本
も
大

き
で
し
た
け
ど
、
外
で
༡

Ϳ
の
が
大

き
で
し
た
。
と
く
に
カ
Τ

ル
な
ど
の
ม
ଶ
動



が
大

き

で
、
༻
ਫ
࿏
に
ೖ
っ
て
カ
Τ
ル
の
ཛ
を

大
ྔ
に
ั
っ
た
り
、

に
ొ
っ
て
ໟ



Ҷ

を
ั
ま
え
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

༦
方
ま
で
思
い
っ
き
り

り
回
り
、
Ո

に
ؼ
る
と
、
今

は
ή
ッ
τ
し
た
ཛ


ク
Ỻ
Ỗ
！

本
当
で
す
か
ʁ

子
ど
も

の
頃
は
『
ѥ
ل
、
ೣ
എ
に
な
っ
て
い
る

わ
よ
』
っ
て
よ
く

に

ҙ
さ
れ
て
い

た
ん
で
す
よ
」
と
র
れ
笑
い
。

じ
つ
は

Ҫ
さ
ん
は
、
知
る
人
ͧ
知

る
大
の
読
ॻ
Ո
で
あ
る
。
小
ֶ
生
の
頃

か
ら
、
̍
か
月
に
50

Ҏ
上
も
読
ん
で

い
た
と
い
う
か
ら
、
ご
྆

は
࢟

が

悪
く
な
る
こ
と
を
ݒ
೦
し
た
の
だ
Ζ
う
。

ࢠ
Ͳ
も
࣌

ʹ
ഓ
ỳ
ͨ

ମ
ྗ
と
ճ
෮
ྗ

と
ͼ
き
り
お
ఱ
ؾ
が
い
い
初
Ն
の
ன

Լ
が
り
。


か
な
ϒ
ル
ー
の
χ
ッ
τ

を
ண
た

Ҫ
さ
ん
が
「
こ
ん
に
ち
は
Ỗ
」

と
ొ
場
し
た
。
ス
ラ
リ
と
എ
が
高
く
て
、

എ
ے
も
ピ
ン
と
し
て
い
る
。
す
ご
く
࢟


が
い
い
ん
で
す
ね
、
と
言
う
と
、「
Ϊ

田
ん
ぼ
の
ਫ
を
ݦ
ඍ
ڸ
で
ࢹ
る
ん
で
す
。

ܑ

ຓ
と
『
ί
ί
に
は
Ӊ

が
あ
る
ね
』

な
ん
て
大
ڵ
ฃ
し
て
い
ま
し
た
」
と
、

じ
つ
は
体
を
動
か
す
の
が
大

き
な
お

స
ം
່
。


Ҫ
さ
ん
の
お

さ
ん
は
։
ۀ
ҩ

（
ࣖ
ඓ
科
ҩ
Ӄ
）、
お

さ
ん
は
高
校
の

Խ
ֶ
教
ࢣ
。
だ
か
ら
Ո
の
中
は
理
ܥ
の

߳
り
が
ϓ
ン
ϓ
ン
し
て
い
た
。
ݝ

τ

ッ
ϓ
ク
ラ
ス
の
女
子
高
に
す
ん
な
り
合

֨
し
た
࠽
女
。
さ
ら
に
、
運
動
も
す
ご

か
っ
た
。
小
ֶ
校
は
Ӻ

の
選
手
、
中

ֶ
で
は
器
ց
体
ૢ
、
高
校
で
は
新
体
ૢ

で
׆
༂
。
大
ֶ
も
ड
験
ษ
強
を
す
る

こ
と
な
く
合
֨
し
、
ࡏ
ֶ
中
（
20
歳
）、

ラ
δ
オ
൪

に
出
ԋ
し
て
そ
の
ま
ま
ܳ


ք
ೖ
り
を
し
た
。
ά
ラ
Ϗ
Ξ

ド
ラ

マ

ό
ラ
Τ
ς
ỹ
൪

で
人
ؾ
と
な
り
、

29
歳
で
ϓ
ϩ
レ
ス
ラ
ー
の
高
田
Ԇ

ࢯ

と
݁
ࠗ
。

τ
ン
τ
ン
ഥ
子
に
思
え
た
人
生
だ
っ

た
が
、
35
歳
の
時
、
思
い
も
よ
ら
͵
ࢼ

࿅
が
๚
れ
る
。
妊
娠

明
と
同
時
に
子

宮
ᰍ
؞
が
ൃ
ݟ
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

「
あ
の
頃
は
、
来
る
日
も
来
る
日
も
ٽ

い
て

か
り
。
で
も
、
今
ৼ
り
ฦ
っ
て

み
る
と
、
す

て
を
౿
ん
ு
っ
て

り

ӽ
え
ら
れ
た
の
は
、
私
に
体
ྗ
が
あ
っ

λϨϯτ

向井亜紀
巻頭インタビュー［私と運動器］

体
を
動
か
す
楽
し
͞
を

ࢠ
Ͳ

に
ڭ
͑
ͨ
い

ς
Ϩ
Ϗ
൪

の
࢘
ձ
Ͱ
い
ͭ

࿕
Β
か
ͳ

Ҫ
さ
ん
。

し
か
し
、�0
代

ば
、ಆ
ප
ੜ
׆

ग़
࢈
ʹ
·
ͭ
Θ
る

た
͘
さ
ん
の
ࢼ
࿅
を
ຯ
Θ
ỳ
た
。

Ͱ
ủ
今
、Ұ
൪
ݩ
気
Ͱ
͢
ʂ
Ứと
ຬ
໘
の
স
Έ
ͩ
。

ͦ
ん
ͳ
彼
女
の
ݩ
気
の
ൿ
݃
を
ฉ
い
て
Έ
た
。

人間は誰しも年齢ととも
に体力が落ちます。でも
子どもの頃にそのレベル
を引き上げておけば、下
降しても、余力は残って
くれます。私のように予
期せぬ病気に見舞われて
も、子どもの頃に体力を
培っておくことはとても
大事だと思うんです。

向井 亜紀 タレント

モットーは「不屈」。どん
なボロボロの目に遭って
も、屈しなければ、前に
進むことができる。強い
肉体と強い意思さえあれ
ば、人間、道は開ける。

大૬　振分親方
    元小݁高見盛
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取材・文：松瀬学
写真：大久保正彦

ަ
わ
し
、
ਫ
৭
ද
ࢴ
の
大
ֶ
ϊ
ー
τ
に

ち
Ỷ
こ
ち
Ỷ
こ
と
ϝ
モ
を
ॻ
き
ࠐ
Ή
。

ܤ
ݹ
中
は
Կ
を
考
え
て
い
る
の
で
す
か
、

と
ฉ
け

、「
そ
う
で
す
ね
」
と
࿙
ら

し
、
ί
τ
ό
を
ܧ
い
だ
。

「
と
に
か
く
、
έ
Ψ
を
さ
せ
た
く
な
い

ん
で
す
ね
。
だ
か
ら
、
έ
Ψ
を
し
そ
う

ݩ
小
݁
高
ݟ
盛
）
が
൘
ෑ
き
に
ど
か
り

と
ࠊ
を
Լ
Ζ
し
て
い
た
。

ݫ
な
ۭ
ؾ

が
ॆ
ຬ
す
る
中
、
じ
っ
と
若
い
ྗ
࢜
た

ち
の
ܤ
ݹ
を
ݟ
つ
Ί
続
け
る
。


方
だ
か
ら
、
も
う
マ
ή
は
な
い
。



の
τ
レ
ー
ナ
ー
࢟
。
ܤ
ݹ
か
ら
上

が
る
ྗ
࢜
が
い
れ

、
গ
し
ί
τ
ό
を

お
૬

さ
ん
は
、
日
本
の
ތ
り
で
あ

る
。
で
も
本
人
に
と
っ
て
は
、
つ
ら
い

৬
ۀ
な
の
だ
。
だ
っ
て
、
΄
と
ん
ど
έ

Ψ
と
の
ಆ
い
だ
か
ら
。

新
年
。
東
京


田
۠
に
あ
る
高
࠭

෦

の
朝
ܤ
ݹ
を
の
ͧ
け

、
出
ܤ
ݹ

に
来
て
い
た
ৼ
分

方
（
東
関
෦

・

な
動
き
を
し
た
ら
、
ݫ
し
く

ҙ
を
し

ま
す
。
ひ
͟
か
ら
མ
っ
こ
ち
た
り
、
ど

っ
か
の
ス
δ

ے

を
৳

し
た
り
し

て
な
い
か
、

ҙ
ਂ
く
ݟ
て
い
ま
す
」

૬

と
は
、
ؙ
い

ඨ
の
上
で
生
身

の
か
ら
だ
を
Ϳ
つ
け
合
う
֨
ಆ
技
で
あ

る
。
㆗࢛

㆓ވ
か
ら
、
す
り

、
ς
ッ
ポ
ウ

…
と
、
ま
ず
は
か
ら
だ
を
つ
く
ら
な
け

れ

、
ܤ
ݹ
を

っ
て
も
έ
Ψ
を
す
る

だ
け
で
あ
る
。

い
つ
も
全
ྗ
だ
っ
た
。「
も
う
か
ら

だ
が
Ϙ
ϩ
Ϙ
ϩ
に
な
っ
た
」
と
Ҿ
ୀ
会

ݟ
で
言
っ
て
、
ؙ
�
年
が
経
っ
た
。

「

方
に
な
っ
た
ら
、
若
い
ऺ
の
か
ら

だ

苦
࿑
が
ؾ
に
な
り
ま
す
。
ؤ
丈
な

か
ら
だ
が
イ
ν
ό
ン
で
す
が
、
έ
Ψ
し

た
ら
、
う
ま
く

き
合
い
な
が
ら
ܤ
ݹ

し
て
い
く
し
か
な
い
ん
で
す
」

ど
こ
か
ෆ
器
༻
な

い
を
ඬ
わ
せ
な

が
ら
、
人
生

ֶ
を
࣋
っ
た
૬

ք
き

っ
て
の
ਈ
࢜
で
あ
る
。
生
ਅ
面
目
な
の

だ
。
イ
ン
λ
Ϗ
ỿ
ー
に
は
、
い
っ
た
ん

ࣗ

に

り
、
ω
ク
λ
イ
を
ண
け
て
か

ら
、
シ
ル
ό
ー
৭
の
ࣗ
స
ं
に

っ
て

෦

に

っ
て
き
た
。

Ϧ
ϋ
Ϗ
Ϧ
も
ܧ
ଓ
͕
Ұ
൪

औ

前
の
ಠ
ಛ
な


か
ら
『
角
ք

の
ϩ
Ϙ
ί
ッ
ϓ
』
の
Ѫ
শ
で

し
ま
れ

ݟߴখ݁ݩ

大相撲 振分親方
巻頭インタビュー［私と運動器］

ڧ
い

体
と
ỏڧ
い
ҙ
ࢤ
͞
͑
͋
Ε

ỏ

ਓ
ؒ
ỏಓ

։
͚
Δ

औ

લ
の


Γ
の
ࡍ
、ߴ
ݟ

の
ϩ
Ϙ
ί
ỽ
ϓ
の
Α
͏
ͳ
ಈ
࡞
は
、

ຖ
ճ
、զ
々
؍
る
者
を
ت
ば
ͤ
て
͘
Ε
た
。し
か
し
、ͦ
の
࣌
の
彼
の
৺
と

ମ
は
…
…
。
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ౙ
の
日
の
ன
Լ
が
り
、
東
京
・
ܙ
ൺ

ण
の
Ϗ
ル
の
小
さ
な
Τ
レ
ϕ
ー
λ
ー
で

の
こ
と
で
あ
る
。

৭
の
マ
ϑ
ラ
ー
を

ר
き
、
ന
い
マ
ス
ク
を

け
た
女
性

が
ඈ
ͼ

っ
て
き
た
。
よ
く
よ
く
ݟ
れ


、
ひ
Ỷ
っ
と
し
て
。

「
ク
ϛ
ί
さ
ん
で
す
か
ʁ
」

「
そ
う
で
す
。
ク
ϛ
ί
で
す
。
う
;

;
。
ۮ
વ
で
す
ね
」

Վ
手
の
ク
ϛ
ί
さ
ん
が
お
だ

か
に

΄
΄
笑
Ή
。
ೋ
重
ま
Ϳ
た
の
目
が

さ

し
い
。
多
く
の
人
を
ັ
ྃ
す
る

を
ま

ͫ
か
で
ฉ
く
と
、
な
ん
だ
か
心
の
Ԟ
ఈ

が
ホ
ί
ホ
ί
と
Թ
か
く
な
る
。

ࣄ

ॴ
の
ϑ
ϩ
Ξ
に
౸
ண
す
る
。
マ

ス
ク
を
と
る
。
い
つ
も
マ
ス
ク
を
ʁ

「
΄
と
ん
ど
か
け
て
い
ま
す
ね
。
ち
Ỷ

っ
と
ո
し
い
人
に
な
り
ま
す
け
ど
。
;

;
;
。
マ
ス
ク
は
離
せ
な
い
で
す
ね
」

こ
ま
Ί
に
手
を
ચ
っ
て
う
が
い
を
す

る
。
こ
れ
も
風
अ
༧

の
ج
本
で
あ
る
。

苦
い
思
い
が
よ
み
が
え
る
。

年
前

の
ツ
Ξ
ー
の
్
中
、
風
अ
を
ひ
き
、
の

ど
を

ら
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

「
ま
っ
た
く

が
出
な
く
な
っ
て
本
൪

を
ܴ
え
た
こ
と
が
あ
る
ん
で
す
。
そ
の

ਏ
さ
は
Վ
い
手
と
し
て
は

ࠈ
で
し

た
。
心
࿑
と
体
ௐ
の
悪
さ
で
一
ؾ
に
̏

ἅ
く
ら
い

せ
ち
ゃ
っ
た
」

̎
時
間
、
20
ۂ
を
Վ
い
き
っ
た
。
運

動
器
の
ෲ
ے
を
ϑ
ル
Ք
ಇ
し
て

を
ߜ

り
出
し
た
。
経
験
は
ๅ
だ
。

ࠈ
を
み

て
、
風
अ
༧

の
ҙ
識
が
ม
わ
っ
た
。

実
は
こ
れ
ま
で
2

、

ଳ
の
手
ज़

を
ड
け
て
い
る
。
だ
か
ら
だ
Ζ
う
、
体

ௐ

理
に
よ
く
ؾ
を

う
。
ݺ
ٵ
器
と

同
じ
く
、
運
動
器
も
大
切
に
す
る
。


の
ೖ
ཋ
前
、
大
リ
ー
ά
の
イ
ν
ϩ
ー
の

ご
と
く
、
ෲ
ے
・
എ
ے
運
動
を
欠
か
さ

な
い
。

Ω
レ
イ
な
ӈ
手
で
お
ෲ
の
あ
た
り
を

৮
り
な
が
ら
、
ク
ス
ッ
と
笑
う
。

「
こ
こ
݁
ߏ
、
ׂ
れ
て
い
る
ん
で
す
。

ち
Ỷ
っ
と
৭
っ
Ά
く
な
い
け
ど
…
…
。

ἔ
ࠔ
っ
た
時
の
ෲ
ے
པ
み
ἕ
と
い
う
言

葉
が
ࣗ
分
の
中
に
あ
る
ん
で
す
」

ෲ
ے
・
എ
ے
運
動
を
ຖ
日
、
80
回
΄

ど
。
さ
ら
に
は
「
ਅ

๏
」
と
い
う
ॊ

ೈ
体
ૢ
で
心
身
を
リ
ϑ
レ
ッ
シ
ỿ
す
る
。

「
か
ら
だ
の
Ώ
が
み
を
と
る
こ
と
を
心

が
け
て
い
ま
す
。

を
な
る

く
出
し


す
く
し
て
い
る
の
で
す
」

発行：運動器の10年・日本協会

զ
が
ਓ
ੜ
ͷ
Վ
ޠ
Γ
Ố

ࠔ
っ
ͨ
࣌
ͷ
ෲ
ے
པ
み
Ố

৺

か
Β
ͩ


を
か
͘

৺

か
Β
ͩ
が
;
Θ
ỳ
と
Թ
か
͘
ͳ
ỳ
た
Γ
、

ྦ
が
͜
΅
Ε
ͦ
͏
ʹ
ͳ
ỳ
た
Γ
、

ײ

を
༳
さ
Ϳ
Β
Ε
て
し
·
͏
。

Վ
खɾΫ
ϛ
ί
さ
ん
の
Վ

ʹ
は
、ෆ
ࢥ
ٞ
ͳ
ྗ
が
͋
る
。

͖
ỳ
と
Վ
͏
た
め
ʹ
ੜ
·
Ε
て
͖
た
の
ͩ
Ζ
͏
。

ͦ
ん
ͳ
彼
女
ʹ

、
を
ग़
͢
た
め
の
日
々
の

ྗ
が
͋
る
。

ͦ
Ε
は
、ӡ
ಈ
ث
を

え
る
͜
と
Ổ
Ổ
。

「運動器」とは、骨・関節・筋肉・靭帯・腱・神経など、身体を支えたり、動かしたりする器官の総称です。

औ
จ・ࡐ
⽅
দ

ֶ

ࣸ
ਅ
⽅
大
ٱ
อ
ਖ਼


Վख

クミコさん

巻頭インタビュー

［私と運動器］

声をなるべく出しやすくす
るため、腹筋・背筋を毎日
80 回、さらに柔軟体操で
心身をリフレッシュして、
体のゆがみを取ることを心
がけています。

クミコ 歌手
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「運動器」とは、骨・関節・筋肉・靱帯・腱・神経など、身体を支えたり、動かしたりする器官の総称です。

ز


Ҿ
ୀ
を
ߟ
͑
ͨ
ڝ
ӭ
બ
ख
が
ỏ

Ϧ
Φ
ޒ
ྠ
Ͱ
ۚ
ϝ
μ
ϧ
を
֫
ಘ
Ͱ
͖
ͨ
ཧ
༝
Ố

͔Ͷͱ ɾ͏Γ͑ʗڝݩӭฏӭ͗ྠޒ代දબख

金藤理絵さん

巻頭インタビュー［私と運動器］

写真・文：田代智久

今
ճ
の
ή
ε
τ
は
、̎
̌
̍
̒

の
Ϧ
Φ
σ
δ
Ỿ
ω
Π
ϩɾΦ
Ϧ
ン
ϐ
ỽ
Ϋ
Ͱ
、ਫ
ӭ
の
�
�
�
N
ฏ
ӭ
͗

̎

�0
ඵ
�0
と
い
͏
ه

Ͱ
ۚ
ϝ
μ
Ϧ
ε
τ
ʹ
ً
い
た
ݩ、
ڝ
ӭ
બ
ख
の
ۚ
౻
ཧ
ֆ
さ
ん
Ͱ
͢
。

ޒ
ྠ
ग़

か
Β
ϝ
μ
ϧ
֫
ಘ
·
Ͱ
の
ಓ
の
Γ
ڝ、
ӭ
ͳ
Β
Ͱ
は
の
か
Β
ͩ
の

え
ํ
ʹ
ͭ
い
て
、͓

を

い
·
し
た
。

ฏ
ӭ
͗
ね
」
と
い
う
;
う
に
な
っ
て

（
笑
）。
そ
れ
か
ら
ࣗ
વ
と
࿅
श
に
通
う

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ঙ
ݪ
ࢢ
と
い
う
と
こ
Ζ
は
、
ϑ
Ỹ
ϛ

レ
ス
が
な
く
、
ό
ス
も
18
時
台
ま
で
し

か
な
い
よ
う
な
、
ࢁ
の
中
の
田
ࣷ
ொ
。

当
時
は
Թ
ਫ
ϓ
ー
ル
も
な
か
っ
た
の
で
、

य़
ٳ
み

ౙ
ٳ
み
に
は
、
ं
で
̍
時
間

Ҏ
上
か
か
る
場
ॴ
に
あ
る
ϓ
ー
ル
ま
で

通
っ
て
い
ま
し
た
。
ຖ
日
ӭ
͛
る
の
は

Ն
ٳ
み
だ
け
。
友
だ
ち
に
会
い
た
い
と

か
、
同
じ
ฏ
ӭ
͗
を
ؤ
ு
っ
て
い
た
࢞

に
উ
ち
た
い
と
か
、
そ
う
い
う
小
さ
な

モ
ν
ϕ
ー
シ
ἀ
ン
で
ਫ
ӭ
を
楽
し
ん
で

い
ま
し
た
。

ฏ
ӭ
͗
で
ੈ
ք
ʹ

ઓ

一
ؾ
に
ࢹ

が

が
っ
た
の
は
、
中

̍
で

ౡ
ݝ
の
δ
ỿ
χ
Ξ
代
ද
に
選


れ
て
か
ら
。
ݝ
合
॓
な
ど
に
も
ࢀ
Ճ
す

る
よ
う
に
な
る
と
、
た
だ
ӭ
͙
だ
け
で

な
く
、
高

な
ς
ク
χ
ッ
ク
を
ֶ

た

り
、
大
き
な
ࢼ
合
に
も
出
場
で
き
ま
す

か
ら
ね
。
そ
し
て
高
̏
の
時
の
イ
ン
λ

ー
ϋ
イ
2
�
�
N
ฏ
ӭ
͗
で
༏
উ
し
て
、

あ
る
ఔ

、
全
ࠃ
で
໊
前
が
知
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
Ҿ
ୀ
す
る
ま
で

11
年
に
わ
た
っ
て
ࢦ
ಋ
を
ड
け
る
こ
と

い
る
、
ち
Ỷ
っ
と
し
た
ἔ
ス
ポ
ー
ツ
গ

年
ஂ
ἕ
み
た
い
な
ス
ク
ー
ル
で
し
た
。

通
い
࢝
Ί
る
前
に
、

に
教
え
て
も

ら
っ
て
ฏ
ӭ
͗
だ
け
は
で
き
た
の
で
、

ス
ク
ー
ル
で
も
「
じ
ゃ
あ
、
あ
な
た
は

ݝ
ঙ
ݪ
ࢢ
の
ྡ
ொ
・
ㆿࡾ
㇈
㆗次
ࢢ
に
あ
っ
た

ス
イ
ϛ
ン
ά
ク
ラ
ϒ
に
ܑ
と
࢞
が
通
っ

て
い
て
、
そ
れ
が
す
ご
く
楽
し
そ
う
で
、

ࣗ
分
も
श
い
た
い
と
思
っ
た
ん
で
す
。

ެ
Ӧ
ϓ
ー
ル
を
आ
り
て
教
ࣨ
を
։
い
て

小
ֶ
̏
年
で
ਫ
ӭ
を
࢝
Ί
ま
し
た
。

λ
イ
ϛ
ン
ά
と
し
て
は
か
な
り

か
っ

た
で
す
ね
。
生
後
̒
カ
月
か
ら
ϕ
Ϗ
ー

ス
イ
ϛ
ン
ά
に
通
う
子
ど
も
も
多
い
で

す
か
ら
。
当
時
、
生
ま
れ
ނ
ڷ
の

ౡ

故障防止のためにも、ストレッチ
は真剣にやりました。柔軟性を上
げて可動域を広げていくわけで
す。ただし、日常生活では、逆に
柔らかすぎて怪我をしやすいので
気を付けていました。特に水泳選
手は足首を柔らかくするので、ね
ん挫しやすくなるんですよね。

金藤 理絵 水ӭ金メダリスト
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「運動器」とは、骨・関節・筋肉・靭帯・腱・神経など、身体を支えたり、動かしたりする器官の総称です。

ఱ
ཡ
ࢼ
߹
の
α
Ϥ
φ
ϥ
ຊ
ྥ
ଧ
Ố


ౢ
͞
Μ
の
উ
ෛ
ڧ
͞
の
ൿ
݃

長
ౢ
ໜ
༤
さ
ん
は
、「
読
ച
ڊ
人
܉
」

（
Ҏ
Լ
、
ڊ
人
܉
ま
た
は
ڊ
人
）
の
ࡾ

ྥ
手
、
̐
൪
ଧ
ऀ
と
し
て
、
ϑ
Ỹ
ン
の

記
Ա
に

る

々
の
׆
༂
を
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
一
つ
が
、「
ఱ
ཡ
ࢼ
合
」
に

お
け
る
α
Ϥ
ナ
ラ
本
ྥ
ଧ
。
̍
̕
̑
̕

年
̒
月
25
日
の
「
ڊ
人
―
ࡕ
神
ઓ
」
は
、

ত

ఱ
ߖ
が
ࢼ
合
を
観
ઓ
す
る
日
本
ϓ

ϩ

ٿ
࢙
上
初
の
ఱ
ཡ
ࢼ
合
と
な
り
ま

し
た
。
こ
の
ࢼ
合
で
、
長
ౢ
さ
ん
は
、

「
̐
対
̐
」
で
同
点
の

回
ཪ
、
ࡕ
神

の
߽

・
ଜ
ࢁ
実

手
か
ら
、
ܶ
的
な


ٿ

Ϧ
ϋ
Ϗ
Ϧ

ỏい
ͭ
「
ϓ
ϥ
ε
思
ߟ
」

と
に
か
͘
ϑ
Ỹ
ϯ
ͷ
օ
͞
ん
ͷ
ت
Ϳ
إ
が
ݟ
ͨ
いݩϓϩٿબखɾݩϓϩٿಜ

長嶋茂雄
さん

巻頭インタビュー

［私と運動器］

取材・文：土原亜子／写真：中村香奈子

ϓ
ϩ

ٿ
の
ε
ー
ύ
ー
ε
λ
ー
と
し
て
શ
ࠃ
の
ϑ
Ỹ
ン
ʹ
た
͘
さ
ん
の
ເ
を
༩
え
て
͘
Ε
た

ಡ
ച
ڊ
人
܉
の

ౢ
ໜ
༤
さ
ん
。
ଔ
த
ʹ

Ε
て
か
Β

ݒ
໋
ͳ
Ϧ
ϋ
Ϗ
Ϧ
と
ͦ
の

Ռ
は
、

શ
ࠃ
の
さ
·
͟
·
ͳ
人
ʹ
༐
気
を
༩
え
て
͘
Ε
·
し
た
。ͦ
ん
ͳ
ࠃ
ຽ
త
ͳ
ӳ
༤
が
本
ࢽ
ʹ
ొ

Ͱ
͢
。

今
ճ
は

ౢ
さ
ん
ʹ
ಌ
Ε
て
গ


ٿ
を

ỳ
て
い
た
と
い
͏

ڠ
ձ
の
ؠ
本

ӳ
ཧ
事

が
Π
ン
λ
Ϗ
ỿ
ー
。

ε
ϙ
ー
π
を
Ѫ
͢
る
人

ප
気
と
ಆ
͏
人
々
ʹ
代
Θ
Γ
、
ౢ
さ
ん
ʹ
い
Ζ
い
Ζ
ͳ
࣭

を
し
·
し
た
。

野球には楽しい時もあるし、苦し
い時もある。けれど、チームやあ
るいは自分のポジションの中で、
その両方を経験することでバラン
スのよい人間になると思うんです。

長嶋 茂雄
元プロ野球選手・元プロ野球ಜ
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ق
અ
が
Ҡ
る
。
初
代
ス
ポ
ー
ツ
ி
長


に
ब

し
て

年
が
経
っ
た
。「
ຖ

日
、
ڻ
き
っ
ͺ
な
し
で
す
よ
」
と
ླ


大

さ
ん
は
お
ど
け
る
ௐ
子
で
言
っ
て
、


わ
ら
か
い
य़
風
の
ご
と
き
笑
顔
を
う

か

る
。
い
つ
も
爽

か
。

「
ス
ポ
ー
ツ
は
෯

い
と
実
感
し
ま
す
。

競
技
も
大
会
も
、
Ն
も
ౙ
も
、
ো

ऀ

ス
ポ
ー
ツ
も
あ
り
ま
す
。
࠷
初
は
ෆ
҆

だ
っ
た
ん
で
す
が
、
গ
し
ず
つ
、
ど
ん

な
こ
と
を
す
る
の
か
わ
か
っ
て
き
ま
し

た
」長


は
多

を
ۃ
Ί
る
。
か
ら
だ
を

動
か
す
時
間
の
༨
༟
は
な
い
。「
ӭ
い

で
い
る
時
間
は
ʁ
」
と

え

、
ಘ
ҙ

の
δ
ἀ
ー
ク
で
切
り
ฦ
し
た
。

「
あ
り
ま
せ
ん
。
ӭ
い
で
い
る
の
は
目

だ
け
で
す
よ
。
会
ٞ
中
、
目
だ
け
は
ό

λ
ϑ
ラ
イ
の
よ
う
に
μ
イ
ナ
ϛ
ッ
ク
に

ӭ
い
で
い
ま
す
」

た
だ
日
՝
に
し
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。

ス
ポ
ー
ツ
ி
長

ࣨ
は
จ
෦
科
ֶ
ল
が

ೖ
る
Ϗ
ル
の
13
֊
。
ླ

長

は
朝
、

̍
֊
か
ら
֊
ஈ
で
駆
け
上
が
る
。
݈
߁

ҡ
࣋
の
一

な
の
だ
Ζ
う
。「
ス
ポ
ー

ツ
を
し
ま
し
Ỷ
う
」
と
ࠃ
ຽ
に
言
う
の

だ
か
ら
、
ࣗ
身
も
運
動
を
し
な
け
れ


ے
が
通
ら
な
い
。

実
な
の
だ
。

「

し
く
て
も
、
生
׆
の
中
に
多
গ
、

か
ら
だ
を

え
る
時
間
を

夫
し
て
ઃ

け
る
の
は
大
ࣄ
で
す
か
ら
。

っ
ͺ
り
、

一
日
一
回
͙
ら
い
は
、
か
ら
だ
を
動
か

さ
な
い
と
μ
ϝ
で
す
よ
ね
。

っ
て
い

み
ん
な
Ͱ
ε
ϙ
ồ
π
を
Ố

ࠃ
ຽ
に
݈
߁
త
な
ੜ
׆
を
ૹ
っ
て

Β
い
ͨ
い

εϙʔπிɾݩਫӭબखɾۚྠޒϝμϦετ

鈴木大地さん

巻頭インタビュー［私と運動器］

取材・文：松瀬学／写真：大久保正彦

ླେ͞Μͱ͍͑ιϧྠޒͰۚϝμϧΛ֫ಘͨ͠ഭྗ͋Δӭ͗ɻ
日本のਫӭքΛΓ্͖͛ͯͨླ͞Μ͕ɺ

ԽのͨΊʹΓճ͍ͬͯΔɻੑ׆ɺ日本のεϙʔπのࠓ
ॳ代εϙʔπி 「ʹ運動器の݈߁」ʹ ͍͓ͭͯΛͨͬɻ

忙しくても、やっぱり一日一回ぐら
いは、からだを動かさないとダメで
すよね。やっていると、“負けねえぞ”
という気持ちが出てきます。

鈴木 大地 　　スポーツி長官（࣌）
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「運動器」とは、骨・関節・筋肉・靭帯・腱・神経など、身体を支えたり、動かしたりする器官の総称です。

ࣗ
分
に
ݫ
し
く
、
ଞ
人
に
は
༏
し
く
。

そ
し
て
い
つ
も
心
Ժ

か
。
そ
ん
な
強

い
人
に
な
り
た
い
と
ಌ
れ
る
が
、
な
か

な
か
な
れ
な
い
。
な
ͥ
だ
Ζ
う
。
そ

ん
な
こ
と
を
思
っ
て
い
た

先
、
फ
༝

و
さ
ん
に
ۮ
વ
お
会
い
し
た
。
あ
る
ܹ

ྭ
会
だ
っ
た
の
だ
が
、
彼
女
の
Թ
か
な

ス
ピ
ー
ν
を
ഈ
ௌ
し
、
ま
た
、
༏
し
い

笑
顔
と
Ժ

か
な

に
ऒ
き
こ
ま
れ
た
。

গ
ྛ
ࣉ
ݓ
๏
と
い
う

ಓ
の
૯
ࡋ
で
あ

る
こ
と
を
知
り
、
ま
す
ま
す
ৄ
し
い
お


を
ฉ
き
た
く
な
っ
た
。
そ
し
て
、
運

よ
く
、
こ
の
イ
ン
λ
Ϗ
ỿ
ー
で
、
も
う

一

お
会
い
す
る
ػ
会
に
ܙ
ま
れ
た
の

で
あ
る
。

গ
ྛ
ࣉ
ݓ
๏
は
ỏ
ຊ
ൃ

の

ಓ

私
ࣄ
な
が
ら
、
強
い
人
に
ಌ
れ
、
Ϙ

ク
シ
ン
ά

レ
ス
リ
ン
ά
と
い
っ
た
֨

ಆ
技
の
ࢼ
合
を
ݟ
に
ߦ
く
こ
と
が
あ
る

が
、
じ
つ
は
গ
ྛ
ࣉ
ݓ
๏
を
間
ۙ
で

ݟ
た
こ
と
は
な
い
。
だ
か
ら
、
യ
વ
と

ϒ
ル
ー
ス
・
リ
ー
の
「
Ξ
ν
ἀ
Ỗ
」
の

ੈ
ք
を
イ
ϝ
ー
δ
し
て
い
た
。
し
か
し
、

फ
༝
و
さ
ん
に
お
会
い
し
て
大
き
な
ޡ

ղ
を
し
て
い
た
こ
と
に
ؾ
ͮ
か
さ
れ
た
。

「
֬
か
に
গ
ྛ
ࣉ
ݓ
๏
に
対
し
て
、
カ

ン
ϑ
ー
（
中
ࠃ

ज़
）
の
イ
ϝ
ー
δ
を

࣋
っ
て
い
る
方
が
多
い
で
す
ね
。
と
く

に
̍
̕
̓
̌
年
代
の


く
ら
い
か
ら

間
ҧ
わ
れ
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

こ
の
頃
と
い
う
の
は
、
お
っ
し
ゃ
る
通

り
、
ϒ
ル
ー
ス
・
リ
ー

δ
Ỿ
ッ
Ω
ー
・

ν
ỻ
ン
、
δ
ỻ
ッ
τ
・
リ
ー
な
ど
が
出

ԋ
す
る
い
わ
Ώ
る
カ
ン
ϑ
ー
ө
ը
が
ϒ

ー
Ϝ
と
な
っ
た
時
期
で
、
そ
の
影
響
で

か
な
り
ޡ
ղ
さ
れ
て
き
た
ん
で
す
。
ਖ਼

し
く
は
、
私
の

・
फ
ಓ
ਉ
が
70
年
前


ಓ

ỏউ
ͭ
ͨ
Ί
ͷ

ͷ
Ͱ

な
͘

݈

か
な
৺
と
体
を
ҭ
Ή

ͷ

গྛݓࣉ๏άϧʔϓ૯ࡋ宗由貴さん

巻頭インタビュー［私と運動器］

取材・文：土原亜子／写真：中村香奈子

օ͞Μগྛݓࣉ๏Λͨ͜ݟͱ͕͋ΔͩΖ͏͔ɻ
ܹ͘͠ढ़හͳ動͖Ͱɺ૬खΛ͢ɻ
௧ͦ͏ɺාͦ͏ɺ͏ͦ͠ݫͱ͍͏Πϝʔδ͕͋ΔのͰʁ
গྛݓࣉ๏の૯ࡋɾफ༝͞وΜɻ
ɻͨͬͲΜͳಓͳの͔͓Λࡍ࣮

運動は本来、子どもも大人も
楽しくやるもの、健康になる
ものであって、体を壊したり、
心が傷ついたり、そのせいで
やめるものでは決してない。
何歳の人でも、心と体が成長
し健康になるものです。少林
寺拳法は、勝つことやメダル
を目的にしているのではなく、
あくまでも目指しているのは
人づくりです。
宗 由貴 少林ݓࣉ法グループ総ࡋ
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গ
し
ࠊ
を
か

う
よ
う
に
し
て
、
ࠊ

を
࠲

ஂ
に
Լ
Ζ
し
た
。「
ࠊ
の
手
ज़

を
」
と
い
き
な
り
ৼ
れ

、「
そ
う
そ

う
。
な
ん
か
し
ら
ん
け
ど
、
動
け
な
く

な
っ
て
」
と
教
え
て
く
れ
た
。

「
ϓ
ϩ

ٿ
時
代
は
ࠊ
の
௧
さ
は
な
か

っ
た
ん
で
す
。
で
も
、
次
ୈ
に
௧
く
な

っ
て
…
…
。
զ
ຫ
す
れ

、

ࣄ
は
な

っ
た
と
こ
Ζ
は
গ
し
も
な
い
。
ݩ
ϓ
ϩ


ٿ
選
手
で
λ
レ
ン
τ
の
൘
東
ӳ
ೋ
さ

ん
が
࠲

ஂ
を
ԕ
ྀ
し
、

に
࠲
Ζ
う

と
す
る
。
ࠔ
っ
た
顔
の
ϑ
Ỽ
τ
ά
ラ
ϑ

Ỹ
ー
を
ݟ
る
と
、
明
る
く
言
い
์
っ
た
。

「
΄
な
。
ࣸ
ਅ
的
に
࠲

ஂ
に
࠲
っ
て

お
き
ま
し
Ỷ
う
か
。
場
ॴ
は
こ
っ
ち
で

い
い
の
ʁ
」


わ
ら
か
い
य़
の
日
ࠩ
し
が
૭
か
ら

降
り
そ
そ
͙
。

東
京
・
ఱ
Ԧ
ऱ
Ξ
イ
ル
の

ς
レ
Ϗ

ہ
ス
λ
δ
オ
の
�
֊
の
楽

で
あ
る
。

ド
Ξ
を
։
け
る
と
、
72
歳
の
ἔ

ٿ
গ

年
ἕ
に
ύ
ッ
と
笑
顔
が
ひ
Ζ
が
っ
た
。

こ
ん
に
ち
は
。
ど
う
ͧ
、
ど
う
ͧ
、

と
࠲

ஂ
を
こ
ち
ら
に
ק
Ί
る
。
Ғ
Ϳ

ん
と
か
で
き
た
ん
で
す
」

�
年
前
か
ら
ࠊ
に
௧
み
が
出
て
き
た
。

ࡢ
年
の
ਖ਼
月
。
そ
の
ࠊ
௧
が
ひ
ど
く
な

っ
た
。
年
に
�

の
ٳ
日
を
つ
く
り
、

߽
भ
の
ΰ
ー
ル
ド
ί
ー
ス
τ
߫
外
で
明

ੴ
Ո
さ
ん
ま
さ
ん
ら
と

ກ
ΰ
ル
ϑ
を

し
て
い
た
時
だ
っ
た
。

ٸ
き
Ỷ
、
ࠃ
際
ศ
の
࠲
੮
を
�
人
分

ߪ
ೖ
し
、
ϕ
ッ
ド
よ
Ζ
し
く
࠲
੮
に
৸

స
ん
で
ؼ
ࠃ
し
た
。
௧
く
て
௧
く
て
。

と
り
あ
え
ず
、
大
ࡕ
の
ࣗ

で
੩
ཆ
し

て
い
た
ら
、
知
人
か
ら
大
ࡕ
の
ප
Ӄ
を

ન
Ί
ら
れ
た
。
ҩ
ࢣ
に

せ
る
と
、
ࠊ

の
ୈ
�
ࠊ

と
ୈ
�
ࠊ

の
間
に
神
経

が
は
り
つ
い
て
い
た
。
手
ज़
に
౿
み
切

っ
た
。
௧
さ
は
ঃ
々
に
と
れ
た
。
多
গ

し
ͼ
れ
が
出
る
時
が
あ
る
け
れ
ど
、
体

ૢ
を
す
る
と
楽
に
な
る
。
わ
ず
か
な
時

間
を
ݟ
つ
け
て
は
、
ࠊ
を
৳

す
体
ૢ

を
܁
り
ฦ
す
。

ࣗ

で
は
カ
ラ
ー
ί
ー
ン
を
;
た
つ

ཱ
て
、
ࠇ
ԫ
の
ό
ー
を
そ
の
間
に
つ
け

る
。

面
か
ら
の
高
さ
が
70
Ỗ
80
ᶲ
。

ى
চ
後
は
、
ύ
δ
Ỿ
マ
࢟
で
ό
ー
を
ま

た
͗
、
ߦ
っ
た
り
来
た
り
す
る
。

「
΄
ん
と
、
ࠊ
が
ス
ー
ッ
と
す
る
。
प

り
の
ྗ
が
ൈ
け
て
、

わ
ら
か
く
な
っ

た
よ
う
な
感
じ
で
す
」

発行：運動器の10年・日本協会

「運動器」とは、骨・関節・筋肉・靭帯・腱・神経など、身体を支えたり、動かしたりする器官の総称です。

λϨϯτ板東英二さん

巻頭インタビュー［私と運動器］

ࠊ
௧
ղ
ফ
Ͱ
ສ

স
إ
Ố

動
͚
Δ

ͤ
を
ڳ
に
Ố

い
ͭ

χ
ί
χ
ί
。ἔ
൘ㆰ
㇓

ͪ
Ỵ
ん
ε
マ
Π
ϧ
ἕは
、৺
が
ͳ
͝
Ή
。


ઈ
ͳ

ٿ
人
ੜ
を
ա
͝
し
、ͦ
の
ޙ
、

λ
Ϩ
ン
τ
と
し
て
の
マ
ϧ
ν
ͳ
׆
༂
。

��
ࡀ
ʹ
ͳ
ỳ
て

走
Γ
ଓ
͚
て
い
る
൘
౦
さ
ん
ͩ
が
、

͡
ͭ
は
、ମ
の
௧
Έ
と
ಆ
い
ͳ
が
Β
、

ੜ
Έ
ग़
さ
Ε
る
ύ
ϫ
ー
ͳ
の
Ͱ
͋
る�

�

取材・文：松瀬学　写真：大久保正彦

元気にコロッとあの
世に行きたい。でき
ることなら、死ぬ寸
前まで、バットやグ
ラブを持ってグラウ
ンドに立っていたい。

板東 英二
タレント・元プロ野球選手
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「運動器」とは、骨・関節・筋肉・靭帯・腱・神経など、身体を支えたり、動かしたりする器官の総称です。

取材・文：土原亜子
写真：大久保正彦

体
ͷ
動
͖
を
ݚ
ڀ
し
て
Ի
に
Ố

৺
に
د
Γ
ఴ
「͏
ࠨ
ख
ͷ
Ի
楽
」

朝
か
ら
ポ
カ
ポ
カ
と
ஆ
か
い
य़
の
ཅ

ؾ
。
࡛
ۄ
ݝ
に
あ
る
ஐ

Җ
༤
さ
ん
の

ご
実
Ո
に

っ
た
。
গ
し
ૣ
く
ண
い
た

の
で
ఉ
先
の

Ֆ
を
ோ
Ί
て
い
た
ら
、

ݰ
関
か
ら
ひ
Ỷ
い
と
彼
が
現
れ
た
。

長
身
で

ऀ
の
よ
う
な

ਖ਼
な
顔
ཱ

ち
。
初
対
面
だ
が
、
ま
る
で
知
り
合
い

に
会
っ
た
か
の
よ
う
な

ん
だ

で

「
ど
う
ͧ
」
と
ট
か
れ
た
。

通
さ
れ
た
の
は
、
༮
গ
時
代
か
ら
ピ

Ξ
ϊ
の
࿅
श
を
し
て
き
た
と
い
う
෦


だ
っ
た
。
Ξ
ン
ς
ỹ
ー
ク
の
ஔ


Τ

ス
χ
ッ
ク
ௐ
の

な
ど
の

০

に
ғ

ま
れ
て
ά
ラ
ン
ド
ピ
Ξ
ϊ
が
あ
る
。

「
ݸ
性
的
な
෦

で
し
Ỷ
う
。
྆

が

ม
わ
っ
て
い
ま
し
て
」
と
は
に
か
Ή
ஐ


さ
ん
。

は
ը
Ո
、

は

楽
Ո
。

な
る
΄
ど
、
ܳ
ज़
一
Ո
な
の
で
あ
る
。

ࠨ
手
の
ԋ

を
生
で
ฉ
い
た
こ
と
が

な
い
と
言
う
と
、
ஐ

さ
ん
は
に
っ
こ

り
と
ඍ
笑
み
、
ピ
Ξ
ϊ
の
前
に
࠲
っ
た
。

そ
っ
と
ࠨ
手
を
ݤ
൫
の
上
に
ஔ
く
。

;
ん
わ
り
と
し
た
λ
オ
ル
に
ࢦ
を
ஔ
く

よ
う
だ
。

そ
し
て
、
ۭ
ؾ
を
ؚ
Ή
よ
う
な
;
く

よ
か
な
Ի
৭
が
Ώ
っ
く
り
と
響
き
だ
し

た
。
Ի
と
Ի
の
༨
ӆ
が
重
な
り
合
い
、

ۭ
か
ら

い
降
り
て
く
る
よ
う
で
あ
る
。

「

が
出
し
た
い
と
思
う
Ի
は
、
日
ৗ

生
׆
に
あ
り
ま
す
。
た
と
え

、
Ѫ
お

し
い
と
い
う
ද
現
の
Ի
を
出
し
た
い
時
、

զ
が
子
を
৸
か
し
つ
け
る
よ
う
な
λ
ッ

ν
で
ݤ
൫
に
৮
れ
ま
す
。
Ի
は
体
の
動

き
そ
の
も
の
。
そ
の
体
の
動
き
は
心
そ

の
も
の
な
の
な
の
で
す
。

つ
ま
り
ピ
Ξ
ϊ
の
ද
現
ྗ
の
๛
か
さ

と
は
、
Կ
を
ど
う
い
う
ؾ
࣋
ち
で
৮
っ

た
の
か
と
い
う

ใ
を
手
ࢦ
、
全
身
に

ど
れ
だ
け
ཷ
Ί
ࠐ
Ί
る
か
、
と
い
う
こ

と
な
の
で
す
」

―
体
の
動
き
が
Ի
に
な
る

ஐ

さ
ん
は
、
こ
う
し
た
考
え
を
も

と
に
、
ਫ਼
神

だ
け
に
終
࢝
し
が
ち
な

Ի
楽
を
ղ

ֶ
と
い
う
角

で
も
ݚ
ڀ

し
、
࣋

を
ഓ
っ
て
い
る
。

ஐ

さ
ん
が
ピ
Ξ
ϊ
を
࢝
Ί
た
の
は

̏
歳
。
ピ
Ξ
ϊ
教
ࣨ
を
։
く

の
手
΄

ど
き
だ
っ
た
。
ࣃ
を
ຏ
く
よ
う
に
࿅
श

を
し
て
い
た
小
ֶ
校
時
代
。

「
小
̑
の
時
、
合
এ
ί
ン
ク
ー
ル
で
伴


を

る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。
こ

の
時
、

は
い
Ζ
ん
な
ۂ
が

け
る
も

खのϐΞχετࠨ

智内威雄
巻頭インタビュー［私と運動器］

ࠨ
ख
の
ϐ
Ξ
χ
ε
τ
。ͦ
の
ݴ
༿
Ͳ
͓
Γ
、ஐ

さ
ん
は
ࠨ
ख
ͩ
͚
Ͱ
ԋ

͢
る
。ͦ
の
Ի
は
、·
る
Ͱ
Ӣ
の
ܺ
ؒ
か
Β
ࠩ
し
ࠐ
Ή

ଠ
ཅ
の
ޫ
の
Α
͏
ʹ
、ௌ
͘
者
ʹ
େ
͖
ͳ
ر

を
༩
え
る
。彼
の
ࠨ
ख
が

Γ
ͩ
͢
Ի
の
ෆ
ࢥ
ٞ
ʹ
ഭ
ỳ
た
。

楽器奏者は目の前に楽
器があり、その楽器を
通してハートを伝え、
聞く人の心に寄り添う
ものだと思っています。
自分の体がより楽器に
近くなることが大事な
のです。

智内 威雄
左手のϐアニスト
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り
ཪ
』
で
σ
Ϗ
ỿ
ー
。
ピ
ν
ピ
ν
と
は

じ
け
る
よ
う
な
笑
顔
で
一
༂
人
ؾ
を
ത

し
、
そ
の
後
ς
レ
Ϗ
ド
ラ
マ
、
ө
ը
、


台
で
׆
༂
し
、
30
代
後

、
ϒ
ル
ー

リ
Ϙ
ン

ओ
ԋ
女
༏

を
ड

。
໊
実

と
も
に
ԋ
技

女
༏
と
な
っ
た
。

ܳ
ྺ
54
年
。
と
に
か
く
ࣳ
ډ
一
ے
。

「
झ
ຯ
も

く
ઙ
く

り
ま
す
け
ど
ね
。

2
ນ
目
で
は
、
70
代
と
な
っ
た
ϔ
ϓ

ό
ー
ン
が
、
ަ
通
ࣄ
ނ
で

を
Ϊ
ϓ
ス

で
ݻ
ఆ
さ
れ
ं
イ
ス
生
׆
を
ૹ
る
。
Ҿ

ୀ
後
の
、
ੈ
間
か
ら

れ
ら
れ
た
൩
年
。

こ
の

ᖬ
ສ
丈
の
人
生
を
ԋ
じ
た
の

は
、
े
ग

代
さ
ん
で
あ
る
。

女
༏
・
े
ग

代
。
�
�
�
8
年
、

中
ֶ
生
で
/
)
,
の
ド
ラ
マ
『
ό
ス
通

今
य़
、
ۜ
࠲
ത

ؗ
ܶ
場
。
ϋ
リ
ウ

ッ
ド
の
大
女
༏
、
Ω
Ỿ
α
リ
ン
・
ϔ
ϓ

ό
ー
ン
の
生
֔
を
ඳ
い
た
一
人
ࣳ
ډ
が

上
ԋ
さ
れ
た
。
45
分
ず
つ
の
全
2
ນ
。

�
ນ
目
は
、
Ξ
カ
σ
ϛ
ー

を
ड

し

た
後
の
30
代
の
ϔ
ϓ
ό
ー
ン
で
あ
る
。

എ
ے
を
ピ
ン
と
৳

し
て
֗
を
ㆉᮣ
㇜
ㆽา
す

る
ࣗ
৴
に
ຬ
ち
た
女
༏
。

で
も
、
ࣳ
ډ
΄
ど
ಥ
っ
ࠐ
ん
で
い
け
る

も
の
は
な
い
で
す
ね
」

日
本
ڮ
生
ま
れ
の
ߐ
ށ
っ
子
。
গ
し

ૣ
ޱ
、
ϋ
ス
Ω
ー
な

で
、
࣭

に
は

ଈ
࠲
に
ฦ

す
る
。

「

ऀ
は
、
こ
れ
で
い
い
っ
て
い
う
頂

点
が
な
い
で
し
Ỷ
う
。
ຖ
回
、
ҧ
う
人

の
人
生
を

か
せ
て
い
た
だ
き
ද
現
す

る
。
お
૬
手
も
、
ス
λ
ッ
ϑ
も
ҧ
う
。

だ
か
ら
こ
そ
、
い
つ
も
ۙ
い
目
ඪ
を
ཱ

て
て
、
上
を
目
ࢦ
し
て

っ
て
い
け
る

ん
で
す
」

ࣳ
ډ
の
こ
と
と
な
る
と
、
ಏ
が
Ω
ラ

Ω
ラ
と
ً
く
。

「
で
も
ね
、

ऀ
っ
て
本
当
に

体
࿑

ಇ
ऀ
な
ん
で
す
よ
。
体
が
動
き
続
け
な

け
れ

ઈ
対
μ
ϝ
」
と
、
૭
の
外
を
ݟ

た
。

ॳ
Ί
ͯ
の
ख
ज़
と
ೖ
Ӄ
Ố

ಈ
͚
ͳ
͍
つ
Β
͞
Λ
味
わ
う
Ố

子
ど
も
の
頃
か
ら
、
と
に
か
く
ݩ
ؾ
。

じ
っ
と
し
て
い
ら
れ
な
い

ん
ち
ゃ
່
。


ଁ
も
丈
夫
で
、

ऀ
に
な
っ
て
か
ら

も
、
こ
れ
と
い
っ
た
大
き
な
ප
ؾ
は
し

て
い
な
か
っ
た
。

と
こ
Ζ
が
、
2
年
前
、
初
Ί
て
手
ज़

を
し
た
。
྆

ट
の
関
અ
の
ม
形
。

ย

で
約
11
時
間
の
大
手
ज़
だ
っ
た
。

発行：運動器の10年・日本協会

「運動器」とは、骨・関節・筋肉・靭帯・腱・神経など、身体を支えたり、動かしたりする器官の総称です。

ঁ༏ 十朱幸代さん

巻頭インタビュー［私と運動器］

·
ͩ
·
ͩ


Ͱ
動
͖
ճ
Γ
ͨ
い

ܾ
ҙ
し
ͨ
ख
ज़
と
ỏ
ࠊ
ͷ

࿉
Ố

Ֆ
ͼ
Β
が
;
Θ
Γ
と

͏
。

े
ग
さ
ん
ʹ
は
ͦ
ん
ͳ
Մ
࿁
ͳ
Π
ϝ
ー
δ
が
͋
る
。

い
ỳ
Ά
͏
Ͱ
ࣳ
ډ
か
Β
ײ
͡
る
の
は
ڧ、
さ
、ͩ
。

今

、Ұ
人
ࣳ
ډ
ʹ
ॳ

ઓ
し
た
。

ͦ
の


ཪ
ʹ
ൿ
め
Β
Ε
た
े
ग
さ
ん
の

い
を
ฉ
い
た
。

取材・文：土原亜子　写真：大久保正彦

芝居には頂点がな
い。だから毎回目
標を立てて上を目
指すのです。

十朱 幸代 女優
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1  vol.1�  201�.�.1 3PRInG 発行：運動器の10年・日本協会

「運動器」とは、骨・関節・筋肉・靭帯・腱・神経など、身体を支えたり、動かしたりする器官の総称です。


わ
ら
か
い
ౙ
の
ཅ
ࣹ
し
を
ड
け
、

ఇ
京
大
ラ
ά
Ϗ
ー
෦
の
ؠ
出
խ
೭

ಜ

は
ॊ

な
笑
顔
を
う
か

る
。
ۭ
前
の

大
ֶ
̓
࿈

の
ス
マ
イ
ル
。
言
葉
に
実

感
が
こ
も
る
。

「
そ
の
年
、
そ
の
年
の
、
̍
年
分
の
ੵ

み
重
ね
の
݁
Ռ
で
す
。
༏
উ
す
る
こ
と

は
、
と
て
も
خ
し
く
思
い
ま
す
。
し
か

し
、
ֶ
生
も
ν
ー
Ϝ
も
ま
だ
ま
だ
ະ


成
。
ະ

成
の
中
に
た
く
さ
ん
の
ັ
ྗ

を
ൿ
Ί
て
い
ま
す
」

ֶ
生
は
̐
年
間
、
ラ
ά
Ϗ
ー
に

中

す
る
。
উ
つ
こ
と
は
大
ࣄ
だ
け
ど
、
ࠜ

ఈ
に
「
人
ͮ
く
り
」
を
ஔ
く
。

「
ֶ
生
は
ݪ
ੴ
な
ん
だ
か
ら
。
人
生
の

た
っ
た
̐
年
間
の
た
Ί
だ
け
に
終
わ
ら

せ
た
く
な
い
で
し
Ỷ
。
大
ࣄ
な
の
は
、

ੈ
の
中
の
৴
པ
を
ੵ
み
重
ね
て
い
く
こ

と
だ
か
ら
」

̎
月

日
の
࿅
श
オ
ϑ
の
日
だ
っ
た
。

だ
れ
も
い
な
い
ά
ラ
ウ
ン
ド
の
۱
に
は

ݹ
ͼ
た
ബ
い

৭
の
ス
ク
ϫ
ッ
τ
の
台

࠲
が
あ
っ
た
。
そ
の
ԣ
に
ཱ
ち
、
57
歳

の

ಜ
は
「
こ
れ
、

れ
な
い
よ
う
に

し
て
い
ま
す
」
と
目
を
し

た
た
か
せ

た
。

「
ぼ
Ζ
ぼ
Ζ
で
す
け
ど
、
ڀ
ۃ
の
ἔ
Թ

ނ
知
新
ἕ
で
す
ね
。
か
ら
だ
ͮ
く
り
の

ݪ
点
で
す
」

ఇ
京
大
ラ
ά
Ϗ
ー
෦
と
言
え

、
ϕ

ー
ス
は
۶
強
な
か
ら
だ
、
ϑ
ỹ
δ
カ
ル

に
あ
る
。
も
ち
Ζ
ん
、
そ
れ
は
一
朝
一

༦
に
は
ҭ
ま
れ
な
い
。
か
ら
だ
を

え

る

ڥ
を
整
え
、
ス
λ
ッ
ϑ
、
ֶ
生
が

こ
つ
こ
つ
と

ྗ
し
た
݁
Ռ
で
あ
Ζ
う
。


ಜ
ब

の
頃
は
、
ے
τ
レ
す
る

ఇژେֶϥάϏʔ෦ಜ岩出雅之さん

巻頭インタビュー［私と運動器］

ເ

ỏ͚
が
ਓ
θ
ϩ
ʂ
̓
࿈

を
ୡ

し
ͨ

ఇ
ژ
େ
ֶ
ϥ
ά
Ϗ
ồ
෦
ỏͦ
ͷ
ڧ
͞
ͷ
ൿ
݃

取材・文：松瀬学／写真：大久保正彦

উͪଓ͚Δཧ༝ɺԿͩΖ ʁ͏�
બखͨͪの͍ڧମͲ͏ͬͯ࡞Δʁ
൴Βの໌Δ͍সإͲ͔͜ΒདྷΔのʁ
1��ਓの෦員Λ͍Δؠग़ಜʹ
νʔϜ࡞ΓのૉͳٙΛฉ͍ͯΈ·͠ ͨɻ

ラグビー選手に限らず、ス
ポーツが影響して、腰や首
などに障害を持った老後を
過ごすのは、スポーツじゃ
ないと思います。運動機能
も、うまくケガをさせない
ようにしながら、感動レベ
ルを共有していくべき。

岩出 雅之
ఇ京大学ラグビー部ಜ

1  vol.1�  201�.�.1 Autumn 発行：運動器の10年・日本協会

「運動器」とは、骨・関節・筋肉・靭帯・腱・神経など、身体を支えたり、動かしたりする器官の総称です。

ス
λ
ー
。
さ
ま
͟
ま
な

柄
を
ԋ
じ
る

中
、
と
く
に
女
形
と
し
て
、
美
し
く
༯

Ԓ
に

う
࢟

、
Վ
ག
シ
ἀ
ー
で
の
μ

ン
σ
ỹ
な
Վ

は
、
օ
さ
ん
も
ご
ଘ
じ

の
通
り
。

が
௧
շ
で
、
と
く
に
ෲ
ཱ
た
し
い
χ
ỿ

ー
ス

ࣾ
会


に
「
അ
ࣛ


！
」

と
一
׃
す
る
࢟
を
観
て
い
る
と
ス
ッ
Ω

リ
す
る
。

も
ち
Ζ
ん
本
৬
は
、
大
ऺ
ԋ
ܶ
の
大


ऀ
の
ج
ຊ
は
ỏ

ủ
Ұ

ỏ
ೋ
࢟
ỏ
ࡾ
ʹ
إ
Ứ

今

ς
レ
Ϗ
൪

で
Ҿ
っ
ு
り
だ
こ

の
ക

さ
ん
。
ࣃ
に
ҥ
ண
せ
͵
τ
ー
ク

ま
さ
に
「
ܳ
ୡ
ऀ
」
な
方
で
あ
る
。

「

ऀ
の
ج
本
は
、『
一

、
ೋ
࢟
、
ࡾ

に
顔
』
っ
て
言
う
ん
で
す
。
顔
は
、
人

そ
れ
ͧ
れ
に

み
が
あ
る
か
ら
ࡾ
൪
目

で
い
い
。
大
ࣄ
な
の
は
、
٬
੮
の
一
൪

後
Ζ
ま
で
ಧ
く

と
オ
ー
ラ
の
あ
る
ཱ

ち
࢟
。
と
く
に

台

ऀ
は
、『
出
と

Ҿ
っ
ࠐ
み
』
と
い
う
の
が
大
ࣄ
で
、


台
କ
か
ら
出
て
い
っ
た
時
に
ド
ッ
と



が
上
が
り
、
Ҿ
っ
ࠐ
Ή
時
に
は
、
໊


੯
し
く
て
た
ま
ら
な
い
と
思
わ
せ
る
、

そ
ん
な

ऀ
が
い
い
ん
で
す
」


（
ނ
・
ക

ਗ਼
）
は
、
ઓ
後
ま
も

な
く
の
大
ऺ
ԋ
ܶ
ོ
盛
期
の
大
ス
λ
ー
、


（
ނ
・



ઍ
代
）
は
、
່
Վ


ب
出
身
と
あ
っ
て
、
ക

さ
ん
は
ま
さ

に

ऀ
の
α
ラ
ϒ
レ
ッ
ド
。
̍
歳

で

初

台
を
౿
Ί

、
た
ち
ま
ち
ఱ
࠽
子


と
٭
ޫ
を
ཋ
ͼ
た
。

「
༮
い
頃
か
ら
、
କ
で

台
を
ݟ
る
の

が
大

き
で
、
い
つ
の
間
に
か
གྷ
り


科㆛
㇊

നㆵ

を
֮
え
て
い
た
そ
う
で
す
。
運
動

も
ಘ
ҙ
で
、
ど
ん
な
ス
ポ
ー
ツ
も
す
͙

に
で
き
ま
し
た
。
ਅ
ࣅ
す
る
の
が
ಘ
ҙ

な
ん
で
す
。
25
歳
で
、
女
形
を

っ
て

み
な
い
か
と
言
わ
れ
た
時
も
、

っ
た

こ
と
な
い
し
、
ී
通
に
で
き
る
だ
Ζ
う

と
思
っ
た
ん
で
す
」

ऀ

梅沢富美男
巻頭インタビュー［私と運動器］

ࠊ
௧
と

ঁ
ܗ
を
࢝
Ί
て
Ҏ
དྷ
ͷ

͖
߹
い
Ố



Ͱ

ෆ
思
ٞ
と
௧
み
が
ফ
͑
Δ
ん
Ͱ
す
Ố

औ
จ・ࡐ
⽅

ݪ
ѥ
子

ࣸ
ਅ
⽅
大
ٱ
อ
ਖ਼




Ͱ
は
、ଟ
࠼
ͳ

ฑ
と
、༯
Ԓ
ͳ
女
ܗ
を
ԋ
͡
る
ക


美
உ
さ
ん
。Ұ
ํ
、τ
ー
Ϋ
൪

Ͱ
ε
ỽ
ϐ
ン
ʹ
ͳ
Ε
ば
、

ε
τ
Ϩ
ー
τ
Ͱ
உ
Β
し
い
ί
ϝ
ン
τ
を
͢
る
μ
ン
σ
ỹ
ͳ
ํ
ͩ
が
、͡
ͭ
は
�0

ۙ
͘

ࠊ
௧
ʹ

·
さ
Ε
て
い
る
と
い
͏
。

今
ճ
、
ڠ
ձ
の
ཧ
事
Ͱ
͋
Γ
ࠊ、
௧
の
ઐ

ҩ
Ͱ

͋
る
Ҵ

߂

と
と

ʹ
͓

を

ỳ
た
。

健康は大事です。でも、自分の
体のことを気にしていられない
こともある。誰しもストレスや
病気や悩みを抱えてやりたいこ
と、やらなきゃいけないことが
ある。だから痛くても、つらく
ても、舞台に上がり、動くこと
ができる僕は本当に幸せだと
思っています。

梅沢 富美男 舞台者

1  vol.�2  201�.�.1 3ummER 発行：運動器の健康・日本協会

「運動器」とは、骨・関節・筋肉・靭帯・腱・神経など、身体を支えたり、動かしたりする器官の総称です。

ਫ
୩

そ
う
な
ん
で
す
。
同
時
に
、



に
ෆ
ຬ
を
࣋
つ
分
子
が
ࣗ
༝
ຽ
ݖ
運

動
で

߅
し
て
い
る
時
代
で
も
あ
り
ま

し
た
。
大
っ
ͽ
ら
に


൷

を
す
る

と
ୁ
ั
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
、
Վ

ب

の
よ
う
に
ࣳ
ډ
に
し
て
ࣗ
分
の

治
思


を

え
よ
う
、
と
考
え
る
人
が
出
て

き
ま
し
た
。
そ
れ
が
角㆙
ㆩ
ㆄ౻
ఆ㆕
ㆠ
ㆮ
ݑ㇊
と
い
う

人
で
、
明
治
21
（
̍
̔
̔
̔
）
年
に
大

ࡕ
の
新
ொ
ެ
Ԃ
で
ض
༲
͛
し
た
の
が
新


の
࢝
ま
り
。
そ
の
後
、
一
つ
の
ܶ
ஂ

で
は
な
く
、
次
か
ら
次
へ
と
い
Ζ
ん
な

考
え
を
࣋
っ
た
人
た
ち
が
ض
༲
͛
し
た

݁
Ռ
、「
新

」
と
い
う
δ
Ỿ
ン
ル
が

形
成
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
生
き

っ

て
い
る
ܶ
ஂ
が
私
た
ち
の
新

で
す
。

武
藤

ԋ
ܶ
の
新
δ
Ỿ
ン
ル
と
し
て
の

新

が
、
現
ࡏ
の

৫
໊
「
ܶ
ஂ
新

」

で
も
あ
る
わ
け
で
す
ね
。

ਫ
୩

そ
の
通
り
で
ご
͟
い
ま
す
。

武
藤

Վ

ب
は
உ
性
だ
け
が
ԋ
じ
ま

す
が
、
新

は
女
性
も

台
に
上
が
る

の
が
ಛ

で
す
よ
ね
。
Վ

ب
の
場
合
、

動
࡞



、
ද
現
方
๏
に
ಠ
ࣗ
の
ܕ

が
あ
り
ま
す
が
、
新

も
そ
う
い
う
ܕ


ܾ
ま
り
ご
と
は
あ
り
ま
す
か
ʁ

ਫ
୩

࢝
ま
っ
て
̍
̌
̌
年
Ҏ
上
も
経

つ
の
で
、ἔ
ݹ
య
ἕ
と
さ
れ
る
も
の
は

৽

ͷ
େ
ঁ
༏

Կ
を
ҙ
ࣝ
し
な
が
Β



্
Ͱ
体
を
動
か
し
て
い
Δ
ͷ
か
ʁ

ঁ༏水谷八重子さん

巻頭インタビュー［私と運動器］

取材・文：田代智久（2019年3月23日第6回舞台医学研究会での対談より）

1�
ࡀ
Ͱ
σ
Ϗ
ỿ
ー
Ҏ
དྷ
、৽

の

者
と
し
て
��

ʹ
Θ
た
ỳ
て
׆
༂
し
、ө
ը

ς
Ϩ
Ϗ
、Τ
ỽ
η
Π
ͳ
Ͳ
Ͱ


人
気
の
େ
女
༏
、ೋ
代
ɾਫ
୩
ീ
ॏ
ࢠ
さ
ん
ʹ
、

Ͱ
の
ӡ
ಈ
ث
の

い
ํ

、

࣮
ફ
し
て
い
る
τ
Ϩ
ー
χ
ン
ά
ʹ
ͭ
い
て
、
ڠ
ձ
ཧ
事
Ͱ
͋
る

౻
๕
র
が
͓

を

い
·
し
た
。

い
、
と
い
う
明
治


の
お
;
れ
が
出

さ
れ
た
ん
だ
そ
う
で
す
。

武
藤

Վ

ب
が
つ
ま
ら
な
い
も
の
に

な
っ
て
し
ま
う
、
と
当
時
の
Վ

ب
ք

は
大
༳
れ
に
༳
れ
た
そ
う
で
す
ね
。


生
し
た
も
の
な
の
で
し
Ỷ
う
か
ʁ

ਫ
୩

明
治
̑
（
̍
̔
̓
̎
）
年
に
、

外
ࠃ
人

女
性
も
Վ

ب
を
観
る
時
代

だ
か
ら
、
ෆ
ٛ
ີ
通
な
ど
の
み
だ
ら
な

ς
ー
マ
の
ࣳ
ډ
を
上
ԋ
し
て
は
い
け
な

ủ
৽

Ứ
と
は
Կ
͔
ʁ

武
藤

今
年
で
「
新

」
が
生
ま
れ
て

̍
̏
̍
年
目
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
新


と
い
う
の
は
、
ど
う
い
っ
た
経
Ң
で

私たち新派の役者が一番に
考えることは、「かつらを落
としてはいけない」という
こと。かつらが重すぎて首
が後ろに引かれるんですね。
そのままにしておくとかつ
らが後ろにずり落ちるので、
芝居の間、ぐっと踏ん張っ
て耐え続けるんです。

水谷 八重子 女優

1  発行│公益財団法人 運動器の健康・日本協会

「運動器」とは、骨・関節・筋肉・靭帯・腱・神経など、身体を支えたり、動かしたりする器官の総称です。

今
な
お
現
役
。ル・マ
ン
に
挑
戦
し
続
け
た

伝
説
的
レ
ー
シ
ン
グ
ド
ラ
イ
バ
ー
が
語
る
。

ϨʔγϯάυϥΠόʔ

寺田陽次郎さん

巻頭インタビュー［私と運動器］

撮影・文：田代智久

日
本
ਓ
ͱ
͠
ͯ
ॳ
Ί
ͯ
ੈ
ք
ࡾ
େ
��
࣌
ؒ
Ϩ
ồ
ε
Λ


͠
ͨ
Ϩ
ồ
γ
ϯ
ά
υ
ϥ
Π
ό
ồ
ỏࣉ
ా
ཅ
࣍

͞
Μ
Ố


�0
年
ʹ
Θ
ͨ
Δ

͘
ͳ
͖

ઓ
の

ỏ
ϧɾϚ
ϯ
Ͱ
の
૯
߹
༏
উ
Λ

͠

͛
ỏἔ
ϛ
ε
λ
ồɾϧɾϚ
ϯ
ἕͱ


শ
͞
Ε
Δ
Ϩ
δ
ỻ
ϯ
υ
ڃ
の
ݱ

Ϩ
ồ
α
ồ
͕
ޠ
Δ

ੜ
ͱ
Ϩ
ồ
ε
の
ັ
ྗ
ͱ

ʁ

レ
ー
サ
ー
は
ア
ス
リ
ー
ト
だ

昔
に
比
べ
て
ず
い
ぶ
ん
理
解
が
進
ん

だ
と
は
い
え
、
モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
と

い
う
と
「
ク
ル
マ
の
座
席
に
座
っ
て
運

転
し
て
い
る
だ
け
な
の
に
、
な
ぜ
ス
ポ

ー
ツ
な
の
？
」
と
い
う
偏
見
が
い
ま
だ

に
存
在
す
る
。
そ
れ
は
、
と
ん
で
も
な

い
誤
解
だ
と
寺
田
さ
ん
は
言
う
。

「
例
え
ば
、
僕
が
29
回
も
参
加
し
て
き

た
フ
ラ
ン
ス
の
ル
・
マ
ン
耐
久
レ
ー
ス
。

こ
れ
は
毎
年
６
月
に
開
催
さ
れ
る
ん
で

す
が
、
そ
の
時
期
の
日
中
は
外
気
温

が
30
℃
く
ら
い
。
そ
の
時
、
狭
い
コ
ク

ピ
ッ
ト
内
の
温
度
は
60
℃
に
も
上
昇
し

て
い
る
ん
で
す
。
一
日
走
っ
た
ら
５
〜

６
㎏
ほ
ど
体
重
が
落
ち
る
こ
と
も
ザ
ラ
。

昔
は
運
転
後
に
脱
水
症
状
と
熱
中
症
で

フ
ラ
フ
ラ
に
な
っ
て
運
ば
れ
る
ド
ラ
イ

バ
ー
も
よ
く
い
ま
し
た
」

こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
だ
け
で
も
、
い
か

に
過
酷
な
ス
ポ
ー
ツ
か
が
垣
間
見
え
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
技
術
・
感
覚
・

思
考
力
・
判
断
力
な
ど
に
加
え
、
強
靭

な
肉
体
が
な
け
れ
ば
、
レ
ー
シ
ン
グ
ド

ラ
イ
バ
ー
は
務
ま
ら
な
い
の
だ
。

だ
か
ら
寺
田
さ
ん
は
今
も
、
体
を
痛

め
て
い
な
い
限
り
は
、
必
ず
毎
日
最
低

が
、
フ
ラ
ン
ス
で
年
に
一
度
開
催
さ
れ

る
「
ル
・
マ
ン
24
時
間
耐
久
レ
ー
ス
」。

〝
ミ
ス
タ
ー
・
ル
・
マ
ン
〞
と
も
称
さ
れ

る
レ
ジ
ェ
ン
ド
級
の
現
役
レ
ー
サ
ー
・

寺
田
陽
次
郎
さ
ん
に
お
話
を
伺
っ
た
。

そ
の
名
の
通
り
、
24
時
間
以
内
で
の
サ

ー
キ
ッ
ト
周
回
数
を
競
う
、
肉
体
的
に

も
精
神
的
に
も
限
界
ギ
リ
ギ
リ
を
試
さ

れ
る
過
酷
な
モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
だ
。

寺
田
さ
ん
を
一
躍
有
名
に
し
た
レ
ー
ス

寺
田
陽
次
郎
さ
ん
は
、
世
界
三
大
24

時
間
レ
ー
ス
（
ル
・
マ
ン
、
デ
イ
ト
ナ
、

ス
パ
・
フ
ラ
ン
コ
ル
シ
ャ
ン
）
を
完
走

し
た
日
本
人
初
の
レ
ー
シ
ン
グ
ド
ラ

イ
バ
ー
で
あ
る
。
24
時
間
レ
ー
ス
と
は
、

（フランスのル・マン耐久レー
スで）1 日走ったら 5 ～ 6kg ほ
ど体重が落ちることもザラ。技
術、感覚、思考力、判断力など
に加え、強靭な肉体がなければ
レーシングドライバーは務まり
ません。

寺田 陽次郎
レーシングドライバー
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「運動器」とは、骨・関節・筋肉・靭帯・腱・神経など、身体を支えたり、動かしたりする器官の総称です。

Վ

ب

ऀ
ͷ
体

ॊ
ೈ
ੑ
が
େ
ࣄ
Ố

έ
Ψ
を
し
て
ε
τ
Ϩ
ỽ
ν
ͷ
େ

͞
を

っ
ͨ
Ố

あ
る
日
の
午
後
、
東
京
・
東
ۜ
࠲
の

Վ

ب
࠲
の
ۙ
く
で
、
Վ

ب

ऀ
の

ย
Ԭ
ࢢ
ଂ
さ
ん
と
待
ち
合
わ
せ
を
し
た
。


౷
ܳ

の

ऀ
さ
ん
と
֗
中
で
お

会
い
す
る
。
そ
ん
な
経
験
は
お
そ
ら
く

あ
ま
り
な
い
だ
Ζ
う
。
と
い
う
わ
け
で
、

ච
ऀ
も
ち
Ỷ
っ
と
ۓ
ு
し
て
い
た
。

て
っ
き
り
ண

࢟
で
い
ら
っ
し
ゃ
る

の
だ
と
思
っ
て
い
た
ら
、
ย
Ԭ
さ
ん
は

ࠇ
の
ス
ー
ツ
࢟
で
ό
シ
ッ
と
き
Ί
て
、

颯㆕
㇜
㆝
ㆄ爽
と
ొ
場
し
た
。
ま
る
で

ࣄ
が
で

き
る
ό
リ
ό
リ
の
Τ
リ
ー
τ

ࣾ
マ
ン

の
よ
う
。
Ω
リ
リ
と
し
た
࢟

で
カ
ッ

ί
イ
イ
。
গ
々
、
面
৯
ら
っ
て
い
る
と
、

「
い
つ
も
は
こ
ん
な
֨

じ
ゃ
な
い
で

す
よ
。
今
日
は
お
ࣸ
ਅ
を
ࡱ
る
と
言
っ

て
い
た
の
で
。
Վ

ب
࠲
に
ී
ஈ
来
る

と
き
は
、
も
っ
と
ラ
ϑ
な
֨

で
す
」

と
笑
っ
た
。

࢟

の
良
さ
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

一
൪
ڻ
い
た
の
は
、

台
で
ഈ
ݟ
す
る

よ
り
ず
っ
と
ス
マ
ー
τ
な
方
だ
と
い
う

こ
と
。

ฉ
け

、
体
重
は
、
20
代
前

か
ら

ず
っ
と
ม
わ
ら
ず
、
61
ἅ
だ
と
言
う
。

お
歳
は
֬
か
50
代
後

。
30
年
Ҏ
上
、

体
重
を
ҡ
࣋
す
る
こ
と
が
い
か
に

し

い
こ
と
か
、
中
年
の
զ
々
は
௧
い
΄
ど

わ
か
っ
て
い
る
。

は
り
、

台
で
གྷ

り
、
ཱ
ち
回
る
運
動
ྔ
の
多
さ
は
Ξ
ス

リ
ー
τ
ฒ
み
だ
と
い
う
こ
と
な
の
か
。

そ
こ
で
、
࠷
初
は
、
若
々
し
い
体
ܕ

を
ҡ
࣋
す
る
ൿ
݃
か
ら
お

を
ฉ
い
て

み
る
こ
と
に
し
た
。

Վبऀ片岡市蔵さん

巻頭インタビュー［私と運動器］

取材・文：土原亜子／写真：中村香奈子

ଂ͞Μɻࢢのʹཱ͖ͬͯͨยԬبΒՎ͔ࠒのࡀ̏
՚͔ͳҥΛʹண͚ɺͰඈͼճ͍ͬͯΔ࢟Λ͍ͯݟΔͱɺ
ͳΜͯܰͳํͳのͩΖ͏ͱ͕͍ͨͯͬࢥɺ
ͭ͡の্ͰཪͰɺମΛ͍ͯ͠ࠅΔ͜ͱ͕Θ͔ͬͨɻ
بճՎࠓ ɾऀยԬ͞Μの「ࢲͱ運動器」ʹ ͍ͭͯ͝հ͠·͢ɻ

舞台に立つと、痛くても熱でフラフラしていても、アド
レナリンが出てきてやりきれてしまう。でも歳とともに、
無理が効かなくなってくる。自分の体と付き合い、メン
テナンスしながら歌舞伎役者を続けていきたいです。

片岡 市蔵 歌舞ب者
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「運動器」とは、骨・関節・筋肉・靭帯・腱・神経など、身体を支えたり、動かしたりする器官の総称です。

ー
マ
に
し
た
も
の
が
か
な
り
多
い
。
ྫ

え

『
ち
か
い
の
ຐ
ٿ
』（

ٿ
）、『
の

た
り
দ
ଠ

』（
૬

）、『
お
れ
は
మ

ฌ
』（

ಓ
）、『
あ
し
た
ఱ
ؾ
に
な
あ

れ
』（
ΰ
ル
ϑ
）、『
গ
年
よ
ラ
έ
ッ
τ

を
๊
け
』（
ς
χ
ス
）

々
。
昔
か
ら
、

ອ
ը
ք
に
Ғ
େ
な


を

す

Ϩ
δ
ỻ
ϯ
υ
が
໊
࡞
を
ੜ
み
ଓ
͚
Β
Ε
Δ
ཧ
༝ ອըՈ

ちばてつやさん

巻頭インタビュー［私と運動器］

取材・文：田代智久

の
δ
ἀ
ー
』
か
も
し
れ
な
い
。
と
り
わ

け
、
࠷
終
回
の
࠷
後
の
一
ί
マ
は
、
ອ

ը
࢙
に

る

説
的
ラ
ス
τ
シ
ー
ン
と

し
て
今
も
な
お
ޠ
り
ܧ
が
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
実
は
こ
れ
Ҏ
外
に
も
、
ち


さ
ん
の
࡞

に
は
、
ス
ポ
ー
ツ
を
ς

ς
ー
マ
に
お

を

っ
た
。

ອ
ը
ք
の
ڊ
ঊ
は
ӡ
ಈ
Ի
ஒ    !?

ち

て
つ

さ
ん
の
代
ද
࡞
と
し
て

ਅ
っ
先
に
ڍ
͛
ら
れ
る
࡞

と
い
え

、

Ϙ
ク
シ
ン
ά
ອ
ը
の
ۚ
ࣈ
ౝ
『
あ
し
た

今
年
、
̎
̌
̍
̔
年
は
、
実
は
『
あ

し
た
の
δ
ἀ
ー
』
の
࿈
ࡌ
։
࢝
か
ら
50

年
目
に
当
た
る
અ
目
の
年
で
あ
る
。

今
回
は
、
多
く
の
ອ
ը
Ո
が
ಌ
れ
、

目
ඪ
に
し
て
き
た
ອ
ը
ք
の
ڊ

・
ち


て
つ

さ
ん
に
、ἔ
体
を
動
か
す
ἕ
を

今まで頭がモヤモヤしていた
のに、ちょっと運動をして汗
をかいたら、アイデアがどん
どん湧く。生き生きとした絵
が描けることに気づいたんで
す。漫画家という人種は、冷
や汗はよくかくんです。締め
切りに追われたり、編集さん
にせっつかれたりしてね。だ
けど“熱い汗”をかかなきゃ
人間ダメなんだと強く思った
わけです。

       ちば てつや ອըՈ  　
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「運動器」とは、骨・関節・筋肉・靭帯・腱・神経など、身体を支えたり、動かしたりする器官の総称です。

わ
か
る
か
と
言
い
ま
す
と
、
ฏ
成
ݩ
年

に
そ
の
頃
の
༼

が
ൃ
ݟ
さ
れ
た
か
ら

で
す
。
昔
の
ಃ
ܳ
Ո
は
、
ڞ
同
༼
で
ম

く
の
が
ී
通
で
し
た
。
ࣗ
分
の
࡞

と

わ
か
る
よ
う
に
す
る
た
Ί
に
、
؆
୯
な

α
イ
ン
を
つ
け
て
、
そ
れ
を
代
々

う

の
で
す
が
、
同
じ
α
イ
ン
が
༼

か
ら

出
て
き
た
ん
で
す
。

খ
ੴ
ݪ
ম
は
Ͳ
う

ỳ
ͯ
࡞
Δ
ʁ

武
藤

と
こ
Ζ
で
、

き
も
の
は

を

こ
ね
る
、
器
の
か
た
ち
に
す
る
、
ᬵ
ༀ

を
ృ
る
、
と
い
う
̏
ஈ
֊
あ
り
ま
す
が
、

ㆩ

࿅㇌
㇓

（

を
こ
ね
る
こ
と
）
を
ߦ
う
時

は
、
ど
ん
な
;
う
に
体
を

う
の
で
し

Ỷ
う
か
ʁ


ౡ

手
先
で
は
な
く
、
ᡫ㇏
ㆌ

を
క
Ί
て
、

ཱ
っ
て
体
重
を
か
け
て
྆

で
前
後
に

こ
ね
て
い
き
ま
す
。
体
を
前
後
に
動
か

す
こ
と
で
、
ࣗ
分
の
ࠊ
の
あ
た
り
に
೪


を
ஔ
い
て
、
体
全
体
で
こ
ね
て
い
き

ま
す
。
手
だ
け
で

る
と

ྗ
が
続
き

ま
せ
ん
。

武
藤

な
る
΄
ど
。
ス
ポ
ー
ツ
マ
ッ
α

ー
δ
も
同
じ
で
す
。
手
だ
け
で

る
人

は
、
ࣗ
分
が
ർ
れ
て
本
人
が
マ
ッ
α
ー

δ
し
て
も
ら
い
た
が
る
。
ٯ
に
全
身
で

マ
ッ
α
ー
δ
す
る
໊
人
に
な
る
と
、
全


౷
ͷ
ۀ
に
ֵ
৽
を
·
と
Θ
ͤ
ͨ

ࢸ
ۃ
ͷ
ম


い
か
に
し
て
ੜ
·
Ε
Δ
ͷ
か

ಃܳՈ

福島善三さん

巻頭インタビュー［私と運動器］

取材・文：田代智久

ࡢ

、খ㆓

ੴㆂ
㆗
㇏
ݪ㇉
ম
の
࡞
Ո
と
し
て
ॳ
め
て
ॏ
ཁ
ແ
ܗ
จ
Խ
ࡒ
อ
࣋
者ớ
人
ؒ
ࠃ
ๅ
Ờʹ
ೝ
ఆ
さ
Ε
た

খ
ੴ
ݪ
ম
の
༼
ủݩ
ͪ
が
い
Θ
༼
Ứの
1�
代

、
ౡ
ળ
ࡾ
さ
ん
。

今
ճ
の
ή
ε
τ
と
し
てủ
ಃ
ܳ
と
݈
߁
Ứを
ς
ー
マ
ʹ
、
ڠ
ձ
の

౻
๕
র
ཧ
事
が
͓

を

い
·
し
た
。

が
、
も
の
す
ご
く
長
い
ྺ
࢙
の
あ
る
༼

な
ん
で
す
ね
。


ౡ

は
い
。
私
ど
も
の
「
ち
が
い
わ

༼
」
は
、
̍
̒
̔
̎
年
に
は
、
す
で
に

࡞
ಃ
を
し
て
い
ま
し
た
。
な
ͥ
そ
れ
が


ౡ
さ
ん
（
Ҏ
Լ
ܟ
শ
ུ
）
お
か
͛

さ
ま
で
৭
ん
な
ԑ
が
で
き
ま
し
て
、
人

と
会
う
ػ
会
が
増
え
ま
し
た
。

武
藤


ౡ
さ
ん
が
16
代
目
で
、
お


上
と
お
じ
い
さ
ま
が
ࢣ
ঊ
だ
そ
う
で
す

ಃ
ܳ
Ո
ʹ
ͳ
Δ
·
で
の
ಓ
の
Γ

武
藤
理
事
（
Ҏ
Լ
ܟ
শ
ུ
）
人
間
ࠃ

ๅ
に
な
ら
れ
て
、
今
す
ご
く
お

し
い

の
で
は
ʁ

今はほとんど電動ろくろですが必
要に応じて蹴りろくろも使います。
蹴りろくろの場合は、腰がまっす
ぐになっていないと蹴れないんで
す。だから体が自然と鍛えられた
のですが、電動ろくろは軽く踏む
だけで回るため、背中が曲がって
いても踏めます。便利になった反
面、姿勢が悪いまま作業を行う職
人が増えて、昔よりも腰痛の人が
増えました。

福島 善三 ಃܳՈ
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「運動器」とは、骨・関節・筋肉・靭帯・腱・神経など、身体を支えたり、動かしたりする器官の総称です。

ن
ଇ
ਖ਼
し
い
ӡ
動
と
৯
ੜ
׆
Ố

Ӊ



্
「
Ω
ồ
ϓɾϜ
ồ
Ϗ
ϯ
ά
」
取材・文：松瀬学
写真：寺門邦次

ෆ
思
ٞ
な
ө
૾
だ
っ
た
。

12
年
前
の
ळ
。
Ӊ

ඈ
ߦ
࢜
の
若
田

ޫ
一
さ
ん
が
、
ඍ
小
重
ྗ
の
Ӊ

ધ


で
Ω
Ỿ
ッ
ν
Ϙ
ー
ル
を
す
る
。
か
つ
て

ߕ
子
Ԃ
を
Ί
͟
し
た
ݩ
高
校
ٿ
ࣇ
。


か

か
ු
い
た
か
ら
だ
で
Ά
ん
と
ന
ٿ

を
手
์
せ

、
ٿ
は
ス
ー
ッ
と
ま
っ
す

͙
に
৳
ͼ
続
け
た
。
ど
こ
ま
で
も
。

  

ԕ
い
記
Ա
が
よ
み
が
え
る
。
若
田
さ

ん
が
ク
ス
ッ
と
笑
う
。

「
Ӊ

ધ
の
中
は
モ
ϊ
が
;
わ
;
わ
ු

か
Ϳ
ඍ
小
重
ྗ
ঢ়
ଶ
で
、
ધ

の
大
切

な
ػ
器
に
か
ら
だ

モ
ϊ
が
Ϳ
つ
か
っ

て
ނ
ো
を
ى
こ
さ
な
い
よ
う
に
、
動
࡞

を
Ώ
っ
く
り
ਖ਼
֬
に
し
な
け
れ

い
け

な
い
。

ٿ
の
Ϙ
ー
ル
を
Ώ
っ
く
り


͛
る
よ
う
な
動
࡞
も
、
ऑ
い
ྗ
で
ਖ਼
֬

に
Ϙ
ー
ル
の
ي

を
ί
ン
τ
ϩ
ー
ル
す

る
の
が

し
か
っ
た
で
す
」

  

Ӊ

と
は
『
ح

』
の
ଘ
ࡏ
で
あ
る
。

2
�
�
2
年
ळ
。
ح

み
た
い
な
対
ஊ

が
実
現
し
た
。

  

ς
ー
マ
が
「
Ӊ

で
の
運
動
器
の
大

ࣄ
さ
」
で
あ
る
。
東
京
・
ؙ
の

の
Ӊ


ߤ
ۭ
ݚ
ڀ
։
ൃ
ػ
ߏ
（
+
"
9
"
）

の
会
ٞ
ࣨ
。
当
ڠ
会
の
ઐ

理
ࣄ
の
দ

Լ
ོ
が

ٿ
の
࣭

を

͛
続
け
た
。

  

若
田
さ
ん
は
49
歳
と
は
思
え
な
い
、

高
校
ٿ
ࣇ
の
よ
う
な
若
々
し
さ
で
あ
る
。


さ
し
い
؟
ࠩ
し
。
ؾ
さ
く
な
人
柄
。

ถ
ࠃ
か
ら
ؼ
ࠃ
し
た

か
り
。「
時
ࠩ

Ϙ
έ
は
大
丈
夫
ʁ
」
と
ฉ
か
れ
れ

、

「
は
い
。
い
つ
も
Ϙ
έ
て
お
り
ま
す
の

で
」
と
΄
΄
笑
ん
だ
。
ۭ
ؾ
が

Ή
。

Ϗ
ε
ϑ
Ỽ
ε
ϑ
Ỽ
ω
ồ
τ
と

"
3
&
%
の
ӡ
ಈ
で
ࠎ
ີ

Ξ
ỽ
ϓ

―
―
Ӊ

で
は
ے

の

い
方
が

し

い
の
で
は
。

+"9"Ӊඈ࢜ߦ

若田光一さん

巻頭インタビュー［私と運動器］

ӉӉඈ࢜ߦͱ͍͏ࣄɺզʑʹͱͬͯɺ
·ͩ·ۭͩのੈքɻͦ ͜Ͱɺएా͞Μʹ͍Ζ͍Ζͳ
࣭Λͯ͠Έ·͠ ͨɻӉͰの࣮ݧ͔Βͩのঢ়ଶɺ
͠·Β͍ͯ͑ڭのͨΊʹେͳ͜ͱΛ߁݈ͯͦ͠ ͨɻ

宇宙でも地上でも、規則正
しく運動すれば体力は維持
できます。汗をかくことで、
精神的なリフレッシュもで
きます。運動の時間を取る
ことで、生活にメリハリが
つき、仕事で集中力を維持
することにも役立つと思う
のです。
若田 光一 JA9A Ӊඈ行士
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取材・文：土原亜子
写真：大久保正彦

も
前
に
ਐ
Ί
な
い
と
࠲
り
ࠐ
ん
だ
時
、

�
本
の
ス
ϛ
レ
の
Ֆ
を
目
に
し
ま
し
た
。

そ
の
Ֆ
が
、
私
に
『
よ
く
ؤ
ு
っ
た
ね
』

と
ޠ
り
か
け
て
く
れ
て
い
る
ؾ
が
し
ま

し
た
。
そ
し
て
、
あ
あ
、
ഄ
া
も
き
っ

と
こ
ん
な
;
う
に
ス
ϛ
レ
の
Ֆ
を
目
に

し
、
۟
を
ӵ
ん
だ
の
か
な
と
…
…
。
そ

ആ
人
・
ୃ
ま
ど
か
さ
ん
も
、
こ
の
۟

と
同
じ
よ
う
な
経
験
を
し
た
。
̍
̕
̕

̕
年
、

ス
ϖ
イ
ン
・
α
ン
ς
ỹ
Ξ
ΰ

८
ྱ
の
、
̔
̌
̌
ᶳ
に
も
わ
た
る
ె
า

の
ཱྀ
を
し
た
時
の
こ
と
で
あ
る
。

「
ピ
レ
ω
ー
の
ࢁ
の
中
を

า
い
て
い

た
ん
で
す
。
ർ
れ
切
っ
て
、
も
う
一
า

ࢁ
࿏
来
て
Կ

ら
Ώ
か
し
す
み
れ


দ
ඌ
ഄ
া
『

͟
ら
し
ل
ߦ
』
の
一

۟
で
あ
る
。
ഄ
া
は
、
京

か
ら
大


へ
ࢸ
る
ѭ
ࡔ
ࢁ
を
ӽ
え
、
ひ
と
ٳ
み
し

よ
う
と
;
と

も
と
を
ݟ
る
と
、
す
み

れ

が
࡙
い
て
い
る
の
に
ؾ

く
。

れ
は
、
ま
る
で
神
様
か
ら
の
Ϊ
ϑ
τ
で

し
た
」

と
目
を
ً
か
せ
る
。
ୃ
さ
ん
は
、
い

つ
も
า
く
ཱྀ
に
こ
だ
わ
っ
て
い
る
。

「
ആ
人
は
า
く
の
が
ج
本
で
す
。
ആ
۟

࡞
り
で

っ
て
は
い
け
な
い
『
̏
カㅡ

ー
』

と
い
う
の
が
あ
り
ま
し
て
、
̍
つ
は
カㅡ

ー
（
ं
）。̎
つ
目
は
Ոㅡ


、̏
つ
目
は

カㅡ

ϝ
ラ
。
す
な
わ
ち
、
ं
で
の
Ҡ
動
は

ご
๏

、
ആ
۟
を
࡞
ら
な
い
人
と
一
ॹ

に
ߦ
動
す

き
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
。

そ
し
て
、
ࣸ
ਅ
を
ࡱ
る
こ
と
に
ເ
中
に

な
っ
て
は
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

『
�
カㅡ

ー
』
が
ҙ
ຯ
す
る
の
は
、
そ

こ
に
あ
る
も
の
を
よ
く
ݟ
な
さ
い
と

い
う
こ
と
で
す
。
ཱ
ち
ࢭ
ま
っ
て
じ
っ

と
ݟ
つ
Ί
て
、
そ
の
Ԟ
に
あ
る
も
の
を

Ω
Ỿ
ッ
ν
し
よ
う
と
す
る
と
、
৭

形
、

߳
り

Ի
な
ど
、
ޒ
感
の
Ξ
ン
ς
ナ
が

ཱ
ち
࢝
Ί
ま
す
。

ं
で
は
通
れ
な
い
よ
う
な
ཪ
通
り
を

า
く
こ
と
も
大
ࣄ
で
す
。
そ
こ
に
は
༦

৯
時
の
ࢧ


౬
ཋ
み
の
Ի
な
ど
、
人

の

ら
し
が
感
じ
ら
れ
る
。

雨
の
日
に
า
け

、
Ξ
δ
α
イ
の
৭

の


か
さ

ੴ

の
ೞ
れ
た

झ
な

ど
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
て
、
雨
っ
て

い
い
な
と
思
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ആ
۟
を
࡞
Ζ
う
と
思
っ
て
า
く
と
、

ആਓ

黛まどかさん

巻頭インタビュー［私と運動器］

ആ
۟
を
ӵ
Ή

Ͱ
ỏΏ
っ
͘
Γ
า
͚

ỏ

৺
๛
か
に
ỏݩ
ؾ
Ͱ

ੜ
͖
Ố

۟
の
த
ʹ
、Χ
λ
Χ
ナ

ӳ
ޠ


い
ݱ、
代
を
৭


か
ʹ

Γ
औ
る
ୃ
さ
ん
。ࣗ
વ

ͦ
の
ࠃ
々
の
จ
Խ
、

ݹ
య
を
େ

ʹ
し
、ಓ
を
า
͖
ଓ
͚
て
ആ
۟
を
࡞
る
。ͦ
ん
ͳ
彼
女
の
݈
٭
の
ൿ
݃
を
͏
か
が
ỳ
た
。

昔から俳人は長生きでピンピンして元気。
それは俳句を作るために、常に好奇心を
持って歩き続けているから。俳句を詠む目
は人生を豊かにし、健康にしてくれる。

黛 まどか ആ人

あんなに苦しいトレーニングをしてきたのに、心が弱いと飛び込めな
い。つまり、体は心の入れ物に過ぎないのです。今の日本人の寿命は
80 ～ 90 歳。ということは、体の成長は、人生の前半の前半で終わっ
ています。それでも 60 年以上、人が生き続けるのは心を成長させる
ためだと思うんです。

田中 陽希 アドϕンチャーレーサー
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̎
̌
̍
̒
年
に
は
、
日
本
ೋ
ඦ
໊
ࢁ
を

౿
ഁ
（
約
̔
̎
̌
̌
Ω
ϩ
、
̎
̎
̎
日
）

と
い
う
、
前
代
ະ
ฉ
の

ઓ
を
成
し


͛
た
強
ਟ
な

体
の
࣋
ち
ओ
。

そ
の
田
中
さ
ん
と


の
ެ
Ԃ
で
お

会
い
し
た
。
Ω
Ỿ
ッ
ϓ

を
か
Ϳ
り
、

大
き
な
リ
ỿ
ッ
ク
を
し
Ỷ
っ
て

々
の

間
か
ら
ొ
場
。
一
ݟ
、
ご
く
ී
通
の
若

ऀ
の
よ
う
に
も
ݟ
え
る
が
、

し
て
み

る
と
す
ご
い
！

次
々
と
出
て
く
る
言

葉
が
Ω
ラ
Ω
ラ
し
て
い
て
、
ま
る
で
、

と
Ί
ど
な
く
Ҳ
れ
る
༙
き
ਫ
の
よ
う
だ

っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ա
ࠅ
ͳ
Ϩ
ồ
ε
は
ࣾ
ձ
の
ॖ
ਤ

「
Ξ
ド
ϕ
ン
ν
Ỿ
ー
レ
ー
ス
は
ν
ー
Ϝ

の
̐
人
が
、
̍
人
も
欠
け
る
こ
と
な
く

ΰ
ー
ル
す
る
こ
と
が
ඞ
ਢ

݅
で
す
。

こ
れ
は
、
ࣾ
会
の
ॖ
ਤ
に
し
て
い
る
か

ら
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ී
ஈ
の
生
׆

で
も
、
உ
と
女
が
い
て
、
ඞ
વ
的
に
体

ྗ

生
理
的
な
面
、
さ
ら
に
Ձ

観


経
験
な
ど
に
ࠩ
が
あ
り
、
ί
ϛ
ỿ
χ
έ

ー
シ
ἀ
ン
の
ߦ
き
ҧ
い
も
あ
り
ま
す
。

̎
人
よ
り
̏
人
、
̏
人
よ
り
̐
人
の
方

が
、
τ
ラ
ϒ
ル
、
リ
ス
ク
、
՝

も
ؚ

Ί
て
ཁ
Ҽ
が
増
え
て
き
ま
す
。
で
も
、

す

て
ν
ー
Ϝ
で
औ
り

ん
で
前
に
ਐ

า
͘
ͷ

ỏ
Δ
ͷ

ỏ৺
が
体
を
動
か
す
Ố

自
વ
ͷ
த
Ͱ
ỏڧ
い
৺
を
ҭ
み
ͨ
い
Ố

ΞυϕϯνϟʔϨʔαʔ

田中陽希さん

巻頭インタビュー［私と運動器］

取材・文：土原亜子／写真：中村香奈子

ؠ
ࢁ
を
Α
͡
ొ
Γ
、ණ
Տ
を
ད
Ͱ
ӭ
͗
、δ
Ỿ
ン
ά
ϧ
を
ۦ
͚
ൈ
͚
る
。ಓ
ͳ
͖
ಓ
を
、લ

લ

と
ಥ
͖
ਐ
Ή

Ξ
υ
ϕ
ン
ν
Ỿ
ー
Ϩ
ー
α
ーɾ田
த
ཅ
ر
さ
ん
。ͦ
の

ମ
の
ڧ
さ
は
Ͳ
͜
か
Β
͘
る
の
ͩ
Ζ
͏
か
。

な
競
技
の
ϓ
ϩ
レ
ー
α
ー
が
田
中
ཅ
ر

さ
ん
（
33
）
で
あ
る
。

̣
̝
̠
の
『
ά
レ
ー
τ
τ
ラ
ό
ー

ス
』
と
い
う
൪

で
、
̎
̌
̍
̐
年

に
は
日
本
ඦ
໊
ࢁ
を
人
ྗ
の
み
で
౿

ഁ
（
約
̓
̔
̌
̌
Ω
ϩ
を
̎
̌
9
日
）、

్
中
、
ࢦ
ఆ
さ
れ
た
種
目
（
た
と
え


マ
ウ
ン
ς
ン
ό
イ
ク
、
τ
レ
ッ
Ω
ン
ά
、

カ
Ϡ
ッ
ク
、
ス
イ
Ϝ
な
ど
）
を
こ
な
し

な
が
ら
ن
ఆ
の
ν
ỻ
ッ
ク
ポ
イ
ン
τ
を

通
ա
し
、
約
̍
ि
間
の
λ
イ
Ϝ
リ
ϛ
ッ

τ
ま
で
、

さ
を
競
う
。
そ
ん
な
ա
ࠅ

「
Ξ
ド
ϕ
ン
ν
Ỿ
ー
レ
ー
ス
」
と
い
う

競
技
を
知
っ
て
い
る
だ
Ζ
う
か
。
உ
女

ࠞ
成
の
̐
人
̍

が
ν
ー
Ϝ
と
な
っ

て
、
あ
り
と
あ
ら
Ώ
る
ࣗ
વ

ڥ
を


台
に
、
ス
λ
ー
τ
か
ら
ΰ
ー
ル
ま
で
の

約
̒
̌
̌
Ỗ
̍
̌
̌
̌
ἅ
を
Ҡ
動
す
る
。
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ν
ー
Ϝ
の
ド
ク
λ
ー
を

Ί
、
ࠃ
際
ਫ

ӭ
࿈
ໍ
の
ҩ
ࣄ
ҕ
һ
で
も
あ
り
ま
し
た
。

ཱ
場
が
ҧ
う
お
ೋ
人
で
す
が
、
τ
ッ
ϓ

Ξ
ス
リ
ー
τ
を
長
年
、
ࢧ
え
て
き
た
お

ೋ
人
で
す
。

武
藤
理
事
（
Ҏ
Լ
ܟ
শ
ུ
）
ࡢ
年

11
月
、
ࠃ
際
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ҕ
һ
会

（
*
0
$
）
が
新
ઃ
し
た
「
ί
ー
ν
ಛ

ผ
ޭ
࿑

」
の
ड

、
վ
Ί
て
お
Ί
で

と
う
ご
͟
い
ま
す
。

ۚ
ࢠ
さ
ん
（
Ҏ
Լ
ܟ
শ
ུ
）
あ
り
が

と
う
ご
͟
い
ま
す
。
歳
を
と
っ
た
か
ら

い
た
だ
い
た
よ
う
な
も
の
で
ڪ
ॖ
で
す
。

武
藤

い

い

、
本
当
に
ૉ
晴
ら
し

い
ޭ

で
す
。
と
こ
Ζ
で
、
今
年
̐
月

̍
日
か
ら
シ
ン
ク
ϩ
ナ
イ
ζ
ド
ス
イ
ϛ

ン
ά
（
Ҏ
Լ
、
シ
ン
ク
ϩ
）
が
「
Ξ
ー

ς
ỹ
ス
ς
ỹ
ッ
ク
ス
イ
ϛ
ン
ά
」（
ུ

し
て
"
4
）
と
い
う
໊
শ
に
ม
更
に
な

り
ま
し
た
ね
。
長
年
ί
ー
ν
を

Ί
ら

れ
て
き
た
お
ཱ
場
か
ら
ݟ
て
、
Կ
か
ҙ

識
の
ม
Խ
が
あ
り
ま
し
た
か
ʁ

ۚ
ࢠ

そ
う
で
す
ね
。
シ
ン
ク
ϩ
か
ら

Ξ
ー
ς
ỹ
ス
ς
ỹ
ッ
ク
に
վ
শ
す
る
大

き
な
ҙ
ຯ
と
し
て
「
も
っ
と
ܳ
ज़
性
を

ਂ
Ί
な
さ
い
」
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。
選
手
を
ҭ
て
て
い
る
上
で
、
こ

ܳ㇢
㉄
㈈
㈸
ㇻ
㈈
㈸
㈾
ㇰ

ज़
ੑ
が
ٻ
Ί
Β
Ε
Δ
ε
Π
ϛ
ϯ
ά
छ


ͦ
ͷ
体
ͷ
動
͖
に
ඞ
ཁ
な

ͷ
と

ʁ

ΞʔςΟεςΟοΫεΠϛϯάࢦಋऀ

金子正子さん

巻頭インタビュー［私と運動器］

取材・文：土原亜子

今

�
݄
か
Βủ
Ξ
ー
ς
ỹ
ε
ς
ỹ
ỽ
Ϋ
ε
Π
ϛ
ン
ά
Ứ
と
໊
শ
を
ม
ߋ
し
た
γ
ン
Ϋ
ϩ
ڝ
ٕ
、

今
ճ
の
ή
ε
τ
は
ࢦ
ಋ
者
と
し
て
খ
୩
࣮
Մ
ࢠ
さ
ん
Β
ଟ
͘
の
ޒ
ྠ
ϝ
μ
Ϧ
ε
τ
を
ҭ
て
た
ۚ
ࢠ
ਖ਼
ࢠ
さ
ん
ʹ
、

Φ
Ϧ
ン
ϐ
ỽ
Ϋ
ਫ
ӭ
ν
ー
Ϝ
の
υ
Ϋ
λ
ー
ܦ
ݧ

͋
る

ڠ
ձɾ
౻
๕
র
ཧ
事
が
͓

を

い
·
͢
。

μ
リ
ス
τ
を
ҭ
て
て
き
た
ࢦ
ಋ
ऀ
・
ۚ

子
ਖ਼
子
さ
ん
。
イ
ン
λ
Ϗ
ỿ
ー
を
す
る

の
は
当
ڠ
会
の

౻
๕
র
理
ࣄ
。
実
は


౻
理
ࣄ
は
、
ϩ
ス
、
ソ
ウ
ル
、
ό
ル

η
ϩ
ナ
の
̏

の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ਫ
ӭ

し
、
そ
の
美
し
い
動
き
に
感
動
し
ま
す
。

今
回
の
ή
ス
τ
は
、
そ
ん
な
シ
ン
ク

ϩ
種
目
が
日
本
で
は
ま
だ
マ
イ
ナ
ー
だ

っ
た
時
代
か
ら
ࢦ
ಋ
ऀ
と
し
て
ܞ
わ
り
、

小
୩
実
Մ
子
さ
ん
ら
多
く
の
ޒ
ྠ
ϝ

シ
ン
ク
ϩ
ナ
イ
ζ
ド
ス
イ
ϛ
ン
ά
と

い
え

、
ϓ
ー
ル
の
中
で
Ի
楽
に
合
わ

せ
て
体
を
動
か
し
、
技
の

成

、
同

ௐ
性
、
ߏ
成
、
ܳ
ज़
的
な
ද
現
ྗ
な
ど

を
競
う
種
目
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
目
に

アーティスティックスイミング
は、手足で水をかくので腱鞘炎や
膝の関節炎などがつきもの。アク
ロバティックな動きもあり、腰、
肩の故障や外傷も少なからずあり
ます。予防として、トレーニング
やストレッチ、栄養面など多面的
に取り組んでいます。

金子 正子
アーティスティックスイミング指導者
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ς
Ϩ
Ϗ



Ͱ
׆
༂
す
Δ
ਓ
ؾ
ঁ
༏
が

ݚ
ڀ
ऀ
と
し
て
ֶ
ͼ
ଓ
͚
Δ
ཧ
༝
と

ʁ

͍ͱ ɾ͏·͍͜ʗঁ༏

いとうまい子さん

巻頭インタビュー［私と運動器］

取材・文：田代智久／写真：小野田尚武

今
ճ
の
ή
ε
τ
は
、女
༏ɾい
と
͏
·
い
ࢠ
さ
ん
。ܳ

ք
Ͱ
׆
༂
͢
る
か
た
Θ
Β
、��
ࡀ
ʹ
し
て

ૣ
Ҵ
田
େ
ֶ
人
ؒ
Պ
ֶ
෦
ʹ
ೖ
ֶ
し
、ϩ
ί
Ϟ
ର
ࡦ
༻
ϩ
Ϙ
ỽ
τ
を
։
ൃ
。今

େ
ֶ
Ӄ
の
ത
࢜
՝
ఔ
Ͱ

ݚ
ڀ
を
ଓ
͚
る
い
と
͏
さ
ん
ʹ
、ֶ
ͼ
ଓ
͚
る
ཧ
༝
と
ӡ
ಈ
ث
の
ॏ
ཁ
ੑ
ʹ
ͭ
い
て
ฉ
い
た
。

で
き
る
よ
う
な

台
が
な
い
こ
と
を
௧

感
し
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
ま
ず
は

大
ֶ
に
ೖ
っ
て
ษ
強
し
、
ࣗ
分
の

台

を
࡞
Ζ
う
、
と
思
っ
た
ん
で
す
。

じ
ゃ
あ
、
ど
ん
な
分

を
ֶ
Ϳ
の
か
。

考
え
た
と
き
に
಄
に
ු
か
ん
だ
の
が
、

༧

ҩ
ֶ
で
し
た
。
と
い
う
の
も
、
20

年
΄
ど
前
に
、
จ
෦
科
ֶ
ল
が
ਪ
ਐ
し

て
い
た
オ
ー
μ
ー
ϝ
イ
ド
ҩ
ྍ
ϓ
ϩ
δ

ỻ
ク
τ
の
Ϗ
σ
オ
に
出
ԋ
し
た
こ
と
が

あ
り
、
そ
こ
で
༧

ҩ
ֶ
の
重
ཁ
性
に

৮
れ
て
Ҏ
来
、
い
つ
も
そ
れ
が
಄
の
ย

۱
に
あ
っ
た
ん
で
す
ね
。

さ
っ
そ
く
ௐ

て
み
る
と
、
ૣ
Ҵ
田

大
ֶ
人
間
科
ֶ
෦
で
ֶ

る
と
わ
か
り
、

̴
ス
ク
ー
ル
（
通
৴
教
ҭ
՝
ఔ
）
を
ड

験
す
る
こ
と
に
。
全
ࠃ
を
ඈ
ͼ
回
る
ػ

会
も
多
い
ܳ

׆
動
と
ฒ
ߦ
し
て
ษ
強

す
る
に
は
、
オ
ン
σ
マ
ン
ド
で
त
ۀ
が

ड
け
ら
れ
る
̴
ス
ク
ー
ル
は
、
ま
さ
に

う
っ
て
つ
け
で
し
た
。
面

で
「
ܳ


人
は
す
͙

Ί
る
か
ら
」
な
ん
て
ौ
ら

れ
も
し
ま
し
た
が
、

る
ؾ
を
Ξ
ピ
ー

ル
し
て
、
な
ん
と
か
ೖ
ֶ
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

そ
れ
で
、
い
͟
大
ֶ
生
׆
が
࢝
ま
っ

た
わ
け
で
す
が
、
こ
れ
が
と
ん
で
も
な

く
ϋ
ー
ド
な
̐
年
間
で
（
笑
）。

ࣄ

で
か
は
わ
か
ら
な
い
な
が
ら
も
、
み
な

さ
ん
に
Ը
ฦ
し
が
し
た
い
と
思
い
続
け

て
い
た
ん
で
す
ね
。

た
だ
、
ࣗ
分
は
18
歳
か
ら
ず
っ
と
ܳ


ք
ひ
と
す
じ
。
ࣗ
分
の
中
に
Ը
ฦ
し

の
た
Ί
で
し
た
。
高
ଔ
で
す
͙
ܳ

ք

に
σ
Ϗ
ỿ
ー
し
て
Ҏ
来
、
ࣗ
分
が
こ
こ

ま
で
な
ん
と
か

っ
て
こ
ら
れ
た
の
は
、

प
り
の
ス
λ
ッ
ϑ

ϑ
Ỹ
ン
の
օ
さ
ん

が
ࢧ
え
て
く
れ
た
か
ら
。
ど
う
い
う
形

ܳ

ք
͔
Β
େ
ֶ


45
歳
の
と
き
に
ૣ
Ҵ
田
大
ֶ
人
間
科

ֶ
෦
に
ೖ
ֶ
し
ま
し
た
。
そ
も
そ
も
の

目
的
は
、
ひ
と
言
で
言
う
と
ἔ
Ը
ฦ
し
ἕ

50 代になっても、こうして多方面で挑戦を続けられる
のは、ある時から「歳相応」という考えをやめたのが
大きいのかもしれません。そしたら逆にいろんなこと
に気軽にチャレンジできるようになった気がします。
今は、自分らしく、ありのままに生きています。

いとう まい子 女優

女優は、膝を痛めることが多いです。時代劇では、膝を少し落とした状態
で立ち回り、座る時は必ず正座。歩く時には膝を内側に入れるので、自分
の足につまずきやすいのです。医師には、「加齢だから仕方ありませんね」
はやめてほしい。仕事の内容など、一人ひとりの話に耳を傾けて、スポー
ツ界のように演劇人のための医療ネットワークがあると嬉しいですね。

松金 よね子 女優
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「運動器」とは、骨・関節・筋肉・靭帯・腱・神経など、身体を支えたり、動かしたりする器官の総称です。

の
༧

と
治
ྍ
を
ݚ
ڀ
す
る
の
が
「


台
ҩ
ֶ
」
で
あ
る
。

そ
の
「

台
ҩ
ֶ
ݚ
ڀ
会
」（
˞
�
）

で
、
女
༏
・
দ
ۚ
よ
ね
子
さ
ん
と
当
ڠ

会
の
理
ࣄ
・

౻
๕
র
（
日
体
大
૯
合

ݚ
ڀ
ॴ
ॴ
長
）
が
対
ஊ
を
ߦ
っ
た
。
ς

ー
マ
は
「
女
༏
と
運
動
器
の
௧
み
」。

そ
の
一
෦
を

հ
し
よ
う
。

࣌

ܶ
の
ཱ
ͪ
ډ
ৼ
Δ

͍
は

ක
Λ
௧
Ί

͢
͍

武
藤
：
দ
ۚ
さ
ん
は
、
ԋ
ܶ
、
ө
ը
、

5
7
ド
ラ
マ
、
Ξ
χ
ϝ
な
ど
෯

い


台
に
ਫ਼
通
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、

こ
れ
ま
で
に
運
動
器
の
ނ
ো
は
あ
り
ま

し
た
か
ʁ

松
金
：
は
い
。
い
Ζ
い
Ζ
あ
り
ま
す
が
、

ක
を
௧
Ί
る
こ
と
が
多
い
で
す
ね
。
と

く
に
時
代
ܶ
は
ක
を
গ
し
མ
と
し
た
ঢ়

ଶ
で
ཱ
ち
回
り
ま
す
し
、
࠲
る
時
は

ඞ
ず
ਖ਼
࠲
で
す
。
ක
を
ં
る
こ
と
が
た

い
へ
ん
多
い
の
で
௧
Ί

す
い
ん
で
す
。

ま
た
、
า
く
時
、
ක
を

ଆ
に
ೖ
れ
る

の
で
、
ࣗ
分
の

に
つ
ま
ず
き

す
い

ん
で
す
。
ண


カ
ツ
ラ
と
い
っ
た
ҥ


ྨ
も
重
い
の
で
、
つ
ま
ず
く
だ
け
で

大
έ
Ψ
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ཱ

ち
回
り
で
つ
ま
ず
い
て
顔
を
切
っ
た
こ

ࡀ
を
と
Δ
と
ỏ体

ݹ
い
Ո
ి
ͷ
Α
͏
な

ͷ
Ố

ே

ε
τ
Ϩ
ỽ
ν
Ͱ
ࢼ
ӡ
స
し
て
い
·
す
Ố

ঁ༏松金よね子さん

巻頭インタビュー［私と運動器］

取材・文：土原亜子／写真：大久保正彦

ө
ը
、υ
ラ
マ
ͳ
Ͳ
ʹ
ग़
ԋ
͢
る
ആ
༏
さ
ん
た
ͪ
。Ұ
ݟ
、՚

か
ͳ
৬
ۀ
ʹ
ݟ
え
る
が
、

何


܁
Γ
ฦ
͢
ܤ
ݹ
、ա
ࠅ
ͳ
ϩ
έ
、
࣌
ؒ
ʹ
Θ
た
る
ࡱ
Ө
ͳ
Ͳ
、
૾
Ҏ
্
ʹ

ମ
を
ࠅ

し
て
い
る
。

ͦ
ん
ͳ
ݫ
し
い


ཪ
ʹ
ͭ
い
て
、ܳ
ྺ
��

の
女
༏ɾদ
ۚ
Α
Ͷ
ࢠ
さ
ん
ʹ
͓

を

ỳ
た
。

Τ
μ
ン
α
ー
の
外


᪇
、

ऀ
の

ࠊ
௧
、
ピ
Ξ
χ
ス
τ
の
手
の
ނ
ো
…
…
。

ひ
と
た
ͼ
ো

が
ى
き
れ

、
ύ
ϑ
Ỽ

ー
マ
ン
ス
に
大
き
く
影
響
す
る
。
こ
う

し
た
ܳ
ज़
׆
動
に
関
す
る
運
動
器
ো


ԋ
ܶ
な
ど
の

台
・
ܳ
ज़
׆
動
を
ߦ
う

人
を
対

と
し
た
ҩ
ֶ
の
こ
と
で
あ
る
。

ܳ
ज़
Ո
た
ち
に
は
、
ス
ポ
ー
ツ
選
手

と
同
じ
く
ら
い
、
運
動
器
の
έ
Ψ

ނ

ো
が
つ
き
も
の
だ
。
た
と
え

、
ό
レ

「

台
ҩ
ֶ
」
と
い
う
言
葉
、
ฉ
い
た

こ
と
が
あ
る
だ
Ζ
う
か
ʁ
「
ス
ポ
ー

ツ
ҩ
ֶ
」
を
知
っ
て
い
る
人
は
多
い
が
、

「

台
」
と
「
ҩ
ֶ
」
の

み
合
わ
せ

は
目
新
し
い
。
じ
つ
は
、
Ի
楽
、

གྷ
、
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「
体
ྗ
が
あ
る
と
ؾ
ྗ
も
出
て
き
ま
す
よ

ね
。
そ
の
ٯ
も
し
か
り
。
私
は
そ
の
૬


ޮ
Ռ
で
ർ
れ
に
く
い
ん
で
す
。
た
と
え



ࣄ
で
う
ま
く
い
か
な
い
こ
と
が
あ
っ

て
、
ス
τ
レ
ス
に
な
る
で
し
Ỷ
う
。
そ

う
い
う
と
き
に
̍
人
で

り
な
が
ら
考

え
て
い
る
と
、
ポ
δ
ς
ỹ
ϒ
な
ؾ
࣋
ち
に

な
人
柄
で
大
人
ؾ
。
α
ό
α
ό
し
た

τ
ー
ク
と
߽
շ
に
笑
う
ळ

さ
ん
を
ݟ

て
い
る
だ
け
で
、
ݩ
ؾ
が
も
ら
え
る
。

ύ
ϫ
ー
の
ݯ
は
ʁ
と
ฉ
け

、「
と
に
か
く

ຖ
日
体
を
動
か
す
こ
と
で
す
ね
」
と
ଈ

。

̍
か
月
で
約
2
8
�
ｋｍ

る
と
い
う
か
ら
、

Ξ
ス
リ
ー
τ
ฒ
み
の
運
動
ྔ
だ
。

ଠ
ཅ
の
よ
う
な
女
༏
さ
ん
で
あ
る
。

�
�
�
�
年
に
σ
Ϗ
ỿ
ー
し
て
Ҏ
来
、

ド
ラ
マ

ө
ը
な
ど
で
は
ݸ
性
的
な


を
こ
な
す
ԋ
技

。
い
っ
Ά
う
ό
ラ

Τ
ς
ỹ
൪

で
は
ϓ
ϩ
ฒ
み
の
ྉ
理

の

前

ಠ
ࣗ
の
݈
߁
ˍ
μ
イ
Τ
ッ

τ
๏
な
ど
を
൸
࿐
し
、
そ
の
ؾ
さ
く

な
る
ん
で
す
。
私
の
場
合
、
運
動
し
な
い

日
が
続
い
た
ら
ർ
れ
て
し
ま
う
で
し
Ỷ
う

ね
」ラ

ン
χ
ン
ά
を
ϕ
ー
ス
に
�
日
2
時

間
、
多
い
と
き
は
�
時
間
、
ے
τ
レ

Ϥ

Ψ
、
ピ
ラ
ς
ỹ
ス
な
ど
を
し
て
い
る
と
い

う
。
し
か
し
、
運
動
の
し
す
͗
で
έ
Ψ


ނ
ো
は
な
い
の
だ
Ζ
う
か
。

ӡ
ಈ
ث
ʹ
ର
͠
ͯ
も
༧

ୈ
Ұ

݈
߁
ͳ
ମ
ʹ
ର
͢
Δ
ҙ
ࣝ
の
ߴ
͞

「
じ
つ
は
子
ڙ
の
頃
に
ӈ
ක
の

月
൘
を

௧
Ί
て
い
る
ん
で
す
。
だ
か
ら
今
で
も
ӈ


を
か

い
な
が
ら

る
ϑ
Ỽ
ー
Ϝ
に
な

り

す
く
、
ࠨ

に
も
௧
み
が
出
て
く
る

ん
で
す
。
そ
の
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
か

ら
、
ී
ஈ
の
τ
レ
ー
χ
ン
ά
で
は
、
ඞ
ཁ

な
ے

を
強
Խ
し
た
り
、
ス
τ
レ
ッ
ν
を

ஸ
ೡ
に

り
ま
す
。

私
の
場
合
は
一
ප
ଉ
ࡂ
で
、
ӈ
ක
と
い

う
ऑ
点
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
έ
Ψ
の
༧


に
は
े
分
な
配
ྀ
を
し
て
い
る
ん
で
す
。

だ
か
ら
、
大
き
な
έ
Ψ

ނ
ো
を
し
た
こ

と
が
な
い
で
す
ね
」

運
動
は
も
ち
Ζ
ん
の
こ
と
、
ྉ
理
は
で

き
る
だ
け
手
࡞
り
を
心
が
け
、
ス
リ
Ϝ
な

体
ܕ
を
ҡ
࣋
す
る
ळ

さ
ん
は
、
い
ま
で

発行：運動器の10年・日本協会

ӡ
動
す
Δ
と
ർ
Ε
Δ
な
ん
て

ι

動
͚

動
͘
΄
Ͳ
ݩ
ؾ
に
な
Δ
ん
Ͱ
す

ε
λ
Π
ϧ
ൈ
܈
、ύ
ϫ
ϑ
ϧ
ͳ
ง
ғ
気
を

ͭ
ळ

さ
ん
ݩ。
気
の
ݯ
は
ラ
ン
χ
ン
ά
ͩ
と
い
͏
。
1�

ؒ
、́
΅
ຖ
日
走
Γ
、ϑ
ϧ
マ
ラ
ソ
ン
ʹ

何



ઓ
。

ฉ
͚
ば
、ί
ン
σ
ỹ
γ
ἀ
χ
ン
ά
࡞
Γ

本
֨
త
。ӡ
ಈ
ث
の
ϝ
ン
ς
ナ
ン
ε

し
ỳ
か
Γ
ߦ
ỳ
て
い
る
。ͦ
͜
Ͱ
ମ
を
ಈ
か
͢
ָ
し
さ
ʹ
ͭ
い
て
ฉ
い
て
Έ
た
。

ঁ༏秋野暢子さん

巻頭インタビュー［私と運動器］

「運動器」とは、骨・関節・筋肉・靭帯・腱・神経など、身体を支えたり、動かしたりする器官の総称です。

औ
จ・ࡐ
⽅

ݪ
ѥ
子

ࣸ
ਅ
⽅
大
ٱ
อ
ਖ਼


歳だからって自分で限界を
決めない。でも時にはやめ
る勇気も大切なの。

秋野 暢子 女優
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ί
ン
マ
̍
ඵ
を
૪
う
ス
リ
リ
ン
ά
な
競

技
で
あ
る
。
　
　

今
年
̓
月
に
は
、
東
京
・


に
日

本
初
と
な
る
人

ί
ー
ス
が

成
し
、

ま
す
ま
す

目

が
高
ま
る
カ
ψ
ー
ス

ラ
ϩ
ー
Ϝ
。
こ
の
競
技
と
の
出
会
い
と

ັ
ྗ
、
そ
し
て
日
本
代
ද
の
今
後
の
ల


に
つ
い
て
、
٢
田
さ
ん
に
お

を


っ
た
。


༡
ͼ
͔
Β
࢝
·
ỳ
ͨ

Χ
ψ
ồ
ਓ
ੜ

カ
ψ
ー
に
初
Ί
て

っ
た
の
が
い
つ

か
は
、
は
っ
き
り
と
記
Ա
に
あ
り
ま
せ

ん
。

心
つ
い
た
と
き
に
は
、
ࣗ
વ
に

૨
͛
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
き

っ
か
け
は
、
Ξ
ウ
τ
ド
Ξ
が

き
な


で
す
。
競
技
ऀ
で
は
な
か
っ
た
ん
で

す
が
、
出
身

で
あ
る
京

・




प
ล
で
、
よ
く
Ω
Ỿ
ン
ϓ

カ
ψ
ー
を

楽
し
ん
で
い
た
ん
で
す
ね
。

も
そ
れ

に
つ
い
て
ߦ
っ
て
、

༡
ͼ
を
し
た
り
、

カ
ψ
ー
で
ツ
ー
リ
ン
ά
し
た
り
し
て
い

ま
し
た
。
こ
れ
が

の
カ
ψ
ー
人
生
の

ル
ー
ツ
と
言
え
ま
す
。

ち
っ
ち
ゃ
い
頃
は
た
だ

༡
ͼ
が
楽

し
く
て
、
大
人
た
ち
に
๙
Ί
ら
れ
る
の

が
خ
し
く
て
、
無
अ
ؾ
に
カ
ψ
ー
を
૨

౦
ژ
ޒ
ྠ
Ͱ
࠷


ͷ
Χ
ψ
ồ
ε
ϥ
ϩ
ồ
Ϝ
Ố

બ
ख

Ͳ
͏
体
を

͑
ỏܹ
ྲྀ
を
Լ
Δ
ͷ
か
ʁ

ΧψʔεϥϩʔϜٕڝબख吉田 拓さん

巻頭インタビュー［私と運動器］

取材・文：田代智久

౦
ژ
ޒ
ྠ
の
छ

Ͱ

͋
Γ
、ۙ

、·
͢
·
͢



が
ߴ
·
ỳ
て
い
る
Χ
ψ
ー
ε
ラ
ϩ
ー
Ϝ
。

今
ճ
の
ή
ε
τ
は
、ͦ
の
ڝ
ٕ
Ͱ
日
本
代
ද
બ
ख
と
し
て
׆
༂
し
て
い
る
٢
田

さ
ん
。

Χ
ψ
ー
と
の
ग़
ձ
い

ਫ
্
Ͱ
の
ς
Ϋ
χ
ỽ
Ϋ
、日
ৗ
の
τ
Ϩ
ー
χ
ン
ά
ʹ
ͭ
い
て
͓

を

い
·
し
た
。

で
ή
ー
τ
に
৮
れ
な
い
よ
う
通
ա
す
る

技
ज़
と
、
ΰ
ー
ル
ま
で
に
か
か
っ
た
ॴ

ཁ
時
間
の
྆
方
を
競
う
。
ή
ー
τ
へ
の


৮
と
、
ή
ー
τ
ඇ
通
ա
の
際
に
ϖ
ナ

ル
ς
ỹ
が
λ
イ
Ϝ
に
Ճ
ࢉ
さ
れ
る
な
ど
、

ද
の
ί
ー
ν
と
し
て
ւ
外
合
॓
に
同
ߦ

し
、
後
ਐ
の
ࢦ
ಋ
も
ߦ
っ
て
い
る
。

カ
ψ
ー
ス
ラ
ϩ
ー
Ϝ
と
は
、
約
20
ݸ

の
ή
ー
τ
が
ઃ
け
ら
れ
た
ܹ
ྲྀ
の
ί

ー
ス
を
Լ
る
λ
イ
Ϝ
レ
ー
ス
。
カ
ψ
ー

٢
田

さ
ん
は
、
東
京
・
੨
ക
ࢢ
の

ޚ
ַ
を
ϕ
ー
ス
に
׆
動
す
る
カ
ψ
ー
ス

ラ
ϩ
ー
Ϝ
競
技
ऀ
だ
。
Ω
Ỿ
リ
Ξ
は
20

年
Ҏ
上
。
日
本
代
ද
選
手
と
し
て
׆
༂

す
る

ら
、
δ
ỿ
χ
Ξ
と
6
23
日
本
代

体を鍛えればいいというものではなく、予想外の川
の流れに対応できるテクニックを磨くことも重要で
す。つまりカヌーはパワーだけでは勝てないんです。

吉田 拓 カψースラローム競ٕ選手（࣌）
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「運動器」とは、骨・関節・筋肉・靭帯・腱・神経など、身体を支えたり、動かしたりする器官の総称です。

19
Χ
ॴ
ͷ
ࠎ
ં
と
い
͏
େ
ո
զ
を

Γ
ӽ
͑

͞
Β
に
ً
͖
ଓ
͚
Δ
Վ

ب

ऀ
ͷ
ੌ
み

Վبऀ

四代目市川猿之助さん

巻頭インタビュー［私と運動器］

取材・文：田代智久／写真・中村香奈子

今
ճ
の
ή
ε
τ
は
࢛、
代

ࢢ

Ԑ
೭
ॿ
さ
ん
。Վ

ب

者
と
し
て


ʹ
ཱ
Ұͭ
ํ
、

υ
ラ
マ

ݱ
代
ܶ
ͳ
Ͳ
ʹ


ଟ
͘
ग़
ԋ
。·
さ
ʹ
ീ
໘

ᢉ
の
׆
༂
を
ݟ
ͤ
る
Ԑ
೭
ॿ
さ
ん
ʹ
、



Ͱ
の
ո
զ
と
、ͦ
の

͖
߹
い
ํ
ͳ
Ͳ
ʹ
ͭ
い
て
͓

を

い
·
し
た
。

す
。
そ
れ
よ
り
も
、
日
々
、

ࣄ
で
本

൪
を
重
ね
て
い
く
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で
じ
わ
じ
わ
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歌舞伎役者にとって、
もっとも重要なのは体幹
と足腰の強さ。不安定な
姿勢のままバランスを
とったり、動きをピタッ
と止めたり、中腰でじわ
じわゆっくり動いたり…
そんな歌舞伎ならではの
動作に欠かせないのがこ
の２つの要素なんです。
市川 猿之助 歌舞ب者
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「運動器」とは、骨・関節・筋肉・靱帯・腱・神経など、身体を支えたり、動かしたりする器官の総称です。
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山崎直子さん

巻頭インタビュー［私と運動器］

取材・文：田代智久
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©NASA

地球に戻って
最初に感じる
のは重力です。
まず頭が重た
いし、もっと
言えば髪の毛
すら重く感じ
ます。同時に、
重力に愛おし
さも感じます。

山崎 直子
Ӊඈ行士
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今までも、そしてこれからも
人間の原動力である運動器の
健康のために

座談会メンバー

理 事 長  　丸毛　啓史（東京慈恵会医科大学 特命教授、学校法人慈恵大学 理事）
専務理事　　松下　　隆（福島県立医科大学 外傷学講座 特任教授、新百合ヶ丘総合病院 外傷再建センター センター長）
理　　事　　三上　容司（独立行政法人 労働者健康安全機構 横浜労災病院 院長）
理　　事　　竹下　克志（自治医科大学整形外科 教授）
理　　事　　田和　一浩（一般社団法人 全日本野球協会 評議員）
理　　事　　吉井　智晴（東京医療学院大学保健医療学部リハビリテーション学科 教授、公益社団法人 日本理学療法士協会 副会長）
理　　事　　岡田　真平（公益財団法人 身体教育医学研究所 所長）
事務局長　　田名部　和裕（公益財団法人 日本高等学校野球連盟 顧問）
司会／理事　武藤　芳照（東京大学 名誉教授、一般社団法人 東京健康リハビリテーション総合研究所 所長）

「骨と関節の 10 年」日本委員会として発足してから 20 年。運動器という言葉の定着、運動
器が健全であることの重要性、運動器疾患・障害の早期発見と予防体制の確立を柱に活動し
てきました。現在は公益財団法人となり、社会的責任を全うしながら、 今後いかに活動を発
展させていくかについて座談会を行いました。

公益財団法人 運動器の健康・日本協会　創立 20 周年記念
座  談  会

文・౩石理実　ࣸ真・中村香奈子
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武藤　࣍の議題に移ります。

˔「運動器」という言葉の定着

˔運動器が健全であることの重要性の啓発

˔運動器疾患・障害のૣ期発見と予防体制の確立

　この三大目ඪが杉Ԭ༸一委員長時代にܾめられまし

た。このୡ成状況について、三上理事、いかがですか。

三上　毎年、「ロコモティブシンドローム」認知度ௐࠪ

を実施していますが、その中に言葉のௐࠪがあります。

その結果を見ると「ٵݺ器」や「消化器」という言葉は

ほ΅ 90ˋ以上の認知なんですが、「運動器」は 50ˋくら

いです。病院などでの診療科目として名前があると、一

般の方々には定着しやすいのかなというҹ象です。

竹下　॥環器など、今は診療科目にありますが、おそら

く 20 年ほど前は一般の方もごଘじなかったと思うんで

す。やはり、言葉は多くの方に使っていただかないと認

知度は上がりません。実は今、看護ܥ、医学ܥの教育の

中で運動器に関するत業があり、「運動器」という言葉

は広まっています。ですから、医療ܥの若い世代には、

運動器と聞くとすぐにイメージできる人が徐々に増えて

きました。

吉井　そうなんです。リハビリテーションの分野でも、

武藤　座談会を始めるにあたり、まずは理事長からͻと

言おئいします。

丸毛　創立して 20 年、その間の地道な活動により、国

策の中に「運動器」が࠾用され、学校健診に運動器検診

が導入されました。今日は今後の 10 年の方向性などに

ついて、օさんからご意見をいただいきたいと思います。

武藤　では座談会の目的について、広報担当の下理事、

おئいします。

竹下　はい。20 年も経ちますと創立者のい思いやさ

まざまな変ભをごଘじない役員が徐々に増えておりま

す。そこで、20 周年記念ࢽに座談会の内容をࡌܝする

ことでその経Ңをお知らせし、さらには今後進むべき方

向性について、20 周年記念ࢽにしたいというのが主

な目的です。

武藤　ありがとうございます。まずは「骨と関અの 10

年」日本委員会から始まったあたりをৼり返っていかが

でしΐうか。

松下　発足当初は、各学会から推નを受けた人が一人ず

つ「骨と関અの 10 年」日本委員会に入るという感じで

した。ちなみに私は、日本骨ં治療学会の代表として入

りました。初めのࠒは、組織も整っておらず会議が長かっ

たのを֮えています（笑）。活動が進むにつれて、法人化

をしたほうがいいんじΌないかというになってʜʜ。

武藤　社会に認知されて、公的な事をするために法人

֨が必要だということでしたね。

松下　はい。また、世界運動のほうが 2010 年あたりを

にちΐっとऑ体化した感じになって、それで各国自身ڥ

がಠ自にきちんと活動するためにも、法人֨をというこ

とだったように思います。その手続きを担当したのが田

名部さんです。

田名部　最初の一般財団法人への変ߋは、は高野連（公

益財団法人 日本高等学校野球連盟）の事ہで慣れて

いましたので、ಛに問題なく४උはできたんですが、࣍

の公益財団法人への移行が大変でした。ここはऩ益事業

がなかったのでまだよかったんですが、国としてもいい

加減な法人を作りたくないので৹ࠪがݫしいんですよ。

ಛに、「ऩ支相ঈ」という֓念が実にやっかいなんですね。

吉井　公益財団法人は、ར益が出ても公益事業のために

使う必要があるということですかʁ

田名部　はい。それ以外にもいろいろあって、本木に

ある内ֳに何度か通いました。ॻྨのૉҊは望月ห護

士やઐ門の先生方に作っていただきましたが、たくさん

のࢿྉを担当の方が実に親切、ஸೡに見てくださいまし

た。230 ヵ所もగ正Օ所がありました。ڻいたのが、こ

れらの手続きが一切無ྉだったことです。担当の方から、

「その代わり、੫ۚを投入してあなたの団体を支援する

んです。それをよく認識してください」と言われ、感ܹ

しましたね。

武藤　高野連で長年事ہ長をめられた田名部さんの

キャリアのࣀですね。ところで、田名部さんはどうい

う経Ңでこの協会に関わるようになったのでしΐうか。

続いて、他のօさんもおئいします。

田名部　高野連の事ہを定年ୀ৬した時にお༠いを受

けました。2010 年のळࠒです。最初は、ӳޠとカタカ

ナのઐ門用ޠがඈび交って会議の内容がさっͺり分から

ない。メモも取れませんでした（笑）。

吉井　私がこの協会を知ったのは、2014 年の日本賞に

応募した時で、奨励賞をいただきました。その時は何も

なくऴわりました。お声がかかったのは 2017 年です。

私が所属する日本理学療法士協会からここに参加する代

表理事が২দ（ޫढ़）から大୩（新一）に変わった時

に、もう 1 名、ঁ性があるというおでした。

武藤　日本理学療法士協会は会員が約 13 万人とڊ大組

織なので、ෳ数名の代表を、せっかくだからঁ性を推ન

してくださいとおئいしたので、ঁ性はޡ解ですが、

とにかく来ていただいてよかったです。

吉井　ありがとうございます。初めて出੮した理事会は

ঁ性は私一人で、しかも周りは病院長さんや理事長さん

といったҒい方ばかりで“しまった”という感じでした

（笑）。でも、ঁ性への門戸を開いていただいたのは、こ

こ 10 年のྺ࢙の中で貴重な出来事だなと思います。

岡田　私は藤先生が東大のԸ師という関係もあります

が、ҹ象深いのがদ下先生も関わられた『ϚンΨ 運動

器のおはなし 大人も知らないからだの本』の制作（2005

年）です。私の後ഐのח田真ޫ܅を中心に東大の学生た

ちがとても魅力的な子を作り、それが運動器の活動を

認識したきっかけです。

田和　私は田名部さんと、おޓい東京大学野球のϚω

ジャーをしていたごԑから、お声をかけていただきまし

た。最初、運動器の名前は、ӳޠはおろか、日本ޠでも

知りませんでした。60 過͗てから新しいことを֮える

のは大変でしたが、օさんのおかげでษ強させていただ

きました。

武藤　田和さんは元社勤で海外ෝも長かったの

で、最年長でありながらת能なӳޠを生かして国ࡍ関係

を担当していただいています。

竹下　私は野雄一理事の後という形でݺんでいただ

きました。発足当初は、整形外科医の私から見ると、ඇ

常にステータスの高い委員会で、ಛに黒高ल先生が中

心でいらっしΌったので、ۓு感をもって૯会に出੮し

たのを֮えています。

ஊձ࠲

座談会の目的と
役員として参加に至る経緯

三大目標の達成状況と
目標を取り巻く環境

ؙໟ 啓࢙  理事長

2019 年 2 ݄より理事長にब
東京ܙ࣊会医科大学 特໋教授　学校法人ܙ࣊大学 理事

٢井 智  理事

東京医療学院大学保健医療学部リハビリテーション学科 
教授、公益社団法人 日本理学療法士協会 ෭会長
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三上　私が参加したのは、2015 年で、オスロでした。

その時は 8HO からも担当官が出੮してをしたりし

て、ॆ実した 2 日間でした。日本も、F�PPTUFS を会場に

షり出したりして、手前ຯですが評価されていたと思

います。その後、活動が低していったように思います。

松下　さっきԬ田さんが言ったϚンΨを発表した年はも

のすごくよかった。賞をもらったんですよね。

岡田　はい、すごく評価されました。

松下　そうそう、とてもҹ象にっています。も日本

の活動報告の原ߘを一所懸໋作り発表しました（笑）。

岡田　私は三上先生の 2 年前に、内ඌ༞࢘先生と二人

でリオデジャωイロへ行かせていただきました。16 ヵ

国 25 名の参加で、とてもアットϗームな感じでしたが、

い議がありよい会だな、今後り上がっていくのか

なというҹ象を持ちました。あとは、ただԕかったなあ、

と（笑）。

竹下　私は 3 年前で、上海でした。日くらいの日程で、

活動力がམちたなと感じました。今後は世界にいてい

くのではなく、日本ではこういうことをしていますよ、

どうですかとアピールを続けてはどうでしΐうか。ಛ

に、高齢者の運動器の健康に対する取り組みやスポーツ

におけるಠ自の取り組みなど、日本が海外に発信するܥ

トリΨーになることも大事なことかなと思います。

武藤　国ࡍ広報について、他に何かありますか。

田和　はい。先ほどਃし上げた国ࡍ会議のサイトですが、

今年の 2 月が最後でサイトそのものがߋ新されていない

ように思います。アイテム自体は 10 くらいありますが、

他の国の内容は個人の学術発表的なものが多く、日本の

ように組織としての活動報告はほとんどなかったように

思います。今後も、日本の活動内容をੵۃ的発信してい

きます。

武藤　では、組織の構成と今後の組織運Ӧについてお

をいたいと思います。

松下　参加協力会員、つまりスポーツ団体の方々にもう

少しੵۃ的に参加いただけるような交流が必要ではない

でしΐうか。また、ࢍ助会員やಛ別ࢍ助会員のօさんか

らのۚࢿ面でのご協力には本当に感ँしかありません。

これからも、こちらからこういう活動をا画しますので

協力をおئいしますとఏҊをしていけたらと思います。

武藤　社会ݙߩ活動であっても、ࢍ助会員やಛ別ࢍ助会

員である各ا業は、社内議を通さなくてはいけません。

そのためには、公益財団法人として࣍年度こういう事業

をやりたいので協力をおئいしますというا画をఏҊし

て、社内ௐ整をするための時間も考ྀして進める必要が

あるでしΐうね。

三上　私が気になっているのが、ಛ別ࢍ助やࢍ助の会員

にༀメーカーが多いということです。少し野を広げ

る必要があるのではないかと思います。その中で医療機

器メーカーのジンϚーバイオメット合同会社に入ってい

ただいたのはよかったです。

武藤　ジンϚーバイオメット合同会社はؙໟ理事長のご

ਚ力です。お༠いのコツか何かありますか（笑）。

丸毛　いや、ಛにありません（笑）。今まで医療機器メー

カーが入ってなかったし、またۚࢿ的にも安定している

さえしっかりとしていればご理解いたࢫ業なので、झا

ஊձ࠲

「運動器」は日常的に使われています。最近の教科ॻの

タイトルを見ても、「運動器」という言葉が確実に増え

ているし、また理学療法士の学会などでも、「運動器の

理学療法」という形で使われています。学校の健診でも

運動器検診という言葉が使われていますから、徐々に定

着するのではないでしΐうか。

竹下　ただ、整形外科という名শのほうがྺ࢙があり、

ೃ染みのある方も多くいらっしΌいますので、診療科目

も一気に名শを変えるのではなく、「整形外科・運動器科」

などとซ用する方法をとって徐々に広めていって、学問

の分野でも運動器という言葉が日常化すれば、一般の方

への認知も上がるように思います。

丸毛　整形外科という言葉は、小児の変形をڲ正すると

いう意ຯで、1741 年にニコラス・アンドリーが世界で

最初に使ったと記Աしています。日整会のシンボルϚー

クにもなっていますね。今もおに出たように整形外科

という名শに思い入れがある方もたくさんいらっしΌ

る。一方で、診療科目に運動器科があれば一般の方々に

֮えていただきやすいというのも事実です。下先生が

おっしΌるように、まずは名শのซ用が一つのҊなのか

なと思います。

武藤　学校健診での運動器検診については、ͻとまず目

ඪをୡ成しましたし、中央教育৹議会のվ変の時に、「運

動器疾患・障害は」というจ言を٭注で入れてもらいま

した。中教৹で入れると、全国の学校関係にそのจ言は

流布していきます。

岡田　私は事ฑ、自治体に関わることが多く、医療අ

分ੳをすることがあり、そこで「筋骨֨ܥ」という言葉

が出てくるんですが、その表現を「運動器」という言葉

に置き換えることができるかもしれない、と思いながら

聞いていました。

武藤　࣍に、世界会議に参加された方、それから国ࡍ広

報ご担当の田和理事、何かありますか。

松下　಄でも言いましたが、最初の 10 年までは、世

界会議は౷一が取れていて、各国が同じ目ඪを持って活

動していました。世界会議に出੮すると、日本もؤுら

なくちΌいけないと思ったものです。

田和　一൪最近では、দ下ઐ理事はカナμの世界会議

に行かれましたね。

松下　はい。でも学会の中の一つのセッションみたいな

感じで、2 ～ 3 の国が活動を発表してऴわりでした。

田和　૯会っていう感じじΌなかったんですね。ੲ、ス

ウェーデンが中心の時は、きちんと活動していたような

気がしますが、今は本当にどこが何をやっているのか分

からない状況です。少なくとも E6 は先生同士の個人の

関係でີに連བྷを取り合っていて、その内容はわれわ

れにはよく分かりません。アメリカもಠ自で活動してい

るし、アジアも日本以外は何をしているのか分からない

のが現状です。国ࡍ会議のウェブサイトがありますが、

そこへの投ߘもありません。私はときどき確認して理事

会の報告や日本賞の発表がある時などは、֓要を投ߘし

ています。

世界運動と
日本が目指すべき活動

今後の組織運営
についての望ましい形態

田和 一浩  理事 

一般社団法人 全日本野球協会 ධ議員

三্ ༰࢘  理事

独立行政法人 労働者健康安全機構 ԣ浜労災病院 院長
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松下 㑑  専務理事

福島県立医科大学 外傷学講座 特教授、新ඦ合ヶ丘総合
病院 外傷再建センター センター長

田名部 和༟  事務ہ長

公益財団法人 日本高等学校野球連ໍ ސ問

だけると思っておئいしたら、よいお返事をいただけま

した。やはり、活動にࢍ同して入っていただくというの

が重要かと思います。

岡田　先ほど、スポーツ団体のがありましたが、ス

ポーツܥの学会、つまり日本体力医学会とか日本体育・

スポーツ・健康学会とか、そういう学会にಇきかけるの

も必要かなと思っています。

竹下　運動器の健康維持のためにも、ӫ養や৯事に関連

するا業や団体でもよいと思います。例えば、運動器の

健康のために必要な৯事とか、高齢者の口ߢケアとかに

関連した団体に、まずは『.PWJOH』ㅢ などをごఏڙして、

ຯを持っていただくことから始めてはいかがでしΐうڵ

か。

武藤　ӫ養をテーϚにしたオンライン・シンポジウムな

どをا画して、まずは協ࢍで入ってもらって実を作る

方法もありますね。では࣍に、理事・事、評議員、委

員会について、あるいは事ہ体制、組織体制に関して

何かご発言があればおئいします。

松下　もっとঁ性に参加してもらいたいんですが、どう

すればいいんでしΐうね。

吉井　制度やׂ合をܾめていただくと確実ですが、ただ、

先ほどޡ解のとして出たঁ性を作ってしまうと、適

のީิ者がいない場合でも、無理に選ぶというฐ害が

出てくるという難しさもあります。

武藤　当面は、常にঁ性を増やす意識を持って活動して

いきましΐう。では三上先生、財についてはいかがで

しΐうか。

三上　全体的に事業අ以外の経අが多いのが気になりま

す。もう一つ気になるのが、先ほど田名部さんが言われ

たऩ支相ঈです。自由な予ࢉ組みができない上に、今後、

ऩ益が減ることも಄に入れておく必要があります。そう

すると会අの値上げをࢹ野に入れなくてはいけません。

そこで、クラウドフΝンディングはどうかと思ってい

ます。ࢍ助会員の野を広げるきっかけにもなるし、運

動器という言葉を定着させる方向にもಇくんじΌないで

しΐうか。

岡田　この協会は一般個人の寄をੵۃ的に受けけて

いるҹ象があまりありません。意外とこの活動を応援し

たいなと思ってくださる方って、いらっしΌるような気

がするんです。もう少し寄制度をॆ実させてもいいの

ではないでしΐうか。

田名部　一般の方からの寄は、手続きさえすれば受け

られます。あと、クラウドフΝンディングですが、15ˋ

も手数ྉを取られるのでどうかなと思いますがʜʜ。

武藤　先ि聞いたでは、手数ྉが 10ˋの会社も出て

きているようです。一方で、公益財団法人にふさわしい

ऩ入の在り方を考えた時、むしろ寄のほうがいいのか

もしれません。

吉井　何かऩ益事業をすることはՄ能なんですか。

田名部　うちの協会は今、ऩ益事業を財団設立のࡍのਃ

要݅に入れていないんです。ですから、例えばスクー

ルトレーナー養成事業をするとなるとਃが必要になり

ます。

岡田　個人的な考えですが、オンライン・シンポジウム

や、スクールトレーナー養成ߨ座の参加අは、イコール

ऩ益事業にはならないんじΌないかな、と。参加අを集

めて得たۚࢿを公益財団法人運Ӧのために使うのであれ

ば、ਃは必要ないのではないかと思うのですがいかが

でしΐうか。

田名部　またいろいろ研究してみます。

武藤　では当協会の三大事業です。

彰事業ݦ　1　

　2　広報事業

　3　運動器の健康推進事業

の中で、日本賞は一൪重要な活動です。理事長は、日本

賞にどんな感想とҹ象をお持ちでしΐうか。

丸毛　私がこの協会に関わるようになって、最初に見た

のが日本賞の発表です。公益財団法人らしいૉらしい

取り組みだなと、感ܹしました。しかも全国的な広がり

があり、応募してくるօさんも実にいろいろな活動をし

ていらっしΌる。今後、形は変わるかもしれませんが、

続けていくべき事業だと思っています。

岡田　日本賞という事業は公益財団法人の࣠となるよい

活動だとվめて感じています。同時に、地道にྑい活動

をしている所がたくさんあるので、多くの方に手を上げ

ていただきたいですね。評価されると、運動器の健康に

対する意識も高まるはずです。

武藤　できる限り、広報に力を入れ周知させていきたい

と思います。広報担当の下理事、どうですか。

竹下　先ほども৮れましたが、新たな࿏ઢとして、骨ʷ
カルシウム、骨ʷ৯事といった、ӫ養などの今までとは

ҧうࢹ点は大事かなと思っています。

武藤　実は、新しい事業の動きとして台医学について

徐々に進めていますが、『.PWJOH』ר಄ϖージ制作のた

めに٢田都ಜ（新国立ܶ場・གྷܳ術ಜʗバレリー

ナ）と対談をされた下理事、いかがでしたか。

竹下　実に楽しい時間でした（笑）。実感したのは、

台で活༂されている方々の多くは、スポーツとۃめてྨ

性の高い身体活動をされているのに、台医学というࣅ

岡田 真平  理事

公益財団法人 身体教育医学研究所 所長

核となる三大事業
歴史ある日本賞と未来へつなぐ舞台医学

竹下 ࠀ志  理事

自治医科大学整形外科 教授

ஊձ࠲
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౻ ๕র  理事

東京大学 名༪教授、一般社団法人 東京健康リハビリテー
ション総合研究所 所長

分野はスポーツ医学にൺべて数े年れているというこ

と。問題意識すらありません。その点、スポーツはこの

数े年でスポーツ整形外科、スポーツ医学という考え方

のもとに運動学、予防医学、トレーナーなど、かなり制

度化が進みました。٢田ಜもݹい教育パターンがいま

だにっているとおっしΌっていましたが、台に立つ

人たちが不ར益を被らないためにも、後継者育成のため

にも、台医学にわれわれが強く関与していくことが、

整形外科学会にとっても、運動器科学会にとってもඇ常

に重要です。海外の台医学研究があれば、それも参考

にしながら進めたいと思います。

丸毛　台医学は、ある意ຯスポーツ医学そのものです。

にもかかわらず、現状の台医学は、ґવとしてスポー

ツ医学の足元にも及びません。台に立つ人が正しい認

識をもって安心してパフΥーϚンスができ、何かあった

時には適切に治療が受けられるようにするためにも、

台医学の近代化をٸいで整える必要があります。スポー

ツ医学に長年関わってきた藤先生のような方が先಄に

立って活動すれば、台医学も発展していくのではない

でしΐうか。また、そこに当協会が関わっていけばウイ

ングが広がるし、社会の当協会を見る目が大きく変わっ

てきます。台医学はこの 10 年で、ͥͻ取り組むべき

大きな課題です。また、スポーツ医学の関係から言うと、

今まで当協会は野球に࣠足に置いてきましたが、他の競

技にウイングを広げていく必要があるでしΐうね。

武藤　“ウイングを広げる”というのはྑい表現ですね。

例えば、『.PWJOHǿ のר಄ϖージに、もっと野球以外の

スポーツ関係者にొ場していただくのはよいかもしれま

せんね。それを機に当協会へ参加していただけるՄ能性

が広がる。場合によっては役員、理事、評議員になって

いただけるきっかけになるかもしれません。

丸毛　ただ、ウイングを広げ過͗ますと予ࢉやϚンパ

ϫーの問題も出てきます。バランスを考えながら少しず

つ広げていけばいいんじΌないでしΐうか。

武藤　杉Ԭ༸一先生が「を思考・໋令ܥと考えれば、

運動器はその表現ܥである」と言われたことから考えて

も、運動器における台医学は重要です。また、2012

年度から中学校ではஉঁともにμンスが必修科目になっ

たことで、今後、中学生の運動器のケΨ・ނ障などが増

えると推測されますので、台医学の重要性は高まるは

ずです。

武藤　では最後の議題、当会のক来展望についてです。

公益財団法人である以上、社会的立場に立って事業展開

をし、かつ運動器という名শを中֩にしてさまざまな分

野の方が一緒に手を取って進めていくことがٻめられて

いますが、当協会のこれからについておいただいて、

కめたいと思います。

岡田　վめて『.PWJOH』の表紙とר಄ϖージを見ると、

୯に有名人というわけではなく、いろいろな分野で活༂

されていて、しかも運動器と関わりがある人ばかりです。

運動器をキーϫードにこれだけの方にొ場していただけ

ることが、運動器の健康・日本協会にとっての強みなの

で、この流れを今後いかに発展させるかをօさんと一緒

に考えていきたいと思います。また、先ほどから出てま

すが、当協会へのスポーツ団体の参加は不े分です。こ

れからの 10 年、なるべくスポーツ関係者、健康関係者

に活動を広げていく役ׂを担いたいと思っています。

武藤　ר಄ϖージにࡌܝされた方々がొ場していただけ

ることになった経Ңのようなものを、組織内で伝ঝして

いく必要があるかもしれませんね。

吉井　私は二つ思うことがあります。一つは安定ऩ入の

確立、もう一つは日本賞で受賞した方たちの、受賞後の

活動支援というか、一緒に活動するا画を検討して継続

的なつながりを持つことです。ऩ入については、研修な

どを実施して当会自身がऩ益を上げる方法を少しずつ始

めてもよいのかなとʜʜ。また受賞者との継続的なつな

がりは、運動器に何かしらの支障のある人たちの自立を

促すかもしれません。そうなれば、この組織に関わる人

も増えるのではないでしΐうか。

田和　やはり、一൪は野球以外のスポーツ競技団体、バ

スケ、サッカーなどとつながることが重要かと思います。

また国ࡍ関係では、近年の新型コロナウイルスの流行で、

他国と連བྷを取りにくくなっているので、これがऩまる

のをつしかありませんが、ωットなどを通じてわれわ

れが 20 年活動してきたことに関心を持っていただける

ように情報を発信していきます。

竹下　今後のώントになるのが、コロナ禍で実施したオ

ンライン・シンポジウムへのڹの大きさです。例えば、

事前にオンラインで基本的なことはϚスターしていただ

くと、その後の対面ߨ習会は時間でࡁみ、予ࢉの適正

化もՄ能です。今後 10 年、こういうࢹ点がٻめられる

のかなと思っています。

三上　10 年後には、運動器という言葉が消化器、॥環

器のように世の中の人の認知度が 80ˋくらいになるよ

うに、協会として取り組んでいきたいですね。今は、世

の中の変化の෯が大きく度もくなっていますから、

われわれとしては出れないように活動を進める必要が

あると思います。

竹下　運動器の健康・日本協会に参加するようになって

から、運動器の健康を維持するためには整形外科医師の

点からの対応が必ࢹ点からだけではなく、より多様な؍

要だと思うようになりました。ಛに、この協会はいろい

ろな৬種の方が集まっています。医師間だけではなく、

医学をӽえたところで運動器の健康を重ࢹして、より多

様なࢹ点から活動ができ、いろいろなメッセージが出せ

ることが当会の最大の強みではないでしΐうか。

松下　そのためにもやはり、スポーツ団体との関係を深

めるのは大切ですね。そして、シンポジウムなども一般

の人にまで対象を広げて多くの人たちとのつながりを増

やすこともよいかもしれません。

武藤　では最後に、ؙໟ理事長おئいします。

丸毛　20 年間、私たちは地道に基礎ݻめとなる活動を

してきました。これらを基൫にして、これからの 10 年

は少しウイングを広げる方向で進み、それによって、運

動器の健康・日本協会はもちろん、運動器という言葉へ

の国民のօさんの認知度を上げていきたいと思います。

ただ、ܹٸにウイングを広げ過͗ないで、現実的な目ඪ

を設定して一歩ずつ確実に進めていく。その第一歩が

台医学です。また、うちの大学（東京ܙ࣊会医科大学）

はもともと運動とӫ養学が柱なので、運動器とӫ養学を

リンクさせる分野へもウイングを広げるのもよいかなと

個人的には思っています。

武藤　ウイングを動かして、気持ちを動かして、寄へ

と動かすʜʜということで、本日はありがとうございま

した。

2021 年 7 月̔日（木）ਫ会館（東京都千代田区）にて

ˎʰ.oWing ：ɦ運動器の健康・日本協会の広ใ7。ࢽץقol�1

の౻本ོࢯ（ആ優・元水ӭ選手）と河合७一ࢯ（JPC 会長・

元パラ水ӭ選手）の対ஊから Wol�40 の山崎子ࢯ（Ӊඈ

行士）まで、各野の前ઢで活༂する人が登場。

運動器の健康・日本協会
創立 30周年に向けての活動

ஊձ࠲
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公益財団法人運動器の健康 ŋ 日本協会

定　　　

平成 23 年 2 月 24 日　　制　定
平成 24 年 11 月 8 日　　一部変ߋ（評議員会議長選出変ߋ）
平成 25 年  2 月 2 日　　一部加（ސ問設置）　
平成 27 年 12 月 12 日     一部加 	 公益目的財ֹ࢈のࢉ定及び公益認定の取り消し等に伴うଃ与 

平成 28 年 3 月 28 日　　公益財団法人認定による名শ変ߋ
平成 29 年 12 月 9 日　　運動器の健康・日本協会と名শ変ߋ
平成 30 年 7 月 31 日　　名শ変ߋに伴う一部変ߋ

  

　　　　　　　　　　

定　　
　　　第̍ষ　　૯　　ଇ

（名　শ）
第̍　この法人は、公益財団法人運動器の健康・日本協会とশする。ӳจでは #POF BOE JPJOU JBQBO と表ࣔする。

（主たる事所）
第̎　この法人は、主たる事所を東京都จ京区に置く。

　　　第̎ষ　　目的及び事業
（目　的）
第̏　この法人は、「運動器の健康（(MPCBM AMMJBODF GPS .VTDVMPTLFMFUBM HFBMUI PG UIF #POF BOE JPJOU DFDBEF）」世界運動の基本理念と活動をঝ継し、運動器の健康づくりを通して、医

学・医療、保健、教育、福祉及びスポーツのॆ実・発展・ৼڵをਤり、もって活力ある社会の実現に寄与することを目的とする。

（事　業）
第̐　この法人は、前の目的をୡ成するため、࣍にܝげる事業を行う。
　　　　（̍）運動器及び運動器の疾患・外ই・障害の予防に関する教育・啓発・普及活動とその推進
　　　　（̎）運動器の疾患・外ই・障害に関する医学・医療の基礎的・ྟচ的・Ӹ学的研究活動並びに予防法の研究活動とその推進
　　　　（̏）運動器の健康づくりを通した、国民の心身の健康増進及び 2OL（2VBMJUZ PG LJGF）の向上のための教育・普及活動とその推進
　　　　（̐）健全なスポーツの普及・ৼڵ活動並びにスポーツ外ই・事ނの予防に関する普及・啓発、人ࡐ育成活動とその推進
　　　　（̑）「運動器の健康」世界運動に関する、国内外の普及・啓発活動とその推進
　　　　（̒）その他この法人の目的をୡ成するために必要な事業
　　̎　前߲の事業については、本及び海外において行うものとする。

　　　第̏ষ　　࢈ࢿ及び会ܭ
（基本財࢈）
第̑　この法人の目的である事業を行うために不Մܽな別表の財࢈は、この法人の基本財࢈とする。
　　̎　基本財࢈は、この法人の目的をୡ成するためにળྑな理者の注意をもって理しなければならない。
　　̏　基本財࢈の一部をॲ分しようとするとき及び基本財࢈からআ外しようとするときは、あらかじめ理事会及び評議員会のঝ認を要する。

（事業年度）
第̒　この法人の事業年度は、毎年 1 月 1 日に始まり同年 12 月 31 日にऴわる。

（事業ܭ画及びऩ支予ࢉ等）
第̓　この法人の事業ܭ画ॻ、ऩ支予ࢉॻ、ۚࢿௐୡ及び設උ投ࢿの見ࠐみを記ࡌしたॻྨについては、毎事業年度開始の日の前日までに、理事長が作成し、理事会のঝ認を受けなけれ

ばならない。これを変ߋする場合も、同様とする。
　　̎　前߲のॻྨについては、主たる事所に、当֘事業年度がऴྃするまでの間උえ置き、一般のӾཡにڙするものとする。

（事業報告及びܾࢉ）
第̔　この法人の事業報告及びܾࢉについては、毎事業年度ऴྃ後、理事長が࣍のॻྨを作成し、事のࠪを受けた上で、理事会のঝ認を経て、定時評議員会にఏ出し、第̍߸及び第

̎߸のॻྨについてはその内容を報告し、第̏߸から第̒߸までのॻྨについてはঝ認を受けなければならない。
　　 　　（̍）事業報告
　　 　　（̎）事業報告の附属明ࡉॻ
　　 　　（̏）ିआ対照表
　　 　　（̐）ଛ益ࢉܭॻ（正ຯ財࢈増減ࢉܭॻ）
　　 　　（̑）ିआ対照表及びଛ益ࢉܭॻ（正ຯ財࢈増減ࢉܭॻ）の附属明ࡉॻ
　　 　　（̒）財࢈目
　　̎　前߲のॻྨのほか、࣍のॻྨを主たる事所に̑年間උえ置き、一般のӾཡにڙするとともに、定を主たる事所にඋえ置き、一般のӾཡにڙするもの とする。
　　　　 （̍）ࠪ報告
　　　　 （̎）理事及び事並びに評議員の名
　　　　 （̏）理事及び事並びに評議員の報ु等の支څの基४を記ࡌしたॻྨ
 　　　　（̐）運Ӧ組織及び事業活動の状況の֓要及びこれらに関する数値のうちの重要なものを記ࡌしたॻྨ

（公益目的取得財ֹ࢈のࢉ定）　
第̕　代表理事は、公益社団法人及び公益財団法人の認定等に関する法施行規ଇ第 48 の規定に基づき、毎事業年度、当֘事業年度の末日における公益目的取得財ֹ࢈をࢉ定し、

前第߲̎第̐߸のॻྨに記ࡌするものとする。

　　　第̐ষ　　評議員
（評議員）
第 10 　この法人に評議員 10 名以上 15 名以内を置く。

（評議員の選及び解）
第 11 　評議員の選及び解は、別に定める役員等ީิ選出委員会規ଇにैい、評議員会のܾ議により行う。
 　　̎　評議員を選する場合には、࣍の各߸の要݅をいずれもຬたさなければならない。
　　　　（̍）各評議員について、࣍のイからϔまでに֘当する評議員の合ܭ数が評議員の૯数の̏分の̍を超えないものであること。
　　　　　イ　当֘評議員及びその配ۮ者ຢは̏親等以内の親
　　　　　ロ　当֘評議員とࠗҽの届出をしていないが事実上ࠗҽ関係と同様の事情にある者
　　　　　ハ　当֘評議員の使用人
　　　　　ニ　ロຢはハにܝげる者以外の者であって、当֘評議員から受けるۚમその他の財࢈によって生ܭを維持しているもの
　　　　　ϗ　ハຢはニにܝげる者の配ۮ者
　　　　　ϔ　ロからニまでにܝげる者の̏親等以内の親であって、これらの者と生ܭを一にするもの
　　　　（̎）他の同一の団体（公益法人をআく。）の࣍のイからニまでに֘当する評議員の合ܭ数が評議員の૯数の̏分の̍を超えないものであること。
　　　　　イ　理事
　　　　　ロ　使用人
　　　　　ハ　当֘他の同一の団体の理事以外の役員（法人でない団体で代表者ຢは理人の定めのあるものにあっては、その代表者ຢは理人）ຢは業をࣥ行する社員である者
　　　　　ニ　࣍にܝげる団体においてはその৬員（国会議員及び地方公共団体の議会の議員をআく。）である者
　　　　　　ᶃ　国の機関
　　　　　　ᶄ　地方公共団体
　　　　　　ᶅ　ಠ立行政法人通ଇ法第̎第߲̍に規定するಠ立行政法人
　　　　　　ᶆ　国立大学法人法第̎第߲̍に規定する国立大学法人ຢは同第߲̏に規定する大学共同ར用機関法人
　　　　　　ᶇ　地方ಠ立行政法人法第̎第߲̍に規定する地方ಠ立行政法人
　　　　　　ᶈ　ಛघ法人（ಛ別の法によりಛ別の設立行ҝをもって設立された法人であって、૯ল設置法第̐第 15 ߸の規定の適用を受けるものをいう。）ຢは認Մ法人（ಛ別の
　　　　　　　　法によって設立され、かつ、その設立に関し行政官庁の認Մを要する法人をいう。）
　　̏　評議員は、この法人の理事ຢは事若しくは使用人を݉ねることはできない。

（評議員の期）
第 12 　評議員の期は、選後̐年以内にऴྃする事業年度のうち最ऴのものに関する定時評議員会のऴ結の時までとする。
　　̎　期のຬྃ前にୀした評議員のิܽとして選された評議員の期は、ୀした評議員の期のຬྃする時までとする。
　　̏　評議員は、第̕に定める定数に足りなくなるときは、期のຬྃຢはࣙによりୀした後も、新たに選された者がबするまで、なお評議員としてのݖར義を有する。

（評議員に対する報ु等）
第 13 　評議員に対して、各事業年度の૯ֹがۚ 30 万ԁを超えない範囲で、評議員会において別に定める報ुの支څの基४にैってࢉ定したֹを報ुとして支څする。
　　̎　評議員には、その৬を行うために要するඅ用の支いをすることができる。
　　̏　前߲̎に関して必要な事߲は、評議員会のܾ議により別に定める。

　　　第̑ষ　　評議員会
（構　成）
第 14 　評議員会は、すべての評議員をもって構成する。

（限　ݖ）
第 15 　評議員会は、࣍の事߲についてܾ議する。
 　　　 （̍）理事及び事並びに評議員の選及び解
　　　  （̎）理事及び事の報ु等のֹ
　　　  （̏）評議員に対する報ु等の支څの基४
　　　  （̐）ିआ対照表及びଛ益ࢉܭॻ（正ຯ財࢈増減ࢉܭॻ）並びにこれらの附属明ࡉॻのঝ認
 　　　 （̑）定の変ߋ
のॲ分࢈余財（̒） 　　　 
　　　  （̓）基本財࢈のॲ分ຢはআ外のঝ認
　　　  （̔）その他評議員会でܾ議するものとして法令ຢはこの定で定められた事߲

（開　催）
第 16 　評議員会は、定時評議員会として毎事業年度ऴྃ後̏か月以内に̍回開催するほか、ྟ時評議員会として必要がある場合に開催する。

（ট　集）
第 17 　評議員会は、法令に別ஈの定めがある場合をআき、理事会のܾ議に基づき理事長がট集する。
　　̎　評議員は、理事長に対し、評議員会の目的である事߲及びট集の理由をࣔして、評議員会のট集をٻすることができる。
　　̏　理事長は、評議員会の開催日の̍ि間前までに各評議員に対して、会議の日時、場所、目的である事߲を記ࡌしたॻ面ຢはి࣓的方法によってট集通知を発しなければならない。
　　̐　前߲の規定にかかわらず、評議員全員の同意があるときは、ট集の手続を経ずに評議員会を開催することができる。

（議　長）
第 18 　評議員会の議長は、評議員会開催の都度、その評議員会に出੮した評議員の中からޓ選により選出する。

（ܾ　議）
第 19 　評議員会のܾ議は、ܾ議についてಛ別のར害関係を有する評議員をআく評議員の過数が出੮し、その過数をもって行う。
　　̎　前߲の規定にかかわらず、࣍のܾ議は、ܾ議についてಛ別のར害関係を有する評議員をআく評議員の 3 分の 2 以上に当たる多数をもって行わなければならない。
　　 　（̍）事の解
　　 　（̎）定の変ߋ
　 　　（̏）基本財࢈のॲ分ຢはআ外のঝ認
　 　　（̐）その他法令で定められた事߲
　　̏　理事ຢは事を選する議Ҋをܾ議するにࡍしては、ީิ者ごとに第߲̍のܾ議を行わなければならない。理事ຢは事のީิ者の合ܭ数が第 21 に定める定数を上回る場合に
　　　は、過数のࢍ成を得たީิ者の中から得ථ数の多いॱに定数のにୡするまでの者を選することとする。

（評議員会のܾ議等のলུ）
第 20 　理事が評議員会のܾ議の目的である事߲についてఏҊをした場合において、当֘ఏҊにつき評議員（当֘事߲について議ܾに加わることができる者に限る。）の全員が、ॻ面ຢは

ి࣓的記により当֘ఏҊに同意の意思表ࣔをしたときは、当֘ఏҊをՄܾするࢫの評議員会のܾ議があったものとみなす。
　　̎　理事が評議員の全員に対して評議員会に報告すべき事߲を通知した場合において、当֘事߲を評議員会に報告することを要しないことにつき評議員の全員がॻ面ຢはి࣓的記に

より同意の意思表ࣔをしたときは、当֘事߲の評議員会への報告があったものとみなす。

ఆ
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（議事）
第 21 　評議員会の議事については、法令で定めるところにより、議事を作成する。
　　̎　議長及びその評議員会で選された議事ॺ名者̎名以上が、前߲の議事にॺ名若しくは記名ԡҹする。

　　　第̒ষ　　役員等
（役員の設置）
第 22 　この法人に、࣍の役員を置く。
　   　（̍）理事　15 名以上 20 名以内
　   　（̎）事　̎名以上̏名以内
　　̎　理事のうち̍名を理事長、̍名をઐ理事とする。
　　̏　前߲の理事長をもって一般社団法人及び一般財団法人に関する法（以下 「法人法」という。）上の代表理事とする。
　　̐　理事長のほか、必要に応じて̐名以内の業ࣥ行理事を置くことができる。
　　̑　業ࣥ行理事のうち̍名をઐ理事とする。
　　̒　第߲̐の業ࣥ行理事をもって法人法第 197 で४用する同法第 91 第߲̍第̎߸の業をࣥ行する理事とする。

（役員等の選）
第 23 　理事及び事は、別に定める役員等ީิ選出委員会規ଇにैい、評議員会のܾ議によって各々選する。
　　̎　理事長、ઐ理事及び業ࣥ行理事は、理事会のܾ議によって理事の中から選定する。
　　̏　この法人の理事のうちには、理事のいずれか̍名及びその親その他ಛघの関係がある者の合ܭ数が、理事૯数（現在数）の̏分の̍を超えて含まれることになってはならない。
　　̐　この法人の事には、この法人の理事（親その他ಛघの関係がある者を含む。）及び評議員（親その他ಛघの関係がある者を含む。）並びにこの法人の使用人が含まれてはなら

ない。また、各理事は、相ޓに親その他ಛघの関係があってはならない。
　　̑　この法人の評議員のうちには、理事のいずれか̍名及びその親その他ಛघの関係がある者の合ܭ数ຢは評議員のいずれか̍名及びその親、その他ಛघの関係がある者の合ܭ数

が、評議員૯数（現在数）の̏分の̍を超えて含まれることになってはならない。また、評議員には、事及びその親その他ಛघの関係がある者が含まれてはならない。

（理事の৬及びݖ限）
第 24 　理事は、理事会を構成し、法令及びこの定で定めるところにより、৬をࣥ行する。
　　̎　理事長は、法令及びこの定で定めるところにより、この法人を代表し、その業を౷する。
　　̏　ઐ理事及び業ࣥ行理事は、理事長をิ佐し、理事会において別に定めるところにより、この法人の業を分担ࣥ行する。
　　̐　理事長、ઐ理事及び業ࣥ行理事は、毎事業年度に̐か月を超える間ִで̎回以上、自ݾの৬のࣥ行の状況を理事会に報告しなければならない。

（事の৬及びݖ限）
第 25 　事は、理事の৬のࣥ行をࠪし、法令で定めるところにより、ࠪ報告を作成する。
　　̎　事は、いつでも、理事及び使用人に対して事業の報告をٻめ、この法人の業及び財࢈の状況のௐࠪをすることができる。

（役員の期）
第 26 　理事の期は、選後̎年以内にऴྃする事業年度のうち最ऴのものに関する定時評議員会のऴ結の時までとする。
　　̎　事の期は、選後̐年以内にऴྃする事業年度のうち最ऴのものに関する定時評議員会のऴ結の時までとする。
　　̏　ิܽとして選された理事ຢは事の期は、前者の期のຬྃする時までとする。
　　̐　理事ຢは事は、第 21 に定める定数に足りなくなるときは、期のຬྃຢはࣙによりୀした後も、新たに選された者がबするまで、なお理事ຢは事としてのݖར義
を有する。

（役員の解）
第 27 　理事ຢは事が、࣍のいずれかに֘当するときは、別に定める役員等ީิ選出委員会規ଇにैい、評議員会のܾ議によって解することができる。
  　　（̍）৬上の義にҧし、ຢは৬をଵったとき。
  　　（̎）心身のނ障のため、৬のࣥ行に支障があり、ຢはこれにתえないとき。

（役員に対する報ु等）
第 28   理事及び事に対して、評議員会において別に定める૯ֹの範囲内で、評議員会において別に定める報ुの基४にैってࢉ定したֹを報ुとして支څする。
̎　理事及び事には、その৬を行うために要するඅ用の支いをすることができる。

（問　ސ）
第 29 　この法人に、意の機関として、ސ問̑名以内を置く。
。問は、この法人の発展に関してޭ࿑のあった者の中から、理事会の推નにより理事長が委するސ　̎　　
。問に応じて意見をड़べることができるࢾ問は、この法人の運Ӧに関して重要な事߲について、理事長及び理事会のސ　̏　　
。問は無報ुとする。ただし、その৬を行うに要するためのඅ用を支うことができるސ　̐　　

　　　第̓ষ　　理事会
（構　成）
第 30 　理事会は、すべての理事をもって構成する。

（限　ݖ）
第 31 　理事会は、࣍の৬を行う。
   　　（̍）この法人の業ࣥ行のܾ定
   　　（̎）理事の৬のࣥ行のಜ
   　　（̏）理事長、ઐ理事及び業ࣥ行理事の選定及び解৬

（ট　集）
第 32 　理事会は、理事長がট集する。
　　̎　理事長がܽけたとき、ຢは理事長に事ނ若しくは支障があるときは、ઐ理事が理事会をট集する。
　　̏　理事長のほか、ઐ理事がܽけたとき、ຢは理事長のほか、ઐ理事に事ނ若しくは支障があるときは、各理事が理事会をট集する。

（議　長）
第 33 　理事会の議長は、理事長がこれに当たる。
　　̎　理事長がܽけたとき、ຢは理事長に事ނ若しくは支障があるときは、ઐ理事がこれに代わる。
　　̏　理事長のほか、ઐ理事がܽけたとき、ຢは理事長のほか、ઐ理事に事ނ若しくは支障があるときは、出੮した理事のޓ選によって議長を定める。

（ܾ　議）
第 34 　理事会のܾ議は、ܾ議についてಛ別のར害関係を有する理事をআく理事の過数が出੮し、その過数をもって行う。

（理事会のܾ議等のলུ）
第 35 　理事が理事会のܾ議の目的である事߲についてఏҊをした場合において、 当֘ఏҊにつき理事（当֘事߲について議ܾに加わることができる者に限る。）の全員がॻ面ຢはి࣓的

記により同意の意思表ࣔをしたとき（事が当֘ఏҊについてҟ議をड़べたときをআく。）は、当֘ఏҊをՄܾするࢫの理事会のܾ議があったものとみなす。
　　̎　理事ຢは事が理事及び事の全員に対して理事会に報告すべき事߲を通知したときは、当֘事߲を理事会へ報告することを要しない。
　　̏　前߲の規定は、第 24 第߲̐に規定する報告については、適用しない。

（議事）
第 36 　理事会の議事については、法令で定めるところにより、議事を作成する。　　
　　̎　出੮した理事長、ઐ理事及び事は、前߲の議事にॺ名若しくは記名ԡҹする。

　　　第̔ষ　　定の変ߋ及び解ࢄ
（定の変ߋ）
第 37 　この定は、評議員会のܾ議によって変ߋすることができる。
　　̎　前߲の規定は、この定の第̏、第̐及び第 10 についても適用する。

（解　ࢄ）
第 38 　この法人は、基本財࢈の໓失によるこの法人の目的である事業の成ޭの不能その他法令で定められた事由によって解ࢄする。

（余ۚ及び余財࢈のॲ分等）
第 39 　この法人は、余ۚの分配を行わない。
　　̎　この法人が清ࢉをする場合において有する余財࢈は、評議員会のܾ議を経て、国若しくは地方公共団体ຢは公益社団法人及び公益財団法人の認定等に関する法（以下「公益認

定法」という。）第̑第 17 ߸にܝげる法人であって、ે੫ಛ別ા置法第 40 第߲̍に規定する公益法人等に֘当する法人にଃ与するものとする。

（公益認定の取消し等に伴うଃ与）　
第 40 　この法人が公益認定の取消しのॲ分を受けた場合ຢは合ซにより法人が消໓する場合（そのݖར義をঝ継する法人が公益法人であるときをআく。）には、評議員会のܾ議を経て、

公益目的取得財ֹ࢈に相当するֹの財࢈を、当֘公益認定の取消しの日ຢは当֘合ซの日から̍Օ月以内に、公益社団法人及び公益財団法人の認定等に関する法第̑第 17 ߸に
。げる法人ຢは国若しくは地方公共団体にଃ与するものとするܝ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　第̕ষ　　公告の方法

（公告の方法）
第 41 　この法人の公告は、ి子公告の方法により行う。
　　̎　事ނその他やむを得ない事由により、前߲のి子公告をすることができない場合は、官報にࡌܝする方法による。

　　　第 10 ষ　　会員及び会員連བྷ協議会
（会　員）
第 42 　「運動器の健康」世界運動の理念を広く国民に周知し、心身の健康増進及び 2OL（2VBMJUZ PG LJGF）の向上のため、この法人の事業運Ӧを支援する団体ຢは個人を会員（以下「会

員」という。）とすることができる。

（会員連བྷ協議会）
第 43 　この法人の事業運Ӧについて、会員で組織する会員連བྷ協議会を設けることができる。
　　̎　この法人は、会員に対し、会員連བྷ協議会を通じて「運動器の健康」世界運動の動向を伝え、国民の運動器の健康増進に関わる情報を伝ୡし、交換し、その普及、啓発をਤる。
　　̏　会員連བྷ協議会は、原ଇとして毎事業年度 1 回開催するものとし、理事長ຢはઐ理事が議長として議事進行をਤる。
　　̐　会員連བྷ協議会の運Ӧに関して必要な事߲は理事会のܾ議によって別に定める。
　　̑　会員連བྷ協議会は、法令及びこの定で定める評議員会及び理事会のݖ限を制約することができない。

　　　第 11 ষ 　　委員会
（委員会）
第 44 　この法人は、この法人の事業運Ӧのԁな行をਤるために必要があるときは、理事会のܾ議によって、委員会を設けることができる。
　　̎　委員会の組織及び運Ӧに関して必要な事߲は、理事会のܾ議によって別に定める。
　　̏　委員会は、法令及びこの定で定める評議員会及び理事会のݖ限を制約する運Ӧを行うことができない。

　　　第 12 ষ　　事ہ
（事ہの設置等）
第 45 　この法人の事をॲ理するため、事ہを設置する。
　　̎　事ہには、事ہ長及び所要の৬員を置く。
　　̏　事ہ長及び重要な৬員は、理事会のঝ認を得て理事長が໔する。
　　̐　事ہの組織及び運Ӧに関して必要な事߲は、理事長が理事会のܾ議によって別に定める。

　　　第 13 ষ　　ิ　　ଇ
（規ଇ等への委）
第 46 　この定に定めるもののほか、この定の実施のために必要な規ଇは、理事会ຢは評議員会のܾ議により別に定める。また、規ଇを実施するためのࡉଇ等は理事会が定めるもの

とする。

（定に定めのない事߲）
第 47 　この定に定めのない事߲については、すべて法人法その他の法令で定めるところによる。

　　附　　ଇ
　　̍　この定は、平成 28 年 3 月 28 日から施行する。
　　̎　平成 29 年 12 月 9 日　運動器の健康・日本協会と名শ変ߋ
　　̏　平成 30 年 7 月 31 日　名শ変ߋに伴い一部変ߋ

別表　基本財࢈（第̑関係）

財࢈種別 場所・数ྔ・ֹۚ等
定期༬ۚ ۚ　500 万ԁ
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参加団体会員（44 団体）　　　　　　　　　　　　　　　　
関東整形災害外科学会
一般社団法人中国 u 国整形外科学会࢛
一般社団法人中部日本整形外科災害外科学会
東北整形災害外科学会
西日本整形・災害外科学会
一般社団法人日本足の外科学会
日本運動器Ҡ২・再生医学研究会
一般社団法人日本運動器科学会
一般社団法人日本運動器᙭痛学会
一般社団法人日本ݞ関節学会
一般社団法人日本関節鏡・膝・スポーツ整形外科学会
一般社団法人日本関節病学会
公益社団法人日本ٛࢶ۩士協会
日本靴医学会
一般社団法人日本ވ関節学会
一般社団法人日本骨折治療学会
一般社団法人日本骨粗鬆症学会
一般社団法人日本作業療法士協会
日本ࢶ࢛再建・創外ݻ定学会
一般社団法人日本小児整形外科学会
一般社団法人日本人関節学会
公益社団法人日本整形外科学会
日本整形外科ۈ務医会
一般社団法人日本整形外科スポーツ医学会 
日本脊髄障害医学会
一般社団法人日本脊脊髄病学会
一般社団法人日本ଆኩ症学会
特定非営利活動法人日本治療的馬協会
一般社団法人日本手外科学会
日本転倒予防学会
日本軟骨代ँ学会
日本性麻ᙺの外科研究会
一般社団法人日本肘関節学会
一般社団法人日本骨・関節感છ症学会
日本骨形ଶܭଌ学会
日本ধ神ܦ学会
一般社団法人日本腰痛学会
一般社団法人日本リウマチ学会
公益社団法人日本理学療法士協会
公益社団法人日本リハビリテーション医学会
日本臨床バイオメカニクス学会
一般社団法人日本臨床リウマチ学会
東日本整形災害外科学会
北海道整形災害外科学会

参加協力会員（11団体）　　　　　　　　　　　　　　　
一般財団法人世ք少年野球推進財団
公益財団法人全国高等学校体育連ໍ
公益財団法人全日本軟式野球連ໍ
一般財団法人全日本野球協会
特定非営利活動法人日本アンプティサッカー協会
一般社団法人日本ウオーキング協会
公益財団法人日本オリンϐック委員会
公益財団法人日本高等学校野球連ໍ
公益財団法人日本障がい者スポーツ協会　日本パラリン
　　　　　ϐック委員会
公益財団法人日本スポーツ協会
公益財団法人日本中学校体育連ໍ

支援会員（8団体）　　　　　　　　　　　　　　　　　　
つくしの会（全国軟骨ແ形成症患者・Ոの会）
特発性大腿骨಄յࢮ症の会
特定非営利活動法人日本せきͣい基金
日本二脊症協会
公益社団法人日本リウマチ友の会
特定非営利活動法人骨形成ෆ全症協会
NPO 法人骨と関節をकる会
ポリオの会

特別賛助会員（３社）　　　　　　　　　　　　　　　　　
エーβイג式会社
ୈ一三共ג式会社
久ޫༀג式会社

賛助会員 · ゴールド会員（１社）　　　　　　　　　　　　　　
小野ༀ業ג式会社

賛助会員 · シルバー会員（６社）　　　　　　　　　　　　
Ѵ化成フΝーマג式会社
科研ༀג式会社
大正ༀג式会社
中外ༀג式会社
ఇ人フΝーマג式会社
日本イーライリリーג式会社

賛助会員 · ブロンズ会員（１社）　　　　　　　　　　　　
ジンマーバイオメット合ಉ会社

会員一覧
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